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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）  
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Ⅰ－1 大気浮遊庭中の放射性核種濃度  

湯川雅枝、渡辺素人、西村義一（環境衛生研究部）  

本郷正三（技術部）  

田中千枝子、佐藤愛子（技術補助員）  

1．緒言   

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性核種による環境レベル  

を把握し、国民の被爆線量評価に資することを目的として、大気浮遊塵中の放射性核種の  

濃度を調査する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取   

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの外気浮遊塵を試料とした。浮遊塵は  

大口径のハイポリーウムエアサンプラーを用いて、捕集効率が0．995以上のグラスフ  

ァイバー濾紙（20．3cmX25．4cm）に連続集塵するが、サンプラーの流量は、  

マイクロコンピュータによって一定量（1m3／min）を保つように制御されている。  

濾紙の目詰まりは約2ケ月程度の集塵では撞こらなかったが、目詰まりを生じて流量が下  

がった場合でも、積算流量は正しく表示されるように設計されている。  

2）分析測定   

浮遊塵を捕集したグラスファイバー濾紙は、所定の大きさに折りたたんで、Ge（Li）  

検出器によるガンマスペクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種定量後、水酸化ナトリ  

ウムと塩酸によりストロンチウムを抽出し、発煙硝酸法で精製した。   

90S rはマイクロコンピュータによる自動解析装置付の低バックグラウンドベータ線ス  

ペクトロメータにより定量を行った。  

3）結果   

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、本年度は1997年12月  

22日から1998年8月27日までの採取試料についてのガンマスペクトロメトリの結果を  

137c sについて表－1に示した。   

大気浮遊塵大量連続集塵装置を制御しているパーソナルコンピュータをMS・DOS版から  

Windows版へ変更し、ソフトウェアの移植などを実施した。   

旧変電脇プレハブ内に設置した大気浮遊塵採取装置の故障に伴い、従来集塵を行ってい  

た地上1．5mの高さでの集塵が1998年8月以降継続できなくなった。従って、19  

98年8月からは、平行運転を行っていた第1研究棟屋上の大気浮遊慶大量連続集塵装置  

による集塵のみ実施することになった。データの継続性に関しては、同時期に集塵した試  

料の分析を行って検討する予定である。  

－3－   



表一1．大気浮遊庭中のγ線放出核種濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾6Bq／m3）   

採取期間   m3（×103）   137Cs   

199712／22～19981／22   16．2  

1／22、2／25   23．6  

2／25～3／23   21．0  

3／23・－4／27   23．5   2．33±1．24   

4／27～5／26   24．6  

5／26～6／26   36．0  

6／26～7／27   22．2   2．54±1．43   

7／27～8／27   21．7  

・－：検出限界以下  
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Ⅰ－2 環境中の14Cの濃度調査  

放射線医学総合研究所  

府馬正一、井上義和、平野眞由美、菅井一意  

1．緒言   

環境中の14cの主な起源は、自然生成、大気圏核実験および核燃  

料サイクル関連施設などである。14cは半減期（5 7 3 0年）が長  

いために、集団線量預託への寄与が無視出来ないと考えられている。  

14Cが集団に及ぼす線量影響を起源毎に評価するためには、施設の  

影響のない自然環境と施設周辺環境における14cレベルの長期間の  

時間推移と変動および地域分布などに関するデータが不可欠である。   

自然生成および核実験起源の14cの環境レベルを把握する 目的で、  

19 6 0年代初頭よ り現在に至るまで、主に日本産の植物精油と発  

酵アルコールを測定試料と して14c濃度（比放射能、d p m／  

g C）を測定してきた。植物では、ある年に生育した部分の炭素中  

の14c濃度は、その年の大気中の二酸化炭素中の14C濃度を良く反  

映する と考えられるので、測定値は、飲食物の摂取を通じて人体に  

摂取される14c濃度を推定し、線量評価を行う際の有用なデータと  

して使用出来る と考えられる。  

2．調査研究の概要   

今年度測定した試料は、主と して19 9 8年に日本で収穫された  

ブドウを原料と して発酵醸造されたワインである。蒸留精製し、約  

9 2－ 9 5％のアルコールを調製した。比重を測定して正確なアル  

コール濃度を決定後、その10mlを同量のトルエンシンチレ一夕と  

混合し、液体シンチレーショ ンカウンターPackard社製 TRI－CARB  

2260ⅩLで1試料当たり 5 0 0分測定した。バックグラ ウンド（B．G）  

計測試料は、同量の合成アルコールを用いて調製した。 この測定法  

では、1試料に導入できる炭素量は約4 gであり、測定効率は約  

61％、B．G計数率は、約3．O c p mであった。   

測定結果を表に示した。19 9 8年の日本各地の14c濃度は、  

14．9±0．1d p m／g C～15．2±0．1d p m／g Cの  

範囲であった。平均値は、15．1±0．1d p m／g Cであった。  

測定誤差を考慮すると、14c濃度の地域差は認められず、日本の  

14C濃度は工業地帯を除いてほぼ均一に分布している と考えられる。  

19 8 0年から19 8 9年までの10年間の14C濃度は、年減少率  

約0．2 0 d p m／g Cで低下してきた。その後、19 9 0年から  

19 9 8年の最近9年間は、15．6 d p m／g Cから15．1  
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d p m／g Cと緩やかな減少傾向を示した。  

3．結語   

本調査研究により蓄積された14c濃度の時系列から以下のことが  
分かった。19 4 0年代の試料から、日本での自然生成レベルが約  

13．7 d p m／g Cであった。大気圏核実験の開始に伴い、その  
影響が19 5 0年代以降の試料に認められ、14C濃度は急激に増大  
し始め、19 6 3年には最大値2 5 d p m／g Cに達した。その後  
19 8 0年代まで、濃度は比較的急速に低下した。この間、特に  
19 7 0年前後の日本の濃度は、北半球大気対流圏の予測濃度より  
最大十数％の低下を示した。これは、日本の急速な工業化に伴う化  
石燃料の大量消費の結果、大気中に14cを含まない炭酸ガス濃度が  
急激に増加したため、希釈され濃度が低下したと推定される  

（Suess効果）。19 8 0～19 9 8年の間の14cのゆるやかな減少  
傾向は、炭素循環モデルに基づく対流圏の14c予測濃度（NCRP）と  
良い一致を示した。   

植物由来有機成分中の14C濃度測定値から推定される大気中の  
14C濃度の時間変化は、年々減少率が小さくなりつつもなお減少傾  
向が続いている。核実験起源の14Cが、19 9 8年現在で自然レベ  
ルの約10％増のレベルで大気中に残存していることを示している。   

長期間の時間変化を予測するためには、本測定調査を継続してデ  

ータを蓄積するとともに、植生や海洋が果たしている炭酸ガスのリ  
ザーバ ーとしての役割と、化石燃料の消費に基づく14cを含まない  

炭酸ガスの大気中濃度の増加による希釈効果の両者の影響について  

解析する必要がある。これらの解析結果は、近年問題となっている  

地球温暖化の原因解明に役立つであろう。一方、放射性廃棄物の土  

中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転に伴い14Cが環境に放出さ  
れ、局地的に環境濃度を上昇させる可能性があるので、今後は、施  

設周辺の環境試料を定期的に採取し、その14C濃度を測定し、経年  
変化に関するデータを蓄積する必要がある。  

表 日本の19 9 8年産ワインの14C濃度  
試料＃  ブドウの産地  14c濃度（dpm／gC）  計測誤差（1SD；dpm／gC）   

1   北海道   15．2   0．1   

2   秋田県   15．0   0．1   

3   蔵王山麓   15．0   0．1   

4，5   山梨県   14．9，15．1   0．1   

6   長野県   15．2   0．1   

1998年潮dpm／gC（1二標準偏象）  
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Ⅰ－3 オフィスビルにおけるラドン・ラドン娘核種濃度の変動  

放射線医学総合研究所  

床次眞司，古川雅英，藤元 

1． 緒言   

自然放射線による被曝のうち，最も線量寄与の大きいラド  
ンとその娘核種について，その存在量と形態について，様々  
な環境において調査を行っている。わが国の家屋内ラドン濃  

度調査は終了したものの，それ以外の環境についての調査結  
果に関する報告はほとんどない。より精度の高い線量評価を  

行うために，生活の実態に沿った調査が必要である。そこで，  

今年度は職業環境におけるラドン等の調査を重点的に行った。   

2．  調査研究の概要   

パッシブ型ラドン測定器を用いた職業環境でのラドン濃度  

調査は，東京にある5軒のオフィスビルにおいて平成8年度  

途中から開始し，現在も継続中である。本調査で得られる濃  
度はラドン濃度のみであって，直接の被曝の対象となる娘核  
種に関する情報はない。そこで，今年度はラドンと娘核種の  
連続測定器を導入し，調査が行われている幾つかのビルに設  

置し，1週間の濃度変動を観測した。本調査では，ラドン濃  
度測定器として AIphaGuard（パルス型電離箱），娘核種測定  
器には AB－5（計数装置）と AEP47（娘核種捕集検出部）を使  
用した。   

8階建てのビルの6階にあるオフィスに上述の測定機器2  
台を設置し，1週間にわたり観測を行った。4月16 日（木）  
から測定を開始した。その結果を図1に示す。ラドンと，娘  
核種濃度から求めた平衡等価ラドン濃度（EEC）は同じパタ  
ーンで変動している。4月 2 0 日朝までどちらの濃度も上昇  
し高いレベルで推移していた。オフィスの担当者によれば，  
その日までオフィスは使用されていなかったことが判明した。  

それ以降，測定終了まで一定のサイクルで変動パターンが見  
受けられた。これは就労者の活動を反映しているものと考え  

られた。この結果から，終日の平均ラドン濃度は56．6Bq／ml，  
就業時間帯（平日の9暗から5時までと仮定）のみを対象とし  
た平均ラドン濃度は18．OBq／m3であった。終日の平均ラドン  
濃度はこれまで収集されたパッシブ型ラドン測定器による結  

果と同程度であった。平衡等価ラドン濃度については，それ  
ぞれ 35．2Bq／m3（終日），9．8Bq／m3（就業時間帯）となった。さら  
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に平衡ファクタを求めてみると，0．64（終日），0．59（就業時  
間帯）となった。ラドン濃度，平衡等価ラドン濃度に関して  
は，3倍以上の開きがあった。   
大規模な調査などで使用されるパッシブ型ラドン測定器で  

は終日の平均ラドン濃度しか求めることはできない。従来の  

手法でこの種の職業環境の調査を行うとすれば，線量として  
考えると，3倍近く過大評価することになる。   

3． 結語   

居住環境におけるラドン濃度に関するレベル調査は幾つ  

か報告されているが，本研究のような生活の実態に沿った調  
査例はない。このような形式での大規模な調査は困難である  
が，データの蓄積によって，将来モデルの構築等により推定  
が可能になるものと考えられる。今後も引き続き様々な環境  

において実態に沿った調査を行い，ラドン濃度のみならず，  
線量評価に重要なパラメータの定量を行う予定である。  
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図1 ラドン及びその娘核種濃度の   

1週間にわたる連続測定結果  
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Ⅰ－4 宇宙線電離成分線量率の高度変化（ⅠⅠ）  

放射線医学総合研究所   

古川雅英、床次眞司、藤元恵三  

1．緒言   

放射能調査研究課題「生活環境における宇宙放射線の空間分布と時間変動に関す  

る調査研究」では、地表レベル（海面高度～高山域）における宇宙放射線（二次宇  

宙線）強度の空間分布および時間変動を実測によって把握し、国民線量算定の高精  

度化に資することを目的としている。平成6年度には富士山とその周辺において、  

海面高度から富士山頂部（標高3740m）の区間で二次宇宙線の電離成分及び中性子  

成分の両者について測定を行った。また、平成7年度には青森県（岩木山）および  

鹿児島県（開聞岳、屋久島黒味岳）において、平成8年度には北海道および中部地  

方の主として山岳域において、電離成分について測定を実施した。このほか関連す  

る調査研究として、経常研究の一環ではあるが、東京大学海洋研究所の調査船「白  

鳳丸」のKH93－3航海において、東京湾からインド洋南西部までの海面高度におけ  

る電離成分強度の緯度変化を実測した（平成5年度）。  

2．調査研究の概要   

平成10年度は、引き続き実環境（沖縄県ほか）において測定を行うとともに、宇  

宙線電離成分線量率の高度変化について、これまでに国内で得たデータ、ならびに  

本課題に関連して中国と共同で行ったチベット高原における測定結果（平成10年度  

科学技術庁専門家派遣制度により実施）および韓国との共同研究で得た韓国南部の  

データ（平成10年度科学技術振興調整費による国際共同研究総合推進制度・交流育  

成などにより実施）を整理・集約した。ここで電離成分線量率（空間吸収線量率  

nGy／h）は、3”4）×3”Nalm）シンチレーションスぺクトロメータによって得られた  

3MeVから7MeV間の計数を用いて算出した。   

図－1に、国内外で得た実測データに基づく電離成分線量率の高度による変化を  

示す。国内では海面高度から富士山頂部の区間において、中国チベット高原では標  

高3700m～4250mの区間において、韓国南部（釜山など）では海面高度から標高約  

300mの区間において、それぞれ良好なデータが得られている。電離成分線量率は高  

度にともなって増加し、標高2000mでは海面高度（約28～30nQJ／h）の約2倍、  

標高4000mでは海面高度の3．7倍～4倍程度となった。また、高度に伴う電離成分線  

量率の変化は、概略ではあるが、標高2500m以下では約0．01nGy／h／mであるのに  

対し、2500m以上では大きくなり、約0．04nGy／h／mとなった。  
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これらの結果は、日本はもとより、アジアにおける宇宙放射線による被ばく線量  

評価等において有効であると考えられる。  

3．結薄   

地表レベルにおける宇宙放射線強度の空間分布については、特に地磁気緯度の中・  

低緯度地域における実測データの不足が指摘されてきた。中・低緯度地域には日本  

のみならず、人口集中の著しいアジア諸国などが含まれており、同域における宇宙  

放射線による影響等をより高精度で評価するためには、引き続き国内外における測  

定を実施し、データの蓄積と整備を進める必要がある。さらに、高度変化のみなら  

ず、宇宙放射線強度の変動要因である気圧や地球磁場を同時測定するなど、時間変  

動に関する諸情報も得る必要がある。現在、人工的ノイズの無い地球磁場測定サイ  

トを千葉県下で探索中である。また、屋内や地下空間における測定を実施し、建築  

物等による宇宙放射線に対する遮蔽の効果についても定量的な調査研究を進める予  

定である。  
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図－1 宇宙線電離成分線量率の高度変化  
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Ⅰ－5 環境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、宮本秀子、平野眞由美、菅井一意  

1．緒言   

3Hは本来宇宙線により大気中に生成する核種であるが、1950  
年代から始まった世界規模の核実験によって多量に生成したため、  

環境中のレベルが100倍に達した。その後核実験停止後はそのレ  
ベルが年々減少し、最近では核実験施行前の天然レベルに戻りつつ  

あることが、降雨の測定により明らかとなっている。   

本調査は全国の原子力発電所の2次冷却排水、陸水、海水の第1  

次調査（1969～1980）、茨城県東梅村陸環境における分布と計時変化  

に関する第2次調査（1981～）、青森県六ヶ所村におけるバックグラ  

ウンドデータの収集（1991～）などを行ってきた。これらの3H衆境  

中空間分布と時間変化に関するデータを蓄積し解析した結果、環境  

中での3Hの動態が明らかとなってきた。それらの調査結果に基づき、  

3Hの環境移行モデルを構築し、放医研乗境・人体核種移行評価シス  

テム（ERMA）に組み込んだ。本システムはさHによる環境汚染の程度  

を予測するツールとして利用し、原子力施設の通常モニタリング法  

の改善や、ヒトの線量評価法の改良に役立てることが可能である。   

本調査により得られた、フォールアウトレベルや原子力施設周辺  

レベルの時系列データが、上述の3H環境移行モデルの計算運用にお  

ける基盤データとして、また今後原子力施設周辺で観測される3H濃  

度レベルの評価のための基準データとして利用されることを狙い、  

データベースとしての構築を行った。  

2．調査研究の概要   

採取水試料は蒸留後、鉄－ニッケルを電極とした電気分解によっ  

て、3H濃度を約25倍に濃縮し、その後液体シンチレーションカウ  
ンター（Packard社製LSC Tri－Carb2250CA）によって、1試料当た  
り約500～1000分計測した。   

本論文抄録集等で公表してきたデータを、採取年・採取地・採取  

試料種別・きHのソース（フォールアウトか施設由来か）・濃度レベ  

ル（0－1，ト10，10－Bq／1）等の属性別に検索が行えるように、仕分け  

整理を進めた。  

3．結語   

表に放射線医学総合研究所において測定蓄積された、環境中3H濃  
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度調査データ、環境水の部の一覧を示した。採水地は原子力施設の  
立地県に限られているが、初期の測定結果は局地のフォールアウト  
レベルを示すものが殆どであり、1970年代の日本におけるバッ  

クグラウンド測定値としての希少価値がある。濃度レベルと採水源  
との相互関係はなく、データは、0－1、卜10、10－Bq／1の全範囲に  
分散していた。   

松葉等生物試料、土壌水試料、大気中水蒸気等のデータがあるの  
で、順次整理を行っていく。その全体は放医研ERENS（放射能迅速評  
価システム）統合データベースに組み込むことによって、当面は放  

射能調査研究成果の共有情報として所内で利用できるものとし、将  
来はインターネサトによる放医研外部向け情報公開に利用できるも  

のとする予定である。  

【研究発表】  

1）井上、宮本、平野、佐藤：放射能調査研究報告書、（平成9年度）、   
NIRS－R－35、放射線医学総合研究所、43－47、平成10年12月．  
2）井上、宮本、平野、佐藤：第40回環境放射能調査研究成果論文抄   
録集、（平成9年度）、科学技術庁、12－13、平成10年12月．  

表 放射線医学総合研究所による環境中トリチウムの測定調査データ  

保有データの種別：環    水  （○はデータ保有を示す）   

採  年   採水地   揉水源   
2次冷  

開始  終了  県名   降水  地下水  河川水  淡水湖朋  汽水欄間  沿岸海水  水道水   却取水   

1974  1978  鹿児島県  ○   ○   ○  ○   ○   ○  

1976  続中  千葉県   ○  ○  

1977  1979  福井県  ○   ○   ○  ○   ○   ○   

1977  1979  島根県  ○   ○  ○   ○   ○   ○   ○   

1977  続中  茨城県   ○   ○   ○   ○   ○   ○   ○   ○   ○   

1978  1978  静岡県  ○   ○   ○  ○   ○   ○   

1978  1980  愛媛県  ○   ○   ○   ○   

1978  1980  佐賀県  ○   ○  ○   ○   ○   

1979  1980  福島県  ○   ○   ○  ○   ○   ○   

1990  継続中  青森県  ○   ○   ○   ○   ○  ○  
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Ⅰ－6 高空における放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  第1研究所  

佐藤美穂子 遠藤 拡 春川順市  

加藤過彦  渡辺健二  荻野久美子  

1． 緒言  

19 61年以来、放射能による環境汚染調査の一環と して、我   

が国上空の大気浮遊塵の放射能に関する資料を得るため航空機を   

用いて試料を採取 し、全β 放射能濃度及び含有核種の分析を行っ   

てきた。本稿では、前報に引き続いて平成10年度に得た測定結   

果について報告する。  

2．調査研究の概要   

1）試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、中部（百里～新潟並びに  

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  

海上）の：∃空域において航空機（ト4 中等練習機）に装着し  

たろ紙式集塵器によ り 試料を採取した。採取高度は、各空域  

と も10km及び3kmであ り、ろ紙は、東洋濾紙㈱製NO．5Aである。  

図1に使用 したろ紙式集塵器の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要図  
2）測定方法  

試料の処理、測定方法は、従来と 同 じである。試料ろ紙の  

半分は、灰化して全β放射能測定用 と し、残り 半分は、γ 線  

機器分析用 とするため未処理のまま、60皿m8×5．5m皿hの円板状  

に圧縮成形した。全β放射能測定における比較線源にはIJ。（）H  

を使用 した。Ge半導体検出器のピーク効率は寒天基準容積線  

源を用いて求めた。  

：ヨ）調査結果  

19 9 8 年4月 から19 9 9年3月 までの間における全β  
放射能濃度の測定結果を図 2 に示す。本期間での高度1（）km  

試料の全測定値の平均値は1．5mBq／m3である。平成 8、9 年  

度はそれぞれ1．4mBq′／m3、1．3mBq／m3であ り、気象要因等によ  
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る変動幅内の値である。また、今期間中に採取した単一試料  

のγ線スペ クトル分析からは人工の放射性核種は検出されて  

いない。γ線スペクトル分析で検出された宇宙線生成核種  

7 B e は成層圏に多く 存在する もの と 考え られる が、その濃  

度の変動を図 3 に示す。   

（
c
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＼
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∈
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2  3  月  9  10 11 12  1  4  5   6   7   8  

図 2  全β 放射能濃度  
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世
礫
濯
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蚕
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4   5   6   7   8   9 10 11 12 1 2  3  月  

図 3  7 B e 放射能潰度  

3．結語  

本期間の上空大気中の全 β   

り、その季節的変動も少なく   

してい る放射性物質が少な く   

環境放射能汚染監視のため引  

ほぼ同 じ て・あ  

成層圏 に 滞留  

る。 しか し、  

え ら れ る。   

放射能濃度は前年度 と  

なっ ている。これは、  

なったため と 考え られ  

き続き調査が必要と考  
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Ⅰ－7 土壌及び米麦子実の放射能調査（平成10年度）  

農業環境技術研究所  

駒村美佐子  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された米麦子葉を対象   

に、降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが、今回は平   

成10年度に採取収穫した試料について、13Tcsの核種分析を行ったのでその調査結果   

を報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ヶ所の国公立農業試験研究機閑の特定圃場から、それぞれ   

の収穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培された水稲・小麦子実を分析用  

に調製し供試した。  

13†csの分析は、土壌は風毛細土40－60gを、米麦子実の玄麦・玄米は1kg、白米は   

3kgをそれぞれ0～500℃48時間で灰化後、測定容蕃に詰め、Ge（Li）高純度半導体検   

出器により137cs含量を測定した。測定時間は、土壌・玄麦・玄米はさ札000秒、白  

米は320，000秒。  

2）調査結果  

①農耕地土壌  

平成10年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取した作土（深さ10～   

15cm）中の137cs含iを表1、2に示した。  

137cs含量は、全国平均で畑土額9．O Bq／kg、1，007HBq／km2、水田土壌10．3   

Bq／kg、1，152HBq／km2の値を示した。前年度と比較すると僅かに減少した。採取地  

別には畑土壌4．3～20．O Bq／kg、水田土壌3．8～23．1Bq／kgと地域差が大きい。  

②米麦子実  

平成10年度に収穫した玄麦及び玄米・白米中の13Tcs含量を表1、2に示した。  

これらの調査結果から、13†csは全国平均で玄麦0．018Bq／kg、玄米0．058Bq／kg、   

白米0．023Bq／kgの値を示した。前年度と比較すると、米麦子実中の137csやや   

減少傾向を示した。採取地別には、米麦ともに著しい地域差が認められた。  

3．結語   

平成10年度に採取収穫した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実中の137csの核種   

分析を行った結果、l＝csの含iは、僅かな減少傾向を示しながら推移している。  
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表1玄麦及び畑作土の137cs含量  

平成10年度  

137cs  
試料採取地  

収穫日  品種名       玄麦   畑土壌  

Bq／kg  Bq／kg  HBq／km之   

札 幌（北海道）  8．6  ホクシンコムキ†  0．011  7．0   836   
長 岡（新 潟）  6．16  コユキコムキ●   0．025  20．0  2，428   
盛 岡（岩 手）  7．5  ナンアコムキ○  0．027  12．9  1，178   
岩 沼（宮 城）  6．25  シラネコムキ●   0．022  4．3   557   

水 戸（茨 城）  6．16  シュンヨウ   0．010  6．0   

つくば（茨 城）  6．20  農林61号  0．028  6．6   686   
熊 谷（埼 玉）  6．8  農林61号  0．006  5．5   
立 川（東 京）  6．2  農林61号  0．035  12．9  1，159   
山 陽（岡 山）   5．27  シラサキコムキ◆   ND   5．6   946   

平 均  0．018  9．0  1，007   

表2 玄米・白米及び水田作土の13Tcs含量  

平成10年度  

137cs  

試料採取地  

収穫日  品種名       玄米  白米   水 田 土壌  

Bq／kg  Bq／kg  Bq／kg  MBq／km2   

札 幌（北海道）   10．7  キララ397号  0．039  0．009  9．0   676   
秋 田（秋 田）   9．28  アキタコマチ   0．267  0．101  23．1  2，259   

大 曲（秋 田）   9．25  アキタコマチ   0．075  0．025  4．7   381   
上 越（新 潟）   9．30  ドントコイ   0．081  0．043  20．0  2，114   

金 沢（石 川）   8．28  ホホホノ穂   0．031  0．001   4．3   597   

鳥 取（鳥 取）   9．21  コシヒカリ   0．024  0．004  16．4  2，586   

盛 岡（岩 手）   10．13  ササニシキ   0．099  0．032  11．9   945   

名 取（宮 城）   10．9  ヒトメホ●レ   0，041  0．024  14．0  1．609   

水 戸（茨 城）   9．16  コシヒかノ   0．061  0．017  10．6  1，163   

つくば（茨 城）   9．20  コシヒカリ   0．011  0．008  6．0   590   

立 川（東 京）   10．15  日本晴   0．040  0．003  10．8  1，137   

双 葉（山 梨）   9．3  ハナエチセ◆ン  0．006  0．004  3．8   594   

羽曳野（大 阪）   10．5  晴々   0．010  0．003  5．8   654   

山 陽（岡 山）   10．14  吉備の華  0．020   ND   7．4  1，259   

筑紫野（福 岡）   10．14  ヒノヒカリ  0．075  6．8   722   

平 均  0．058  0．023  10．3  1，152   
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Ⅰ－8 放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握  

農林水産省 農業環境技術研究所  

給田康一・斎藤貴之   

1．緒言   

長寿命放射性ヨウ素（129Ⅰ）の土壌表層降下後の土壌蓄積性や浸透性の定量的解明の一環として、海水起源  

で大気経由で降下する非放射性127Ⅰの土層・地層深度分布や滞水層別地下水および各種作物中127Ⅰ濃度を全国  

レベルで明らかにする。また、精密解析圃場での深度別土壌水や帯水層別地下水中127Ⅰの挙動を明らかにす  

る。平成10年度はつくぼ市農環研構内の水臥畑および林地での深度別土層・地層および帯水層別地下水中  

12丁Ⅰ濃度を明らかにした。また全国地下水中127Ⅰの蓄積レベルと動態把握の一環として、足柄平野水田地域地  

下水中127Ⅰ濃度レベルを明らかにした。   

2．調査結果の概要  

1）方法  

①全国代表地域での地下水中1即Ⅰ濃度レベル   

神奈川県足柄平野水田地域（扇状地）の34地点の浅膚・中間層・深層地下水を周年的に採水した。また、  

これら地下水の最大給源と推定される水田かんがい水と洒匂川河床浸透水など表流水を6地点より採水した。  

いずれも放射化分析法によって127Ⅰを定量した。  

②精密解析圃場での土壌層・地層および滞水層別・地下水中127Ⅰ濃度レベル   

つくば市農環研の水田、畑地および林地に、滞水層別地下水採水井を設置して、経時的に採水し、放射化  
分析法によって127Ⅰ濃度を定量した。  

2）結果と考察  

①全国代表地域での地下水中12丁Ⅰ濃度レベル   

地下水の分析緒果を蓑1に、地下水中127Ⅰの給源となる河川水中127Ⅰの分析結果を表2に示した。地下水  

は浅層、中間層、深層の差ははとんどなく、平均127Ⅰ濃度も0．42〃g几と極めて低かった。フイルム工場か  

らの廃水中12丁Ⅰ濃度は40．2〝gと2桁も高く、排水量も大きい（10万トン／秒）ため、河川水はもちろん深層  

地下水（井深70m）中127Ⅰ濃度をかなり高めることが示された。  

②精密解析圃場での土壌層・地層および帯水層別地下水中127Ⅰの濃度レベルと動態   

土壌中127Ⅰ濃度は表層から2m深までは林地≧畑≫水田と大差があるが、2m以深に比べるといずれも高  

く、地表層に降下した12丁Ⅰが蓄積していることが示された．2～42m深は全体的に著しく低いが、15－17m  

の難透水層上部がやや高く、ここまで浸透してきた12丁Ⅰが再堆穣（蓄積）したことがうかがえた（図1）。地  

下水中127Ⅰ濃度は最上層の宙水では水田＞畑地＞林地と土壌と逆になっており、土壌中での浸透性の大きさ  

を反映していた。8～12mの浅層地下水中127Ⅰ濃度は宙水よりいずれも低くなっていたが、大きさの順位は宙  

水と同じであった。中間層（28～42m）では8～12mの帯水層より高く、これはこの圃場での浸透より上流  

域での浸透水が多くを占めていることを示唆していた（図2）。  

表1神奈川県酒匂川流域内足柄平野地下水中一2丁卜濃度（リg／L）  

・足柄平野上中部氷層地帯（扇状地扇頂～扇央～覇靖）・   

採水井（井紬  71  

洩り民辛KYさん宅 （柑） OJ2 【12】  
層2）Hア／く一ト  （15） OJ8 【‖】  
地3）河原町Sさん宅 （1り  OJ柑 【り  
下ヰ）民手OJさん宅 （20） oJ24 【6】  
水5）民手OJさん宅 （‖） 0′38【＝】  

m’ 平均－2Tl【ほ水  

さ （2。，            （28）8．ヰ7 【11】  

平均－℡71【様水  

雲・，…＝－  
■2）開成町第3水源井 （80） 0．37 【1】  
地8）開成町第4水井井 （85） 0朋 【2】  
下4）ウオーターケム   （85） 0．25 【胡  
水5）南足柄主郎水藤井 （80） 0．42【10】  
（¢）明治毒手第ヰ号   （100）0ノ柑 【3】  
507）小田層市第1水源井（80） 0．40 【り  
m8）楽Fフイルムエ嶋馳18（70）14．3【1】  

推Fフイルムエーではほ7ほ大王に使用しており、廃  

水貯留地層の－2，【が地下に浸透したため他に比べ  

て昭Iが著しく高くなったと推定された。 8）．9）は  
平均（七大一轟小）の計薫からは除外した。   

間2）白石ガソリンスタンド  

■3）山陽スコット1号  

地4）山陽スコット2号  

下5）山積スコット5号  

水6）民専Y．Kさん宅  

（7）民家E．Fさん宅  

208）民手T．Tさん宅  

Io）民幸F．Sさん宅  
5010）焼肉霹美店  
mlり曹比神社  

（30）0．紬 ［り  
（ヰ0）0．28 【ヰ】  

（40）0．29 【3】  
（50）0．28 ［3］  
（30）0．7丁 【3】  

（30）0．31【＝】  
（22）0．60 【1り  

（22）0．32 【3】  
（30）0．1丁 ［り  

（80）0．55 【2】  
（40）0．38 【8】  
（38）0月7 【2】  

卵管比・水田暗黒水（り  0．ヰ7 【10】  
7）曾比・民家Tさん宅（5－7）0．57 【り  
8）民需0．丁さん宅 （柑） 0．引 【2】  

（
0
～
 
 209）民寺T．Tさん宅 （15） 0．38 【り  
mlO）明治製菓第3号（15） 1．10 【3］  
－Il）まるや釣具雇 （5－8） 0，26 【2】  
12）民家んSさん宅（20） 0，42 ［2し 〉12）民幸KTさん宅  

12地点 平均（最大一最小）0．41（0．24－1．1）  13）吉野酒店  

13地点 平均（最大一書小）0．42（0．2い－0．〃）  
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蓑2 洒匂川（足柄平野内）および支流河川水中12丁Ⅰ濃度（ug／L）  

採水地点  12Tl濃度〔採水回数］  

0．88  【12】  

0．65  【ヰ】  

0．引  【2】  

酒匂川・文命用水，）  

酒旬日・十文字嬬  

酒匂川・狩川合流童前  

足柄平野上中部酒匂川 3地点平均 0．58（0．利一0．88）  

4仇2  【2】  

9．80  【2］  

4．70  【2】  

狩川・Fエ場廃水流出口鞍（酒匂川河口近くで合流）  

狩川・酒匂川合流口近く￥（飯田同橋）  

洒匂川・狩川合流後※（サイクリンゲ公匹）  

り足柄平野上中郎水田の潅漑水に使われている。  
この潅漑水と洒旬日河床浸透水が、表1に示す地下水の丑大総源と推定される。  

婿Fフイルムエ嶋廃水起領一27Iの影■を受けた水  

土噂・地膚中一2丁暮■廣 一叩／k8乾土   

0．0  10．0  20．O  aO．8  40．0   50．0  60．0  70．0   80．0  

園1深度別土壌層・地層中12丁Ⅰ濃度分布  －よ環研水田・畑および林地  

地下水★中l之Tl濃度 い8／L   

O  1  2  3  4  5  8  

【
U
 
 
 
■
○
 
 
 
▲
U
 
 

l
 
 
 
1
 
 
 
2
 
 

深
 
度
 
m
 
 

図2 清水層別地下水中12丁Ⅰ濃度  

3）結語   

酒匂川流域の地下水については、平野下部などのデータを加え総合的に解析する。精密解析圃場の深度別  

土層・地質中12丁Ⅰや帯水層別地下水中12丁Ⅰについても不足するデータを補足し、全国の地下水データとあわせ  

て解析していく。  
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Ⅰ－9 モニタリングポスト観測値と気象要素との関係について  

気象庁観測部環境気象課  

川嶋 浩二、石井 一雄   

1．緒 育   

気象庁はフォールアウトによる地表放射能水準の推移を監視する目的で、1969年から旭川と輪島の  
2官署でモニタリングポストによりガンマ線の空間線量の連続観測を行っている。   

今井他（1972）により調査されたモニタリングポスト観測と気象要素については以下の4点が明ら  
かとなっている。①積雪地において明瞭な季節変化がある。②積雪量に大きく影響される。③降水時  

には5、10cps（計数値／秒）増加する。④降雪は降水より影響の程度が大きい。   

この調査が示すようにモニタリングポストの観測値は気象現象の影響を受けることが指摘されてい  

るが、多くが1年程度の短期間の観測値をもとにした調査であることから、今回は蓄積された12年間  

の観測値により気象要素との関係を調査した。   

2．調査の概要   
モニタリングポストの検出器は、2”d X2”NaI（Tl）シンチレ一夕を使用し、旭川は地上高  
14．7mの屋上、輪島は10mのパンザマストに設置していた。1996年以降に機器の更新に伴い旭川は地  
上高13．2mの屋上、輪島は露場内の地上高1．5mに移設されている。   

検出部の移設により、移設前後の観測値に明瞭な差異が見られたため、同一のデータとして扱うの  
は困難と判断し、調査対象期間は観測値が磁気媒体化されている1984年から1995年の12年間を選択し  

た。調査に用いた観測値は、3時間毎の正時値（1日8回）を使用した。積雪値については毎時値が  
ないため、日最深積雪を毎時値として代用した。   

以下は、本調査により明らかとなった旭川及び輪島における空間線量率（以下、線量率）と気象要  

素の関係である。  

（1）線量率の経年変化   

両地点における線量率の経年変化の傾向を図1、図2に示す。いずれも季節変化が見られるものの、  

調査期間内はほぼ一定水準で推移している。また、線量率は冬期に低い値を示すが、これは積雪の変  

化との対応が良く、この傾向は旭川の方がより顕著に現われている。  
（2）積雪との関係   

両地点における線量率と積雪量の散布図を図3と図4に、積雪階級別の平均線量率を図5に示す。  
積雪が深くなるに従い、線量率が減少する傾向が現れている。  
（3）線量率の日変化   

調査期間平均値をもとにした両地点の線量率と気温の日変化を図6に示す。見やすくするため気温  
のスケールの上下を逆としている。空間線量率は06時前後に極大となり、日中から夕方にかけて極小  

となる明瞭な日変化が現れている。気温の日変化とほぼ逆の変化を示しているが、気温の変化とは若  
干のずれが見られる。  

（4）降水量との関係   

両地点における時間降水量別の平均線量率を図7に示す。両地点とも、降水量が5mm／hまでは降水  
強度に対応して線量率が増加し、その後は17cps前後でほほ一定の値をとなり、15mm／h以上では逆に減  

少する傾向が見られた。次に、線量率の全観測値から求めた月平均値と降水があった事例のみの月平  
均値との比較を図8に示す。輪島では各月とも全観測値の平均と降水ありのみの平均では2cps程度の  
幅を持って推移している。旭川では無積雪期には同様の状況であったが、積雪期には両者の差が小さ  
くなった。   

3．結 帯   
線量率と積雪の関係については、本調査についても前回調査と同様の結果となったが、降水との関  
係については、降水時に増加するが、前回調査結果の増加量5～10cpsより小さい値となった。   

モニタリングポスト観測は、降水現象の影響を受けることが本調査でも明確となった。また、観測  

値には、朝に極大で夕方に極小となる明瞭な日変化がある辛が分かったが、この変化は気温の日変化  
とは若干のズレがあった。今後もさらにこれら調査を継続し、両者の関係を定量化する必要がある。   

参考文献   

今井俊男、本多 正：モニタリングポストによる空間線量（γ線）の変動調査（第2報）、   

第14回環境放射能調査結果成果論文抄録集・PP．3ト32（1972年）  
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Ⅰ－10 大気圏における放射性核種の動態に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人、宮尾孝、青山道夫、広瀬勝己  

吉Jtl（井上）久幸、伏見尭彦   

1．緒言 気象研究所では、大気圏での放射性核種の濃度変動の実態とその変動要因を明ら  

かにすべく、重要な核種について観測を継続している。ここではつくぼ市の気象研究所で観測さ  

れた抑srおよぴ1ユTcs降下量ならびに85Krの大気中濃度変動を中心に述べる。沌srおよぴ－37cs  

は主に過去に大気圏内核実験や大規模事故により環境中に放出されたものであり、85Kr（半減  

期約11年）は主に核燃料再処理により現在も大気中へ放出されている。したがって的srおよぴ  

－3Tcsの濃度レベルは低下しているが、8さKrは放射壌変以外の除去過程が存在しないため、依  

然として大気中に蓄積してその濃度が徐々に増加している。   

2．調査の概要1）的srおよぴ137c与件下i毎月1日に気象研観測露場に設置した大型水  

盤（4m2）に捕集された降下物を採取した。これを蒸発濃縮し、まず、Ge半導休検出器により  

137csを測定した。次いで放射化学分散により的srを精製し、最終的に炭酸ストロンチウムとして  

固定した。数週間放置して的srと90Yとが放射平衡に達した後に、低／くックグラウンド27rガスフ  

ロー検出器で測定した。大気圏内核実毒針ま1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず、  

人工放射性核種の降下量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時  

的に降下量は増大したがその後は急激に低下して、1990年以後、1985年に記録したレベル以  

下の状態で推移している。図1には1997年までに気象研で観測された月間降下量の変動を併  

せて示した。1994年以後の年間降下量は成層圏滞留時間から予想される圭を大きく上回ってお  

り、再浮遊が降下する放射能の主たる成分である。再浮遊には近傍起源のものと、遠く大陸の  

荒涼な地域で舞い上がり長距離輸送されたものとの2成分があると考えられ、これら2成分の寄  

与率の評価法を検討している。また、1997年9月には的srの降下量データに異常を認めたが、  

分析法を含め実際に異常であったのか再検討中である（図1ではプロットせず）。   

2）85Kr濃度変動 全球にモニタリングネットを展開しているドイツ大気放射能研究所（BfS一  

仏R）との国際協力のもと、国際的に推奨（全球大気監視：GAWガイド）されている分析方式を導  

入し、観測を実施している。このBfS－IAR方式は、操作が簡便であり、かつ1週間の連続サンプ  

リングが可能なため、一般環境モニタリングに適当である。図2にこれまで得られた観測結果を  

まとめた。施設近傍では85Kr濃度の時間変動は放出源に依存し、柑97年3月の火災爆発事故  

により東海の再処理工場よりの放出が停止したため、大きなピークは、これ以後認められなくな  

った。したがって、観測結果は、すくなくとも北半球中緯度帯での地域的なべースラインを示して  

いると考えられる。また、ベースラインについても夏季と冬季の濃度レベルには善が認められ、  

北半球での放出源の緯度分布に起因する85Kr濃度の濃度勾配と日本列島を覆う気団の季節変  

化により説明できる。  
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3）3日降下11997年の3H月間降下iには異常は認められず、1990年代での同じレベルで  
推移している。   

3．結語今後とも観測を継続してデータの蓄積をはかり、降下王や大気中濃度の変動要因に   

ついてさらに調査研究を進める。  
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l－11 青森県の屋内職場環境におけるラドン濃度調査  

財団法人 環境科学技術研究所  
五代儀貴、植田真司、近藤邦男、久松俊一、桜井直行＊  

＊現在敦賀原子力サービス  

1．緒言  

ラドンおよびその娘核種は自然放射能による被ばく線量に高い   

寄与を与えている。平成3年度から平成7年度にかけて、青森県   

全域における一般家屋環境におけるラドン濃度調査を行った結果、  

幾何平均は約9Bq／m3と全国の幾何平均値12．7Bq／m3＊＊に比べ   
若干低いことがわかった。しかし、ラドンによる被ばく線量を評   

価するためには家庭環境でのラドン濃度を調べるだけでは不十分   

であり、家庭外におけるデータも必要となる。勤労者および在学   

者が職場または学校で生活している時間は1日の約1／3に相当す   

るため職場環境でのラドン濃度は重要である。しかしながら、職   

場環境におけるラドン濃度に関する情報は極めて少ないことから、   

青森県の屋内職場環境におけるラドン膿度の調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）調査方法  

調査は平成8年皮から平成9年   
度にかけて青森県を大きく津軽地   

区と南部地区の2つのブロックに   

分け、1年間に1ブロックずつ代   
表的な市を含む地区について調査   

した。津軽地区からは東青地区を、   

南部地区より三八地区を選び、各々   

平成8年度と平成9年度に調査を   
行った（図1）。  

調査には、放医研で開発された   

ラドントロン弁別型検出器を使用   

し、約3ケ月間の積算ラドン渡度   
を1年間にわたり測定した。  

測定を行う職場は、公共施設、  

固1 ラドン凛度調査地域   

医療施設、教育施設を各市町村  

1ケ所ずつ、その他の事業所については地区全体で各業種あたり  
3ケ所程度とした。その他の事業所の内訳は、製造業では、食料  
品製造業、衣服製造業、電気機械器具製造業であり、卸売小売業  

では、飲食料品小売業、衣服・食料・家具等卸売業である。測定  

器の設置個数は、各職場当たり1個を原則とし、教育施設につい  

－23－   



ては、生徒と教師の居室各1個とした。   

また、職場環境では、換気条件等が昼と夜、平日と休日で大き  

く変化することから、積算ラドン濃度を測定した職場の代表的な  

地点について、アクティブ法によるラドンおよびラドン娘核種濃  

度の測定を1週間連続して行った。測定は夏季、秋季および冬季  

の計3 回実施した。調査にはラドン濃度測定用にドイ ツ  

Genitron社製アルファガード、ラドン娘核種濃度測定用にカナ  

ダPYLON社製ワーキングレベルメータModelWLxを使用した。  

（2）結果  

2年間で調査した家屋数  

は107地点、426データが得  

られた。積算ラドン濃度測  

走地点における全地点の年 鱒40  
平均ラドン濃度のヒストグ  

ラムを図2 に示す。屋内職  

場環境の年平均ラドン濃度  

は14Bq／m3、最大75Bq／m3、  
最小3Bq／m3、中央値  
15Bq／m3であった。   

アクティブ法による測定  

結果より労働時間と非労働  

時間のラドンおよびラドン  

30  

20  

10  

0  

0 10 20 30 40 50 60 70 80  
Rn濃度（Bq／m3）  

図2 ラドン濃度のヒストグラム  

娘核種濃度を比較すると、ほとんどの職場環境でラドンおよび平  

衡等価ラドン濃度は日中の労働時間中に低く、夜間や休日に高く  

なる傾向が認められた。職場環境では夜間や休日には人の出入り  

もなく、換気がなされないために、濃度が高くなると考えられる。  

3．結語  

青森県における屋内職場環境のラドン濃度は一般家屋内のラド   

ン濃度に比べて高く、調査地点によるばらつきが大きく、また、   

換気によると見られる濃度変化が若しかった。  

ラドンによる被ばく線量を評価するためには屋内のラドン濃度   

を調べるだけでは不十分であり、現在、屋外の職場環境における   

ラドン濃度の調査を実施中である。  

本調査は青森県からの受託事業により行なわれた成果の一部である。  

＊＊ T．Sanadaetal；MeasurementofnationwideindoorRnconcentrationinJapan．  

J．Environ．Radioactivity45（1999）129－137．  
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Ⅰ－12  降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

野中 信博、室井 隆彦、大木善之、吉清水克己  

1．緒  日  

日本分析センターは科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査の一環として、環   

境中の放射能レベルとその推移の把握及び原子力施設周辺の放射線監視データとの比較   

を目的とし、日本各地で採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品   

等）について90s r及び137C s分析を行っている。今回は、平成10年度に採取された   

環境試料の調査結果を報告する。  

2．調査の概要   

平成10年度に47都道府県の各衛生研究所等及び日本分析センターが、採取した各種環   

境試料について、90S r及び137C s分析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、粉乳、野菜、  

茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

科学技術庁放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改   

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3．調査結果   

各種環境試料のgOS r及び13TC sの平均値及び最小、最大値を以下に示す。  

なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間降下量の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．022（0．0000～ 0．26）MBq／h2（n＝574）  

137C s：0．020（0．0000～ 0．23）MBq／km2（n＝567）  

（2）浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

9Os r：0．00042（0．00000～0．0021）nBq／m3（n＝140）  

137C s：0．00022（0．00000～0．0014）mBq／皿3（n＝140）  

（3）陸  水  

47都道府県で年1～4回採取した上水（蛇口水、源水）及び9道府県で年1回採取  

した淡水の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  
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上 水  90s r：1．6 （0．000 ～3．9）nBq／B （n＝110）  

13TC s：0．047（0．000 ～0．30）DBq／B （n＝110）  

淡 水  00S r：1．8 （0．055 ～3．7）nBq／B （n＝ 9）  

13TC s：0．41（0．0028 ～2．1）DBq／B （n＝ 9）  

（4）海水、海底土   

13道府県で年1－2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

海 水  80S r：1．7（1．2 ～1．9）nBq／B  （n＝14）  

13TC s：2．2（1．4 ～2．6）鵬q／β  （n＝14）  

海底土  gOs r：0．11（0．000～0．42） 8q／kg乾土 （n＝14）  

137C s：2．0（0．093～6．3） Bq／kg乾土 （n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1～2回採取した試料（深さ0～5cm、5～20cmの2種類を各1試料）   

の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

0～5cn 9Ds r：110 （2．8 ～ 500 ）MBq／km2 （n＝48）  

Bq／kg乾土  

蝿q／km2 （n＝48）  

Bq／kg乾土  

岨q／km2 （n＝48）  

Bq／kg乾土  

肥q／km2 （n＝48）  

Bq／kg乾土  

3．1（0．063～ 17 ）  

137C s：600 （26   －3000 ）  

19 （0．48 ～ 95 ）  

5～20cm gOs r：250 （7．8 ～1100 ）  

2．3（0．052～  9．4）  

13Tc s：780 （19  ～3400 ）  

8．2（0．24 ～ 60 ）  

（6）日 常 食  

47都道府県で年2～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

Bq／人／日 （n＝186）  

Bq／gCa  

Bq／人／日 （n＝186）  

Bq／gK  

Bq／人／日 （n＝93）  

Bq／人／日 （n＝93）  

Bq／人／日 （n＝ 93）  

Bq／人／日 （n＝93）   

gOS r：0．047（0．013 ～0．11）  

0．0089（0．0020～0．023）  

137C s：0．034（0．0021～0．16）  

0．0018（0．00018～0．0090）  

都市部  90s r：0．045（0．018 ～0．11）  

137C s：0．035（0．0025～0．16）  

農漁村部 gOs r：0．049（0．013 ～0．087）  

137C s：0．033（0．0021～0．12）  
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（7）精  米   

47都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．0069（0．0000 ～0．020）Bq／kg生  （n＝51）  

0．21（0．000 ～0．60）Bq／gCa  

137C s：0．011（0．0000 ～0．071）Bq／kg生  （n＝51）  

0．016（0．0000 ～0．14）Bq／gK  

（8）牛乳（原乳，市乳）  

47都道府県で年1～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．027（0．0049～0．071）Bq／B   （n＝136）  

0．024（0．0045～0．065）Bq／gCa  

137c s：0．019（0．0000～0．28）Bq／ゼ   （n＝136）  

0．013（0．0000～0．18）Bq／gK  

（9）粉乳  

2道県で購入したドライミルク及びスキムミルク各12試料の平均値及び最小、最大値   

は次のとおりである。  

90s r：0．19（0．017 ～0．63 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．021（0．0045～0．049 ）Bq／gCa  

137C s：0．43（0．033 ～2．4 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．033（0．0061～0．14 ）Bq／gK  

（10）野  菜  

47都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレンソ   

ウ）試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

根菜類（主にダイコン）  

gOs r：0．090（0．0025 ～0．81）Bq／kg生 （n＝49）  

0．42 （0．016 ～3．0 ）Bq／gCa  

13Tc s：0．020（0．0000 ～0．15）Bq／kg生 （n＝49）  

0．010（0．0000 ～0．068）Bq／gK  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90s r：0．11（0．011 ～0．69）Bq／kg生 （n＝50）  

0．17 （0．019 ～0．97）Bq／gCa  

13Tc s：0．040（0．0000 ～0．64）Bq／kg生 （n＝50）  

0．020（0．00000～0．31）Bq／gK  
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（川 茶  

8府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

gOs r：0．64（0．081～2．2 ） Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．24（0．031～0．64） Bq／gCa  

13TCs：0．55（0．014 ～1．7 ） Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．029（0．00089～0．098） Bq／gK  

（12）海産生物  

34都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、   

最大値は次のとおりである。なお、魚類及び貝類の分析対象部位は筋肉部のみである   

が、小魚については頭部、骨等を含めた全体の値である。  

魚 類  9Ds r：0．0051（0．0000 ～0．028）Bq／kg生 （n＝33）  

0．0085（0．00000～0．050）Bq／gCa  

137c s：0．12 （0．047 ～0．27）Bq／kg生 （n＝33）  

0．035（0．014 ～0．073）Bq／gK  

貝 類  gOs r：0．0053（0．0000 ～0．018）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．011（0．0000 ～0．056）Bq／gCa  

137C s：0．022（0．0014 ～0．042）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．0088（0．0013 ～0．014）Bq／gK  

海藻類  90s r：0．025（0．017 ～0．046）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．034（0．017 ～0．073）Bq／gCa  

13TC s：0．019（0．000 ～0．032）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．0027（0．0000 ～0．0047）Bq／gK  

（1》 淡水産生物  

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、イワナ、ワカサギ、ニジマス）の平   

均値及び最小、最大値は次のとおりである。なお、分析対象部位は筋肉部のみである   

が、小魚については頭部、骨等を含めた全体の値である。  

90s r：0．32 （0．0038 ～1．5） Bq／kg生 （n＝9）  

0．074（0．0046 ～0．22） Bq／gCa  

137Cs：0．10 （0．028 ～0．15） Bq／kg生 （n＝9）  

0．037（0．0094 ～0．061） Bq／gK  

4．結  

平成10年度に日本各地で採取された各種環境試料の90s r及び t37c sの平均値及び   

最小、最大値は昨年度と同程度であった。   

なお、地域別に採取した都市部と農漁村部の日常食の”S r及び137c sの値に、有   

意な差は見られなかった。  
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Ⅰ－13 屋外ラドン濃度の全国調査  

財団法人 日本分析センター  

菅野 信行，長岡 和則  

大橋 直之，佐藤 兼章  

1．緒言   

日本分析センターは科学技術庁からの委託により，平成9年度から屋外のラドン濃度測定調査  
を開始した。本調査は平成4年度から同8年度に実施した屋内ラドン濃度測定調査に続くもので  
あり，平成11年度までに約600地点の屋外ラドン濃度を測定する計画である。屋外のラドン濃度  
を把握することは，屋内と同様にラドンおよびその短寿命壊変生成物からの被ばく線量を正確に評  
価するために必要である。   

今回は平成10年度に地方自治体（47都道府県）の協力のもと，パッシブ型ラドン濃度測定器を  
用いて実施した230地点の屋外ラドン濃度の測定結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

2．1ラドン濃度測定器   

調査に使用した測定器はポリカーボネートフイ  

ルムを検出部に用いたパッシブ型ラドン・トロン弁  

別測定器1）である。  
2．2屋外ラドン濃度の測定   

ラドン濃度測定器を四半期毎に日本分析セン  

ターから各自治体に送付し，平成10年4月から  

平成11年3月下旬までの1年間にわたり4回の  

測定を実施した。測定地点数は各自治体ごとに5  

地点とした。   

設置場所は地形，屋内からのラドンの影響，配  

付・回収の利便性，および管理上の都合を考慮  

するとともに，測定期間中は移動しなくてもよい場  

所とした。5地点の内，1地点を平成9年度に引  

き続き同一地点（定点）とし，4地点は平成9年度  

とは別の地点に変更した。設置高さは地上約  

1．5mとし，測定精度を良くするため1地点に2台  

の測定器を同時に設置した。   

得られた測定結果を算術平均してその地点のラ  

ドン濃度とした。測定器を設置した周囲の状況，地  

質，市町村名等の情報については別途行ったアン  

ケート調査から収集した。  

測定地点数：230  

平均値 ：6．38q m■3  

標準偏差：3．7Bq m‾3  

中央値 ：5．5Bq m‾3  

最大値 ：35．3Bq爪‾3  

最小値 ：2．4Bq m‾3  
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3．結果   

各自治体に送付した測定器  

を回収し，日本分析センターに  

おいてエッチング，エッチピット  

の計数を行いラドン濃度を算出  

した。その結果，測定器の設置  

が不適切だったもの等（5地点）  

を除く合計230地点の測定デー  

タが得られた。結果をヒストグラ  

ムで図1に示す。本調査におけ  

る全国の屋外ラドン濃度の算術  

平均値は6．3Bq m▼＝】，標準偏差  

は3．7Bq m‾3，中央値は5．5Bq  

m‾3となった。また，この調査に  

おける最高および最低ラドン濃  

度は35．3Bqm‾3，2．4Bqm．3で  

あった。この結果は，平成9年  

度の結果2）およびこれまでに報  

告された文献値3）・1）・5）とほぼ同じ  

レベルであった。   

ラドン濃度が高い地点が見ら  

れたが，これは花崗岩質，盆地  

等の地質・地形的な要因が重な  

ったためと思われる。   

都道府県別のラドン濃度を表  

1に示す。中国地方が高く，関  

東地方及び沖縄県が低い傾向  

を示したことは平成9年度の調  

査結果と同様であった。また定  

点における結果も平成9年度と  

ほぼ同じレベルであった（図2）。   

4．謝辞   

この調査は各都道府県の協力  

の下に実施された。ご協力を賜   

りました方々に深く感謝致します。  

衰】平成10年度屋外ラドン濃度の県別一覧表  

単位：Bq m－3  

第3四半期 第4四半期 年平均値  都道府県名 第1四半期 第2四半期  
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注）各都道府県の四半期毎のラドン濃度は，5地点の測定  
結果の算術平均値であり，誤差はその標準偏差である。  
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気 象 デ ー タ（風 向、 風 速、 降 水 量、 気 温、 日 照 率）は、 本 研 究  

所 に 設∵置 し て あ る ア メ ダ ス の 載 測 デ ー タ を 利 用 し た。 黄 砂 の 観  

測 日 時 は 福 岡 管 区 気 象 台 の 地 上 気 象 観 測 原 簿 を 参 照 し た。   

有 意 差 の 検 定 は t 検 定 に よ っ て 行 っ た。  

3． 結  果   

（1）空 間 放 射 線 主 宰 の 推 移   

空 間 放射線皇率 の 月 間推移 は 最低値 が13．Ocps、 最 高値24・1cps、  

平均値 が14．4cpsで あ っ た（図 1）。 ま た、 平均値 の 変化 は 一 年  

を 周 期 と し、1月 に 高 く、 7月 に 低 下 す る 規 則 的 な 繰 り 返 し で あ  

っ た。   

月 間 の 平 均 空 間 放 射 線 皇 率  

の 標 準 偏 差 の 3倍 の 値 を 加 え  
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 量 率 を 超 え る 測 定 値（異 常 値）の  

合 は、平 均 し て 年 間 2．2％ で あ っ   

異 常 値 が 観 測 さ れ た の は ほ と  

ど が 降 水 時 で、 4、 5月 に 特 に 多  

黄 砂 が飛 来 し た 後 の 降 水 時 に も 異 常  691236912369123691236912  

】押し一・1闇払一一一「け乃・－－－・一‾■「1桝・・・・・一・一‾Ⅰ卵－‾一  

月   
値 が 認 め ら れ た。  

空間放射線量率と気象データ と  図1空間放射線量率の月間推移（1991／4－19％）  

の 偏 相 関 分 析 の 結果、 空 間 放射線  空間放射線t事の月間平均価（■）及びそのレンジを示す。  

皇 率 は 降 水 主 と 正 の 偏 相 関 が 認 め ら れ た。   

（2）無 降 水 日 に お け る 空 間 放射 線 主 宰   

空間放射線皇率の最低値 は13．1cps、最高値19・3cps、平均値 は14・2  

CpSで あ っ た。 空間放射線主率の 日 変動 は午前 中 に 高 く、 午後に低下  

し た。 変 曲点は11時及 び24時 で、 日 格差の 平均 は0．76cpsで あ っ た。   

空 間放射線圭 率 の 平 均 日 変 動 と 気温 の 平均 日 変化 は、 r＝－0．745で  

有意 な 逆相 関を 示 し た（図 2）。  
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平均値で除して求めた規格値の平均（t：左側スケ一  

に降下す   
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ラ ド ン 娘 核 種  

る。 し た が っ て、  

ま 降 水 と 共   

空 間 放 射  繰  量 率 は 降水 開 始 と 同 時 に 急 激 に 上 昇 す  

る。 降水 中 の 空 間 放 射線量 率 は 雨 の 降 り 方 に 対 応 し て 変 化 し た。   

降水停 止後 は ラ ド ン 娘 核種 の 実 効 半 減期（37分）に 従 っ て 減 衰 し、  

約4実効 半減期 で 降水 以前 の 空 間 放 射線量 率 に 戻 っ た。  
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Ⅰ－15 上層大気における放射能の変動特性  

気象庁環境気象課  

石井一雄  

気象庁高層気象台  

藤田建，木津暢彦  
中村誠，鳥井克彦  

1．緒言   
気象庁では，大気中の放射能の残量・降下状況を推定する目的で，自由気球に放射能ゾンデ  
を吊り下げ，高度約30kmまでのγ線の鉛直分布を直接観測している。観測は鉛直分布の季節  
変化を把撞するため年数回行う。通常は茨城県つくば市の高層気象台でゾンデの飛揚を行うが，  
夏季は高層風の影響によりゾンデが内陸へ落下するおそれがあるため，岩手県三陸町綾里にあ  
る気象ロケット観測所で飛揚を行っている。   

祐川他（1997）は，これら結果を基に1986年4月に起こったチェルノブイリ原発事故を含  
む1983～1996年における上層大気における放射能の変化について調査を行った。今匝＝ま，祐  
川他の調査以降1996年から最新の観測である1999年9月までを対象とした，上層大気におけ  
る放射能の変化について調査した。   

2．調査および結果の概要   
γ線の観測にはゾンデに搭載された2・54cm≠×2・54cmのNaI（Tl）シンチレ一夕を用い，入  
射したγ線のエネルギーに応じた電気パルスに対して波高弁別☆を行い，0．55MeV～0・71MeV  
のエネルギーに相当するパルスを計数する★★。計数値は同時に観測された気温，気圧と共に電  

波により地上に送信される。また，地上よりゾンデの電波発信方向を測定することにより，高  
層風の観測も行う（大野ほか1993，1995）。   
最近の観測（1999年9月2日綾里）を含めた，過去1年間のγ線計数値の鉛直分布を図1  
に示す。圏界面高度の16km付近でγ線計数値は最大となっており，その値は約50～70cpm（計  
数値／分）であった。  

1996年以降の観測における最大計数値とその高度を図2に示す。最大計数値は夏季に多く  
冬季に少なくなる傾向がある。また，1997年9月初旬の観測において調査期間で最も大きな値  
となる約90cpmを記録した。  

★比較回路により，特定の範囲の強度（＝波高）を持つ電気パルスを取り出すこと。  

…主として核実験などの結果生成される‖7csに由来するγ線（0．661MeV）の測定を目的  

としている。   

3．結語   
ゾンデ用のγ線検出器は，落下時の危険防止のため軽量化の必要があり，測器としての性能  
が部分的に制限されることはやむを得ない。このため，現在においても，分解能がやや低いこ  
と，また，単一エネルギー域のみのγ線計数であることから，宇宙線による影響を除去できな  
いなどの課題が残っている。このため、今後とも放射能ゾンデによる観測手法の改善について  

検討を行う必要がある。   

高層気象台においては1973年から1999年に至る上層大気における放射能に関する資料が  
蓄積されているが、今後とも観測を継続することにより、上層大気における環境放射能の変化  
についての調査を実施する必要がある。  
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図1γ線計数値の鉛直分布  

図2 γ線最大計数値とその高度の時系列変化   

4．参考文献   
大野恭治，木津暢彦，川上勝弘（1993）：放射能ゾンデ観測．  
高層気象台彙報第53号   

大野恭治，東島圭志郎，川上勝弘（1995）：小型・軽量な放射能ゾンデ  

（RC－94型）の開発とそのデータ処理．高層気象台嚢報第55号   
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Ⅰ－16 秋田における降水全β放射能の年変動  

秋田地方気象台′ト林正＊，松岡稔榊  

1．緒青   

気象庁は日本学術会議の勧告を受け，1955年4月から秋田地方気象台を含む全国14気象官署で降水放射能観測を   

開始し、現在も13官署で観測を継続している。ここでは降水量が規定値以上の場合行なう平常観測，核爆発等直後   

に行なう臨時観測により得られた人工・自然放射性物質の降水中の放射能濃度及び慢下量（降下量＝放射能濃度×降   

水量）の秋田におけるデータを基に，1977年から98年までの年変動と季節変化を調査した。   

2．資料採取及び測定   

平常観測は，09時における前24時間降水量が5m以上の場合，全量から降水100mlを採取したものを磁製蒸発皿で   

徐々に熱を加え濃縮し，試料皿で乾燥・固定し，円筒の一端に入射口がある端窓型GM計数器を用いて採取から6時間後   

の15時に全β放射線を測定する。臨時観測は，同じく09時における前24時間降水量が1mm以上の場合に同様の測定を   

行なう。また測定が殆どの場合1回（6時間更正値）であるため臨時観測時の複数回測定（6時間，72時間）について   

は第1回目の測定値を用いた。   

3．結果と考察   

放射能濃度と月別値による降下量の経年推移を図1，年別平均放射能濃度と降下量の推移を図2（a），年別積算降下量  

の推移を図2（b）に示す。なお，図2（a）中の数値はi実験・事故年の降下量牢合計値と放射能年平均値である。   

図1，図2（a）共に1977年中国の核実験（9／17，以下実験），1986年旧ソ連のチェルノブイリ原子力発電所事故（4／26，以下  

事故）直後の値が大きくなっている。特に実験・事故共直後の1ケ月間には極端に高い値が観測された。図2（b）の両年の実  

験・事故直後における測定月（9，5月）合計値を白抜きで表した。また81年を中心に値が高い状態の期間がある。図3は実  

験・事故の放射能濃度デ「タを除いた月合計値から季節変動を除くため13ケ月移動平均したものである。図から86年の事故  

から90年頃まで相対的に変動量が小さくなる状態が続いていたが、それ以降は再び変動が現れる様になった。  

1）月別平均放射能濃度及び月別平均降下量を図4（a）に示す。図4（b）は実験・事故の1か月後に現れた極端に高い月   
値を除いた月別平均値である。図4（b）から年間で放射能濃度の高い月は11月で次いで12月，6月が最も低い。降下量   

は8月・11月の順で多く，3月・2月が少ない。  

2）図5は，期間平均の月降水量と月平均降下量の関係を表したものであり，実験・事故時の観測値は除いた。図から降水   
量と降下量の関係は、正の相関が見られる。  

■規 山形地方気象台  

｛規 宮古測候所  
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4．結語  

86年の事故後に増大した降下量が徐々に減少する傾向が89年まで続いている（図3）。これは事故の際放出された放射能  

がこの間大気中を浮遊したことが考えられる。また81年の高い値については明白な原因が掴めなかった。   

放射酪農度と降下量の関係は，「降下量＝放射能濃度×降水量」であるため，平年並の降水量であっても放射能濃度  

の値が高ければ降下量は増える。また，降水の特性の違いも降下量に影響を及ぼすことが想定され，今後とも降水を含  

めた気象状態と放射能濃度の関係解明の調査が必要である。  

参考文献  

大気放射能観測指針（1970，1996）、気象庁  

・ ・降下量  
÷放射能濃度  
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Ⅰ－17 静岡県における河川水中の3H濃度調査  

静岡県環境放射線監視センター  

竹之内敏弘、長谷川進彦  

1緒言   

静岡県下における一般環境水域中の3Hの複雑な挙動・分布の状況を把  

握することは、核実験や原子力施設の影響を評価するためにも非常に重  

要と考えられる。   

そこで、平成8年度より3年間県内の主要な河川の3H濃度を測定し、原子  

力発電所周辺地域河川と比較しながら、今後の環境モニタリング業務の一助  

とするため、県内全域における3H濃度を把擁する目的で調査を実施した。  

2 調査研究の概要  

（1）調査実施場所   

平成8・9年度で静岡県内の河川の3H濃度分布を調査した。10年   

度には地域を代表する主要3河川の上流と下流の定点を選定し、季節   

変動を見るため年4回（第1期を6月、第2期を8～9月、第3期を   

11～12月、第4期を2月に採取）調査した。なお、浜岡原子力発   

電所周辺河川についても同様の調査をした。  

また、河川水中の3H濃度に影響を及ぼすと考えられる降水について   

も浜岡町の環境放射線監視センターの露場で毎月降水を採取し、3H濃   

度を測定した。なお、採水地点を図1に示す。  

（2）試料採取方法  

河川水は、各地点において、表   

面水1β を採取した。  

降水は、浜岡町の監視センター   

露場に採取用ロート（約 250cm2）   

を設置し、1ケ月分の降水を月ご   

との試料とした。  

（3）分析装置等   

①測定装置：アロカ製低ハ予ッククーラウンド  

液体シンチトションカウンター LSC－LBⅢ。   

②蒸留器  

科学技術庁マニュアル1）に準じ、容量300mlの硬質ガラス製ナス型フラス   

コを冷却器及びマントルヒーターを組み合わせたものを使用した。  

（4）分析測定方法  

科学技術庁マニュアル1）に準じた。計測時間は10分とし、20回線り返し、   

これを3サイクル行った。  

なお、3H濃度の算出にあたり、測定値が標準偏差の3倍以下の場合   

を検出限界以下（L T D）とした。  
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（5）調査結果  

表1河川水中の】H濃度の測定結果  平成10年虔   

第1期   第2期   第3期  第4期  
N。河川・採取地点                   1日■よ（触り  】H義よ（如／り  】H■雇用小＝  ）H■よ（8dり   

①  D．51   0．59   0．50  

兼   ②   0－88   0．56   LTD  

③      0．48   LTD   LTD   LTD   

④      0．49   LTD  0．53   D．67  

部                 ⑤      0．52   0，58   LTD   LTD  

⑥  漂鳥  新撰烏橋  LTD   0．77   LTD  LTD   

中  ⑦  大井  駿祉橋  LTD   LTD   TLD   LTD   

部  ⑧  大井  島田大橋  LTD   LTD   0，48   0．92   

西  ⑨  天t  気田川欄  LTD   LTD   LTD   LTD  

⑥  LTD  0．78  朗   
部   ①   0．89  LTD   0．5邑 

浜  ⑫  0．60   LTD   LTD   

⑧  LTD   LTつ   0．51   

⑨  LTD   LTD   0．50   

、①   O．55  0．77  0．58   図2   降水中トリチウム濃度と降水iの変動  

① 3年間で西部13河川30検体、中部6河川17検体、東部5河川28   

検体を調査し、それぞれ3H濃度の平均値が0．67± 0．18Bq／ゼ、0．50   

±0．17Bq／ゼ、0．49±0．16Bq／ゼであり、明確な差が見られなかった。  

3H濃度レベルは、検出されず～1．18Bq／ゼの範囲であった。  

② 平成10年度に実施した東・中・西部の主要河川水の各期の平均値   

を見ると、第1期0．44±0．15Bq／ゼ、第2期0．50±0．16Bq／ゼ、第3期0．45   

± 0．16Bq／ゼ、第4期0．49± 0．16Bq／ゼであり、多少の変動はあるが、   

ほぼ横道いで明確な季節変動は認められなかった。また、地域別で   

も差は見られなかった。   

さらに、浜岡原子力発電所周辺付近の河川水の平均値は、第  

0．35±0．15Bq／e、第2期0．46±0．16Bq／C、第3期0．47±0．16Bq／B、 

4期 0．50± 0．16Bq／ゼであり、明確な季節変動は認められず、東  

・西部と比較しても、差は見られなかった。（表1）  

期
第
中
 
 

l
 
 
 

③ 降水中の3H濃度は、5月にスプリングピークと見られる上昇が見られ  

た。また、降水量との相関は、認められないという報告2）があるように本調  

査でも同様に認められなかった。（図2）さらに、降水中の平均値は0．43  

±0．16Bq／ゼであり、河川水と同レベルであった。  

3 結語   

一般に河川水中の3H濃度は季節変動がないと言われており3）、今回の調  

査でもそれが確認された。これは、河川水が降水と地下水に由来しており  

季節変動が少ないということは、降水及び地下水の3H濃度に大きな差は  

ないということが考えられる。   

また、降水中の3H濃度については、平成10年度は4月～10月まで降水  

量が多く、大気中の3Hが薄められ降水中の3H濃度が低めに出ているが、  

11月以降、降水量が減ったため大気中の濃度が濃くなり上昇したのでは  

ないかと推定される。  

4 参考文献  

1）科学技術庁：放射線測定法シリーズ9，「トリチウム分析法」，  

（1997），（日本分析センター）  

2）江角周一：島根衛公研所報、35，101－103，（1993）  

3）大沼章子、茶谷邦男：Radioisotopes，41，444－450（1992）  
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（海洋）  
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Ⅰ－1 日本周辺海域の放射能の解析調査  

放射線医学総合研究所  
山田正俊、平野茂樹、青野辰雄  

長屋 裕＊（＊現 海生研）  

1．緒言  

外洋を含む日本周辺海域の海水・海底堆積物・海産生物等に存   

在する放射性核種濃度を明らかにするとともに、その経年変化お   

よび水平・鉛直方向の分布の様相から、海洋におけるこれら核種   

の挙動の解明に資するデータを得ることを目的としている。今年   

度は海水と海藻中の9gTcおよび東京湾海底堆積物中の   
239＋240 pu，137csの結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取および分析方法  

各地沿岸より採取した海藻類を1100Cで乾燥した後、電気炉で  

4500c、24時間で灰化する。その灰を5M硝醸に溶解し、トリ ー∩  

－オクチルアミン、2－ブタノンを用いる溶媒抽出法でテクネチ  

ウムを単離する。2価の銅イオンをキャリアーとして用い、チオ  

アセトアミドで硫化銅に共沈させたものを濾過捕集し、乾燥し  

てβ－スペクトロメトリによりその放射能を測定した。海底堆  

積物試料は東京大学海洋研究所「淡青丸」KT－88－03次航海に際  

し、東京湾のStn．3（35－30．ON，139－52．4E，水深22m）およびStn．  

4（35－31．6N，139－50．2E，水深26m）においてボックスコアラーを  

用いて採取した。イオン交換法、AMP法等で分離・精製し、  
239＋240 

pu， 137Csの放射能を測定した。   

2）結果  

ウミトラノオ、∫〝gα∫∫以∽血〃わe瑠ifに着目し、日本各地沿岸か  

ら収集しそのテクネチウム濃度を測定した。特に原子燃料の再  

処理施設の在る茨城県と稼働が予定されている青森県に関して、  

最近の数年間のデータについて考察した。その結果、過去にお  

いて青森県の日本海側（約30mBq／kg生）が太平洋側（約15mBq／  

kg生）より高い傾向を示しており、この値は茨城県を除く他の  

沿岸より得られたウミトラノオに比べても幾分高い傾向を示し  

たが、近年その差が小さくなっている。茨城県では、ひたちな  

か市沿岸ではウミトラノオ中のテクネチウム濃度の変動はかな  

り大きく、199了～1998年では34～380mBq／kg生であり、海水の濃  

度は検出下限（10mBq）以下～36mBq／m3であった。この変動にお  

ける季節、気候等に関連した傾向は見られなかった。また、茨  

城県の北部に在る北茨城市のウミトラノオの濃度は、青森県の  
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太平洋岸とほぼ同じ値であった。  

東京湾海底堆積物中の239＋240 pu濃度の鉛直分布を図1（Stn．  

3）、図3（Stn．4）に、 137Csを図2（Stn．3）および図4（Stn．4）に  

示す。Stn．3では、 239＋240 puは30cmまで2．5Bq／kg－dry前後と一  

定の濃度であった。Stn．4では、両核種とも深さとともに濃度が  

増加し、21－24cmで極大になるという分布を示した。Stn．3にお  

ける239＋240 puおよび137Csのイベントリーは215，427MBq／km2、  

Stn．4ではそれぞれ202，509MBq／km2であった。239＋240 puのイン  

ベトリーは、UNSCEAR（1982）によるグローバルフォールアウトに  

比べ、約5倍であった。  

3．緒言吾  

次年度も引き続き、外洋を含む日本周辺海域において海洋試料   

を採取し、放射性核種濃度を測定して海洋における挙動の解明の   

ための基礎データの蓄積および経年変化を把握する。  

餅一川 pucoNCENTRAT10N（叫几g■け）  
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Ⅰ－2 沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  
青野辰雄、山田正俊、平野茂樹  

1．緒言  

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種の分布の経時   

変化の調査を行い、これらをもとに、試料相互間の汚染の関連を   

解析し、将来の汚染を予測するためのデータを得ることを目的に、   

原子力施設周辺等の沿岸海域における海産生物中の放射性核種濃   

度を測定した。  

2．調査研究の概要  

1）試料の採取及び分析方法  

試料は、青森、茨城、干葉及び高知各県の沿岸等で採取した  

海産生物（魚類、海藻類、異類等）を用いた。採取した試料は  

各部位に分別し、1100cで乾燥後、4500cで灰化を行った。この  

灰化試料を硝酸で溶解し、陰イオン交換法、AMP法等により、各  

核種毎に分離・精製した。239＋240puはアルファスペクトロメーター、   

13Tcsはベーターカウンターを用いて各試料の濃度を測定した。   

2）結果  

1996年～1998年に日本沿岸で採取した海藻中の239◆240puと137csの  

濃度を表1に示す。また1997年に茨城県で採取した魚介類の  

239十240puと137csの濃度を表2に示す。海藻中の239’240puと一37csの濃度範  

囲はそれぞれ1l－34、82－184mBq／kg－Wetであった。魚介類について  

は昨年度の本抄録集に表2以外の部位についてはすでに報告してい  

る。今回分析した海産生物中の23g＋240puと137cs濃度は、過去のデータ  

ーと比較して、採取時期や場所の違いによる有意な差は認められず、  

前年度と同様の傾向であった。  

3．結言吾  

次年度も引き続き、沿岸海域、特に原子力周辺海域において海   

洋試料を採取し、これらの放射性核種濃度を測定して、汚染防止   

のための基礎データの蓄積及び経年変動を把握する。  
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表1日本沿岸における海藻中の239’240puおよび一37cs濃度  

採取地  採取年月日  海藻名  23g±240pu   137cs  

今別（青森）1998年6月23日  

1998年6月23日  

五浦（茨城）1996年7月3日  

1998年5月14日  

磯崎（茨城）1998年1月30日  

1998年3月2日  

1998年4月1日  

1998年4月16日  

1998年5月14日  

1998年6月8日  

1998年7月7日  

千倉（千葉）1998年4月28日  

ウミトラノオ  

マメダウラ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

ウミトラノオ  

29．34±0．91   

17．57±0．57   

14．27±0．65   

11．19±0．49   

11．34±0．45   

11．20±0．42   

18．44±0．59   

10．59±0．34   

16．16±0．61   

11．76±0．46   

17．70±0．60   

34．36±0．99  

156±44   

84±34   

170±27   

117±44   

124±42   

98±37   

125±40   

104±42   

128±47   

82±38   

104：±41   

184±48  

（単位：mBq／kg－Wet）  

表2 日本沿岸における魚介類中の23g±240puおよび137cs濃度  

採取地  採取年月日  魚介類名（部位） 239±240 pu  137cs  

磯崎（茨城）1997年3月21日 マコカレイ（内臓）   N．D．  131±25  

大洗（茨城）1997年3月25日 ハマグリ（可食部） 0．96±0．10 40±16  

高知（高知）1997年4月15日 ガンゾウヒラメ（骨）   N．D．  

（N．D．：検出下限以下、単位：mBq／kg－Wet）  

一44－   



Ⅰ－3  沿岸海域試料の解析調査（2）  

放射線医学総合研究所  
中村良一、中原元和  
石井紀明、松葉満江  

1．緒言  

調査対象生物の濃縮の特性を十分に理解し、試料採取時の環境   

条件や生物自身の生理・生態的条件によって、測定値が変動する   

範囲を把握しておく必要があるため、これまでも、生物濃縮に対   

する水温、塩分等の影響および年令、性別等の影響などを調べ、   

濃縮の変動を明らかにしてきた。今回は、食性および共存元素と   

の関連における生物濃縮の変動について検討した。  

2．調査研究の概要  

R＝、レーサー実験では放射性核種（RI）を添加した海水を入れた   
水槽中で実験生物を了～10日間飼育し、Rlを取り込ませた。その後、   
非汚染海水に移し、生物からのRlの排出を2～6カ月間追った。取   
り込み、排出実験期間中、生物全身の放射能の経時的な増減を、   

4000チャンネルのPHAの付いたGe半導体検出器で測定し、これらの   
データから生物学的半減期や平衡時の濃縮係数（CF）等の生物濃縮   
パラメータを核種毎に計算した。  
安定元素分析実験では、Srの濃縮について調べた。海洋生物に   
よる放射性及び安定Srの濃縮は同属元素のCaの挙動、濃度によっ   
て支配される場合があり、生物がSrをCaと差別して取り込む時の   
度合を表現するものとしてObserved Ratio（OR）が用いられてきた。   
しかしながら、これまでのORは主として魚骨、貝殻、エビ・カニ   
類の外骨格（殻）など硬組織について求められてきた。今回、我   
々は、安定Sr及びCa分析により、これまでデータが極めて少なか   
った可食部を含む生物の軟組織について、様々な海洋生物に関す   

るかなり十分なデータ数をまとめた。  
Rlトレーサー実験結果を表1に示した。Csの海水からの取り込み   
においては、種類によるCFの差はあまり大きくないが、魚類がや   

や高めであり、また排出も軟休類と比較して遅い。Cs以外の核種   
では軟体類が魚類より濃縮が高い。また、藻食性のサザエと肉食   

性のバイ（共に巻貝の仲間）の軟体部で比較すると、Cs以外すべ   
て藻食性のサザエが高い。特に、Tc，Ruでは大きな差がみられた。  

安定元素分析の結果を表2に示した。魚類のORは最も低い。すな   
わち、魚類は、外界（海水）のSr／Ca存在比に比べて、不要な元素   
のSrの侵入を厳しく制限しながら、必須元素のCaを取り込んでい   
ると思われる。（この筋肉のORは従来より求められている魚骨の  
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ORとほぼ等しい。）一方、褐藻のORは1より大きく、海水中のSrを  

選択的に多く取り込むことが認められるが、その理由は、褐藻特  

有の多糖であるアルギン酸のSrに対する親和性が高いことによる  

と考えられる。   

他の生物のORは0．5～1．1で、魚類に比べると、Srに対する差別  

がそれほど厳しくないことを示している。  

表1 海産生物による海水からの放射性核種の取り込み（CF）とその生物学的半減期（Tb）  

65Zn   ：つ31モu   ニュ7Cs   g5■Tc   

生 物 種  食性  部位  57Co  
水温  

魚類  
クロソイ  肉食性  全 身  30 280   80  450   2 150   20 150   2   12  150C   

軟体類  
サザエ  海藻食性  2  20  120 110  150C  

軟体部  380  220  4100 160  680  690   10  20  760  280  

クロアワビ   海藻食性   150C  

バイ  肉食性  4  50   20 130  150C  
軟体部  130  560  780 130  50 130   10  40   60  230  

イイダコ   肉食性   10  10   150C  

表2  海洋生物中の観察比（Observed Ratio＝OR）  

生物種一分類（部位）   ORの範囲   ORの平均値   

魚類（筋肉）   0．061－ 0．331  0．161± 0．053   

原索動物（筋膜）   0．731－ 0．805  0．775 ± 0．039   

軟体動物一貝類（足筋肉、軟体部）  0．701－1．559  0．883 ± 0．391   

軟体動物一頭足類（足筋肉、胴体）  0．771【0．846  0．808 ± 0．053   

節足動物一エビ類（尾筋肉）   0．531－ 0．716  0．603 ± 0．095   

節足動物－カニ類（足筋肉）   0．631 0．756  0．711± 0．069   

環形動物－エラコ（全体）   1．013 －1．311  1．121± 0．106   

海藻一紅藻（全体）   0．329 － 0．486  0．488 ± 0．134   

海藻一褐藻（全体）   2．223 － 5．141  3．819 ±1．393   

動物プランクトン（全体）   0．447 － 0．896  0．578 ± 0．125   

3．結語  

Rlトレーサ実験の結果では、生物種や食性による濃縮の傾向が   

明らかになったが、例外も認められたため、一般則とするには到   

らなかった。また、安定元素分析の結果では、魚類と褐藻類のOR   

値がかなり明確な特徴を示したが、他の生物種間の異差は明らか   

ではなかった。  

このように、生物濃縮の一般則を決めることは極めて困難であ   

るため、これからも、調査海域および対象生物種を増やし、濃縮   

データの集積を図る。  
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Ⅰ－4 日本海深海域における底生生物の生物相と放射能  

水産庁中央水産研究所  

森田土己、吉田勝彦  
1．詫言  

日本海の沖合温海域の生物講査は、皆無に近く、断片的な生物学的情報、知見があるにすぎない。そ  

こで、北西太平洋の深海生物調査で習得した弔査船蒼鷹丸の採集技術を活用して、まず、底生生物の調   

査を行い日本海の深海生物相を明らかにするとともに、採集試料の放射能水準を把握することとし、平   

成8年度より調査を開始している。今回は、平成9年度の調査結果を報告する。   

Z．調査研究の概要   

①調査航海と調査海域  

平成9年7月9日から7月19日まで水産庁中央水産研究所所属調査船青鷹丸を用いて、北緯39度30分   

～41度30分、東経135度ZO分～138度、水深400m－3670mの海域内で4海域で調査を行った。調  

査点を表1に示した．   

②試料採集と保管  

r蒼鷹丸式深海篭網漁法」と「書鷹丸式ベントスネット」を用いて底生生物を採集した。採集した試  

料は、－20℃以下で保存し研究所に持ち痔り保管した。   

③核種分析  

試料は、摂氏450虔以下で所定の操作を行い灰化物を弔製し分析に供した．   

核種分析は、HpGe半導体検出器によるγ線スぺクトロメトリーにより、計測時闇20～3ZXlO一抄で  
行った。   

分析対象核層は、TBe，5．Mn，58co，60co，SSzn，9Szr，95Nb，一03Ru，106Ru，一25sb，124cs，15■cs，l一一ce，’00mAg，   

Ag，20TBiの16核種である。  

⑥調査結果と考察   

1．試料の採集に関して  

昨年度舅査より得られた知見を考慮して採集地点を設定した（表－1、図－1）。各地点より採集され   

た試料を義一2に示した。昨年度からの懸案事項であるツノアゲソコエビの採集に際しての偶の取り付  

け方に関しては、これまでの餌ビンの中に、小さな餌ビンをいれるなどのエ夫を行った。このことによ  

り、ツノアゲソコエビに餌を食べられることを防くことに成功した。昨年度に引き続き、日本海最深部   

（St－4）で調査を行ったが、放射能分析を行うことができる生物は、採集されなかった。今後は、採集  

方法等の再考が必要であると考えられる．  

Z．放射能温良  

表1に各試料の放射能濃度を示した。検出された核種は、137cstlOOnAgであった．10emAgは、昨年度   
もベニズワイガニの肝膵廉から検出されている．従来，’08mAgは、頭足類の肝良から検出されていた   

が、甲殻類にも’08mAgを濃縮する頼向があるようである．これらの値は、これまでに報告されている偉  

と同程度であり、特に異常値は、認められなかった．ツノアゲソコエビは、検出限界以下であったが、  

これは試料■が少ないためであるとも考えられる。今後は、試料の1を増やすことを考えなければなら  

ない。  

3．結層   

昨年度に引き払lて今回でZ回目の調査をおこなった．これまでの翳査から得られている債と比較して  

も、異欄値は検出されなかった。また、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影書と思われ  

るものも認められなかった。   

今回の調査で、日本海深海域におけるモニタリング生物の候補であるツノアゲソコエビの採集方法がほ  

ば確立された。次年度は、さらに採集暮を増やすように改良を加えていく予定である。また、St－4に  

おける生物調査も続けていく予定である．  

日本海深海域は、これまで調査が行われていない領域であることから、継続的な調査を行っていく必  

要があると考えられる。  
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義一1  

調査点  緯度  軽度  水深（m）  

St－1（深海篭綱）  

St－2（深海篭綱）  

St－3（深海篭網）  

St－4（深海篭綱）  

39－30N，135－20E  400  

40→56N，136－06E  1360  

40－07N，136－46E  2560  

41－33N，138－02E  3680  

義一2  

調査点  採集生物名  

St－1（深海篭綱）  ズワイガニ、ホッコクアカエビ、  

ツバイ、ゲンゲ類、カジカ類  

St－2（深海篭鯛）  ベニズワイガニ  

St－3（深海篭鯛）  ツノアゲソコエビ  

St－4（深海篭綱）  ウミケムシ（敷匹）  

義一3  

試料名  採集地点   部位  放射能濃度 （Bq／kg－Wet．）  

Cs－137濃度  その他の核種  

St－2  筋肉   0．018±0．010★  

甲羅   0．027±0．021★  

肝膵臓 0．010士0．007★ Ag－108m：0．079士0．004  

ベニズワイガニ  

ツノアゲソコエビ   Sト3  全体  ND  

ウロコムシ  St－4  全体  ND  

（注）★は、参考値（3J以下）  

（注）NDは、検出下限値以下  
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‡－5 北西太平洋海盆南部海域（北緯3‘2～38度、東経150度）における深海性ソコダラ類の分布  

と放射能  

水産庁中央水産研究所 吉田勝彦  

1．緒言   

深海生態系に関する情報、知識を蓄積すること、および深海生物の放射能バックグウンドを把  

握し、その移行経路を解明することを目的として、日本列島沿いの海溝（伊豆小笠原一千島）近  

傍域、沖合深海域（水深5，000m～6，000m、北西太平洋海盆等）、および大陸棚斜面（水深1，000m～  

4，000m）を調査対象海域に、また、北太平洋の深海域（大陸棚斜面から水深3，000m～6，000m）に  

広く生息している深海性ソコダラ類を深海生態系を代表する指標生物に選定して、深海生物調査  

と放射能調査を、数次の試行を経た後、昭和60年度（1985）より継続して実施している。平成9年度  

に行った調査の概要を報告する。  

2．調査研究の概要  

① 調査航海と調査海域   

調査航海は平成9年6月27日から7月7日まで、水産庁中央水産研究所所属調査船蒼鷹丸を用  

いて行った。北西太平洋梅盆南部海域の東経150度線上、北緯32度，38度の2海域（調査点：Ah，  

Kf）を調査海域とした。  

②試料採取と保管   

前年度と同様に「蒼鷹丸式深海籠網漁法」により、深海性ソコダラ類等の深海生物を採集した。  

採集した試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に入れて－20℃  

以下で凍結し保管した。  

③放射能分析  

1．前処理：深海性底魚類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化できないので、肝臓を  

含めて内臓を取り除いた全体について、乾燥・炭化・灰化を450℃以下で行い分析試料を調製した。  

2．分析：核種分析はゲルマニウム半導体検出器によるガンマー線スペクトロメトリーにより、  

計測時間16～32×104秒で行った。分析対象核種は科学技術庁放射能測定法シリーズ7に記載さ  

れている対象核種の中から、半減期が30日を越える13核種（7Be，64Mn，58co，＝co，65zn，95zr，9さ柚，  

103Ru，106Ru，126sb，134Cs，137cs，l”ce）、および頭足類の肝巌中にしばしば検出される108mAg、  

110mAgと海底土中に検出され注目されている207Biの3核種を加え16核種とした。  

④調査結果と考察  

1．分布について   

本年度調査した北西太平洋海盆南部海域の東経150産線上の、北緯32度，38度の2海域（調査点  

：Ah，Kf）で得られた、深海性ソコダラ類の分布圭等の調査結果と、既に調査している北緯  

32，38度線にそった海域で得られたそれを表1に示した。   

水深5，000m以深の海底ではC．yaquinaeのみが成育し、その分布密度は北緯32度線では伊豆小笠  

原海溝近傍域が最大であるが、沖合では尾数、重量とも2分の1から3分の1程度に減少する。   

北緯38度線では日本海溝近傍域（Kz）よりむしろ沖合域（Kりの方が尾数、重量共に増加する傾向  

が認められた。Kf海域で認められた知見（海溝近傍域より沖合域の尾数が多く、重量が大き  

い）は今迄の調査結果と唯一異なる結果である。この点に関して今後検討する予定である。  

－49－   



表1 北緯32度線，38度線におけるソコダラ類  

採 集 位 置  水 深  尾数  生重量  平均個体  種  類  

（－－○ －一一緯・経度）  （m）   ／篭   ／篭（kg） 重量（g）  

Ae（32－07N，143－31E）  

Af（3卜59N，145－07E）  

Ag（32－03N，14ト00E）  

Ah（3卜55N，150－06E）  

Kz（38－22N，144－26E）  

Kf（38－02N，149－44E）  

22．2   10．6  

8．0．   3．9  

6．0  4．7  

13．8  6．8  

17．8   11．5  

25．4   15．1  

480  C．yaquinae  

491  C．yaqtlinae  

781  C．yaquinae  

494  C．yaquinae  

643  C．yaquinae  

595  C．yaquinae  

5，600～5，700  

5，800～5，900  

5，800～5，900  

5，700～5，800  

5，800～5，900  

5，800～5，900  

2．放射能濃度   

表2にAh点で採集された深海性ソコダラ類、C．yaquinaeに検出された放射能濃度を、ソコダラ  

類の大きさ別に示した。検出された核種は137csのみであった。本年度の2調査地点（Ah，Rf）  

で採集された深海性底魚類の大きさと137cs濃度の関係はすぺて同傾向で、概ね正の相関があ  

る。Ah点で得ちれた結果は小笠原海溝周辺海域で昨年度迄に得られた結果とほぼ同様であった。   

本年度迄の調査結果によりC．yaquinaeの137cs濃度は北緯25度付近で最も高く、35度迄がこれ  

につぎ35度以北では低くなる傾向があることが明らかになった。  

表2 深海性ソコダラ類の大きさと放射能（Ah．1997）  

試 料 名  採集年月日  体 長  体 重  137cs濃度  

採集海域（水深，m）  （T．L．mm）  （g）  Bq／kg．wet．  

1C．yaquinae①1997．7．1．  

2 全体  ②  Ah（3卜55N，150－06E）  

376～392  155～ 185  

421～440  215～ 310  

445～475  300～ 380  

490・－510  395～ 510  

528～553  530～ 700   

570  610  

600～610  890～1，000   

847  1，400   

tほO  l，780   

884  2，060   

740  2，100  

0．027±0．005  

0．041±0．005  

0．041±0．005  

0．054±0．005  

0．047±0．005  

0．072±0．008  

0．055士0．006  

0．101士0．007  

0．091土0．006  

0．084±0．006  

0．135±0．006  

3 （除内臓）  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑬
⑪
 
 

（5，800～5，900m）  

3．結語   

昭和60年度より継続してきた深海性ソコダラ類を指標生物とする北西太平洋深海域での深海生  

物調査と放射能調査は本年度で一区切りとする。次年度からは日本海深海域を主調査海域とし、  

北西太平洋海盆域を対象区とする深海生物調査と放射能調査に移行する。  

－50－   



帖  

柵 

子            正    絹  

1                                                                                                                                                                                                                5  



表  海底土の核種分析結果  単位：Bq／kg乾土  
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‡－7 近海海産生物放射能濁査（北海道周辺詣眉・沖合域）  

水産庁中央水産研究所  吉田勝彦、南迫洋子、森田貴己  

水産庁北海道区水産研究所 葛西広海、斉藤宏明、津田 敦   

1．緒 言   

日本近海の水産資源の安全性を確認し、不測の事態に備えるために、日本周辺海域に生息す  

る主要海産生物の放射能水準とその経年変化を把握することを目的として放射能調査を継続し  

ている。調査の一環として、北海道周辺沿岸・沖合域で、平成9年度に実施した生物調査の概  

要を報告する。  

2．調査研究の概宇  

（∋採取試料   

北海道周辺海域の主要海産生物として、魚類4種（シロザケ、ホッケ、スケソウダラ＜オホ  

ーツク＞、アブラガレイ）、頭足類1種（ミズダコ）、貝類1種（ホタテガイ）と海藻類1種  

（ナガコンプ）の7種類を平成3年度より固定種として選定し継続して試料としてきた。平成  

6年度より旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題に対処するために、調査対象海  

域を沿岸域から沖合域まで拡大し、新たに魚類5種（スケソウダラ＜太平洋＞∴メヌケ＜太平  

洋＞、ニシン＜オホーツク＞、サンマ＜道東＞、スケソウダラ＜日本海＞）、貝類1種（ツブ  

ガイ）と甲殻類1種（ケガニ＜オホーツク＞）の計7種を分析試料に加え、合計14種を固定  

種として調査内容を充実した。選択種は従来通り1種類（平成9度はマナマコ）とした。以上  

の合計15種類を年1回の間隔で採集し分析に供した。  

②核種分析   

試料は採取年月日、採取位置、平均体長、体重などを記録して、必要に応じて各部位（筋肉、  

内巌、肝巌等）に分別し、摂氏450度以下で所定の操作を行い灰化物を調製し分析に供した。   

核種分析はGe半導体検出器を用い、計測時間16～32×104秒で行った。分析対象核種  

は科学技術庁放射能測定法シリーズ7に記載されている対象核種の中から、半減期が30日を  

越えるS4Mn80co，6Szn，137cs，144ce等13核種と108mAg、 I10mAg、207Biの3核種を加え  

16核種とした。  

③分析結果   

スケソウダラ＜太平洋＞、ミズダコ肝臓、ツプガイの3試料について、検出された＝7c5  

濃度と108mAg濃度の経年変化を付図に示した。  

137csは全ての調査試料から検出されるが、その濃度はチェルノブイリ事故時を除いた過  

去10年間の変動幅の範囲内であった。l08mAgはチェルノブイリ事故に無関係でミズダコ肝  

属削こ0．2Bq也Wet以下の漉度で検出されてきた。本年度は0．096±0．0019Bq他Wetで過去の変  

動幅のほぼ平均値であった。ツブガイ内巌では0．040士0．019Bq他Wetで計数誤差の3倍以下  

であった。その起源は必ずしも明らかではないが、フォールアウト起源である可能性が最も高  

い。平成9度の選択種マナマコは被のう、胃内容物ともにl＝Gが極微皇検出されたのみで  

放射能蓄積に関して特に特長がなく、新たな指標生物にはなりえないことが判った。  

3．鈷 帯   

本調査で得られた結果の範囲では旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響は認  

められなかった。尚、次年度より道東海域のマダラを調査試料に加え調査内容を若干充実する  

ことにした。  
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‡－8 ［j本近海の海水及び海底土の放射能調査  
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Ⅰ－9  日本海の海水・海底土調査  
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日本海・オホーツク海 放射能調査結果一海水  衰1  

測点  分析核種・測定値（mBq／ゼ）  

番号  採 取 位 置   罠罠  鞘     緯度 Ⅳ  経度 E  90sr   ＝7Cs   239・240 pu   80co   

Ⅳ01  36－35  131－30  7．21   0  1．31 ±0．02  2．43 ±0．06 0．0034±0．0009   －0．03 ±0．03  
194  1．41 ±0．02  2．35 ±0．07  0．022 ±0．002  －0．04 ±0．04  
488  1．67 ±0．03  1．96 ±0．06  0．031±0．003  0．00 ±0．05  
731  1，17 ±0．03  1．80 ±0．06  0．042 ±0．003  0．04 ±0．04  
978  0．82 ±0．02  1．24 ±0．06  0．034 ±0．002  0．04 ±0．04  
1917  0．20 ±0．01  0．25 ±0．04  0．028 ±0．002  －0．05 ±0．03   

NO 2  38－00N  132－00  7．22   1．26 ±0．02  2．52 ±0．06  0．0060±0．0010  －0．02 ±0．03  
196  1．47 ±0．02  2．31 ±0．06  0．028 ±0．003  0．01±0．03  
489  1．48 ±0．03  2．17 ±0．06  0，042 ±0．003  0．04 ±0．03  
733  0．82 ±0．02  1．77 ±0．06  ● ● ●    ● ●●  0．03 ±0．03  
974  0．78 ±0．02  1．23 ±0．05  0．038 ±0．003  0．03 ±0．03  
1573  0．46 ±0．02  0．59 ±0．04  0．037 ±0．003  0．02 ±0．04   

NO 3  38－44  132－57  7．23   0  1．62 ±0．03  2．60 ±0．07  0．0063±0．0010  －0．02 ±0．02  
193  1．57 ±0．03  2．52 ±0．06  0．020 ±0．002  0．03 ±0．03  
481  1．34 ±0．03  2．13 ±0．06  0．037 ±0．003  0．04 ±0．03  
733  1．21 ±0．03  1．89 ±0．06  0．041 ±0．003  －0．02 ±0．05  
980  1．01 ±0．02  1．29 ±0．05  0．052 ±0．004  －0．02 ±0．03  
1961  0．28 ±0．01  0．46 ±0．04  0．033 ±0．003  －0．01 ±0．03  
2755  0．24 ±0．02  0．32 ±0．04  0．031±0．003  －0．03 ±0．03   

NO 4  40－00  134－34  7．25   1．83 ±0．03  2．54 ±0．06  0．0058±0．0009  0．01±0．03  
197  1．24 ±0．02  2．45 ±0．06  0．020 ± 0．002  
0．00±0．03                      485  1．37 ±0．02  1．g7 ±0．06  0．034 ±0．003  
730  1．48 ±0．03  1．73 ±0．06  0．040 ±0．003  0，03 ±0．03  
1243  0，66 ±0．02  0．93 ±0．05  0．040 ±0．003  －0．01 ±0．04   

Ⅳ0 5  40－00  136－00  7．26   0  2．31±0．04  2．63 ±0．06  0．0046±0．0008  0．12 ±0．05  
196  1．81±0．04  2．33 ±0．06  0．019 ±0．002  0．04 ±0．03  
487  1．81±0．04  2．03 ±0．06  0．035 ±0．003  0．09 ±0．04  
733  1．04 ±0．02  1．76 ±0．06  0．045 ±0．004  0．07 ±0．04  
958  0．93 ±0．02  1．32 ±0．05  0．042 ±0．003  0．00 ±0．03  
1358  0．62 ±0．02  0．71±0．04  0．036 ±0．003  0．00 ±0．03   

Ⅳ0 6  41－00  136－21  7．27   1．85 ±0．03  2．46 ±0．06  0．0069±0．0011  0，05 ±0．04  
199  1．99 ±0．04  2．54 ±0．06  0．020 ±0．002  0．04±0．04  

0．04±0．03  
0．08±0，04  
0．07±0．04  

1957  
：  

NO 7  41－27  137－26  7．28   0  1．61 ±0．03  2．35 ±0．07  0．067 ±0．0010  
195  2．00 ±0．03  2．38 ±0．06  0．021 ±0．002  
485  1．46 ±0．03  2．23 ±0．06  0．032 ±0．003  
731  1．49 ±0．03  1．86 ±0．06  0．040 ±0．003  －0．03 ±0．03  
977  1．29 ±0．03  1．58 ±0．06  0．041±0．003  －0．01 ±0．05  
1951  0．27 ±0．01  0．37 ±0．04  0．029 ±0．003  －0．05 ±0．03  
2932  0．16 ±0．01  0．17 ±0．04  0．033 ±0．002  －0．04 ±0．04  
3548  0．24 ±0．01  0．17 ±0．04  0．027 ±0．003  －0・06 ±0・03   

Ⅳ0 8  43－00  137－30  7．29   0  1．54 ±0．02  2．48 ±0．07  0．0038±0．0009  
197  1．75 ±0．03  2．27 ±0．06  0．026 ±0．002  
486  1．41±0．02  1．98 ±0．06  0．035 ±0．003  
730  1．34 ±0．03  1．56 ±0．05  0．034 ±0．003  ‾呂圭呂      973  0 
：：        ．77 ±0．02  1．57 ±0．05  0．041±0．003  

194g  0．26 ±0．01  0．37 ±0．04  0．030 ±0．003  －0．03 ±0．03  

2923  0．17 ±0．01  0．24 ±0．04  0．035 士0．003  －0．04 ±0．04      3586  0．14 ±0．01  0．20 ±0．04  0．027 ±0．003  －0．06 ±0．03   
NO 9  44－20  140－50  5．12   1．60 ±0．03  2．35 ±0．06  0．0032±0．0006  0．00 ±0．03  

239  1．68 ±0．03  2．24 ±0．06  0．010 ±0．001  0．03 ±0．03   

NOlO  44－50  144－00  5．15   0  1．45 ±0．03  1．51 ±0．05  0．0082±0．0019  0．02 ±0．03  
176  1．69 ±0．03  2．31±0．06  0．026 ±0．008  －0．01±0．03   

日本海・オホーツク海 放射能調査結果一海底土  表2  

測点  
採取  分析核種・測定値（Bq川g）  

番号   ＝sr   1S7Cs   2S9・240 pu   

NOl  7／21  36－35Ⅳ  131－30 E  1967 －⊃  0 一－2  0．790 ±0．015   2．40±0．06   1．10±0．07  
2 ～4  0．396 ±0．010   0．97±0，05   0．49±0．03   

NO 2  7／22  38【00Ⅳ  132－00 E  1680 口  0 ～2  0．472 ±0．011   2．12±0．06   0．98±0．06   

NO 3  7／23  38－43N  132－56 E  2870 m  0 ～2  0．270 ±0．010   0．01±0．03   0．014±0．003   

NO 4  7／25  39－5gN  134－35 E  1293 m  0 ～2  0．634 ±0．012   2．14±0．06   0．58±0．04   

Ⅳ0 5  7／25  40－00N  136－00 E  1450 －n  0 ～2  0．547 ±0．009   2．44±0．06   0．54±0．04   

Ⅳ0 6  7／28  41－00Ⅳ  136－19 E  3327 n  0 ～2  0．745 ±0．013   3．85±0．08   0．59±0．04   

NO 7  7／27  41－27Ⅳ  137－26 E  3387 コ】  0 ～2  0．452 ±0．010   1．58±0．05   0．29±0．02   

NO 8  7／29  43－01N  137－37 E  3656 巧  0 ～2  0．013 ±0．007   0．05±0．03   0．003±0．002   

NO9  5／14  小卜21N  140－51E  254 ロ  0 ～2  0．601±0．013   2．36±0．06   1．59±0．07   

NOlO  5／15  44－50Ⅳ  144－00 E  181m  0 ～2  0．171±0．006   1．96±0．06   0．95±0．06   
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Ⅰ－10 日本海の深海流測定   
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図－2 流速ベクトル図（25時間移動平均）  
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図－4 底上100m層の流向別頻度分布   
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Ⅰ－11 日本近海海域における海洋放射能調査  

気象庁気候・海洋気象部   

矢野敏彦、及川幸四郎  

1．緒言   

気象庁は、核爆発実験や原子力平和利用に伴う表層海水中の放射能汚染を調査する目的  

で、放射能調査研究費による「表層海水の放射能調査」として、昭和32（1957）年に  

気象庁海洋気象観測船及び南方定点観測船を用いて表面海水中の全β放射能の観測を開始  

した。さらに昭和34（1959）年以降は各海洋気象台の観測船も調査に加わっている。  

その後調査の一部は一時中断したが、昭和45（1970）年から新たに「放射性廃棄物  

の海洋投棄に関する調査」の一環として、また昭和50（1975）年からは「日本周辺海  

域における海洋放射能調査」として調査を継続してきた。   

本報告は、放出された人工放射性物質による海洋環境への影響を把握し、今後の国の原  

子力行政及び研究の利便に供するため、旧南方定点については昭和47（1972）年以  

降、その他の観測点については昭和55（1980）年以降の観測結果をまとめたものであ  

る。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取   

海水の試料は、気象庁海洋気象観測船により図1に示す観測点においてそれぞれ年2回、  

夏季及び冬季に表面の海水を101採取している。さらに、沖合の観測点では1000m  

深の海水も101採取している。  

2）試料調整及び放射能測定   

海水中の人工放射性物質の採取には、鉄－バリウム共沈法を用いている。   

試料海水101のうち51を量り取り、塩化アンモニウム10gを加え加熱する。その  

後塩化バリウム溶液（0．0729mol／1）1mlを加え攫拝する。沸騰し始めたら硫酸  

第二鉄アンモニウム溶液（0．0895mol／1）1mlを加え、アンモニア水によって  

pH8．4程度に調整する。このときできる水酸化第二鉄の沈殿に、硫酸バリウム及び他  

の人工放射性物質が吸着する。その後約2時間緩やかに加熱を続け、沈殿を熟成させる。  

冷却後、定量用濾紙を用いて試料海水を減圧濾過し、デシケ一夕内で乾燥させ測定試料と  

する。   

放射能測定には平成6（1994）年以前はGM計数装置、平成7（1995）年から  

はガスフロー検出器（アロカ製LBC－471）を用い、放射能既知の試料（八酸化三ウ  

ラン）を標準として1試料につき40分づつ3回行い、平均値を試料の測定値としている。  

また自然計数として、試料の調整に用いた濾紙についても同様の測定を行い、先に得られ  

た試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値との差から、試料の真の放射能値を求  

めている。  
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3）結果   

表1に、前述の期間に得られた、日本近海海域の観測点における表面海水中の放射能の  

平均値、標準偏差等を示す。また、図2には主な観測点における測定値の経年変化を示す。   

日本近海海域の各観測点における海水中の全β放射能は、全観測期間及び平成10年度  

の観測値の平均値ともに0．03～0．05Bq／1の範囲にあり、過去全データの平均  

値は0．035Bq／lであった。この期間中、0．09Bq／l以上の値（平均値＋2  

ロ以上に対応）が12回観測されているが、いずれも昭和53（1978）～昭和61  

（1986）年に出現している。その後、このような値は1度も現れていない。  

3．結語   

気象庁では、今後も日本近海海域の海水中の全β放射能濃度の観測を継続し、その長期  

的な変勤及びバックグランド値からの偏差を監視することとしている。なお、個々の測定  

値については、「大気放射能観測成績」（気象庁編、年刊）に掲載されており、これを参照  

されたい。  

表1 日本近海の観測点における表面海水中の放射能（単位Bq／l）  

観測点  旧南方  

定点   PN－6   

（平成10年度）  

平均値   

（過去全データ）  

平均値   

標準偏差   0．03  0．02  0．03  0．02  0．02  0．02  0．03  0，02  0．02  0．03  0．02  0．01  0．01  0．024   

最大値   0．13  0．09  0．16  0．07  0．07  0．11  0．12  0－09  0．09  0．17  0．08  0．07  0．06   

試料数   41                    41  
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Ⅱ－12 海洋環境における放射性核種の挙動に関する研究  
気象研究所地球化学研究部  

青山道夫、広瀬勝己、宮尾孝  

1、緒言 気象研究所では、40年以上にわたり海洋環境における放射性核種の  

濃度変動の実態とその変動要因を明らかにすべく、重要な核種について観測を  

継続している。また、近年海水中137Csの測定について、リンモリブデン酸アン  

モニウム（以下AMP）吸着捕集法に問題点を見い 出したので、同捕集法につい  

て再検討をおこなった。改良した同捕集法により、現実の海水試料を測定した  

ので、その結果も報告する。  

2、調査の概要 我々はリンモリブデン酸アンモニウム（以下AMP）吸着捕集  

法によるセシウムの捕集の際に、AMPそのものの回収率が極端に低下してきて  

いることを見い出したので、同捕集法について再検討をおこなった。次の操作  

により安定した回収率が得られる。試料の海水20リットルにたいし濃硝酸  

40mlを加え、pHを1．6・2．0に調整する。次に、塩化セシウム0．26gを加え、  

撹拝したのち4gのAMPを加え通気量25リットル毎分で1時間バブリングし  

て撹拝する。沈殿は6時間から24時間以内に回収する。この方法により20リ  

ットル海水試料の場合では、AMP／Cs沈殿として平均98．5％＋・2．8％（試料数  

37）の重量回収率が得られた。100リットル海水試料の場合には、重量回収率  

は96．5％＋・3．0％（試料数28）となる。137Csを5リットルの表面海水に添加し  

て、改良したAMP吸着捕集法の放射化学収率は、重量回収率から期待されるよ  

うに96％から100％の高い値を示す。本法によりえられた約4gのAMP／Cs  

沈殿を、280ccの有感体積を持つ井戸型ゲルマニウム半導体検出器で測定するこ  

とにより、表面から海底直上までの137Csの測定を20リットルから100リット  

ルの海水試料で行うことが可能となった。1997年の望星丸IAEA97航海でえら  

れた北緯35度東経146度の地点での、表面から海底直上までの10層の20リ  

ットル海水試料の分析値を示す（図1）。表面付近では約3．3Bq m’3であり  

1500m以深では約0．1Bqm’3である。この値と1973年や1983年に得られてい  

る同海域での鉛直分布とを比較すると、表面混合層内での減少と1000m以深で  

の増加が特徴として指摘できる。また、1995年から1998年までのいくつかの  

航海で得られた海水試料の測定結果から、西部北太平洋の表面海水中の137Cs濃  

度を図2に示す。北緯40度より南側赤道までの137Cs濃度は1．73－3．64Bqm・3  

の範囲にあり、明瞭な南北の勾配は認められない。赤道付近では、放射壊変を  

考慮すると1960年代と同じレベルにある。北緯50皮付近では、明らかに北緯  

40度から赤道までの借より低い億を示し、淡水流入による希釈効果あるいは冬  
季の深い鉛直混合の結果を反映している可能性が高い。  
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3、結語 海水試料中の137CsのAMP吸着捕集法について、改良し良好な結果  

を得たので、この数年間に採水し保管してあった試料の処理が順調に進みだし  

た。今後、北太平洋全域での137Csやその他の核種について順次明らかにし、海  

洋環境における放射性核種の挙動についてさらに調査研究を進める。  

137csac【iYi【y Bqm・3  

0．00】  0．01  0．1  1  10  
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図21990年代後半での西部北太平洋表面海水中の137Cs濃度  
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Ⅰ－13 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  
（財）温水養魚開発協会  

下城宏之 床嶋純孝  

長倉義智 横須賀幸正  

1．緒言   

原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総合評価に資するため、  

原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物等の放射能調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所横内の当協会東海事業  

所において実施した。試験池は12面（720rげ）、4m¢水槽2面、若干の′ト型水槽を使用  

した。飼育海水は日本原子力発電（株）東海第二発電所の温排水、東海発電所の自然  

海水を181痛／分取水して使用した。  

（2）飼育海産生物と放射能測定試料  

飼育海産生物の種類はマダイ、ヒラメ、メジナ、スズキ、クロダイ、クロソイ、プ  

リ、シマアジ 、ウナギ、クルマエビ、アワビの11種類である。このうち、マダイ、ヒ  

ラメ、メジナ、スズキ、クロダイ、プリ、ウナギ、クルマエビ、アワビを放射能分析  

対象種として、その他を予備の魚種として飼育した。マダイ、ヒラメについては種苗  

生産を行い、マダイは当年魚、1年魚、5年魚、ヒラメは当年魚、6年魚を飼育した。飼  

料はロットの異なる5種類のプリ用飼料とマダイ用飼料1種を、砂泥はヒラメ飼育地底  

に沈殿した砂泥を牛2回採取し試料とした。飼育海水は平成10年2月28日、4月30日、  

6月30日、8月31日、10月31日、12月31日に各60£を採水した6試料を分析した。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

海産生物、飼料、砂泥の放射能測定は137c s放射化学分析によった。海産生物は筋  

肉と一部試料ではその他の部位について測定した。飼育海水については、γ線スペク  

トルメトリーによった。また239→ト240 p u分析、90s r分析は脊椎骨を分析した。  

プリはl㍍c sの放射化学分析を3ケ月毎に4回行い、平成9年度から継続して飼育し成  

長する間の飼料、飼育海水からの取り込みと排出定数を求めた。試料は（財）日本分析  

センターヘ送付し同センターにおいて放射能を測定した。  

放射性核種分析結果は、次表の通り、海産生物についてはIa7c sは0．027～0．17  

Bq／kg生、239＋240 p u、90s rは検出下限値未満であった。  

（4）飼育海水の放射能測定  

試験他の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（NaIシンチレイション3．7  

Bq／£検出）によって常時放射能を測定記録した。年間を通じ42．5～48．Ocpsであった。  

年度間を通じ安定し、平年の変動範囲であり、異常はなかった。  

3．結語   

飼育海産生物、飼料、砂泥、飼育水等の187c s放射性核種分析の結果、分析値は、魚種、  

飼育期間等による相違はなく、平成元年度以降の本事業における測定値の範囲内であり異常  

は認められなかった。 2＝＋240 p uは飼育海産生物、飼料ともに検出されなかった。90s rは  

飼料から検出されたが過去の分析値の範囲であった。プリは通常の飼育により継続的に成長  

させながら一定間隔で137c sの放射化学分析を行うことにより、市販ソフトを用いて取り込  

み排出定数が求めた。飼育水からの取り込み定数は0．102、飼料からの取り込み定数は0．743、  

魚体からの排出定数は0．006224であった。また、飼育水の放射能モニターによる測定値も通  

常の値であり異常は認められなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

＝Mn  平均  

試料名  測定年月日   l＝cs  ＝co  pu   90sr  体重  

l＝Ce   （g）   

マダイ5年魚  筋肉   11．2．11（Cs）  0．074土0．0089  2198  H．5．6．12  

脊椎骨  ◆  一日．10．5．15   

脊椎骨   ●  

マダイ天然魚  筋肉  11．2．12（Cs）  1303  H．10．5．15  

脊椎骨   11．2．8（Pu）   ■  

脊椎骨  11．2．24（Sr）  ＊   

マダイ1年魚  筋肉   11．2．21（Cs）  0．058土0．0095  157  H9．9．3  

一日10．7．31  

マダイ当年魚  筋肉   11．2．21（Cs）  0．12 士0．012  32  H10．4．24  

一日ll．1．14  

ヒラメ当年魚  筋肉   11．2．21（Cs）  0．061土0．0093  2二≧0  HlO．3．18  

脊椎甘  11．2．10（Pu）  ■  ーHlO．12．22  

脊椎骨  11．3．5（Sr）  ●   

ヒラメ6年魚  筋肉   11．2．21（Cs）  0．074士0．O10  2430  h4．3．3  

～HlO．12．21  

タロゲイ  筋肉   1l．2．21（Cs）  0．13 土仇012  226  l汀．4．15  

その他  11．2．21（Cs）  0．070士0．015  ＿HlO，10．28   

スズキ   筋肉   11．2．20（Cs）  0．12士0．O12  1000  li4，4．22  

その他  11．2．21（Cs）  0．11jカ．020  ～HlO．12．17   

メジナ   筋肉   11．2．20（Cs）  0．094土0．011  600  H6．4．26  

－HlO．1：：．18  

ウナギ   筋肉   11．2．20（Cs）  0．042士0．002  2000  S62．2．6  

～HlO．12．17  

プリ（1年魚）  筋肉   11．4．20（Cs）  619  

～HlO．2．27  

11．2．12（Cs）   1032   

11．2．12（Cs）  1295  

11．2．12（Cs）   1977   

クルマエビ  筋肉   1l．2．21（Cs）  0．11士0．012  269  H．10．6．3  

～H．11．1．13  

アワビ   可食都  1l．2．20（Cs）  0．027土0．0079  180  H．10．9．14  

～は10．12．18  

ブリ用   NOS  11．2．22（Cさ）   ■  H．10．4．l  

貞己合飼料  NOS  11．2．22（Cs）  0．054土0．O16  H．10．6．28  

MVU  11．2．22（Cs）   ■  H．10．9．17  

MYF   11．2．22（Cs）   ■  H．10．12．14  

MZK  11．2．19（Cs）  0．056士0．O17  軋11．1．22   

マダイ用  1l．2．22（Cs）  0．089土0．022  H．11．l．14  

配合飼料  11．2．10（Pu）  ●   

11．3．4（Sr）  0．14土0．028   

砂泥  11．2．6（Cs）  軋10．4、2▲l  

1l．2．6（Cs）   H．10．12．】8  

飼育海水  10．2．28  10．9．1（γ線）  2．7 士0．48   ■  比10．：．28  

10．4．30  11．2．9（γ線）  2．3 士0．36   ■  H．10．4．30  

10．6．30  11．2．10（γ線）  2．5 土0．40   ■  比10．6．30  

10．8．31  11．2．10（γ線）  1，6 土0．39   ●  H．10．乱31  

10．10．31  11．2．8（γ線）  2．6 土0．45   ■  H．10．10．31  

10．12．3l  11．2．9（γ線）  2．0 ±0．43   ●  H．10．12．31   

（注）1．放射性接種分析世の単位は、海産生物、飼餌料はBq／k g生、砂泥はBq／k8乾土、飼育水はmBq／色である。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3借を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては■で表示し、  

誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に減衰補正した。  

4．（C s）、（Pu）、（S r）は各＝7c s、…l＝O pu、＝s rの放射化学分析、（γ線）はγ線スペクトロメトリー。  
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Ⅱ－14 平成10年度原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、坂元思無邪、鈴木 譲、長屋 裕  

高田和夫、石川雄介、原崎 尭、笠松不二男  

河村虞巳、飯淵敏夫、稲富直彦  

（財）日本分析センター  

川辺勝也   

1．緒言  

本調査は、昭和58年度から実施している原子力発電所等周辺海  

域の海洋環境放射能調査であり、科学技術庁が行う海洋環境放射  

能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的としている。   

2．調査の概要  

1）調査方法  

北海道、宮城、福島（第1、第2）、茨城、静岡、新潟、石川、  

福井（第1、第2）、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島の計14海域の  

主要漁場で漁獲された水産業上重要な海産生物を各海域3種類ず  

つ2回（4～8月及び9～12月）、計84試料収集した。  

また、当該海域の各3測点において1回（4月下旬～6月上旬）、  

海底土（海底表面から深さ3cmまでの表層土）を計42試料及び海  

水（表面水、下層水）を計84試料採取した。  

海産生物試料及び海底土試料については、それぞれ灰化及び乾  

燥した後†線放出核種を、海水試料については化学分離後、90sr、  

134cs 及び137Cs を分析・定量した。  

2）調査結果  

海産生物及び海底土のすべての試料において、対象†線放出核  

種のうち、検出された人工放射性核種は＝7Cs のみであった。  

（∋海産生物  

魚類などの肉部の137cs 濃度範囲は表1に示すとおりで  

ある。  

②海底土  

海底土試料の187cs 濃度範囲は表2に示すとおりである。  

137cs 濃度は、前年度までの調査と同様に、砂質成分の割  

合が多い試料では低く、シルト質成分の割合が多い試料では  

高い傾向を示した。  

③海水  

表面水及び下層水の90s r 及び137cs 濃度範囲は表3に  

示すとおりである。各海域（1測点）における表面水の  

134cs 濃度はすべて検出下限値未満であった。   

3．結語  

平成10年度に原子力発電所等周辺海域の主要な漁場で実施した  

海洋放射能調査の結果は上記のとおりで、ここ数年間の本事業に  

おける調査結果に基づく放射性核種濃度と同程度であった。  
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表1 平成10年度海産生物試料の137Cs 濃度範囲  
（単位：Bq／kg 生鮮物）  

年   度   試 料 名   試料数   137Cs   

魚 類   70   0．06 ～ 0．32  

平 成10年 度            イカ・タコ類   ND ～ 0．04  

エビ類   0．05 ～ 0．08   

魚 類   347   0．04 ～ 0．39  

平成5～9年度            イカ・タコ類   54   ND ～ 0．08  

（注）NDは検 出 下限値未満を示す。  

表2 平成10年度海底土試料の137cs 濃度範囲  
（単位：Bq／kg 乾燥土）  

年   度   試料数   137cs   

平 成10年 度   ND ～10  

280  

（注）ⅣDは検 出 下限値未満 を 示 す。   

表3 平成10年度海水試料の90sr 及び137cs 濃度範囲  
（単位：mBq／ β）  

年   度   試料名   試料数   90sr   137Cs   

表面水   42   1．5 ～ 2．2  1．8 ～ 3．6  
平 成10年 度  

下層水   42   1．0 ～ 2．2  1．7 ～ 3．0   

表面水   280   1．6 ～ 2．8  1．9 ～ 3．7  
平成5～9年度  

下層水  

表面水の 13d C s 濃度はすべて検出下限値未満であ っ た。  
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‡－15 平成10年度核燃料サイクル施設沖合海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、坂元思無邪、鈴木 譲、長屋 裕  

高田和夫、石川雄介、原崎 尭、笠松不二男  

河村廣巳、飯淵敏夫、稲富直彦  

（財）日本分析センター  

川辺勝也  

1．緒言  

本調査は、平成2年度から実施している核燃料サイクル施設沖  
合海域の海洋環境放射能調査であり、科学技術庁が行う海洋環境  

放射能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的として  

いる。  

2．調査の概要  

1）調査方法  

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲された水産業上  

重要な海産生物を10種類ずつ2回（4～7月及び9～11月）、計  
20試料収集した。また、当該海域の16測点において、海底土（海  
底表面から深さ3cmまでの表層土）を1回（5月上旬～下旬）計  
16試料、海水（表面水及び下層水）を2回（5月上旬～下旬及び  
10月上旬～下旬）計64試料採取した。  
海産生物試料及び海底土試料については90sr、†線放出核種  
及び 239＋240 puを、海水試料については 3H、90sr、†線放  
出核種及び 23g＋240 pu を分析・定量した。  

2）調査結果  

すべての調査試料において、対象とした†線放出核種のうち、  

検出された人工放射性核種は137Cs のみであった。  
①海産生物  

魚類などの肉部の放射性核種濃度範囲は表1に示すとおり  

である。  

②海底土  

海底土試料の放射性核種濃度範囲は表2に示すとおりであ  
る。137cs濃度は、前年度までの調査と同様に、砂質成分  
の割合が多い試料では低く、シルト質成分の割合が多い試料  

では高い傾向を示した。  

③海水  

表面水及び下層水の放射性核種濃度範囲は表3に示すとお  
りである。  

3．結語  

平成10年度に核燃料サイクル施設沖合海域の主要な漁場で実施  
した海洋放射能調査の結果は上記のとおりで、ここ数年間の本事  

業における調査結果に基づく放射性核種濃度と同程度であった。  
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表1 平成10年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

年 度   試料名   
試料数   90sr   137cs   239240 pu   

魚 類   ND   0．07～0．30   ND  
平成10年度  

イカ・タコ類   3   ⅣD   m～0．03   ND   

魚  類  79（66）  ⅣD～0．021  ND～0．51  ND～0．0015  
平成5～9年度  

（注）NDは検出下限値未満を示す。   

（）内数字は88sr を測定した試料数を示す。  

表2 平成10年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg 乾燥土）  

年 度   試料数   90sr   137cs   239＋240 pu   

平成10年度   ND ～1．3   m～7．5   0．42～4．7   

平成5～9年度   128   m ～1．3   ND～8．8   0．33～4．9   

（注）NDは検出下限値未満を示す。  

表3 平成10年度海水試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：mBq／ゼ）  

年 度   試料名  試料数   3H   90sr   137cs   238＋240 pu   

表面水   団  150－280  1．5－2．1  1．8－3．2  0．003－0．009  
平成10年度  

下層水   32  ND－250  ND－2．0  ND－2．9  0．005－0．029   

表面水  160  110－400  1．3－2．7  1．7－3．6   ND－0．014  

平成5～9年度  

（注）NDは検出下限値未満を示す。  
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Ⅱ－16 核燃料サイクル施設沖合の海洋構造と放射性核種濃度（2＝＋240 p＝）について  

環所 
河村康巳  

センター  

海洋生物  

稲富  

（財）海洋  

（財）日本  

1．緒言  

137cs，90s rの濃度は津軽暖流水に比べ親潮中で低いことが明らかになった（第37～40回  

論文抄録集）。この結果から核燃料サイクル施設沖合海域に認められる＝7cs，90s rの濃度  

変動は前面海域の水系配置により概ね支配されていることが分かった。一方、239＋240 puの濃  

度は亜表層に極大層が認められ、その分布を水系配置で説明することはできない。本研究では  

239＋2dD puの特異な分布を理解することを目的とし、浮遊懸濁物質や溶存酸素量などとの関係  

について考察する。  

2．調査研究の概要   

測点10，Ellでは1997年より毎年2回（5月，10月）鉛直3～7層からの採水を行い、溶存酸  

素量（DO），浮遊懸濁物質濃度（SS）等の測定を行っている。測定内容は次の通りである。   

① 溶存酸素量（DO）   

試料採取後12時間以内にウインクラー法による滴定を行った。   

② 浮遊懸濁物質濃度（SS）   

直径47mm、孔径0．4J上mのニュークリポアメンプレンフィルタを用い、船上において海水試料  

を過後フィルタを凍結保存した。下船後フィルタの乾重量の測定した。   

③ SS及びろ過海水中の 239＋2dO pu濃度測定   

直径142mm、孔径0．4 〃mのニュークリポアメンプレンフィルタを用い、船上において各層約  

3001の海水をろ過した。ろ過海水及びろ物について 239十240 pu濃度を測定した。  

3．結語   

①239＋240 pu濃度の極大層（以下Pu極大層と呼ぶ）は深度800～1000mに認められた  

（図2－a）。Pu極大層にDOの極小層が対応し（図2－b）、またSS濃度は相対的に同層近傍  

で低くなる傾向が認められた（図2－C）。   

②Pu極大層は密度（ot）約27．3に対応しており、同層を中心に酸素消費量（AOU）は  

最大となっていた（図2－f，g）。また、AOUと 239十2dO pu濃度との関係では表層からPu極  

大層にかけて概ね直線的な増加傾向が認められた（図2－e）。  

③ 海水中の239＋240 pu濃度（全量）に対するSS中239＋240 pu濃度の比率（以下SS中  

濃度比と呼ぶ）は0．3～3％の範囲にあった。鉛直的には測点Ellの海底直上で若干高くなる傾  

向が認められたものの、層および時期によって異なる傾向は明らかではなかった。   

239＋2月O  puの移行には有機体の粒子への吸着と粒子の酸化分解による解放のプロセスが寄与  

すると考えられている。この考えではPu極大層では有機態粒子の分解が進んでおり、その結果  

SSおよびDOが低くなると解釈され、二王は定性的には矛盾しない結果であった。一方、Pu極  

大層が特定の密度に集中している理由および、SS中濃度比1％の移行への寄与等不明な点は多  

く、今後も同様の調査によるデータの蓄積を図る必要がある。  
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表1帥川pu丑度＃在此（…8年）   
（全1よに対ナるろ井鞠中1よの■合）   

H
 
 
 

2
 
 
4
 
 

1410 E 1420 E 1430 E 1440 E  川50 E   

国1平成3～10年度核感胴施設沖合海域鋼玉測点  

1ロ以下のものを灰色で示した。  
＊2海底直上とは、海底から20～50mの範囲の   

採取層を示す。  
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‡－17 放射性核種の海底への蓄積機構調査  

（財）海洋生物環境研究所  

篠田芳暗、河村廣巳、岩渾龍彦、長屋裕  

（財）日本分析センター  

川辺勝也  

1．緒言   

原子力発電所等周辺海域における海底堆積物中の放射性核種濃度調査に関連して、各海  

域・地点間の濃度変動機構を明らかにする目的で、平成5年度から海底堆積物中の放射性  

核種蓄積全量とその分布を調べている。平成10年度は前年度に引き続き島根海域及び青   

森海域で堆積物柱状試料を採取し、放射性核種の鉛直分布について調査を行った。   

2．調査の概要  

（1）方法  

島根海域の4測点及び青森県核燃料サイクル施設沖合海域4測点で、柱状試料を採取   

した。試料は採泥部の長さ1m、内径12cmの自重式柱状採泥器を用いて採取し、海底   

表面から3cmごとの層別に切り取って分析試料とした。   

1）性核種分析  

鉛直方向の分布と蓄積量を調べるため、分析対象核種として】3Tcs及び23＝40puを、  

また堆積物の堆積速度を調べるため2】Opbの分析を行った。   

2）性状分析  

試料の性状を調べるため、強熱減量、有機態炭素・窒素、アルミニウム、ケイ素、  

生物起源オパールの分析及び粒度試験を行った。  

（2）結果  

試料採取測点を図1及び2に、放射性核種蓄積全量と堆積速度を表1及び2に示した。   

1）137cs，239＋240puともに、そのほとんどが表層30cm以内に存在し、表面から深度の増  

加に伴って規則的に低下する傾向を示した。ただし海底構造や底生生物の影響により  

表層での均一化、中層でのピーク値の出現等も認められる場合があった。   

2）蓄積全量と堆積速度間には良い相関関係があり、また沿岸から沖合に向かって低下  
する傾向がある。これは陸からの堆積物粒子の供給を示唆している。   

3）239＋2ヰOpuの沿岸における蓄積全量は放射性下降物供給量より多いか同程度であり、陸  
からの供給及び海中からの急速な除去を示唆している。】3Tcsにおいては、大部分が海  

水中に存在していると考えられるが、岸近くでの蓄積量の高いことから考えて、陸か  

らの供給の効果が示唆される。  

（3）結語  

海底堆積物への放射性核種の蓄積量は、海域間の差はまだ明確な結果が得られていな   

いが、陸からの堆積物粒子の供給量と密接な関連があるため、地点間の差が大きい傾向   

がある。また海底地形効果、底生生物活動によって堆積後の分布に変動がみられる。こ   

れらの海域特性についてはさらにデータの蓄積をはかる必要がある。  
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l‖．8■ 亡  111．r E  131，0‘E  

○  
定常閂査   ■  
柱状浣泥  

○   定常隅査  
＊ 採水  
X 柱状採泥  

国 2  平成10年政情森沌域内正和点  臼1 平成10年庇島根梅域綱査測点  

表1 島根海域堆積物の放射性償超全量と堆紙速度  

測点   水涼   深度  tlIc書  ＝l川pu   P■／C事  ・！▲・ニニ■  王立堆積違  

h）   （c山  （皿〟山一）  （購q／b量）  （c〟y）  （〆cnl・y）   

0■－24   0．18  0．ユ89  0．丁25   

○－24   8．山  0．314  0．11g   

0－2l   1帥   0．4l  0．238  0．ユ53   

1仙5  ○・一日   0．！8  0．85T  8．08丁   

GlobllF▲＝out●（30●－40●頂    16◆78   0．021  

lWSCE膿（19‖．1982）．の任を1999年1月時点に純正した．  

衰 2  青森梅域堆秩物の放射性挟社会立と堆‡A速度  

加点   水没   浣度  l‖cs  tl＝川pu   Pu／Cs  堆積速度  立正堆税速度  

くl）   （ch）  く捕q／bり  く購q／bt）  （亡〟y）  （〆川】・y）   

Ell  2130  8・－2l   0．80  0．15l  0．217   

T5  ll14  ○－24   0．5l   0．362  0．635   

S王8   ○－！l   
0一∬  0．26l   り   

S王9   ○・一日   0．丁さ  0．臼6   l   

引ObltF11loul●1（打一朝●め    川丁さ   0．021  

11WS∝膿（l，TT．1日2）．のすモ川粥嘩1月時点七城優した．  
1王 位状分析データ欠繰のためl十算せ丁．  
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Ⅰ－18 原子力発電所等周辺海域の海底土の性状と－‖Cs濃度について  

（財）海洋生物環境研究所  

篠田芳晴，長屋裕  

（財）日本分析センター  

川辺勝也  

1．緒言   

原子力発電所等周辺海域における海底土中の－37Cs濃度は、ここ数年間検出下   

限値以下～11Bq／kg乾燥土程度の範囲にある。この幅を引き起こす原因とその  

影響の度合いを明らかにするため、海底土の強熱減量、全有機態炭素、全有機   

態窒素、粒度組成と137cs濃度の関係について検討した。  

2．研究調査の概要  

1）方法   

平成10年度に原子力発電所周辺14海域の42測点において海底土（表層3cm）を   

採取し分析試料とした。  

（D放射能分析   

分析試料中の137Cs濃度はγ線スペクトロメトリーにより測定した。  

（診性状分析   

強熱減量は底質調査法、粒度組成はI）eMaster等に準じて、有機態炭素及び有  

機態窒素についてはCHNコーダーを用いて分析を行った。  

2）結果   

今回の調査の強熱減量の測定値は2．2～12．7％の範囲にあった。強熱減量の高  

い値は、北海道、新潟、福井海域と日本海側の調査海域で多く見られた。強熱  

減量と137cs濃度の関係を図1に示す。この図から強熱減量が 8％以上の試料では  

137Cs濃度が高くなる傾向が見られた。   

今回の調査の全有機態炭素の測定値は1．48～25．4mg／g、全有機態窒素の測定  

値は0．20～3．13mg／gの範囲にあった。全有機態炭素及び全有機態窒素の高い値  

も、強熱減量と同様に日本海側の海域で多く見られた。全有機態炭素及び全有  

機態窒素と－37cs濃度の関係を図2に示す。全有機態炭素及び全有機態窒素と137Cs  

濃度の関係も強熱減量とlき7cs濃度の関係と同様の傾向が見られた。   

通常の生物の蛋白質の成分は、炭素100に対して窒素16とされている。海底  

土中の有機物が海洋生物起源のものであれば、全有機態炭素と全有機鰻重素の  

比（C／N比）は6程度の値を示すはずである。今回の調査では試料中のC／N比は6．3  

～9．5の範囲にあり、その平均値は7．93となった。これより強熱減量での有機  

物質が海産生物に由来するものと考えられた。  

3．結語   

海底土（海底堆積物）は海洋で生産されるもの以外に陸域から降雨、河川等に  

より運搬される堆積物もかなりある。沈降の過程は複雑であり一概には解明で  

きないが、河川水等の流入による影響等を含めて検討していく必要がある。  
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表1．海底土試料性状分析結果の土質別平均値  

土質   試料数   粒子密度  含水率  強熱減量  炭 素  窒 素  C／N 比   中央粒径  】37cs濃度  

（g／cm3）  （％）   （％）   （mg／g）  （mg／g）  Md¢  （Bq／kg乾燥土）   

泥   2．59   51，3   7．39  14．12  1．69   8．24  5．32   4．80   

砂混じり泥   1   2．73   22．9   2．20  4．84  0．63   7．60   1．64   2．20   

粗砂混じり中・細砂  4   2．66   28．4   3．45   3．13  0．46  6．80  2．10   1．80   

中・細砂混じり粗砂  田   2．60   32．6   5．03   2．90  0．37  7．77   2．07   1．10   

中・細砂混じり泥   2．66   32．8  3．39  4．68  0．58  8．08  3．43   2．02   

泥混じり中・細砂   2．66   29．3  4．11   3．98  0．51   7．86   2．27   1．72   

全試料の平均値  2．64  36．8  4．75  6．99  0．86   7．93  3．51   2．95   

表中の炭素，窒素は、それぞれ有機態炭素，有機態窒素を示す。  
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‡－19 島根沖合い海域における海洋構造と人工放射性核種濃度について   
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 1．緒言   

原子力発電所等沖合海域における海洋環境放射能調査では福井県若狭湾口の定点の下層（深度  

200m付近）において日本海固有水（水温1℃以下で密度が均一な層以下「固有水」という）の  

鉛直的な昇降に伴う90s r，137csの濃度変動が確認されている（Kasamatsu et．al．，  

J．Oceanogr．50：589－598，1994）。固有水は日本海に普遍的に認められ、その昇降に伴う放射性  
核種濃度の変動は日本海沿岸各地に多く認められる可能性がある。   

この調査では固有水の時間的、空間的な構造を明らかにし、原子力発電所等周辺海域における  

放射性核種濃度への影響を明らかにすることを目的としている。  

2．調査研究の概要   

図1に示す測点において平成9年6月6～9日の期間にCTD測定および放射性核種分析のた  

めの海水試料の採取を行った。  

表1採水およびCTD測点位置および分析項目（1998年6月6～9日）  

分析項目  
測針畿㌣ 緯度  経度   彗慧戸■   
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‡採取層のBは海底直上（10～50m）を示す。  

3．結語   

90s r，137csの濃度は表層から深度400mの間（以下上層と呼ぶ）でほぼ同レベルであり、  

それ以深では深度とともに減少する傾向が認められた（図2－a）。濃度は固有水内部で減少して  

おりその分布は概ね上層と固有水の間の混合によって決定されていると考えられる（図2－b，e）。   

239＋240 puの鉛直分布には深度400m以深（固有水内部）に濃度極大（以下Pu極大層と呼  

ぶ）が認められるが、その深度は測点および調査時期によって異なっていた（図2－C）。また  

Pu極大層と溶存酸素量の分布に関連性は認められなかった（図2－d）。   

Pu極大層の特徴は青森沖合海域の場合（核燃料サイクル施設沖合の海洋構造と放射性核種濃  

度について参照）と性質が異なっており、日本海沿岸と太平洋沿岸それぞれの海域特性が起因し  

ているものと考えられる。各海域特性に対応した現象把握のために広域に同様のデータを蓄積す  

る必要があると考えている。  ー77－   
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Ⅲ．食品及び人に関する調査研究  
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Ⅲ－1人骨中の90sr濃度及び骨線量について  

放射線医学総合研究所  

河村日佐男、白石久二雄  
1．緒言   

人骨中のフォールアウト90srは環境に放出された放射性核種によ  
る被ばく線量の推定・評価のうえで指標となるもののひとつとして  
重要である。日本人における骨中の90sr濃度の分析測定により、骨  
中濃度と年次、年齢および地域別の解析を行うとともに、骨内の組  
織に対する被ばく線量の推定を行い、あわせて緊急時における環境  

放射性核種による一般人の体内放射能の動向と被ばく線量の推定に  

資することを目的とする。  

2．調査研究の概要   

試料は主として東京及び北海道地区において国立病院および国公  

立研究機関等の協力のもとに収集した。本年度はとくに本州北部か  

ら試料が得られることとなった。得られた試料は、常法に従って前  

処理を行い、その一部については90srの放射能を測定中である。使  

用測定器は、0Ⅹford 4100シリーズ低バックグラウンドα／βカウン  

タ（比例計数管方式、バックグラウンド計数率0．3 cpm以下）であ  

る。なお放射性ヨウ素測定のため、可搬型Ge検出器（POPTOP型、5  

cm¢）、可搬型波高分析器およびノート型パソコンの組み合わせに  

よるシステムにつき測定条件等の予備的検討を行った。  

（1）骨中の90sr放射能の濃度   

脊椎骨中90sr濃度は、’平成6年（1994年）死亡の0－4才群では10検  
体の合併試料につき19 mBq90sr（gCa）－1、5－19才群では9．4 mBq 90sr  

（gCa）－1および成人群では13±4 mBq 90sr／g（Ca）‾1であった。他の死  

亡年の試料については分析中であり、今後まとめて報告する予定で  

ある。近年の骨中の90sr濃度はごく緩慢に減少する傾向にあるとい  

える。  

（2）赤色骨髄及び骨表面の細胞における年吸収線量   

赤色骨髄および骨表面の年吸収線量を国連科学委員会のP45を日  

本人に適用して推定している。1996年成人においては6±1および14  

±3〃Gyと推定された。成人群における骨吸収線量も川sr濃度と同じ  

く緩慢な減少傾向にあるが、その変化は小さい。線量についてもま  

とめて報告したい。  

（3）131Ⅰの甲状腺負荷量等の測定   

可搬型Ge検出器は1cm厚Pb遮蔽を施して測定台に乗せ、可搬型MCA  

およびパソコン上のソフトでスペクトル解析した。検出器の高さは  

手動エレベータにより調節した。成人甲状腺ファントムを用いて測  
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定した結果は、絶対計数効率1％以下であった。  

3．結語   

人体の90srおよび131Ⅰは、環境放射性核種による内部被曝推定に  

おける指標となる人工放射性核種である。日本人における人工・自  

然放射能による集団線量推定のため、また、事故的放出における被  

曝線量評価方法を確立するため、サンプリング拠点の確保および分  

析測定法の検討を含めて検討を行う。  
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Ⅲ－2 環境試料及び人体臓器中の239●240p u等の濃度  

放射線医学総合研究所 湯川雅枝、渡辺嘉人、西村義一、  

佐藤愛子、田中千枝子、  

千葉大学 関谷宗英、長田久夫  

大妻女子大学 桜井四郎  

1．緒言   

核爆発実験などによって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大  

気圏内に拡散し、徐々に降下して地球上に蓄積されている。また、原子力平和  

利用の進展に伴い 環境中の超ウラン元素濃度が増加する恐れがある。国民の  

健康安全に資するため、人体臓器や環境試料中のプルトニウム等の濃度を測定  

し、その循環経路を把握することを目的とする。  

2．調査研究の概要  

（1）人体臓器試料の採取  

近年の人体臓器の採取の困難さに伴い、本研究の実施方法についての変更  

を検討し、人体中のプルトニウム濃度の測定という意味から、千葉大学医学部  

との共同研究として胎盤の分析を行うことにした。また、従来の臓器試料との  
代替性についてのバリデーションも行うこととした。  

（2）日常食の採取  
環境から人体へのプルトニウム等超ウラン元素の移行において吸入による  

取り込みと食事からの取り込みが重要である。この点を考慮し、大気浮遊塵と  

食品の分析を行うことを検討した。平成9年度から、人が1日に摂取する全食  

品、日常食について大妻女子大学に依頼して1年に2回、各30件づつ陰膳方  

式で採取を行うこととした。  

（3）試料の前処理  

胎盤試料、食事試料とも、凍結乾燥を行い、チタンブレードを備えた食品  

用のブレンダーで粉砕混合した。それぞれ、湿重量と乾燥重量を測定して水分  

含量を求めると共に、4 50℃で乾式灰化し灰分重量を求めた。   
図－1に、試料の湿重量、乾燥重量、灰化重量を示した。  

（4）239●240p uの濃度測定   

科学技術庁編の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料から陰イオン交  

換樹脂（DowexlX8）を用いてプルトニウムを分離し、ステンレス頼上に  

電着してアルファ線スペクトロメーターにより239‘240p uを定量する。   

今回、胎盤試料に関しては、6検体分析したが、いずれからもプルトニウム  

の検出はできなかった。今後数検体をまとめ多コンポジット試料の分析を試み  

る。   

日常食試料は、9検体分析し、4検体に微量のプルトニウムが検出できた。  

結果を表－1に示す。今後、分析を継続すると共に分析値の品質管理を行う。  

3．結語   

プルトニウム等超ウラン元素の人体への負荷量を把握するために、胎盤、日  

常食、大気浮遊塵の分析を行うこととし、胎盤及び日常食試料の分析を実施し  

た。  
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プルトニウムの分析においては、当面科学技術庁のマニュアルに準拠するが  

貴重な人体関連試料であるので、超ウラン元素以外の微量元素についても情報  

を得られるように、他の微量元素分析法を併用することを検討する。   

環境から人体が受ける放射線の重要な要素であるトリウムやウランの分析  

を行い線量評価に資することを検討する。  

表－1．日常食試料中の239●240pu濃度  

日常食試料番号  239’240pu（×10－6Bq／g・Wet）   

TD－0  

TD－1   0．687±0．083   

TD－2  

TD－3   3．37±0．19   

TD－4   0．248±0．042   

TD－5  

TD－6  

TD－7   0．230±0．045  

TD－8  
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Ⅲ一3 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

村松康行、坂内忠明、吉田 聡、内田滋夫、田上恵子  

1．緒言   

食品中の放射能濃度及び食品の消費量を調べることは、原子力施設周辺住民  

が経口摂取する放射性核種の量を推定する上で欠かすことができない。ここで  

は放射性核種以外の安定元素も対象とするが、その理由は放射性核種の体内で  

の移行（吸収率など）は安定元素の量に影響を受けるからである。また、現状  

では人工放射性核種の濃度はきわめて低く検出できないことから安定元素を指  

標にすることも大切である。過去数年間は主としてCs－137に関するクリティ  

カル食品であるキノコに注目し、多くの分析データを求めキノコからのCs－  

137とK－40の摂取量を推定した。本年度は、データが少ない食品中の安定ヨウ  

素含有量に注目し調査研究を行った。  

2．調査研究の概要   

ヨウ素の定量分析は難しいため海藻などヨウ素含有量が高い食品を除いては  

分析データが非常に少ない。そこで、以前我々が土壌等の分析の為に開発した  

方法（Analyst，121，1627－1631，1996；ChemicalGe0logy，147，201－216，  

1998）を改良し食品の分析に応用した。分析法の概要は以下の通りである。   

試料を燃焼ボートに秤量し、酸化・溶融剤として五酸化バナジウムを加えた。  

それを石英燃焼管に入れ酸素気流中で1000℃で加熱した。酸素ガスは、ヨウ素  

が気相にいきやすいよう水蒸気を含んだものを用いた（pyrohydrosis）。不完  

全燃焼ガスを除くため石英管中に白金線を網状にしたものを石英ウールではさ  

み試料とトラップの間にセットした。揮発したヨウ素は50ppmの亜硫酸ナトリ  

ウムを含んだ1％TMAH溶液にトラップした。加熱は、上述した炉の端の部分  

で3分程度行い、次に、炉の中心部に来るように石英管ごと押し込む。中心部  

で15分程度加熱した後に、石英管をスライドし、トラップ接合部の近くを3分  

間程度加熱することにより、付着しているヨウ素をトラップ溶液に追い出して  

吸収させた。加熱後、ボールジョイントをはずし、トラップ部をTMAH溶液及  

び少量の純水で洗いトラップ溶液と合わせる。それを必要に応じ希釈しICP－  

MS（YokogawaPMS200）で測定した。検出下限値は試料溶液で0．2ppb程度  

であった。分析精度についてはNISTの標準試料でも確認した。今までは極微  

量のヨウ素を分析するのは大変難しかったが、この方法により個体試料中（乾  

燥試料として）の濃度が1ppb（0．001ppm）程度まで測定できた。  
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この分析法を用いて、農作物を中心にヨウ素濃度を測定した。また、同時に  

臭素についても分析データをだすことができた。分析結果から、農作物の中で  

も特に白米や芋類は非常に低い値であることが明らかになった。比較的高い値  

を示したのはホウレンソウ（約0．3ppm）であり、葉面積が大きいため大気か  

らの沈着量が多いと推定される。その点からも、ホウレンソウは事故時に注意  

を要する食品と言えよう。ニンジンやダイコンなど根菜類は直接土壌（ヨウ素  

濃度が約30ppmと高い）に接しているにもかかわらず可食部である根の部分で  

は低い値であった。これらの点を総合すると、平均的なヨウ素濃度（乾燥重量  

として）は高い傾から、葉菜（約0．2ppm）、根菜（約0．07ppm）、果菜（約  

0．05ppm）、芋類（約0．02ppm）、米（約0．004ppm）の順である。土壌が放  

射性ヨウ素で汚染された場合でも、芋類の方が葉菜などよりも汚染の程度は低  

いと推定される。   

臭素濃度は、米で約0．02ppmと低く、葉菜で7～128ppmと高い傾向にあっ  

た。土壌の滅菌剤として臭化メチルが使用されており、それらの影響で高い値  

がでた可能性もある。   

また、国立環境研究所が作成した標準日常食（Totaldiet）試料中のヨウ素  

及び臭素の分析を行い値付けに協力した。6回の分析をした結果、ヨウ素は  

1．91±0．06ppm、臭素は23．8±0．1ppmであった。  

3．結語   

放射性ヨウ素は、事故時に放出される核種として大変注目されている。そ  

のため、安定ヨウ素の摂取量を把握しておくことは被曝線量の推定を行う上で  

とても重要である。本調査研究を通じて今までデータが非常に少なかった農作  

物中の安定ヨウ素を分析する手法を確立することができた。また、ヨウ素濃度  

についての基礎的な情報が得られた。今後は更にデータを増やし、農作物の種  

類ごとにまとめていく予定である。また、ICP－MSを用いたその他の元素の分  

析も続け食品中の他の安定元素についてのデータも増やしていく。また、食品  

の流通も考慮に入れ、東海村だけでなく、都市部からも試料を集め分析を行い、  

放射性及び安定元素の摂取量に関するデータを蓄積する予定である。  
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Ⅲ－4 水産食品摂取経路における被ばく低減化に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

渡部輝久、宮崎多恵子、横須賀節子  

1．緒言   

水産食品の調理および食品加工等による除染効果を調べ、環境放  

射能汚染が生じた際の公衆の被ばく低減化対策立案に資するととも  
に水産資源の有効利用に資することを目的とする。本調査では、①  

水産食品として消費量の高い水産加工品について原材料及び製品を  
入手し、Cs、Sr等重要な放射性核種の安定同位体を分析し、水産加  
工による低減効果を定量化し、②水産食材から食卓における消費ま  

での間の調理過程での低減効果をトレーサー実験ならびに安定元素  
分析により調べることを計画している。  

2．調査研究の概要   

本年度は、前年度までに北海道および東北地方で得られたイカ製  
品とその原材料について、分析に用いるための最適な供試個体数、  
供試料に関する情報を得るためにICP－AESを用いた安定元素分析を  
行った。ICP－AES分析に先立つ前処理において入手した原材料の凍  
結試料は、解体による体液の逸損をさけるため解体作業を行わず個  
体ごと真空凍結乾燥し、乾燥後、胴体部、頭足部、内蔵（肝臓）に  
分け、さらにブレンダーにより粉砕、混合を行い試料の均一化をは  
かった。得られた粉体試料1gを硝酸一過酸化水素水系で分解し、完  
全に有機物が分解した後蒸発乾固し、硝酸濃度1Nとなるように溶解  
し100mlにメスアップし測定試料とした。   

函館で得られた「マイカ」の分析結果について元素濃度の累積出  
現頻度を図1に示す。図に示したようにマイカ胴体部、いわゆる可  
食部分に関してはアルカリ金属やアルカリ度類金属、そしてリン等  
多くの主要元素でバラツキ（標準偏差）は小さい。この傾向は頭足  
部の元素濃度にも見受けられる。しかし、放射性核種としても重要  
な元素の安定同位体であるFe、Cu、Mn、およびCd等は、主要元素に  
比してバラツキが大きい。図1で得られた標準偏差をイカ試料の分  

析値の分散の不偏推定値とし、試料数と信頼限界値の関係を求める  
ことを試みた。イカ胴体部についてMgやKでは3試料を用いれば5％の  
危険率で測定値の平均値の10％の信頼限界値で真の値を得ることが  
分かった。また、10％の信頼限界値を得るためにはSrやZnでは10数  
試料が必要であり、Fe、Cuはさらに多くの試料数を必要とし、Cdな  
どでは20試料に対して信頼限界値は20％程度であることが分かる。  
測定対象元素により供試試料数を大きくしたり、あるいは「あわせ  
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試料」を調製する等の操作の必要性が明らかになった。   

イカ加工品として宮城県気仙沼市で得られたイカ塩辛とその原材  

料中の安定元素分析結果を表1に示す。原材料中の元素濃度に対す  

る加工品中の元素濃度の比は、多くの元素において1より小である。  

1より大なもののうち Naに関しては調理加工過程で調味料として  

のNaの添加に起因する。Mn、FeやCdは原材料よりも大と評価さ  

れるがこれは、塩辛にイカの肝臓を混合していることに依っている  

と考えられる。肝臓をはじめとする内臓や骨部分の利用も多いと考  

えられる水産加工食品では、放射性物質の非可食部における蓄積も  

十分に考慮されなければならない。  

3．結語   

冷凍技術の発達による漁獲海域の広域化に伴い放射線防護の観点  

からは市場希釈効果がはかれる一方で元素濃縮に関して近海生物種  

にはない特性を有している種の存在も考えられる。今後は、これら  

外来種の元素分析も積極的に行う予定である。とくに、水産食品に  

おける Cs、Ⅰ等重要元素の定量法も取り入れていく。また、放射性  

物質摂取に関わる家庭における調理過程での修飾要因について安定  

元素分析法も利用して明らかにする。  
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Ⅲ－5 平成10年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場  

宮本 進・西村宏一・山岸規昭  

西口靖彦・兼松伸枝  

農水省北海道農業試験場  

上野孝志・大谷文博・田鎖直資  

長水省九州農業試験場  

塩谷 繋・出中正仁・岩間裕子  

1．緒言   

前年に引き続き、わが国の牛乳中の放射能濃度レベルを調べるため、原料乳中の   

00srぉよびl＝csを測定した。環境への人為的放射能汚染レベルが減少していること   

から、牛乳中の汚染レベルも地域的な変動は多少あるものの、経年的には横道いの   

傾向を示し、測定値自体も非常に低いレベルになってきている。このような状況の   

中で、従来の規模と手法により調査を行った。北海道農業試験場、九州農業試験場   

においても、緊急時における牛乳の放射能調査の全国的調査網の一環として、例年   

どおりバックグランドとしての牛乳、牧草、野菜、土壌などの137csの測定を実施し   

た。  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の00srおよび137csの経常調査（畜産試験場）   

経常調査は例年と同様に、全国の9カ所の公立研究棲開から、春、夏、秋、冬の   

4回、測定用試料（原料乳）を採取して＝srおよび137csの測定を行った。10年度に   

おける牛乳中の＝sr、1＝csの測定結果を表1、2に示した。00srは、N．D～51・9   

mBq／L、ユ87csは、N．D～38．OmBq／Lと前年度までと同様に低い値であった。季節（5   

月、8月、11月、2月）による全国平均値は16．0～21．8mBq／L（…sr）、10・9～  

13．8mBq／L（187cs）で同様に低い値で推移した。  

（2）北海道農業試験填におけるlき7csの測定   

北海道内4地域の牛乳および牧草中の＝Tcs、札幌地域の野菜中のIS7csを測定し   

た。4地域の牛乳中の187csは N．D～55．OmBq／Lで、いずれの地域も低いレベルであ   

った。牧草は乾草とサイレージを測定したが、1＝csは N．D～0．68Bq／kgD撼の値を示   

した。野菜としてはジャガイモを測定したが、0．35BqノkgDMの低い値であった。  

（3）九州農業試験場における1＝csの測定  

九州および沖縄地方の牛乳・牧草および土壌中の放射能調査を2カ所で実施し、   

土壌と牧草および牛乳中の1a7csを測定した。土壌中のl”csはそれぞれ9．85±2．15、   

0．49±0．68Bq／kgである。牧草はそれぞれ1．10±0．83、0．65±0．60Bq／kgであり、牛   

乳からは検出されなかった。  

3．結語   

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく、牛乳中の放   

射能濃度は低いレベルで推移している。地域による変動は、局地的な土壌濃度の差   

異、乳牛が摂取する飼料や飲水の汚染の程度等を反映しているものと考えられる。  
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衰1 平成10年度 牛乳中90sr  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  
畜産試験場  

10年5月  10年8月  10年11月  11年2月  

22．2±3．7  

22．2±7．4  

18．5±7．4  

22．2±3．7  

18．5±3．7  

11．1±3．7  

11．1±3．7  

29．6±3．7   

7．4±3．7  

14．8±3．7  

22．2±3．7  

37．0±3．7  

22．2±7．4  

22．2±3．7  

11．1±3．7  

14．8±7．4  

ND  

ND  

29．6±7．4  

29．6±7．4  

37．0±7．4  

18．5±3．7   

7．4±3．7  

11．1±7．4   

7．4±3．7  

29．6±3．7  

11．1±3．7  

51．9±7．4  

29．6±7．4  

44．4±7．4  

14．8±3．7  

14．8±3．7  

ND  

ll．1±3．7  

22．2±7．4   

7．4±3．7  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 

21．8±17．2＊  20．1±11．4＊   16．0±11．7＊   18．1±7．0＊  平 均  

＊平均値±標準偏差，ND：検出不可  

表2 平成10年度牛乳中1さ7cs  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  
畜産試験場  

10年5月  10年8月  10年11月  11年2月  

24．6±4．7  

11．9±5．4  

32．8±6．8  

20．4±5．8  

ND  

ll．3±6．5  

10．2±5．6  

12．7±6．O  

ND  

15．1±5．2  

20．6±6．0  

5．7±5．3  

27．6±5．5  

13．5±4．8  

16．2±5．3  

6．9±5．4  

8．8±4．7  

ND  

22．2±5．3  13．8±5．2  

24．0±6．0  12．0±6．3  

7．8±5．2  9．6±5．2  

38．0±5．7  32．4±5．6  

6．2±5．2  6．5±4．8  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 

ND  

ND  

ND  

ND  

ND  

ND  

7．5±4．9  

7．0±5．3  

10．9±13．9＊  9．9±9．7‡  12．7±8．4＊  13．8±10・8＊  平 均  

＊ 平均値±積準偏差，ND：検出不可  
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Ⅲ－6 家畜の骨中90Sr濃度調査（1998年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場  

臨床生化学研究室 八木行雄 塩野浩紀  
渡部 淳 近山之雄  

1， 緒  言   
馬や牛等の草食家畜はフォールアウトにより汚染された飼料を直接摂  

取するため、その骨中の…Srを測定することは環境の汚染状況を知るよ  

いマーカーとなると考えられる。当研究室では1957年以来、家畜の飼養  

環境における放射能汚染を、家畜の骨中…Sr濃度測定により継続調査し  

ているが、今年度も例年と同様に、北海道内における馬および牛の骨中  
…Sr濃度の測定を行った。   

2． 調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料として、1998年5月から10月までに、北海道各地から採取し  

た馬23例、牛41例の中辛骨を用いた。…Sr濃度はジー（2－エチルへキシ  

ル）一リン酸を用いた佃Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果   

馬の骨では130．5±63．7mBq／g・Ca（3．53±1．72pCi／g・Ca）、また牛の  
骨では 54．8±25．6mBq／g・Ca（1．46±0．68pCi／g・Ca）という結果が得  

られた（表1，2）。これらの値は馬牛ともに前年度（馬：151±69mBq  
／g・Ca（4．08±1．81pCi／g・Ca）、牛：69±29mBq／g・Ca（1．85±0．77pC  

i／g・Ca））よりも若干低い値を示した。また例年同様、牛よりも馬の方  
が高い値を示した。   

3． 結  語   
骨中州Sr濃度は1965年をピークとして、次第に減少し、現在では低い  

水準で推移している。本年度は馬、牛ともに昨年よりもわずかながら低  
い値を示した。また、昨年と同様に若齢なものの中に他と比べ高い値を  

示すもの（rト1，Iト3，H－4，H－8，C－1，C－2）がみられた他、高齢なもので比  

較的低値を示すもの（H－20，C－28，C－29，C－32，C－33，C－36，C－40）がみられ、  

汚染状況が地域によって異なることが示唆された。そしてまた、例年同  

様、馬の方が牛よりも高値を示したが、これは飼料の違い（馬の場合牧  

草が多いのに対し、牛では濃厚飼料が多い）を反映しているもの考えら  

れる。  
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199と享年度放射能調査  

表1 馬骨中l…Sr  表2 牛骨中り（－Sr  

l”sl‥mBq／gCa  No  年齢 りりsl・・mBq／gC8  酬sl・・mBq／gCa  
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Ⅲ－7 土壌からバレイショへの137csおよび安定Csの移行について  

環境科学技術研究所環境動態研究部   

塚田祥文，長谷川英尚，久松俊一  

1．緒言   

土壌から農作物への放射性核種等の移行係数（土壌中濃度に対す  

る農作物中濃度の比）は、被曝線量評価上重要な環境移行パラメー  

タの一つであり、多くの研究が行われてきた。137csの移行係数は、  

同一農作物でも 4桁以上変動すると報告されている。ここでは、フ  

ィールド調査をもとに、土壌からバレイショヘの137cs と安定 Cs  

の移行、およびその変動要因について報告する。  

2．調査研究の概要   

青森県内 26 地点の圃場から、土壌とバレイショをそれぞれ採取  

した。土壌は、乾燥し 2mm のふるいを通した後、メノウ遊星型ボ  

ールミルで粉砕し、分析試料とした。バレイショは、水洗後皮を取  

り除き、可食部を乾燥・粉砕して、安定 CsおよびK分析用に供し  

た。また137csの測定には、450℃で灰化した試料を用いた。試料中  

137cs 濃度は、Ge 半導体検出器で計測・定量し、安定 Cs 濃度は放  

射化分析法により定量した。  

3．結語   

図1に示すように、137csの移行係数は、安定Csに比べ約 4倍高  

いが、両者は良い相関を示している。それぞれの移行係数は、土壌  

中 KおよびCs濃度に依存して減少した。一方で、土壌中有機物含  

量との関係は見られなかった。以上から、安定 Cs の移行・動態を  

調査することによって、放射性  

Cs の挙動を類推できることが示  

された。本調査で得られた137cs  

移行係数の 95％信頼区間は、  

0．0050－0．18 であり、IAEA（1994）  

の報告値 0．0070－0．70 より低く、  

これは実験条件（栽培条件、RI  

トレーサー添加法等）の相異に  

由来すると考えられる。したが  

って、局地域において現実的な  

評価に用いる移行係数は、対象  

となる地域においての情報が有  

用であることが示された。今後  

は、データの蓄積と同時に、変  

動要因の解析が必要である。   

0．′′  
鴫 

／  
／  ／  

／     ／  

′   
／  ノ  

（
S
O
ト
C
【
）
感
墜
虹
梁
 
 

0．1  

0．01  

0．001  

0．0001  

0．0001 0．001 0．01  0．1   1  

移行係数（Cs）   

図1137csと安定 Cs移行係数  
の比較  

－93－  



Ⅲ一8 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  
野中信博、庄子隆、越川昌義、板倉淳子   

1．緒言   

環境放射能水準調査の拡充強化の一環として、流通食品を対象とした食品の放射能  

水準調査を平成元年度から実施している。本調査は食品中の放射能レベルを把握すると  

ともに、食物摂取による実効線量当量の推定・評価に資するデータを蓄積することを目   

的としている。   

平成10年度に実施した14C、90sr、ユ37cs、226Ra、トリウム（228Th、230Th、232Th）、ウラ  

ン（234U、235u、238U）、プルトニウム（238Pu、239＋240Pu）の調査結果を報告する。  

2．調査の概要  

調査対象地域として全国を北日本、日本海側、太平洋側及び西日本の4つに分けた。   

原子力施設の近傍地域として日本海側から北陸、西日本から南九州を、また、施設から  

の遠隔地として北日本から北海道、太平洋側から関東を選定し、これらの地域から食品   

を購入した。   

（1）食品の選定   

①平成9年度までに未調査の食品の中から、摂取量の比較的多い食品について、90sr  

及び137csは4食品×4地域（16試料）、‖Cは3食品×4地域（12試料）、トリウム、ウラ  

ン及び228Raは6食品×4地域（24試料）、プルトニウムは15食品×4地域（60試料）を選  

定した。   

②平成7年度までの調査結果から、摂取量の比較的多い食品について、経年変化を把  

握するために、90sr及び137csを5食品×4地域（20試料）選定した。   

（2）分析方法   

①90sr、137Cs、228Ra、トリウム、ウラン及びプルトニウムについては試料を450℃で  

灰化し、酸抽出した後、沈殿法またはイオン交換法で分離・精製した。放射能測定  

について、gOsr及び137csは低バックグラウンドβ線計数装置、226Raは液体シンチレ  

ーション計数装置、トリウム、ウラン及びプルトニウムはシリコン半導体検出器を  

用いた。  
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②14Cは試料を真空乾燥後、ベンゼンに合成し、液体シンチレーション計数装置を用  

いて定量した。   

（3）分析結果   

①90Sr及び137cs：結果を表1に示す。放射能が検出された試料における最小値及び最  

大値は以下の通りである。  

90sr  o．013～8．4  Bq／kg （検出数：24／36試料）   

137cs  o．027～0．82 Bq／kg （検出数：26／36試料）  

②14C：結果を表2に示す。12試料の放射能濃度、比放射能の最小値及び最大値は以  

下の通りである。  

放射能濃度  7．2～110  Bq／kg  

比放射能  0．238～0．253 Bq／g炭素  

③ウラン、トリウム及び226Ra：結果を表3に示す。放射能が検出された試料におけ  

る最小値及び最大値は以下の通りである。  

ウラン系列  238U O．00065 ～0．29 Bq／kg （検出数：20／24試料）  

234U O．00047～0．34 Bq／kg （検出数：24／24試料）  

230Th O．00053～0，024 Bq／kg （検出数：22／24試料）  

226Ra O．073 ～1．9  Bq／kg （検出数：8／24試料）   

アクチニウム系列 235u o．0015 ～0．011Bq／kg （検出数：5／24試料）   

トリウム系列   232Th O．0010 ～0．032 Bq／kg （検出数：12／24試料）  

′′  228Th O．00078～1．5  Bq／kg （検出数：19／24試料）  

④238pu及び239＋240pu：結果を表4に示す。238Puは60試料全て検出されなかった。  

239＋240puの放射能が検出された試料における最小値及び最大値は以下の通りである。   

239＋240Pu  O．0015～0．013 Bq／kg （検出数：7／60試料）  

3．結語   

今年度調査した食品中の9Osr（36試料）、137cs（36試料）、14C（12試料）、トリウム（24  

試料）、ウラン（24試料）、226Ra（24試料）及びプルトニウム（60試料）の放射能濃度は、昨  

年度までの調査とほぼ同じレベルであった。  
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表19Usr及び’J′cs及び安定元素Sr、Ca、Kの分析結果   

食品名  購入地  購入日  購入   灰分  
80 Sr 137cs  Sr  Ca   K  

状態   ％  Bq／kg  Bq／kg  mg／kg   

くろごま   北海道  98．8．1  乾物  6．03  8．8  ＝ヒ0、085   0．035  ±0．0047   35   11000   5000   

くろごま   関東Ⅰ  98．7．22  乾物  5，72  8．0  ±0．062   0．045  ±0．0052   29   10000   5100   

くろごま   北陸  98．7．22  乾物  5．93  7．9  ±0．072   0．040  ±0．0048   37   11000   5100   

くろごま   南九州  98．7．20  乾物  5．73  8．4  ±0．075   0．058  ±0．0055   28   11000   5000   

チョコレート  北海道  98．12．16  固形  1．60  0．18   ±0．0098   0．12   ±0．012   2．7   1700   4000   

チョコレート  関東Ⅰ  98．10．26  固形  1．95  0．30   士0．013   0．11  ±0．012   5．3   770   5700   

チョコレート  北陸  98．10．26  固形  1．22  0．12   ±0．0087   0．10   土0．011   1．5   1400   3000   

チョコレート  南九州  98，10．28  固形  1．72  0．20   ±0．017   0．18   ±0．014   3．3   1800   4300   

大豆   北海道  98．8．24  乾物  4．84  0．35   ±0．016   0．12   ±0．0080   2．4   1100  18000   

大豆   関東Ⅰ  98．6．16  乾物  4．78  0．16   ±0．011   0．10  ：ヒ0．0070   1．4   850  18000   

大豆   北陸  98．6．17  乾物  4．72  0．50   ±0．019   0．074  ±0．0062   1．9   1100  18000   

大豆   南九州  98．6．15  乾物  4．42  0．21  ±0．013   0．082  ±0．0065   8．4   1500  16000   

あずき   北海道  98．6．24  乾物  3．18  0．40  ：土0．024   0．12  ：±0．012   1．9   500  13000   

あずき   関東Ⅰ  98．8．16  乾物  3．16  0．43  ：±0．025   0．12   ±0．011   2．2   530  12000   

あずき   北陸  98．6．17  乾物  3．18  0．33   ±0．023   0．17   ±0．012   1，9   550  12000   

あずき   南九州  98．8．15  乾物  3．32  0．32   士0．023   0．12   ±0．011   1．7   570  13000   

いちご   北海道  98．4．11  生  0．544  ＊（0．017  ±0．0087）  ＊（0．0074 士0．0043）   0．22   120   1500   

いちご   関東Ⅰ  98．4．13  生  0．754  ＊（0．0089 ±0．0062）  ＊（0．0058 士0．0040）   0．23   93   1800   

いちご   北陸  98．4．13  生  0．838  0．029  ±0．0080  ＊（0．0034 ±0．0038）   0．28   140   1600   

いちご   南九州  98．4．12  生  1．14  0．050  ±0．0098   0．027  ±0．0085   0．48   180   2100   

ピーマン  北海道  98．7．24  生  0．521  ＊（0．015  ±0．0076）  ＊（0．013  ±0．0048）   0．21   80   2000   

ピーマン  関東Ⅰ  98．7．22  生  0．480  0．026  土0．0079  ＊（0，00079 ±0．0036）   0．14   87   2000   

ピーマン  北陸  98．7．22  生  0．500  ＊（0．0034 土0，0061）  ＊（－0．0044 ±0．0035）   0．25   70   2000   

ピーマン  南九州  98．7．21  生  0．429  ＊（－0．00059 ±0．0049）   0．10   ±0．0093   0．13   89   1800   

しいたけ・生  北海道  98．4．11  生  0，812  ＊（0．0074 ±0．0035）   0．82   ±0．019   0．061   13   2300   

しいたけ・生  関東Ⅰ  98．4．13  生  0．587  0．023  ±0．0047   0．81  ±0．018   0．059   9．0   2200   

しいたけ・生  北陸  98．413  生  0．801  0．024  ±0．0048   0．26   ±0．0‖   0．06   13   2200   

しいたけ■生  南九州  98．4．12  生  0．835  ＊（0  ±0．0026）   0．12   ±0．0073  6．6   2400   

わかめ   北海道  98．8．30  塩蔵  3．78  0．013  ±0．0038  ＊（0．0060 ±0．0028）   79   780   250   

わかめ   関東Ⅰ  98．6．18  生  1．91  ＊（0．011 士0．0038）  ＊（－0．0013 ±0．00柑）   48   930   53   

わかめ   北陸  g8．6．25  塩蔵  6．41  0．072  ±0．0078  ＊（0．0017 土0．0024）   78   830   160   

わかめ   南九州  98．8．31  塩蔵  4．08  0．088  ±0．0078  ＊（0．0038 ±0．0028）  120   1000   820   

さけ   北海道  98．11．1  生  1．24  ＊（0．0071 ±0．0038）   0．13   ±0．012   0．62   110   3800   

さけ   関東Ⅰ  98．10．27  生  1．25  ■（0．0039 士0．0033）   0．10   ±0．0098   0．38   110   3900   

さけ   北陸  98．10．28  生  1．18  ＊（0．0028 ±0．0033）   0．12   ±0．011   0．59   140   3600   

さけ   南九州  98．10．28  生  1．24  ＊（0．0047 土0．0036）   0．095  ±0．010   0．87   170   3500   

くろごま、チョコレート、大豆、しいたけ・生、わかめは経年変化をみる試料。  

表21ヰcの分析結果   

購入  
食品名  購入地  購入日   状態   

14c  

Bq／g炭素   dpm／g炭素   Bq／kg   

大豆   北海道  98．6．24  乾物  0．249±0．0019   14．9±0．11   109±0．82   

大豆   関東Ⅰ  98．6．18  乾物  0．248±0．0019   14．7土0．11   107±0．81   

大豆   北陸  98．6．17  乾物  0．249±0．0019   15．0±0．11   110±0．83   

大豆   南九州  98．8．15  乾物  0．244±0．0019   14．8±0．11   108±0．82   

かつお   北海道  98．5．21  生  29．3   0．248±0．0019   1ヰ．7±0．11   35．0士0．27   

かつお   関東Ⅰ  98．5．20  生  29．2   0．251±0．0019   15．0±0．11   35．8±0．27   

かつお   北陸  98．5．18  生  28．5   0．253±0．0019   15．2±0．11   33．8±0．25   

かつお   南九州  98．5．19  生  28．5   0．252士0．0019   15．1±0．11   33．4±0．25   

あさり   北海道  98．5．7  生  9．79   0．238；ヒ0．0018   14．3±0．11   8．1土0．08   

材さり   関東Ⅰ  98．5．8  生  8．81   0．248±0．0019   14．8士0．11   7．2士0．05   

あさり   北陸  98．5．5  生  14．0   0．248±0．0019   14．7土0．11   14．0±0．11   

あさり   南九州  98．5．8  生  8．94   0．248土0．0019   14．8士0．11   7．7士0．08   
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表4 プル      トニウムの分析結果   

238pu   239＋240pu  
食品名   

購入地  購入日  購入  灰分         状態  ％   Bq／k 

そうめん   北海道  98．乱1  乾物  3．49  呵－0．00018 ±0．000090）  亘－0．000045±0．000045）   
Bq／kg  g  

そうめん   関東Ⅰ  98．7．22  乾物  5．90  呵－0．00015 ±0．00011）  呵 0．00015 ±0．00015）   
そうめん   北陸  98．7．21  乾物  5．50  呵－0．000066±0．000067）  呵  ）   

そうめん   南九州  98．7．20  乾物  5．82  呵－0．00027 ±0．00014）  呵 0．00014 ±0．00014）   
くろごま   北海道  98．8，1  乾物  6．03  呵－0．00015 ±0．00021）  呵 0．00015 ±0．00015）   
くろごま   関東Ⅰ  98．7．22  乾物  5．72  ぺ－0．000064±0．000064）  呵  ）   

くろごま   北陸  98．7．22  乾物  5．93  呵－0．00030 ±0．00015）  亘 0．00060 ±0．00030）   

くろごま   南九州  98．7．20  乾物  5．73  亘0．00014 ±0．00014）  呵  ）   

大豆   北海道  98．6．24  乾物  4．84  ぺ－0．00022 ±0．00018）  亘  ）   

大豆   関東Ⅰ  98．6．16  乾物  4．78  呵－0．00034 ±0．00014）  亘 0．00011±0．00011）   

大豆   北陸  98．6．17  乾物  4．72  呵－0．00021±0．00017）  亘 0．000052±0．00012）   
大豆   南九州  98．6．15  乾物  4．42  ぺ－0．00010 ±0．000074）  亘  ）   

あずき   北海道  98．6．24  乾物  3．18  亘－0．00019 ±0．000085）  ぺ0．00061±0．00022）   
あずき   関東Ⅰ  98．6．16  乾物  3．16  呵－0．000073±0．000052）  亘0．0003了 ±0．00016）   
あずき   北陸  98．6．17  乾物  3．18  呵－0．00019 ±0．000085）  呵0．00011±0．00011）   
あずき   南九州  98．6．15  乾物  3．32  蝿0．00000 ±0．00013）  呵－0．000038±0．00010）   
いちご   北海道  98．4．11  生  0．544  亘－0．000069±0．000040）  ぺ0．000092±0．000065）   

いちご   関東Ⅰ  98．4．13  生  0．754  亘0．00015 ±0．00011）  ぺ  ）   

いちご   北陸  98．4．13  生  0．638  ぺ0．000032±0．000072）  ぺ  ）   

いちご   南九州  98．4．12  生  1．14  蝿－0．000030±0．000030）  呵－0．000030±0．000030）   
ピーマン   北海道  98．7．24  生  0．521  叫一0．000049±0．000035）  ぺ  ）   

ピーマン   関東Ⅰ  98．7．22  生  0．480  亘－0．000087±0．000044）  亘  ）   

ピーマン  北陸  9さ．7．22  生  0．500  呵－0．000076±0．000044）  呵－0．000051±0．000036）   
ピーマン   南九州  98．7．21  生  0．429  亘 0．000021±0．000048）  亘0．00000 ±0．000052）   

こんぶ・まこんぶ  北海道  98．10．24  乾物  16．2  叫 0．0011 ±0．00063）   0．010  ±0．0020   

こんぶ・まこんぶ  関東Ⅰ  98．10．27  乾物  20．8  ぺ  ）  ぺ0．0055 ±0．0018）   

こんぶ・まこんぶ  北陸  98．10．26  乾物  23．8  呵0．0014 ±0．0018）   0．013   ±0．0034   

こんぶ・まこんぶ  南九州  98，10．26  乾物  16．2  亘0．00000 ±0．0014）   0．0074  ±0．0024   

わかめ   北海道  98．8．30  塩蔵  3．76  ぺ 0．000090±0．00014）   0．0033  ±0．00056   

わかめ   関東Ⅰ  98．6．16  生  1．91  ぺ－0．000025±0．000067）   0．0090  ±0．00078   

わかめ   北陸  98．6．25  塩蔵  6．41  ぺ－0．00024 ±0．00024）   0．0017  ±0．00053   

わかめ   南九州  98．8．31  塩蔵  4．08  亘0．00020 ±0．00014）   0．0015  ±0．00040   
さけ   北海道  98．11．1  生  1．24  ぺ0．000＝ ±0．00011）  ぺ－0．000037±0．000037）   
さけ   関東Ⅰ  98．10．27  生  1．25  ・ ● ●●…－    ● ●●●●●  亘  ）   

さけ   北陸  98．10．26  生  1．18  ぺ－0．000039±0．000039）  呵0．000078±0．000078）   
さけ   南九州  98．10．26  生  1．24  呵－0．00011±0．000065）  ぺ0  ±0．000091）   

まぐろ   北海道  98．5．21  生  1．08  ぺ0．000026±0．000057）  ぺ0．00000 ±0．000063）   
まぐろ   関東Ⅰ  98．5．20  生  1．29  ぺ－0．000072±0，000042）  呵0．00017 ±0．000099）   
まぐろ   北陸  98．5．18  生  1．22  叫0．000037±0．000083）  呵0．000074±0．000074）   
まぐろ   南九州  98．5．19  生  1．31  ぺ 0．000078±0．00012）  ■   
かつお   北海道  98．5．21  生  1．27  叫0．00024 ±0．00012）  亘0月0049 ±0．00017）   
かつお   二丑＝  98．5．20  生  1．26  ぺ0．000059±0．000059）  ぺ0．00024 ±0．00012）   
かつお   北陸  98．5．18  生  1．31  →   ぺ  ）   

かつお   南九州  98．5．19  生  1．28  ぺ－0．00002¢±0．000026）  呵0．00026 ±0．00013）   
あさり   北海道  98．5．7  生  2．44  叫0．00054 ±0．00028）  亘0．00065 ±0．00027）   
あさり   関東Ⅰ  98．5．8  生  2．69  ぺ－0．00018 ±0．00012）  呵0．00043 ±0．00020）   
あさり   北陸  98．5．5  生  2．16  ぺ0．000025±0．000083）  ぺ0．00020 ±0．00015）   
あさり   南九州  98．5．6  生  2．17  ぺ0．00016 ±0．00011）  ぺ0．00038 ±0．00014）   

はまぐり   北海道  98．5．7  生  2．21  ぺ－0，000088±0．000062）  亘0．00044 ±0．00020）   
はまぐり   関東Ⅰ  98．5．6  生  2．24  ぺ－0．000041±0．000041）  ぺ0．00033 ±0．00019）   
はまぐり   北陸  98．5．5  生  1．93  呵0．00000 ±0．000076）  ぺ0．000031±0．000069）   
はまぐり   南九州  98．5．6  生  2．25  呵－0．000047±0．00012）  呵0．00061±0．00028）   
塩さけ   北海道  98．9．29  生  3．16  ぺ0．000038±0．000085）  呵0．00019 ±0．00014）   
塩さけ   関東Ⅰ  98．9．29  生  3．05  ■   く－0．000072±0．000051）   

壇さけ   北陸  98．9．29  生  2．16  一   ぺ0．000050±0．000050）   
塩さけ   南九州  98．9．28  生  7．89  蝿0．00018 ±0．00018）  呵0．00018 ±0．00018）   
干しいわし   北海道  98．10．¢  干物  11．8  ぺ0．00021±0．∝氾48）  ぺ0．00064 ±0．00064）   
干しいわし   ∃ ＝＝  98．9．29  生干  3．56  ぺ0．000072±0．00024）  ぺ0．00086 ±0．00039）   
干しいわし   北陸  98．9．29  干物  11．6  ぺ0．00084 ±0．00060）  ぺ0．0017 ±0．∝）084）   
干しいわし   南九州  98．9．27  干物  13．1  ぺ0．㈹28 ±0．00058）  ぺ0．0010 ±0．∝旧74）   
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Ⅲ－9 輸入食品の安全性に関する調査について（放射能検査）  

鳥取県衛生研究所  

木村義明、西尾直子、田中卓実  

1．緒言   

我が国は食料品の多くを諸外国に依存しており、今後さらに輸入量の増加が予想され   

るとともに、これらの食品に対しては、農薬汚染等を中心に消費者の不安・関心が高く   

なっている。  

このような状況下、科学的なデータに基づき輸入食品の安全性を確保することは、食   

品衛生行政推進の観点から極めて重要な課題であり、当所においては、平成8～10年   

度の3年計画で、軸入食品の安全性に関する各種調査を実施した。   

今回、過去3年間に実施した各試験検査のうち、放射能検査に関する結果について取   

りまとめたので報告する。  

2．調査研究の概要  

1）調査内容  

輸入食品全般について、人工放射性核種である1）ヰcs，】37cs，及び天然放射性核種であ  

る40Kの放射能濃度を測定した。  

試験方法は、形態に応じて未処理または灰化処理した検体を、ゲルマニウム半導体   

検出器を用いてγ線放射性核種を80，000秒計測し、放射能濃度を定量した。  

なお、検体数は農産物42検体（野菜12件、果実10件、穀類1】件、豆類9件）、肉   

類8検体、ワイン8検体、ミネラルウオーター4検体、合計62検体であった。  

2）調査結果   

中国産農産物4検体、ニュージーランド産及び米国産果実各l検体、米国産豚肉1   

検体、デンマーク産豚肉2検体、ブラジル産鶏肉2検体、オーストラリア産牛肉l検   

体並びに羊肉1検体、合計13検体から、人工放射性核種である■jイcs又はけ7csが検   

出された（表1）。   

食品群別に人工放射性核種の検出率をみると、肉類が88％（豚肉100％、鶏肉100％、   

羊肉100％、牛肉50％）、農産物が14％（野菜25％、果実20％、豆類11％、穀類0％）、   

ワイン及びミネラルウオーターが0％の結果であった。   

このうち、米国産のパパイヤから検出された137csの放射能濃度は2．08Bq／kg（生）で、  

検体1kgあたり1Bqを超えていたが、これ以外の検体については極めて低い値であ   

った。   

また、検出された人工放射性核種はほとんどが137csであり、■34csが検出された品   

目は中国産のシイタケ及びブラジル産の鶏肉各1検体のみであった。   

なお、天然放射性核種であるヰりKは、カリウム1gあたり常に30Bq程度（全カリウ   

ムの0．O12％相当）含まれており、食品群別に州Kの放射能濃度をみると、農産物がND  
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（検出限界未満）～503Bq／kg（生）、肉類が67．8～130Bq／kg（生）、ワインが14・2～  

37．1Bq／1、ミネラルウオーターがNDの結果であった。  

3．結語   

今回調査したすべての検体が食品衛生法に定める輸入食品の放射能暫定限度  

370Bqn（g（）3JcsとI37csの放射能合計）を大幅に下回る値であった。   

検疫所等、他機関が実施した輸入食品の放射能測定においても、暫定限度を超過する   

検体はほとんどなく、北欧産トナカイ肉等限定的な食品を除き、放射能汚染に対する安   

全性は確保されていると判断された。  

表1 人工放射性核種の検出された輸入食品検体  

品名   原産国   採取日   放射能濃度（Bq丑g生）  

137cs   闇cs   勅K   

サトイモ   中国   96．12．4  0．0415±0．0115   ND   154±0．ダ‖   

キヌサヤ   中国   96．12．4  0．0251±0．00SO   ND   59．4±0．545   

シイタケ   中国   96．12．4  0．340±0．O13l  0．0442±0．O132  98．7±0．695   

キウイフルづ   ニュう′○－ランド   97．5．13  0．0478±0．O100   ND   91．8±0．733   

ハ○ハ○イヤ   アメリカ   97．12．10  2．08±0．0225   ND   52．2±0．459   

大豆   中国   98．9．10  0．227±0．062l   ND   485±3．89   

豚肉   デンマーク   96．7．2  0．13g±0．0109   ND   ‖鳩±0．755   

牛肉   オーストラリア   96．9．1＄  0，0403±0．O103   ND   83．8±0．720   

羊肉   オーストラリア   96．9．18  0．121±0．0120   ND   74．4±0．718   

豚肉   アメリカ   96．12．4  0．0463±0．0116   ND   130±0．902   

豚肉   デンマーク   96．12．4  0．211±0．012l   ND   113±0．762   

鶏肉   ブラゾル   97．2．25   ND   0．0432±0．0122  5．8±0．619   

鶏肉   ブラシやル   97．2．25  0．0302±0．0096   ND   8．5±0．677   
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Ⅲ－10 サケ科魚類2種中の放射性セシウム濃度と食性  

（財）海洋生物環境研究所   

笠松不二男・岩揮龍彦・鈴木譲・河村廣己  

（財）日本分析センター   

川辺勝也  

1．緒 言   

海産生物中の人工放射性核種は、環境水中の濃度に第一義的に依存するものの生物側  

の生物学的・生態学的特性によっても変動する。それらの変動幅とその変動要因を明ら  

かにすることは、沿岸水域における海洋環境放射能調査に欠かせない。本調査では、青  

森県六ヶ所沖に回遊してくるサケ科魚類2種中の137Cs濃度を調べ、種間の濃度差を検  

証した。  

2．調査研究の概要  

① 平成9年5月と平成10年4月に青森県六ヶ所村沖の定置網で漁獲されたサケ科魚   

類2種（カラフトマスとサクラマス）を収集し、筋肉部を分別し、105℃で乾燥後、   

450℃で灰化し、Ge半導体検出器を用いγ線スペクトロメトリーで137Csと40K含量   

を測定した。  

② 胃内容物は、供試魚の胃内容物を抽出しホルマリンで固定後、種と重量組成を計測   

した。  

③ 安定Cs（平成10年度）は、両種試料からからそれぞれ3個体抜き取り、背鰭前部   

下筋肉約10gを供試料とし、ICP・MSにより分析測定した。  

3．結語   

平成9年度と平成10年度ともに、サクラマス中の137Cs濃度はカラフトマス中の濃  

度より約2倍程度の高かった。また、平成10年度に測定した安定Cs濃度も、137Cs濃  

度と同様な差が見られた。一方、40K濃度には両年とも両種で差は見られなかった。   

これまでの本事業の成果から、137Cs濃度は対象とする生物が何を摂餌している（ど  

の栄養段階の餌を摂餌してる）かで概ね説明されることが示唆されている（Kasamatsu  

andIshikawa1997；笠松1999a，1999b）ことから、両種試料の胃内容物とその組成を調べ  

た。濃度の低かったカラフトマスは、両年ともほとんど動物プランクトン類（アミ類、  

端脚類）を摂餌していたのに対して、濃度の高かったサクラマスの胃内容物はカタクチ  

イワシなどの魚類で占められていたことから、両種間で観察された137Cs濃度の差は、  

その食性によると判断された。  
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表1サクラマスとカラフトマス中の －3Tcs濃度  

（平成9年度）  

魚 種   サクラマス   カラフトマス   

海 域   青 森   青 森   

漁獲月日   5月18日   5月18日   

供試個体数   20   

平均全長（cm）   46．1   47．8   

137cs濃度（Bq／kg）   0．25±0．1   0．13±0．1   

40K濃度（Bq／kg）   110±1   120±1   

239＋240pu濃度（Bq／kg）   ND   ND   

（平成10年度）  

魚 種   サクラマス   カラフトマス   

海 域   青 森   青 森   

漁獲月日   4月21日   4月21日   

供試個体数   45   

平均全長（cm）   46．9   40．2   

137cs濃度（Bq／kg）   0．23±0．1   0．12±0．1   

安定Cs（〟g／g）   0．033±0．011   0．012±0．001   

40K濃度（8q／kg）   120±1   120±1   

23＝40pu濃度（Bq／kg）   ND   ND  

表2 サクラマスとカラフトマス中の胃内容物組成  

（平成9年度）  

魚 種   サクラマス  カラフトマス  

内容物   圭土（g）   割合   圭土（g）   割合   

動    プランクトン   0．02   540   1．00  

骨魚類   235   0．98   0．00  

合 計   240   1．00   540   1．00   

（平成10年度）   

魚 種   サクラマス  カラフトマス   

胃内容物   圭王（g）   割合   圭土（g）   割合   

頭足類  1．87   0．00   

動物プランクトン  428．42   0．99   

硬骨魚類   140．86   1．00   1．15   0．00   

合計   140．86   1．00   431．44   1．00   

参考文献  

Kasamatsu，Fl＆YIshikawa1997・Naturalvariationofradionuclide137csconcentrationinmarine   
organismswithspecialreferencetotheeffectoffoodhabitsandtrophiclevel・MarEcol・hog・Ser・，   
160：109－120．  

笠松不二男1999a．海産魚の栄養段階評価への放射性セシウムの適用。海洋生物環境研究所研   
究報告99101：1－10．  

笠松不二男．1999b．海産生物と放射能り朋βJO∬0丁ログE∫48：266－282．  
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Ⅲ－11環境から食品へ高濃縮される放射性物質の分布と特性  

国 立公衆衛生院  杉 山 英男、 寺 田  苗  

山 梨 県森林総合研究所  柴 田  尚  

東邦大学  加藤文男  

1． 緒  言   

厚生省によ る ヨ ー ロ ッ パ産輸入食品の放射能検査では、 全般的に  

各種食品中の1S7cs濃度は低減 しているが、 一部、 キ ノ コやハーブ、  

ト ナ カ イ 肉な どが比較的高い濃度を示す傾向が続いてい る。 ま た、  

日 本国内に産するキノ コから も他の食品に比べて高い 137cs濃度が  

検出 されて き た。 しか しなが ら、 その取込み特性ある いは濃縮機構  

については不明な点が多い。 本調査研究では、 食品の安全確保対策  

に資する ために、 フ ィ ールドおよび室内実験によ り、 キ ノ コ に含ま  

れる放射性Csの存在あ る いは取込み特性な どについて調べた。  

2． 調査研究の概要   

①フ ィ ールド実験：チ ェ ルノ ブイリ 原発事故の後、 過去に野生キ  

ノ コの放射性Cs濃度の調査実績のあ る 富士山麓の森林およ び他数地  

点で野生キ ノ コ を採取 して γ 線スペクト ロ メトリ ーを行 っ た。   

②室内実験： ヒ ラ タ ケ（しめ じ、 PJeurofus osfre∂fus Y－1）を用  

いて、 菌糸体および子実体のト レーサー（137cs、安定Cs、Kな ど）培  

着実験を行い、 取込み特性等を調べる ために γ 線スペクト ロ メトリ  

ー、 放射化分析、 走査電子顕微鏡－Ⅹ線マイク ロ アナ ラ イ ザー（SEⅡ－  

EDX）等を適用 し た。  

3． 結  語   

①フ ィ ールド実験：野生キ ノ コ（37試料）の大部分は菌根性であ っ  

た。 富士 山麓で採取 し たキ ノ コ 中の137cs濃度の 中央値は、 5 合 目  

付近（標高約2300 m）で254 Bq／kg（生）、 3 合 目 付近（標高約1800 m）  

で81Bq／kg（生）、1合 目 付近（標高約1400 m）で51Bq／kg（生）であ  

っ た。 ま た、 山麓下のA地点で採取 したキ ノ コ は中央値が240 Bq／kg  

（生）を示 した（表1）。 134csは いずれの キ ノ コ か ら も 定量 さ れなか  

っ た。  こ れ ら137cs濃度はチ ェ ルノ ブイリ 事故か ら10年を経過 した  

時点において も他の食品に比べて比較的高い レベルに あ り、 過去の  

大気圏内核爆発実験等に由来する フ ォ ールアウト を含めて、137cs  
が森林内の生息基質に依然高濃度に保持されて いる こ とが推察さ れ  

た。   

②室 内 実験：②－1．固体培養（オ ガク ズーフ ス マ培地）に よ るト レ  

ーサーを用 いた子実体生成実験において、 137csの培地濃度を10000   
Bq／kg（生）に調整 し た条件での137cs濃度が32300± 5900 Bq／kg  
（生）（212000工 23000 Bq／kg（乾））の ヒ ラ タ ケが生成 し た。 こ の値  
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はさ き に示 した野生キ ノ コ に含ま れる1さ7cs濃度の2－3オーダ高い。  

腐朽性キ ノ コの ヒ ラ タケは野生品では菌根性に比べて低い137cs濃  

度（1－10 Bq／kg（生））であるが、培地（生息基質）に高濃度の137csが  

存在する こ と によ り、 高い取込みを示すこ とが実験的に確認さ れた。  

培地中の137cs濃度（生）に対する子実体の137cs濃度（乾）の比をCRと  
し て表す と き、 こ の条件でのCRは21．2と な り、 YⅡG液体培養実験に  

よ り 求め た ヒ ラ タ ケ 菌糸体のCR（40－50）と 同程度であ っ た。 ヒ ラ タ  

ケ 菌 糸体 に よ る Csの取込み は キ ノ コ の必須元素 と さ れ る Kと の 間 に  

競合的関係にあ る こ と が認め ら ている が、 子実体において も培地中  

にKO．5％を添加する こ と に よ り CRは21．2か ら12．5、さ ら に培地にCs  

O．1％一KO．1％を添加する とCRは9．9に減少 した。 こ の と き の安定Csの  

CRは10．2で137csのCRと ほ ぼ同 じ値であ っ た。 こ の こ と か ら、 ヒ ラ  

タケ子実体も菌糸体と 同様にCsとKによる1S7csの取込み阻害が考え  
ら れ た。  

②一2． YMG液体培養に よ るト レ ーサー実験では、 そ の増殖量か ら  

菌糸体は培養開始72 hま では増殖期に あ り そ れ以降は定常期 と み ら  

れた。 一方、13Tcsの取込みは早 く、 培養開始24 hか ら認め ら れた。  

SEは－EDXに よ る 菌糸微小部の元素分析では、 元素の存在を増殖期の  

濃度に対する定常期の濃度の比で評価 し た。 Csの場合、 菌糸体の根  

元部の比は定常期では増殖期の 3 倍以上であ り、 先端部にお け る 比  

よ り 約 5 倍高い値であ っ た。 同様な方法でKとPについて検討 し たが、  

両元素 と も に 菌糸 体の 先端部 と 根元部の 比 は 同 程度 の値 で あ っ た。  

表1 野生キノ コ 中の137cs濃度（Bq／kg fresh wt．）  

採取地  中央値  平均値  濃度範囲  

富士 山 麓   

5 合 目 付近   

富士 山 麓   

3 合 目 付近   

富士 山 麓   

1合 目 付近  

254  287±193  16．0－511  

81  145±158  21．2－455  

51  80± 90  1．6－310  

山麓周辺 A 地点  240  230±142  54．1－397   

山麓周辺 B 地点  7  129± 2gO  2．6－783  
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究  
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Ⅳ－1緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所 白石久二雄、米原英典、中島敏行（特別研究員）  

1．緒言   

緊急被曝時において一般住民は職業人（放射線作業従事者）と違い被曝線量計  

を携帯していないために被曝線量の推定が困難である。生活周辺の物質中のラジ  

カルをESR測定することで線量推定ができると考えて、種々の有機物について検  

討を行い、ショ糖の有効性を見つけた。実証例としては、チェルノブイリ事故に  

おいて家屋中に残されたショ糖を用い、屋内線量並びに避難住民の被曝線量を推  

定、旧ソ連側の結果と良い一致が認められた。  

2．調査研究の概要   

遊離基の生成感度、安定性の原因等を知る目的で、ショ糖の構成糖（果糖とブ  

ドウ糖）を含む少糖類や糖誘導体等、13種類の糖類に関して検討を行った。ア  

ラニンが線量計材料としてすでに用いられているが、アラニンを含む16種類  

のアミノ酸に関しても検討を行った。本年度はさらにアミノ酸について化学構  

造と感度との関係を知る目的で検討をおこなった。コバルト60線源を用いて  

0－7Gyの吸収線量になるようにアミノ酸類試料を照射した。この試料を試料管  

に一定容量になるように充填した。試料重量としては約400 mgであった。フ  

ェーディングを調べる時は、線量7Gyの照射試料を用い、照射後に封入した試  

料をそのまま室温で保存しておき、経時的に同一条件下で測定した。ESR測定  

装置は皿0しRE・2Ⅹ（日本電子KK製）を使用した。測定条件は中心磁場，334mT，磁  

場挿引巾±25mT，変調巾1．25mT，マイクロ波出力 3mWである。  

3．結 語   

線量計材料としてのアラニンの有する高い感度と安定性の原因解明の目的  

で酸性アミノ酸、塩基性アミノ酸及びその他のアミノ酸誘導体に関して検討を  

おこなった。塩基性アミノ酸類の結果を図1に示す。アラニンに比べてアルギ  

ニン、リジン 、ヒスチジンの ESR感度は低くアラニンの4分の1以下であっ  

た。イミグゾール希を持つヒスチジンの感度は他に比べて特に低い。 酸性アミ  

ノ酸の結果を図2と3に示す。 図3のアスパラギン酸とその誘導体であるア  

スパラギンとナトリウム塩の感度は旦とんど差はなく、アラニンに比べて4分  

の1程度であった。図4にグルタミン酸とその誘導体についての結果を示す。  

この場合もアスパラギン酸グループと同様の傾向であった。国内の台所や食卓  

に良く常備されているグルタミンソーダ（商品名の例として、味の素）の感度は  

アラニンに比べかなり低く、ESRスペクトルが複雑なこと、照射前に既に吸収があ  

ることから線量計材料としては適さないことが解った。  

安定性についても、照射後約1年半まで、経時的に測定したところた。フェー  
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デング（経時変化）は一部のアミノ酸を除いてほとんど認められなかった。  

この種の研究は遊離基の安定性の原因、機構を知る意味から、より優れた線  

量材料の発見につながると考えられるので引き続き研究を進める。  

0  量  ●  1  8  

■収■■（Qy）   

図1．塩基性アミノ酸の遊離基数と吸収線量の関係  

0   1   2  3   1   8  ●  丁  8  

■収■t柏y）  

図2．アスパラギン酸とその誘導体の遊離基数と吸収線量の関係  

l r  

1   2   き   ▲   8   1   丁  8  

■七●■くQy）  

図3．グルタミン酸とその誘導体の遊離基数と吸収線量の関係  
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Ⅳ－2 放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）  

放射線医学総合研究所本郷昭三、竹下 洋、内田滋夫  

1 はじめに   

放射能迅速評価システム（ERENS：EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）の導入を昭  
和63年度から5ケ年計画で行った。ERENSは、インターネットプロトコール（IP）を用いたコンピュータ  
ネットワーク放射能測定解析システムで、そのネットワーク環境の推移を表1  

トワーク環  
ロカルアドレスで  

放医研電子計算横システムと接続  

染色体LAN接続  
インターネット接続  

STAネット接続  
WWⅣによるデータアクセス開始  
β線アナライザ（ピコベータ）更新  

シリアル出力パルスハイトアナライザの開発  

平成元年度  
平成2年度  

平成4年度  

平成6年度  

平成7年鹿  

平成8年度  

平成9年度  

正式アドレスで試験開始  

TISN接続（9600BPS）  
384KBPS接続  

平成10年度 Windows対応のためsambaサーバの試行  

表1：ERENSネットワーク環境経過  

現在、ERENSは当所のネットワーク（NIRSnet）の一部として存在し1500BPSで省際（IM）ネットに継  

り、インターネットとマルチメヂア通信が出来る。  

2 ERENSのネットワーク計測システムの原理   

ERENSのデータはインターネットプロトコール（IP）の中でも主にネットワーク・ファイリング・シス  
テム（NFS2049／udp／tcp）を用いて   

1．計測器からのデータは計測終了後ERENSサーバにデータが書き込まれる。   

2．ユーザの端末から、解析ソフトとデータをサーバにリクエストする。   

3．ユーザの端末から、解析ソフトとデータをサーバにリクエストする。   

4．サーバにリクエスト応じて、解析ソフトとデータを端末に送り解析が行われる。  

により、通常の解析が行なわれてきた。   

平成10年度はWindowsに対応するため、Sambaサーバによる通信が試行されNFSと同様に使用でき  

ることが確かめられた。Sambaを用いると  

1．特別なソフトウエアがなくとも、ネットワークが利用できる。  

2．従来のNFSでもちいていたディスクがsambaで利用できる。  

3．市販の計測ソフトウエアがそのまま利用できる。   

等の特徴がある。  
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図1：Sambaサーバ  

3 測定器の更新  

ERENSの測定器はMSDOSのパーソナルコンピュータ（PC）を介して、手作りのソフトウエアにより、  

ネットワークに接続されている。幾つかの測定器は既に老朽化しており、メンテナンスが困杜になってき  

ている。MSDOSのPCは現在発売されておらず。システムの組み替えが必要となってきている。   

1．平成8年度は，？線アナライザ（ピコベp夕）をWINDOWS－PCに更新した。   

2．平成9年度リストモードシリアル出力パルスハイトアナライザの開発を行った。  

3．自動大気浮遊塵集塵装置をWindoew化し、Sambaにより接続   

今後順次、Samba接続に切り替えて行く予定である。  

4 ワールドワイドウェブ（WWW）によるERENSデータのアクセス   

ERENSのデータをアクセスするためのサーバは放医研の内部むけサーバ（http‥／／uexs72．nirs．go．jp／）で  

あり、ここからERENSのデータの80WWWでデータを表示させる仕組みはUNIXのサーバ上で組まれ  

たソフトウエアで行なっている。今後は、表示だけではなく、計測器の制御もWWWブラウザから行なえ  

るものが出現してくると、予測される。  

5 放射能調査研究のインターネット展開について   

インターネットは当初、研究者が主となって、ボランティア的活動により拡大してきたが、ここ数年の  

インターネットは急速に広まり、家庭にも浸透しつつある。   

放射線、放射能は一般には理解しにくいものであり、生の計測値をインターネットで公開しても、誤解  

が生じるとの考えもあろう、また、検出器の特性に応じた処理を行って、線量や線量率に変換すれば問題  

はないかと言えば、そうでもない。各種の誤差等は検出器に異存しており、変換のために仮定された条件  

と異なる場合は変換は正しくない。これらの困難にもかかわらず、データの公開を原則として放射線、放  

射能計測の実体を出来るだけ理解してもらうように努めることが必要であろうと考えられる。   

広域監視、情報公開を目指した放射能調査研究のインターネット展開は現在十分可能であろう。  
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Ⅳ－3 環境試料のプルトニウム分析における回収率の向上について  

（財）日本分析センター  

下門知子、小島健治、中山一成  

1．緒言   

環境試料のプルトニウム分析には通常、プルトニウムを4価の状態に保ち、硝酸系の強塩基  

性陰イオン交換樹脂により多くの他元素から分離する方法が用いられている。このため陰イオ  
ン交換樹脂カラム分離操作の前にプルトニウムを4価にそろえておく必要がある。プルトニウ  

ムを4価にそろえるために平成9年度まで過酸化水素水を使用＊1してきたが、時として試料  
により回収率が低い場合もあった。そこで過酸化水素水と併用して、従来より価数の調整によ  
く用いられている亜硝酸ナトリウムの使用＊2を検討したところ、一部の試料において回収率  
の向上がみられたので、その結果について報告する。   

2．調査研究の概要   

プルトニウムを4価にそろえるために平成9年度は725試料について過酸化水素水を、平成  
10年度は783試料について亜硝酸ナトリウムを併用してプルトニウム分析を行い、試薬の違  
いによる化学回収率測定用トレーサー242puの回収率の比較を行った。  

（1）分析方法   

①土試料（陸士、河底土、海底土等）  
分析試料50gを電気炉で加熱して有機物を分解した後、   
242pu（約2dpm）を添加し、硝酸（3＋2）で加熱溶出後、ろ過   

した。ろ液を濃縮して、硝酸（3十2）及び過酸化水素水   

（30％）1mlを加えて加熱し、ろ過した。  

ろ液に亜硝酸ナトリウムを仇03Mとなるように添加し   

て一夜放置後、強塩基性陰イオン交換樹脂カラム（Dowex   
IX8）に通してプルトニウムを分離精製した。プルトニウム  

をステンレス板上に電着後、シリコン半導体検出器による  
α線スペクトロメトリーを行った。   

②水試料（河川水、海水等）  
分析試料1001に242pu（約2dpm）及び鉄担体を添加した   

後、水酸化鉄沈殿にプルトニウムを共沈させた。沈殿に硝   

酸（3＋2）を加えて溶解してろ過した。ろ液を濃縮して硝酸   
（3十2）及び過酸化水素水（30％）1mlを加えて加熱した。以  
下、土試料と同様に行った。   

③灰試料（農産物、海産物、食品等）  
分析試料1kg生相当を電気炉で加熱して有機物を分解   

した後、242pu（約2dpm）を添加し、硝酸及び過酸化水素   

水（30％）で加熱分解した。試料溶液を濃縮して硝酸（3＋2）   
及び過酸化水素水（30％）1mlを加えて加熱した。以下、  
土試料と同様に行った。  

土試料50g  
←242恥トレーサー  

←HN03（3十2）  

加熱溶出  
吸引ろ過  

． ！  
残留物 ろ液濃縮  

←HNO3（3＋2） ←H202  

加熱  

吸引ろ過 ． ！  
残留物 ろ液  

←NaNO，一夜放置  廃棄   
←HNO3（3＋2）洗浄  

←HCl（5＋1）洗浄  

←溶離液  

l
 
 

ス
 
蒸
 
蒸
 
加
 
 

HClO4  

（1＋9）  

2時間）  

図1．分析操作フローシート  

（土試料）   

ーユ11－  



（2）結果   

回収率を試料ごとにまとめた結果を図2～4に示す。水試料、灰試料については亜硝酸ナ  

トリウムを併用した方が、水試料では平均82．6％、灰試料では平均92．7％と高い回収率を   

得られた。しかし、土試料については過酸化水素水のみと亜硝酸ナトリウム併用の違いによ   

る差は見られなかった。  
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固3．24年u回収率の分布図（水試料）  
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囲2．242pu回収率の分布図（土試料）   
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図4．24年u回収率の分布図（灰F料）  

3．結語   

プルトニウムを4価にそろえるために亜硝酸ナトリウムを併用したことで水、灰試料で回  

収率の向上が認められた。過酸化水素水のみ使用した場合の回収率は、プルトニウムを4  

価にそろえられず一部分カラムに吸着されずに流出してしまったため、低くなったものと考  

えられた。また過酸化水素水のみの使用では回収率のばらつきが大きく、分析条件に影響さ  

れやすいのではないかと思われた。一方、土試料では過酸化水素水のみと亜硝酸ナトリウム  

併用の違いによる差は見られなかった。土試料で回収率が向上しなかった原因については引  

き続き検討する予定である。今回は過酸化水素水に代わる試薬として亜硝酸ナトリウムを使  

用したが、他に塩酸ヒドロキシルアミンを使用＊3する方法もあり、今後塩酸ヒドロキシル  

アミンの使用についても検討する。   

＊1科学技術庁：科学技術庁放射能測定法シリーズ「プルトニウム分析法」（平成2年）  

＊2InternationalAtomicEnergyAgency：TEC脚ICALREPORTSSERIESNo．295“Measurement  

of Radionuclidesin Food and the Environment”A Guidebook（1989）  

＊3 EnvironmentalMeasurements Laboratory，U．S．Department of Energy：PROCEDURES  

MANUAL27th Edition，1990  
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Ⅳ－4 MIP－MSを用いたI－129の定量法の開発  

核燃料サイクル開発機構 東海事業所  

植頭康裕、中野政尚、渡辺均、片桐裕実  

1．緒言  

ヨウ素－129（■コ9Ⅰ）は再処理施設の環境影響評価上重要な核種であるが、環境中で   

の存在量は小さくその濃度レベルを把握するためには、原子炉にて中性子を照射し、  

129Ⅰ（n，γ）■1‘1の反応で生成する1りのγ線を測定する放射化分析法を用いる必要が   

あった。そのため、分析スケジュールが原子炉の運転状況に左右されることなど問   

題点もあった。  

そこで、－：りⅠは半減期が約16（犯万年と長いため、比放射能が小さく質量分析に通   

していることから、質量分析による】21の定量を行うこととし、プラズマ源に窒素   

を用いるため質量数129に妨害ピークが硯れないマイクロ波導入プラズマ質量分析   

装置（MIP－MS）を用いるt29Ⅰ定量法を開発した。  

また、本法の開発にあたりMIP－MS本体の129Ⅳ】27Ⅰのアバンダンス特性である10－7の  

10倍の10るの溶液を作成しI21の分離・精製法、MIP－MSの最適条件設定及び本法と   

中性子放射化分析法との相関について検討した。  
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2．調査研究の概要   

2．1．一29Ⅰの分離・精製法  

－21は、【‖川又率トレーサである125Ⅰととも  

に電気かで揮発させた後に括惟炭で捕集し、  

水酸化テトラメチルアンモニウム（mH）  

に抽出させマトリクスを除去した。図－1に  

MIP－MSを朋いる1コ9Ⅰ分析フローを示す。  
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2．2．MIP－MSの最適条件設定  

測定においては、環境中に含まれる安定   

ヨウ素－コ7Ⅰの存在が大きいため、試料中の   

tコ7Ⅰ濃度を先に定量し、検量線を作成する  

l
 
 

M
 
l
 
 
 

T
 
 
ト
 
 
 

にあたって各試料の－コ7Ⅰ濃度をマッチング 活性炭  

させた。   

また、MIトMSの測定にあたり、検出器  

電圧及び分解能の調整を行った。  

集（0．5g）  

図1MIP・MSを用いるト129分析フロー   
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2．3．本法と小怜子放射化法との相関  

これら検討結果を踏まえ、土壌試料において既存の中性子放射化分析法と本法   

を比較した結果、MIP－MS法による定量結果は2．4×10→Bq／g・dryであり、中性子   

放射化分析法による定量結果である2．3×10‾4Bq／g・dryと良く・致した。  

3．結語   

上記検討の結果、MIP－MSを用いる129Iの定量法は、既存法との定量結果にも一致   

しており、その妥当性が確認された。また、本法における検出下限値は土壌試料で  

lX10JBq几g・dryであり、この値は事故時の環境試料を評価するのに十分なレベル   

である。  

よって、放射化分析法のかわりにMIP－MSを用いる本法は、その手軽さから近く   

に原子炉のない地域での環境モニタリングや迅速さが要求される緊急時のモニタリ   

ングに関して、有効な方法であり、将来的には現在の放射化分析に替わる方法とし   

て期待される。  
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Ⅴ．都道府県における放射能調査  
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Ⅴ－1 北海道における放射能調査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射線科学科  

福田一義、青柳直樹、横山裕之  

1．緒 言  

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成10年度の北海道における環境放射能水   

準調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤による1カ月採  

取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ線スペク   

トロメータによる核種分析を行った。あわせて、牛乳の柑りならびに牛乳・野菜・  

海産生物の90srおよび137csの核種分析を行った。また、空間放射線量率調査を行  

った。  

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等を用いた   

機器分析法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー」，「放射   

性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析法」、「放射性セシウム分析法」に準拠し  

て行った。なお、空間放射線量率は、モニタリングポストによる連続測定および  

シンチレーションサーベイメータによる月に一度の測定を行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置；アロカTDC－103（GM－HLB－2501）  

Geガンマ線スぺクトロメータ；ORTEC GEM－25185P   

低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカLBC－471Q  

モニタリングポスト；アロカMAR－21  

サーベイメータ；アロカ TCS－166  

原子吸光分光光度計；日立180－50  

（4）調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90srおよび137csの放射   

化学分析結果を表Ⅱ、牛乳中の】3】Ⅰ分析結果を表Ⅲ、Ge半導体検出器による核種分   

析測定結果を表Ⅳ、空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。  

牛乳の90srおよび137csの測定値には従前と同様な地域差が認められた。  

3．結 語   

本年度の調査において、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採 取 年 月   降水量  測定数  降水の放射能濃度四q几）  

（mm）  最低値   最高値   

平成10年 4月   28．5   6   ND   ND   

5月   57．0   8   ND   ND   

6月   85．0   9   ND   ND   

7月   66．5   8   ND   ND   

8月   105．5   10   ND   ND   

9月   208．0   7   ND   ND   

10月   77．5   14   ND   ND   

11月   104．5   18   ND   ND   

12月   93．5   19   ND   ND   

平成11年1月   83．0   19   ND   ND   

2月   45．0   12   ND   ND   

3月   47．5   12   ND   ND   

年 間 値   1001．5   142   ND   ND   

前年度まで過去3年間の値  458   ND   ND   

Ⅱ 放射化学分析結果  

試 料 名  採取  90sr  137cs  単位  

年月   数                最低値  最高値  ＊過去の値  最低値  最高値  ＊過去の値   

野  0．15  0．012～0．17  0．013  0．032～0．058  Bq／kg生  

菜   ND  0．027～0．063  0．020  0．023～0．044  Bq／kg生   

牛 乳  平10 6   4  0．038  0．053  0．027－0．078  0．028  0．25  0．057～0．25  Bq／1生   
海  平111   ND   m－ND  0．18   0．20～0．22  Bq／kg生  

産  ND   m～m  0．031  0．040～0．094  Bq耽g生  

生  1  ND   ND～ND  0．023  0．023～0．048  Bq／kg生  

物   平10 7   1  0．037   m～0．042  0．055  0．074－0．15  Bq／kg生   

＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札幌市北区  ＊過去の値   

採取年月日  平10 5．13  平10 7．1  平10 9．7  平1011．9  平111．5  平113．1  最低値  最高値   

131Ⅰ（Bq几生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

採取場所   札幌市北区  ＊過去の値   

採取年月日  平10 5．12  平10 7．8  平10 9．9  平1011．10  平111．7  平113．3  最低値  最高値   

131Ⅰ（Bq／1生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

＊前年度まで過去3年間の値  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

試 料 名  採取場所  採取年月   検体  137Cs  ＊過去の値   単位  

数                最低値  最高値   

降下物  札幌市  毎 月   12   ND   ND   ND～0．13   MBq／km2   
上水  原水  札幌市  平成107月、  2   ND   ND   ND～ND   mBq／1  

陸  平成112月  

蛇口水   稚内市  平成10 6，12月   2   ND   ND   ND～ND   mBq／1  

水                                           淡水  石狩市  平成10 7月   ND   ND～0．42   mBq／1   

0一－5cm  札幌市  平成10 8月   25   28～33   Bq／kg乾土  

土  1．0   1．0－1．1   GBq肱m2  

5～20cm  札幌市  平成10 8月   8．5   8．5～14   Bq／kg乾土  

壌  1．6   1．4－2．4   GBq／km2   

精  石狩市  平成1011月   ND   ND－ND   Bq／kg精米  

米   札幌市  平成1011月   ND   ND－ND   Bq／kg精米   

野  北広島市  平成10 8月   22   ND－19   mBq／kg生  

菜   北広島市  平成10 8月   ND   ND～ND   mBq／kg生   

牛  ND   0．078  ND－0．071   Bq／1  
平成112月   

乳   札幌市  平成108月、  2   ND   ND   ND～ND   Bq／l   

平成112月  

淡水産生物    鮒   石狩市  平成10 7月   0．064  ND～0．073  Bq／kg生   

日常食  都市部  札幌市  平成10 6，12月   2   0．022  0．047  0．026～0．068  Bq／人・日  

農村部  岩内町  平成10 6，12月   2   0．026  0．042  ND～0．053  Bq／人・日   

海水  余市町  平成10 7月   ND   ND～m   mBq／1   

海底土  余市町  平成10 7月   ND   ND－0．65  Bq／kg乾土   

海産生物    鮭   浦河町  平成10 9月   0．11  0．062～0．12   Bq／kg生   

＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅴ 空間放射線率測定結果  

測定年月   モニター」ングポスト（nGy仏）  サーベイメータ   備 考  

最低値  最高値  平均値   （nGy仙）   

平成10年  4月   26   36   28   75   エネルギー補償有り   

5月   27   37   28   69   

6月   26   40   28   72   

7月   27   36   28   73   〝   

8月   27   45   28   75   

9月   27   44   28   79   

10月   27   42   29   72   

11月   25   59   29   72   

12月   21   58   28   74   

平成11年 1月   20   59   25   74   

2月   22   49   25   74   

3月   24   42   26   72   

年  間  値   20   59   28   69～79  

前年度まで過去3年間の値   17   70   22～31   59～75  
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Ⅴ－2 青森県における放射能調査  

青森県環境保健センター  

エ藤 徹、今 武純、庄司博光11  
竹ケ原仁12、安達大介、エ藤俊明、  
木立健慈、工藤香織  

Il現原子力安全対策課  
＝現六ヶ所放射線監視局   

1．緒 言   

前年度に引き続き、平成10年度に科学技術庁の委託により実施した放射  
能調査の概要を報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、海水、海底土  

海産生物、空間線量率   

2）測定方法  

試料の繭処理及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和  
51年改訂版）」、「放射性ヨウ素分析法（平成8年改訂版）」、「ゲルマ  
ニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（平成4年改訂  
版）」、に準拠して行った。又、空間線量率は科学技術庁編「連続モニタ  
による環境ガンマ線測定法（昭和57年）」及び「放射能調査委託実施計画  
書（平成10年）」により測定した。   
3）測定装置  

① ベータ線の計測  
低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製 LBC－472Q型）  

② ガンマ線スぺクトロメトリー  

ゲルマニウム半導体検出器 （セイコー E G＆G製）  

③ 空間線量率  
ⅣaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）  

モニタリングポスト （富士電機製 N13－34型）  

4）・調査結果  

① 青森市における降水（定時採取）中の全ベータ放射能調査結果を表1  
に示す。  

② 牛乳中の1‖Ⅰの分析結果を表2に示す。  
③ 各種試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を  

表3に示す。  

④ 青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメ  

ータの調査結果を表4に示す。  

3．結   

平成10年度の調査結果において、空間線量率はこれまでと同じ水準であ  
った。環境試料中放射能濃度では、むつ市の土壌中のセシウムー137が過去  
の範囲より高い値を示したが、採取場所を移動したことにより土質が変化  

したためと考えられる。その他の環境試料中放射能濃度は、これまでと同じ  

水準であった。  
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表1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取  降水土  

放射能濃度（的／1） 

年 月  
月間降下丑  

（mm）  （HBq／h2）  

り定数  最低値  最高値   

平成10年4月   62．0   ⅣD   0．94   3．8   

5月  133．0   6   ⅣD   0．63   25   

6月  152．5   ⅣD   1．2   

7月   40．5   5   yD   0．72   1．7   

8月  273．0   ⅣD   0．47   10   

9月  154．0   8   ⅣD   0．35   

10月  149．0   14   ⅣD   1．3   6．5   

11月  198．5   17   ⅣD   2．7   92   

12月   99．0   14   yp   2．6   88   

平成11年1月  164．5   16   0．31   3．2   140   

2月  176．5   17   6．8   120   

3月   66．5   13   yD   2．9   86   

年 間 値   1669．0   135   ⅣD   6．8   1．7～140   

前年度までの過去3年間の値   414   yp   7．4   0．67～190   

表2 牛乳中の1‖Ⅰ分析結果  

採取場所   青森市  
前年度までの過去3年間の  

値   

採取年月日   HlO．6．11  HlO．7．27  HlO．8．19  HlO．9．2  HlO．10．13  HlO．11．4   最低値   最高値   

放射能洩度  

（B〟1）   

ⅣD   yD   ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
前年度までの過  

試料名  採取場所   採取年月   体  

数   

1‖cs  
去3年間の値  

検出さ た  単位  

最低 値  高値  最低値  最高値   

降下物  青森市   ヱ10．4～Ell．3  12  ⅣD   ⅣD   0．091  削h／kn2   

陸水  上水（蛇口水）  青森市   HlO．6，HlO．12  2  田   yD   ⅣD   ⅣD  mBq／1   

1．3   8．7  恥鶴乾  
青森市   HlO．7   

ND   42   300  I柑q／k皿i  

0一－ 5cm  
15   23  B〟kg乾  

むつ市   HlO．7   

土  760   610   840  胴q／kml  

壌  yD   1．2   4．1  丑〟kg乾  

青森市   ElO．7   
140   440  光軸／kn量  

5～20c皿  
26   2．1   7．5  恥悔乾  

むつ市   HlO．7   
220000 290   620  沈Bq／k血‡   

精米  弘前市   Hll．1   yD   yD   封D  丑〟kg精   

ジャガイモ  むつ市   HlO．7   0．055  0．061  0．073  

むつ市   HlO．10   0．021   ND   0．052  
野  
菜  

3〟kg生  

三戸町   ElO．11   ⅣD   0．033  

大根   三戸町   Ⅱ10．11   ⅣD   0．019  0．051  

牛乳  青森市   ElO．8，Ⅱ11．2  2  yD  0．034   ⅣD   yD  的／1   

青森市   HlO．6，HlO．12  2  yD   ⅣD   HD  0．11  
日常食  お〟人・日  

鯵ヶ沢町   HlO．6，HlO．12  田  yD  0．034  ⅣD  0．091  

むつ市関根浜沖  HlO．7   ND   yD  
海水  18q／1  

陸奥湾  HlO．8   ⅣD   yD  

むつ市関根浜沖   HlO．7   ND   yD  
海底土  方正kg乾  

陸奥湾   HlO．8   6．3   5．8   7．9  

むつ市関根浜沖   HlO．5   yD  ⅣD   yD  
ワカメ  

海  深浦町  HlO．5   ⅣD   yD  

産   HlO．6   
生  

yD   B〟kg生  

物  陸奥湾  HlO．11   口   0．097    0．12  

ホタテ  陸奥湾  HlO．11  ND  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／b）    サーベイメ・一夕  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／b）  

平成10年 4月   24   43   

5月   24   43   

6月   47   

7月   24   48   

8月   24   46   50   

9月   24   32   

10月   24   45   50   

11月   50   27   

12月   22   47   46   

平成11年 1月   52   20   40   

2月   33   14   40   

3月   10   38   43   

年 間 値   9   52   24   40・－50   

前年度までの過去3年間の値   12   87   25   41～63   
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Ⅴ－3 岩手県iこおⅠナる放射肯巨調査  

岩手県衛生研究所  

田中舘 泰，長谷川 学、五日市 患里，大村 博之  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成10年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調  

査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

① 定時降水の全ベータ放射能  

② 空間放射能線量率  

モニタリングポスト及びサーベイメータ  

③ Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（大根、白菜）、牛乳、日常食、海産生物（ホタテ且）  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び空間放射能線量率の測定は、r放射能調査委託実施計画   

書（科学技術庁・平成10年度）」の指示に従った。   

全ベータ放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析   

は同編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリ（平成2年改   

訂）」に従った。  

（3）測定装置   

① 全ベータ放射能  GM自動測定装置  Aloka製JDC－163   

② Ge半導体核種分析装置   ORTEC GEN－r15180P，SEIKO7800－8A2他   

③ 空間放射能線量率  サーベイメー9   Aloka製 TCS－131  

モニタリングポスト  Aloka製 MAR－11  

（4）調査結果   

① 定時降水の全ベータ放射能は測定数64で異常はみられなかった。   

② Ge半導体検出器による核種分析の結果、30件中5件（土壌2件、日常食  

3件）から‖7csが検出されたが異常値はみられなかった。   

③ 空間放射線量率（モニタリングポスト、サーベイメータ）に異常はみられな   

った。  

結 語  

いずれの調査項目においても異常はみられず、前年度とほぼ同程度の測定値であった。  
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Ⅰ定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採取  
降水の定時採取（定時降水）     大型水盤によ  

（鵬）  

‾こ‾ 
年月  降水土            放射能濃度（Bq／‘）    覗学研   二．毒f  

測定数  最低値  最高値  

平成10年4月  47．4   N．D   1．8   5．2   

5月  5   軋D   N．D   Ⅳ．D  

＄月  5   軋D   軋D   軋D  

7月   5   軋D   N．D   軋D   

8月  223．6   10   H．D   N．D   N．D  

215．6   8   N．D   軋D   N．D  

160．3   軋D   Ⅳ．D   軋D  

21．1   5   Ⅳ．D   N．D   軋D  

57．3   4   札D   1．8   29．4  

平成11年  18．2   2   軋D   2．0   11．4  

19．5   5   軋D   2．6   11．8  

4   軋D   N．D   H．D  

一筆間  餌   N．D   2．6   H．D～29．4  

前年度まで  札D   2．1   N．D・－37．9   

Ⅱ 郵相放射線量率測定括果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最低値  最高値  平均鎮   （nGy／h）   

平成10年  4月   7．0   11．1   8．2   36   

5・月   7．2   11．5   8．3   38   

6月   7．2   11．0   8．2   38   

7．2   11．2   乱2   39  

8月  7．2   13．2   8．5   39   

9月   7．1   10．5   8．3   38   

10月   7．4   13．4   8．5   40   

11月   7．1   13．4   8．6   36   

12月   6．9   11．5   8．4   40   

平成11年   1月   7．2   13．8   8．3   40   

2月   丁．0   14．3   8．3   36   

3月   7．0   13．1   8．4   39   

年   間   値   6．9   14．3   8．3   36～40   

年度までの過去3年間の債   6．8   15．0   8．3   32～41   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による各種分析測定調査結果  

前年度まで  
検  137cs  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  単 位  
数  人工放射性核種  
最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  四半期毎  4  N．D   N．D  N．D   N．D   な し   亜〟d   

降 下 物   盛岡市  毎月   12  N．D   N．D  N．D  0．07   な し   岨扉適   

陸  HlO．6・   

蛇口水  盛岡市  Hll．1    N．D   Ⅳ．D  N．D   N．D   な し   咄〃   

水   

54  14   61   な し   Bq／鹿乾土  

0｛・5c皿  滝沢村  HlO．8   

土  1800  630   2000  腫〟適  

壌  7．6  4．1   9．4   な し   Bq／鹿乾土  

5（J20皿  滝沢村  HlO．8   
8談）  3杖）   1罰0  腫q／昆   

精 米   滝沢村  HlO．11   N．D  N．D   0．20   な し   Bq／kg精米   

野  N．D  N．D   N．D   な し   

Bq／転生  

菜   N．D  N．D   0．033   な し   

牛 乳   滝沢村  HlO．8・   2  札D  N．D   N．D   0．13   な し   Bq／ゼ   

Hll．2  

盛岡市  
日 常 食  4  N．D  0．0別  N．D   0．18   な し   Bq／人・日   

岩泉町   

海産生物   

はたて月   山田町  Hll．2   N．D  N．D   N．D   な し   Bq／鹿生   
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Ⅴ－4  宮城県書こおiナ る放射台巨調査  

宮城県原子力センター  

今野達矢  庄子克巳＊1  
吉田徳行  石川陽一  

大庭和彦  渡辺丈夫●2  

＝現宮城県環境対策課  
＊2現宮城県保健環境センター  

1 緒  言  

前年度に引き続き、平成10年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環   
境放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査概要  

（1）調査対象  

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、   
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。  

また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間   
線量率を周年連続で湘定した。  

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種   
分析は同庁編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー」（平成   
2年改訂）、サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定   
調査委託実施計画書（平成9年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

①全ベータ放射能   

②核種分析  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ製JD C－163）  

オルテックG e半導体検出器  
セイコーE G＆G多重波高分析装置  

③サーベイメータによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製T C S－166）  
④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－21）   

（4）調査結果  

表
表
裏
表
 
 

定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。  こ
 
こ
 
 

＿
．
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▼
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［
］
 
 

一
一
 
 
 

（原乳）の131Ⅰの分析結果を示す。  
し
 
 

ぎ
 
 

牛
 
 
 －ⅠⅡに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。  

イメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。  ベ
 
 

サ
 
 

Ⅳ
 
 

3 結  語  

平成10年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベ   

ルであった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な値   
は認められなかった。  
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義一Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採  取  降水量  放射能濃度（Bq／1）  

年  月  （mm）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成10年 4月   116．3   6   ND   38   

5月   97．1   7   ND   15   

6月   132．7   7   ND   ND   

7月   178．5   8   ND   ND   

8月  339．2   10   ND   33   

9月   169．3   8   ND   14   

10月   241．8   3   ND   ND   

11月   26．8   15   15   

12月   16．8   2   ND   21   

平成11年 1月   0．0   0  

2月   36．8   2   17   19   

3月   129．0   4   16   24   

年  間  値  1484．3   58   ND   38   

前年度までの過去3年間の値  170   ND   99   

義一ⅠⅠ牛乳（原乳）中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  宮 城 県 畜 産 試 験 場 （岩出山町）       前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  10．5．18  10．6．11  10．7．9  10．8．12  10．9．10  10．10．13  最 高 値  最 低 値   

放射能濃度（Bq／1）  N D  N D  NI）  N D  N D  N D   N D   N D   
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義一ⅠⅡ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで過  

検  

試  料  名   採取場所  採取年月   体  単 位  

数   

降  下  物   女 川 町  10．4～11．3  12  ND  ND  ND  0．062   なし   HBq／加2   

陸水（蛇口水）   仙 台 市  10．7，10．10  2  ND  ND  ND  ND   なし   mBq／1   

土  なし   

Bq／kg乾土  

壌   なし   

精  米   石 巻 市  HlO．11  口  ND  ND  ND  ND   なし   Bq／kg精米   

野  なし   

Bq／kg生  

菜   根  利 府 町  HlO．9  口  0．077  0．077  ND  0．032   なし   

牛乳（市販乳）   仙 台 市  10．5，10．9  2  ND  ND  ND  ND   なし   Bq／1   

日  常  食   石巻市、他  10．7，10．11  4  ND  0．027  0．030  0．150   なし   Bq／人・日   

海産生物（カレイ）   仙 台 市  HlO．8  口  0．039  0．039  ND  0．052   なし   丑q／kg生   
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表－Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成10年 4月   19．9  33．3  22．8   71   

5月   21．3  35．0  22．8   70   

6月   21．3  29．3  22．6   65   

7月   21．7  31．1  23．0   70   

8月   21．8  42．9  24．3   61   

9月   22．1  29．7  23．3   62   

10月   22．2  33．7  24．0   68   

11月   22．4  35．9  24．1   66   

12月   22．5  42．2  24．2   63   

平成11年 1月   22．1  40．2  24．1   60   

2月   22．2  35．0  24．1   67   

3月   22．0  46．3  24．4   65   

年  闇  値   19．9  4（S．3  23．6  60 ～ 71   

前年度までの過去3年間の値  18．8  46．7  22．6  65 ～ 82   

（注）H9．3に機器を更新、それ以前のデータの単位はcpsであるため旧機器によるデータは含まれていない  
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Ⅴ－5 秋田県における放射能調査  

秋田県衛生科学研究所   

武藤 倫子 黒沢 新  

1．はじめに   

平成10年度（平成10年4月～11年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県における環境  

放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水、淡水）・土壌・農畜産物（精米、ダイコ   

ン、キャベツ、牛乳）・水産生物（コイ、タイ）・日常食・空間線量率（モニタリングポスト、   

サーベイメータによる。）  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」・   

「全ベータ放射能翻定法（昭和51年度）」・「放射性ストロンチウム分析法（昭和52年）」   

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成2年改定）」等に準じた。  

（3）測定装置   

① 低バックグランド自動測定装置：Aloka LBC－471Q型   

② シンチレーションサーベイメータ：Aloka TCS－121型   

⑧ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：Aloka MAR－21型   
④ ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA－7800型  

ORTEC GEM－15180－P  
（4）調査結果   

① 定時降水申の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の総降水量は2，179m、定時採水の測  

定回数は151回であり、全β放射能濃度の最高値は1月の8．5Bq／1であった。また、年間総  

放射性降下量は669M8q／K皿2で、総降水量、測定回数、年間総降下量とも昨年度より上回って  

っていた。また、全β放射能濃度の最高値は昨年度より高い値であった。   

② 放射化学分析による9ひSrでは、大根とキャベツが例年に比してやや高い億であった。  

その他の試料は、はぼ例年の値に近かった（Ⅱ）。   

③ 牛乳中の⊥3日の分析結果を表Ⅱに示した。全て検出限界以下であった。   

④ ゲルマニウム検出器による⊥3′csの測定結果を表Ⅳに示した。土壌（5～20cm）が例年よりやや  

低い値であった。その他は過去3か年の値と同レベルであった。   

⑤ 空間線量率の結果を表Ⅴに示した。年間を通じて昨年度とほぼ同レベルであった。  

3．まとめ   

降下物では年間総降水量、年間総放射性降下量が昨年度よりやや高かった。また、大根とキャ   

ベツの…Srが例年よりやや高い値であった。その他はいずれも例年に近い値であった。  
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表Ⅰ．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

陸水の定時採取（定時降水）  

採取年月 日   降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

（皿）  測定数   最低値   最高値   （MBq／K皿2）  

平成10年4月   111．0   N．D   0．9   6．7   

〝  5月   203．0   7   N．D   0．7   0．9   

〝  6月   213．4   N．D   N．D   N．D   

〝  7月   96．8   9   N．D   0．6   4．2   

〝  8月   291．2   N．D   0．8   6．7   

〝  9月   184．5   10   N．D   N．D   N．D   

〝   10月   273．5   14   N．D   0．6   13．5   

〝  11月   206．9   18   N．D   1．3   128．9   

〝   12月   195．1   15   N．D   1．8   161．6   

平成11年1月   161．9   19   N．D   8．5   189．7   

〝  2月   108．4   14   N．D   2．1   94．3   

〝  3月   132．8   12   N．D   2．9   62．1   

年 間 値   2178．5   151   N．D   8．5   N．D～189．7   

前年度までの過去3年間の値  427   N．D   5．0   N．D～165   
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表Ⅰ．放射化学分析結果  

平成10年度の  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月  検体数   9USrの値  過去3年間の  位  

90srの値   

最低値  最高値   

土  0．21  2．9～9．9   Bq／Kg乾土  

7．28  ′ヽヽ一  MBq／Km2  

5～20cm   ′／   〝   2．35  3．1～5．8   

壌   202  ～   MBq／Km2   

穀類（精米）  〝   平成10年11月   0．019  N．D～0．1   Bq／Kg精米   

野  〝   〝   0．101  N．D～0．7   

Bq／Kg生  

帯 木   〝   〝   1．125  0．046～0．073   

牛 乳  〝   10年8月12月   2   0．035  0．038  0．027′－0．055  Bq／1   

淡水産生物  〝   平成10年8月   2．43  2．1～8．3   Bq／Kg生   

（鯉）  

日 常 食  ′′   10年8月12月   2   0．03  0．04   0．04～0．12   

Bq／人・日  

横手市   ／′   2   0．02  0．05  0．072～0．12   

海水産生物  0．037  N．D～0．07  Bq／Kg生   

（鯛）  

表Ⅱ 牛乳中の132Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  前年度までの3年間   

採 取 年 月 日  0．4．1  0．6．16  0．8．18  0．10．27  0．12．8  11．2．25  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D  
H   

N．D  N．D   N．D   N．D   
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表Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析 定調査結果  

平成10年度の  

試 料 名  採取場所  採取年月  検体数   137csの値  の＝7csの値   単  位  

最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん   秋田市   年4回   4   N．D   N．D  N．D   N．D   mBq／m3   

降   下   物  〝   4月～3月   12   N．D   N．D  N．D  0．12   MBq／K皿2   

陸  〝   10年7月22日   2   N．D  N．D  

皿Bq／1  

水   〝   10年8月18日   N．D  N．D   

土  〝   10年9月28日   23  23   54   Bq／Kg乾土  

MBq／K皿2  

5～20cm   ／′   〝   12  18   55   Bq／Kg乾土  

壌   MBq／伽2   

精  米  〝   10年11月11日   N．D  0．15  Bq／Kg精米   

野  根   〝   10年11月11日   N．D  N．D   N．D   Bq／Kg 生  

莱   
〝   〝   N．D  N．D   N．D   Bq／Kg 生   

牛  乳  〝   10年8月12月   2   N．D  0．035  N．D  0．042   Bq／1   

淡水生産物（鯉）  ′′   10年8月18日   0．091  0．11  0．22  Bq／Kg 生   

日   常   食  〝   10年7月12月   2   N．D   0．063  N．D  0．083   

Bq／人・日  

横手市  10年7月12月   2   N．D   0．061  N．D  0．070   

海産生物（鯛）  天王町  10年7月   0．089  0．11  0．13   Bq／Kg 生   
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表Ⅴ．空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   モニタリングポスト（nGyル）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGr／h）   

平成10年 4月   34．5   46．0   36．4  

〝  5月   34．7   52．4   36．7  

〝  6月   34．4   47．9   36．3   60．0   

〝  7月   34．5   51．2   36．3   59．6   

〝  8月   34．8   57．7   37．7   61．2   

〝  9月   34．9   43．5   36．8   56．3   

〝 10月   34．9   66．8   37．4   63．2   

〝 11月   31．8   60．9   37．5   59．2   

〝 12月   31．7   56．9   37．4   61．4   

平成11年1月  29．0  59．1   34．2   59．4   

〝  2月   51．0   33．9   57．9   

〝   

3月  t l34・1 H   
51．9   36．6   60．2   

年  間  債   28．1   66．8   36．4   59．8   

前年までの過去3年間   
65．3   36．8   54．5nGy／h   

の値  nGy／h H   nGy／h   nGy／h   ～68．7 nGy／h   
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Ⅴ－6 山 形 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山形県衛生研究所   

笠原義正，本間弘樹，伊藤健  

1．緒言  

平成10年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果の概要を報   

告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日常   

食・海産生物（魚顆，貝類，海藻類）の各々γ放射能，並びにサーベイメータ，モニタ   

リングポストによる空間線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は、科学術庁編『環境   

試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和51年）』，『ゲルマニウム半導   

体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）』及び平成10年度放射能測定   

調査委託実施計画書により行った。  

3）測定装置  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

c．空間線量率  

GM自動装置（Aloka製JDC－163）  

Ge半導体検出器（セイコーEG＆G製ORTECGEM15180）  

シンチレーションサpベイメータ（Aloka製TCS－131）  

モニタリングポスト（Aloka製MAR－21）  

4）調査結果  

a．定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した。  

b．γ線核種分析調査結果を表Ⅱに示した。  

c．空間線量率測定結果を表Ⅲに示した。  

3．結 語  

平成10年度の山形県の環境放射能レベルは、前年度の本県における放射能レベル  

と同程度であった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  
放射能濃度（Bq／g）  

年月  （mm）  
月間降下量  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq此m2）  （M8q此m2）  

平成10年4月   95．0   12   N．D   N．D   N．D  

5月   62．2   8   N．D   N．D   N．D  

6月   43．4   9   N．D   N．D   N．D  

7月   185．3   7   N．D   N．D   N．D  

8月   466．9   13   N．D   N．D   N．D  

9月   153．7   9   N．D   N．D   N．D  

10月   112．2   9   N．D   N．D   N．D  

11月   61．6   N．D   N．D   N．D  

12月   76．9   9   N．D   N．D   N．D  

平成11年1月   64．2   12   N．D   N．D   N．D  

2月   46．4   N．D   N．D   N．D  

3月   85．6   9   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1453．4   121   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値  364   N．D   0．27   2．7  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

過去3年間の値  その他の検出された  
試料名  j采取場所  採取年月   体  単 位  

数  
人工放射性核種  

大気浮遊じん   山形市  10．4～ 11．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  山形市  10．4′～ 11．3  12  N．D  0．090  N．D  0．15  MBq此m2   

上水 源水  
陸  

蛇口水  山形市  10．5，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／ゼ  

水  

淡水  

17   16   18  Bq此g乾土  

0～5cm   山形市   10．8   

土  850   775  1000  MBq／km2  

壌  4．0   2．3   4．9  Bq／kg乾土  

5～20cm  山形市   10．8   
440   240   50＄  MBq此m2   

精 米  山形市  10．11  口  N．D  N．D  0．15  Bq此g精米   

野  大根   山形市  10．10  口  N．D  N．D  N．D  

Bq此g生  

菜                       ホウレン草  山形市  10．10  口  N．D  N．D  N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛 乳  山形市  10．8，11．2  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／g   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  山形市他  10．6，10  4  N．D  0．079  N．D  0．21  Bq／人・日   

海水  mBq／g   

海底土  Bq此g乾土   

海  酒田市   10．6   N．D  N．D  0．07g  
産  

生  
ワカメ   酒田市   10．6   0．005  N．D  N．D  Bq此g生  

物   
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy爪）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy爪）   

平成10年 4月   44   57   46   65．1   

5月   44   57   45   66．6   

6月   43   54   45   66．0   

7月   43   59   45   65．4   

8月   43   60   4（i   68．5   

9月   43   54   45   60．8   

10月   44   67   46   67．3   

11月   44   60   47   69．6   

12月   44   60   46   71．3   

平成11年1月   41   63   46   62．6   

2月   42   60   46   67．5   

3月   35   53   42   68．3   

年 間 値   35   67   45．5   60．8～69．6   

前年度までの過去3年間の値   32   82   43．8   5S．2～73．2   
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Ⅴ－7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福 島 県  原子力センター  

小林 英雄 石井 常雄 小林 正人  

合津   勇 阿部 幸雄 渡辺 俊貴  

1．緒 言  

平成10年度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果を  

報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

①全β放射能……定時降水［大熊町］  

②131Ⅰ分析  ……牛乳（原乳）［大熊町］  

③核種分析 ……大気浮遊じん、降下物、陸水（上水蛇口水、淡水）、土壌、  

精米、野菜（大根、ほうれん草）、牛乳（市販乳）、淡水産  

生物（いわな）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいな  

め）。［福島市、相馬市、大熊町］  

④空間線量率……モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町］  

2）測定方法  

①全β放射能測定は科学技術庁マニュアルに従った。  

②牛乳中の131Ⅰ分析は直接ゲルマニウム半導体検出器で測定した。  

③核種分析は、直接、または試料乾燥後450℃で灰化、または蒸発乾固の  

後ゲルマニウム半導体検出器で測定した。  

④垂間線量率は委託調査実施要領に従った。  

3）測定装置  

①全β放射能……GM計数装置  

②131Ⅰ分析  ……ゲルマニウム半導体検出器  

③核種分析 ……ゲルマニウム半導体検出器  

④空間線量率……NaI（T且）シンチレーション検出器、シンチレーションサー  

ベイメータ  
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4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能は、年間をとおして検出されなかった。  

②牛乳（原乳）中の131Ⅰは検出されなかった。  

③核種分析測定調査については137Csが降下物、土壌、淡水産生物、海産生  

物、日常食、海底土から検出された。  

④空間線量率はモニタリングポストによる測定では34～62nGy／h（年間平均  

値39nGy／h）の範囲で、サーベイメータによる測定では59～76nGy／h（年  

間平均値72nGy／h）の範囲であった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度度で  

あった。  
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降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  （馳／色）  月間降下量   月間降下量  

年月  

測定数  最低値  最高値   （蜘2）   （恥l／血2）   

平成10年4月   143   14  

5月   9（∋   

6月   156   15  

7月   145   13  

8月   647   15  

9月   273   16  

10月   251   13  

11月   6   5  

12月   24   3  

平成11年1月   4   4  

2月   25   5  

3月   88   10  

年 間 値   1860   124  

前年度までの過去3年間の値  347  一～120  ー～21．2  

（注） － は検出されず  

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大胆町  前年度まで過去3年間の値   

採取年 月 日  10．4．14  10．6．25  10．8．20  10．10．20  10．12．8  11．2．16   最低値   最高値   

（恥／l）  

（注） － は検出されず  
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（3）ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  137cs  前年度まで  その他の検出され  

試 料 名  採取場所    年  過去3年間の値    た 核種   

月   

数  

大気浮遊じん   大熊町  四半期  4  0．07  融m3   

降 下 物  大熊町  毎月  12  0．06  0．07  他ノ血2   

10．6  
陸  2  

叡山  

水   淡 水  福島市  10．9   

22．4  7．3  31．1  軸／kg乾土  

土  

88l   165   909  蜘2  

墳   4．8  2．1  13．7  軸／鹿乾土  

5～20cm  福島市  10．6   
680   148   1312  蜘2   

精  米   福島市  10．11   恥／鹿精米   

野  根   福島市  10．11   
馳几g生  

菜   福島市  10．1l   

牛  乳  

福島市  10．8 1l．2   2  0．02  
（市販乳）  

恥再   

淡水産生物  福島市  10．10  口  0．12  0．08  0．29  輌生   

10．6  

福島市   1011   
2  0．09  

馳／人・日  

日 常 食                        大熊町  10．6 10．1l  2  0．03  0．Og  0．04  

海  水   相馬市  10．7   曲ノ且   

海 底 土  相馬市  10．7   l．4  馳／kg乾土   

海産生物  
相馬市  10．9   0．13  0．17  0．19  

（アイナメ）  

】丸／鹿生   

（注） － は検出されず  

ー143一   



（4）空間放射線量率軌定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成10 年  4 月   35   46   39   74   

5 月   37   49   39   74   

6 月   36   44   39   69   

7 月 34   45   38   72   

8 月   37   57   39   75   

9 月   37   45   39   76   

10月   37   46   39   70   

11月   38   49   39   59   

12 月   38   45   39   71   

平 成11年 1月   38   62   39   74   

2 月   38   47   39   76   

3 月   37   50   39   74   

年  間  値   34   62   39   59 ～ 76   

前年度までの過去3年間の値   32   68   40   71 ～ 96   
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Ⅴ－8 茨城県 に お け る 放射能調査  

茨城県公害技術センター  

平井保夫 廣田修二 橋本和子  
児玉弘人 柳岡知子 嘉成康弘  

1 緒 言   

平成10年度に茨城県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について報告する。   

2 調査結果の概要  

1）調査対象   

①全β放射能：定時降水   

②核種分析：降下物（水戸市），大気浮遊じん（水戸市），陸水（蛇口水，淡水），農畜  

産物（精米，大根，ホウレン草，原乳），日常食，土壌，水産生物（コイ，シ  

ラス），海水，海底土，空間放射線皇率（水戸市）   

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従っ   

て実施した。   

3）測定装置   

①全β放射能：低バックグランドβ線測定装置 アロカ LBC－472Q   

②核種測定：ゲルマニウム半導体検出器  キヤンへeラGC－4019，オルテックGEM－30185   

③空間放射線量率：車載エリアモニター  アロカNSR－R74－3260（2”¢NaI（Tl）検出器）  

モニタリングステーション アロカ MAR－R74（2”¢NaI（Tl）検出器）   

4）調査結果   

①表1に定時降水の全β放射能を示した。101試料全て検出限界値未満であった。   

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界値未満であった。   

③表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。淡水、土壌、日常食、  

コイ、シラスで微量の137csが検出された。   

④表4に空間放射線量率を示した。特に異常値は認められなかった。  

3 結 語   

平成10年度の環境試料中の放射能濃度は，例年とほぼ同レベルであり、異常は認められな   

い。  

ー145－   



（表1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水 の 定 時採 取（定時降水）  

採取  降水量  放射能濃度（Bq／色）  

月日  （mm）  測定数   最低値   最高値   

平成10年 4月   212．5   13   N．D．   N．D．   

5月   152．5   12   N．D．   N．D．   

6月   140．0   12   N．D．   0．5   

7月   221．5   10   N．D．   N．D．   

8月   233．5   12   N．D．   N．D．   

9月   216．0   10   N．D．   0．6   

10月   1（）2．0   N．D．   N．D．   

11月   2．5   2   N．D．   0．6   

12月   ：‡4．5   4   N．D．   0．9   

平成11年1月   1．0   0．4   0．4   

2月   44．5   4   N．D．   0．6   

3月   107．5   10   N．D．   1．2   

年 間 値   1468   101   N．D．   1．2   

前年度までの過去こ1年間の値  N．D．   8．0   

（表2） 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   水  戸  市  過去3年間の値   

採 取 年 月 日  10．4．15  10．7．17  10．9．16  10．10．6  11．1．18  11．3．16  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／且）  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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（表3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  
137cs  

前年度まで  

試 料名   採取場所  体  過去3年間の値  

年月   

大気浮遊じん   水戸市  1回／3カ月  4  N．D．  N．D．   N．D．  0．0046  mBq／m3   

降 下 物  1回／月  12  N．D．  N．D．   N．D．  0．094  MBq／km2   

陸  6月，12月  2  N．D．  N．D．   N．D．   N．D．  mBq／色  

水   5月   0．4   N．D．   0．6  

0－ 5cm  東海村   51   52   57  Bq／kg乾  

土  3160  2750  3400  MBq／km2  

壌  5．1   8．1   19  Bq／kg乾  

960   500  2940  MBq／km2   

精  米   水戸市  10月   N．D．   N．D．  0．08  Bq／kg   

野  11月   N．D．   N．D．   N．D．  Bq／kg生  

莱   12月   N．D．   N，D．  0．058  

牛乳（原乳）  8月，2月  2  N．D．  N．D．   N．D．  0．017  Bq／且   

淡相生物 コ イ   霞ケ浦   5月   0．26  0．32  0．91  Bq／kg生   

日 常 食   水戸市  6月，12月  2  0．033  0．034  0．012  0．048  Bq／人・日   

東海村   2  0．041  0．044  N．D．  0．060  

海  水   東海村沖  7月   N．D   N．D．   N．D．  mBq／且   

海 底 土  N．D   N．D．   N．D．  Bq／kg乾   

酬ラス   大洗町沖  5月   0．085  0．07  0．09  Bq／kg生   
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（表4） 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリンク＋析－ション（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （除宇宙線）  

（nGy／h）  

平成10年 4月   45．3  63．4   48．0   33   

5月   42．3  67．7   46．5   27   

6月   42．5  55．2   44．2   27   

7月   42．1  65．5   44．3   27   

8月   42．3  71．0   44．9   26   

9月   42．8  53．2   44．5   27   

10月   43．4  59．1   45．1   27   

11月   44．1  56．1   45．7   28   

12月   43．2  56．1   45．0   29   

平成11年1月   43．7  54．0   46．1   28   

2月   45．7  67．5   48．2   28   

3月   46．2  61．4   48．9   28   

年 間 値   42．1  71．0   46．0   26～33   

過去3年間の値   40．0  95．0   45．5   53～58＊   

＊宇宙線線量率を加えてある値  
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Ⅴ－9 栃木県書こおらナる放射肯巨調査  

栃木県保健環境センター 大気環境部  

見目 ススム 長谷川 陽子 大垣 秀三  

1．緒   

平成10年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、  

その結果を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精米、野菜（大  

根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率   

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及び平成   

10年度放射能軸足調査委託実施計画書に鱒い行った。   

3）測定装置   

a 全β放射能  GM式全β自動測定装置  

（アロカTDC－163型）   

b γ線核種分析 Ge半導体核種分析装置  

（ORTEC GEM－15180－9）  
c 空間線量率  NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ TCS－166）  

モニタリングポスト  

（アロカMAR－21）   

4）調査結果   

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数89検体中8月の1検体  

で検出された。   

b γ線核種分析 結果を表2に示した。土壌、大根、白菜及び日常食からC  

s－137が検出された。   

c 空間線量率  結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタリングポス  

トの値ともほぼ一定の水準で推移した。  

3．結  語   

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とはぼ同程度で、全般  

に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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章一1定脚ヰの全ベータ放射弛罰琵拍果  

放 射 能 ま 度（Bq／′）  

採 

取生月l  
l  I  轍（検出恥  t 低 卓   l  ‖ t高儲  月間降下¶ （MBq／kmり   

i   

平成10年4月   212．78   11（0）  N．D  N．D   N．D   

10年 5月   202．72   11（0）   N．D  N．D   N．D   

10年 8月   138．28   11（0）   N．D  N．D   N．D   

10年7月  山   ！   11川）   N．D  N．D   N．D   

10年 8月   205，22  N・D  0．25   4．25   

10年 9月   290・6。 …  N．D  N．D   N．D   

10年18月   ■  ●   さ（0）   N．D  N．D   N．D   

1  

0．¢   0（の   N．D  N．D   N．D   

ll咋11月  33．02   3（0）   N．D  N・D N・つ  

11年1月  き．92   2（0）   N．D  N．D   N・D  

11年 2月   27．80   3（0）   N．D  N．D  

11年 3月   137．20  u   ‖ 9（○）】N．D   ‖  N．D  N．D  

年  間  阜  1809．58  89く0）  N．D   0．25   4．25 1   

‖  0．T6  】前年丘までの遇去3年間の鐘  
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義一2 ゲルマニウム半導体検出螢による採種分析軸足弱査籍果  

‖けCs－1き7  前年度までの過去3年間の卓   その他検出  

試料名  

】  放射性接種   
された人工   単 位   

大気浮遊じん   河内町  4   札D  札D   札D   札D   な し  mBq／mさ   

～1⊥3  

降 下 物   河 内 町  10．4  12   札D   札D   札D   0．u±0．0那  な し  MBq／kml   
ー吏L8  

陸  2   札D   札D  札D  札D   な し  mBq／‘   

水   ～10．1⊥茸  

0－包1  今 市 市  10．7．15  馳±10   24士Ll   47±10   な し  Bq／kg乾土  

土  

拙士18  8釦±鮎   m±別  MBq／km之  

堂  1  16±0．71  ▲7士0．乃   7．1士mm  な し  Bq／kg乾土  

卸士已l   170±17   l引）±42  MBq／kml   

精  米   宇都宮市  10．1且1   札D   札D   札D   な し  Bq／kg精米  

大  根  宇龍宮市  10．ユ且1   札D   乱心   0．昭土0．0054  な し  Bq／kg生  

白  雫  字書宮市  10．1之1  ロ  
O・幡±0・帆   札D   0．腫士0．0013  な し  

乳  西脚町  10．＆5  2   乱心  札D  札D  札D   な し  Bq／！  

1⊥乙18  l  

日 常 食   宇弥富市   札D   0．㈱±0．0011   札D   0．0亜士0．075  な し  Bq／／人・日   

他   
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表－3 空鵬義轟  

l  モニタリングポスト（醐s）  

測定年月  サーベイメータ  

くnGy／b）   ． l∃■r＝  最 高 鐘  平 均 鐘   

平成18年 4月   33   52   36   60   

10年 5月   83   49   85  58   

10年 8月   33   44   35   58   

】  18年 7月   34   54   35   80   

10年 8月   34   48   38   60  

10年9月  34   49   38   58   
j  

10年10月   き5   皇．＝   38   58   

10年11月   85   きT   き8   64   

10年12月   3ら   42   36   ¢2   

11年1月   35   30   き8   ¢○   

11年 2月   34   51   き6   ¢¢   

11年 さ月   き4   52   35  ¢2  

年間鐘（4．月－1月）   l 靂 き8   54   38   i56～86  
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Ⅴ－10 群 馬 県 に お け る 放 射 能 調 査  

群馬県 衛生舞境研究所  

大槻剛史 大谷仁巳 斉藤武夫  

1．緒 言  

平成10年度に群馬県で実施した科学技術庁委託界境放射能調査の結果について   

報告する。  

2．調査の義軍  

1） 調査対象  

ア 定時降水中の全ベータ放射能  

イ 各種環境試料中の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、土壌、上水、精米、牛乳、野菜類（大根・ほうれん  

草）及び日常食  

ウ サーベイメータ及びモニタリ ングポストによる空間放射線量率   

2） 測定方法  

「放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）」及び「科学技術庁放射能測  

定法マニュアル」に準じて行った。   

3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能調査 GM自動測定装置（アロカ JDC－163）  

イ 核種分析調査  G e半導体核種分析装置（東芝 IGC1619S）  

ウ 空間放射線量率調査 モニタリ ングポスト（アロカ MAR－15）  

シンチレーショ ンサーベイメータ（アロカ TCS－151）  

4） 調査結果   

ア 全ベータ放射能調査  別紙（1）のとおり。   

イ 核種分析調査  別紙（2）のとおり。   

ウ 空間放射線皇率調査  別紙（3）のとおり。  

3．結 語  

いずれの試料についても放射能濃度は過去の結果と同レベルであり、異常値は翠め   

られなかった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採  取  
年  月   降水量  放射能溝度（Bq／1）  月間降下量  

月間降下量  （MBq／km2）  

（mm）  （MBq／km2）       測定数  最低値  最高値   

平成10年 4月   175   12   N．D   N．D   N．D  

5月   315   N．D   N．D   N．D   

6月   153   9   N．D   N．D   N．D   

7月   270   6   N．D   N．D   N．D   

8月   288   9   N．D   N．D   N．D   

9月   337   9   N．D   N．D   N．D   

10月   122   7   N．D   N．D   N．D   

11月   0   0   N．D   N．D   N．D   

12月   24   2   N．D   N．D   N．D   

平成11年1月   0   N．D   N．D   N．D   

2月   8   0   N．D   N．D   N．D   

3月   73   3   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1766   68   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  ＝ 4・8   N．D ～28．9   ～  

注1 N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）   

2 平成11年1月～3月の降水量は前橋気象台のデータ（庁舎移転工事のため当所雨  

量計のデータなし。）  
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（2） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  その他検  

IslCSSSSS 過去3年間の値  出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  人工放射  

性核種   

数  最高値   最低値   最高値   

大気浮遊じん   前橋市  10．4′、ノ11．3  4   N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／mう   

降 下 物   前席市  10．4一－11．3  12   N．D  0．056±   軋D  0．055±   MBq′／km2   

0．016  0．016  

陸  2   N．D   軋D  mBq／1   

水   10．12  軋D  N．D  
N．D  N．D   3．1±0．36  

土  

N．D  N．D   131±14．9  

1．98±0．249  0．5±0．19  3，1±0．32  

壌   

327±41．1  97±35．9  322±34．8  

精  米  前橋市  10．12   N．D  N．D   N．D   Bq／kg精米   

野  N．D  N．D   N．D  

菜   N．D  N．D   N．D  

牛  乳  富士見村  10．8、  2   N．D   N．D   N．D   N．D  

11．2  

日 常食  前橋市  4   Ⅳ．D  0．072±   N．D  0．061±   

中之条町   0．013  0．0081  

注）N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3博夫満）  
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（3） 空間放射線皇率測定結果  

モニタリ ングポスト （cps）  サーベイメ ータ  

測定年月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年 4月   9．6   15．6   10．4   51．5   

5月   9．6   15．6   10．4   57．1   

6月   9．6   13．7   10．3   60．8   

7月   9．6   19．6   10．4   58．3   

8 月   9．1   17．6   10．5   58．3   

9月   8．7   13．8   10．1   55．2   

10月   9．4   14．7   10．5   66．3   

11月   10．1   13．1   10．7   66．5   

12月   10．1   13．8   10．7   63．4   

平成11年 1月   10．0   12．7   10．7   68．0   

2月   10．0   16．0   10．7   56．6   

3月  64．7   

年 間 値   8．7   19．6   10．5   51．5～68．0   

前年度までの過去3年剛直   8．6   23．8   10．5   56．1～68．5   

注）平成11年2月20 日以降は庁舎移転工事のため欠測  
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Ⅴ－11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 茂木美砂子 中澤清・明  

1 緒 言   

平成10年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、淡水産生物、日常食及び空間線量。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成10年度放射能測定委託実施計画書」に基づいて行   

った。測定方法は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、「ゲルマニウム半   

導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

GM計数装置：Aloka TDC－103，Aloka TDC－105  

Ge検出器：EG＆G ORTEC GEM－15180－P  

波高分析器：SEIKO EG＆G MCA7800  

シンチレーションサーヘやイメータ：Aloka TCS－166  空間線量  

モニタリンク‘ポスト：Aloka MAR－15  

（4）調査結果   

イ 全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。   

ロ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

牛乳中の131Ⅰの分析結果を表2に示した。全検体が検出限界以下であった。   

ハゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。降下物、土壌、  

野菜、茶、淡水産生物及び日常食から137c sが検出されたが、異常値はなかった。   

ニ空間放射線量率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を表4に示  

した。前年同様の値で異常値はなかった。  

3 結 語   

調査結果は前年度とほぼ同程度の値であり、異常値は認められなかった。  

－157－   



表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による月間降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間塵下量  月間降下量  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

（m）  検体数  最低値   最高値   

平成10年4月   187．9   14   N．D   N．D   N．D  

5月   158．7   N．D   N．D   N．D  

6月   161．0   9   N．D   N．D   N．D  

7月   190．5   12   N．D   N．D   N．D  

8月   283．2   7   N．D   N．D   N．D  

9月   361．1   N．D   N．D   N．D  

10月   148．7   12   N．D   N．D   N．D  

11月   4．9   N．D   N．D   N．D  

12月   45．8   4   N．D   N．D   N．D  

平成11年1月   8．9   2   N．D   N．D   N．D  

2月   32．4   3   N．D   N．D   N．D  

3月   123．0   9   N．D   N．D   N．D  

年間値   1706．1   95   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値   232   N．D   3．5  N．D′－4．0  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  前年度まで過去3年の値   

採取年月 日  10．5．19  10．7．7  10．9．2  10．11．4  11．1．12  11．3．2   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  

検  187cs  過去3年間の値   その他の検出され  

試料名  採取場所  採取年月   体  た人工放射性核種  単 位  

数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／m8   

降下物  浦和市  10．4～11．3  12  N．D  0．104  N．D  0．158  MBq／km2   

上水 源 水  浦和市  10．6，10．12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  
陸  

蛇口水  浦和市  10．6，10．12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／1  

水  淡 水  

9   13  恥／kg乾土  

土  0－5cm  浦和市  10．8   

290  210  280  MBq／km望  

N．D  1，3  1．9  Bq／kg乾土  

壌  5－20cm  浦和市  10．8   

N．D  101   160  MBq／kmZ   

精  米   浦和市  10．12   N．D  N．D  N．D  恥／kg精米   

野  0．049  N．D  0．072  

Bq／kg生  

菜   浦和市  10．9   N．D  N，D  N．D  

茶  所沢市他  10．6   2  0．33  0．48  0．28  0．80  恥／kg乾物   

牛  乳   浦和市  10．8，11．2  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／1   

淡水産生物  熊谷市  10．11   0．20  N．D  0．29  Bq／kg生   

日常食  浦和市他  10．6，10．12  4  N．D  0．061  N．D  0．063  軸／人・日   

海水  灯心q／1   

海底土  Bq／kg乾土   

海  
産  

生  軸／kg生  

物  
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表4 字間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベ イメ←一夕  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成10年 4月   ＝．3   16．3   12．0   49   

5月   11．3   15．2   11．9   48   

6月   11．3   15．0   11．9   52   

7月   11．2   17．8   11．8   49   

8月   11．3   16．2   12．0   48   

9月   11．2   14．5   11．8   48   

10月   11．3   14．3   12．1   51   

11月   11．7   14．9   12．3   51   

12月   11．5   15．3   12．4   50   

平成11年 1月   11．5   14．0   12．3   49   

2月   11．4   18．7   12．2   48   

3月   11．5   17．8   12．2   51   

年  間  値   11．2   18．7   12．1   48ノーー52   

前年度までの過去3年間の値   9．8   19．4   12．1   42′－58   
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Ⅴ－12 千葉県における放射能調査  

千葉 県 環境研 究所   

井上智博 内藤季和   

押尾敏夫 伊藤昭治  

1．緒言   

千葉県では、前年度にひき続き平成10年度科学技術庁委託の環境放射能水準調査   

を実施したので、その結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・   

精米・牛乳・野菜類（大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土および海産生物   

（ゴマサバ）の核種分析、サーベイメータおよぴモニタリングポストによる空間線   

量率の測定。  

2）測定方法   

試料の採取および前処理は、「平成10年度放射能測定調査委託実施計画書」に基   

づきおこなった。測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいておこ   

なった。  

3）測定装置  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

GM式全β自動測定装置：アロカ JDC－163  

G e半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA－7700  

c．空間線量率  モニタリングポスト：アロカ MAR－15  

シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TCS－151   

4）調査結果   

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。  

b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した。   

c．空間線量率調査  測定結果を表3に示した。  

3．結語   

平成10年度の千葉県における調査結果は、定時降水試料中の全β放射能調査におい  

ては1試料から放射能が検出され、γ線核種分析においては、海底土・水産生物から  

137C sがわずかに検出されたが、いずれも低レベルで特に異常値と認められるもの  

でなかった。また、空間放射線量率についても日平均レベルで、異常値は認められな  

かった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の 定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）    月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

（kBq／h2）  （MBq／k皿2）  

平成10年 4月   15 9．5   12  ND  ND   ND  

5月   111．4   11  ND  ND   ND  

6月   143．1   11  ND  ND   ND  

7月   133．2   9  ND  ND   ND  

8月   70．0   8  ND  1．9  10．1  

9月   191．4   10  ND  ND   ND  

10月   14 7．4   12  ND  ND   ND  

11月   17．5   3  ND  ND   ND  

12月   50．5   4  ND  ND   ND  

平成11年 1月   18．1   2  ND  ND   ND  

2月   5 5．0   5  ND  ND   ND  

3月   150．4   11  ND  ND   ND  

年 間 値  1247．5   98  ND  1．9  ND～10．1  

前年度までの過去3年間の値   236  ND  1．6  ND～25．1  
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表 2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  前年度まで  

取  13TCSSSSS その他の検出さ  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    れた人工放射能  

月   核種   

数  

HlO．4  
大気浮遊じん   市原市  4  ND  ND  ND  ND  mBq／m3   

Hll．3  

HlO．4  

降 下 物  市原市  ～  MBq／h2   
Hll．3   

HlO．6  
上水 源水  木更津市  2  ND  ND  ND  ND  

陸  HlO．12  

HlO．6  mBq／1  
蛇口水  市原市  2  ND  ND  ND  ND  

水  HlO．12  

淡水  

ND  ND   1．9  Bq／kg乾土  
0～5c皿   市原市  HlO．8  1  

土  ND  ND  100  MBq／k皿2  

壌  ND  1．0   2．1  Bq／kg乾土  
5～20c鳳  市原市  HlO．8  1  

ND  176   440  MBq／h2   

精  米  千葉市  HlO．9  1   ND  ND  ND  Bq／kg精米   

野  千葉市  HlO．11  1   ND  ND  ND  

Bq／kg生  

菜   ND  ND  ND  

茶  Bq／kg乾物   

HlO．8  
牛  乳  八街市  2  ND  ND  ND  ND  Bq／1   

Hll．2  

淡水産生物  Bq／kg生   

千葉市  HlO．6  

日 常 食  Bq／人・目  

HlO．11   

海  水  市原市  HlO．7  1   ND  ND  ND  皿Bq／1   

海 底 土  市原市  HlO．7  1   3．4  2．9   4．3  Bq／kg乾土   

海産生物（コザ）倉町    Hll．2  1   0．11  0．091  0．19  Bq／kg生   

ー163－   



表 3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成10 年  4 月   9． 2   12．8   9．8   4 6   

月   9．2   18． 7   9． 7   5 0   

6 月   9．0   12．6   9． 7   4 5   

7 月   9．1   17．8   9． 7   4 5   

8 月   9．2   14．1   9．4   4 7   

9 月   9．1   11．5   9．6   4 5   

10 月   9．0   12． 7   9．8   4 3   

11月   9．5   14．1   10．0   4 4   

12 月   9．3   15．6   10．2   4 6   

平成11年  1月   9． 7   13．7   10． 3   4 6   

2 月   9．4   16．9   10．1   4 5   

3 月   9．3   14．6   10．1   4 6   

年  間  値   9．0   18． 7   9． 9   4 3 ′－ 5 0   

前年度までの過去3年間の値   9．0   2 2．1   9． 9   44 ′－ 5 2   
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Ⅴ－13 東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所  

坂本朋子 鈴木秀雄 真木俊夫  

1．緒 言  
東京都において平成10年度に実施した放射能測定調査に  
ついて報告する。  

2．調査の概要  
（1）調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2）測定方法   

放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）並びに   
科学技術庁編各種放射能測定法に準じた。   

（3）測定装置  

理研計器（株）HODEL RSC－3NI  
ALO払 GM－LB－2501  
ALOKA TCS－121  
ALOKA 皿－15  
CANBERRA Genie2000Syste皿   
検出器：東芝NAIG PGTIGC1619S   
解析ソフト：東陽PC／G山肌AIII  

GM計数装置  
GM計数管  
シンチトションサーへナメーター  

モニタリンク●ホ○スト  

核種分析装置  

（4）調査結果  

各試料の全β放射能測定結果を表Ⅰ、ⅠⅠに示す。   
表ⅠⅠⅠ，Ⅴ に核種分析結果を示す。  
表Ⅳに空間放射線量率測定結果を示す。  

3．結 語  
平成10年度の東京都における放射能測定調査では   
特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  （含K）  過去3年間の値  単 位  

場所  
数   

大気浮遊じん  嘘q／m3   

降 下 物  新宿区  HlO．4～Hll．3  四  N．D   N．D   N．D   N．D   蝿q／kⅡf   

N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   
陸  

蛇口水  葛飾区  HlO．6， HlO．12  2  Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   N．D  Bq／ゼ  

水   淡 水  

0．63  Ⅳ．D   0．72   Bq／g乾土  
0～5c皿   葛飾区  HlO．6   

土  27000  N．D   27000  腫q／kI迂  

壌  N．D   0．44  0．57  Bq／g乾土  
5一－20c皿  葛飾区  HlO．6   

Ⅳ．D  55000  62000   蝿q／kIゴ   

精  米   新宿区  HlO．10   0．025  0．020  0．028  Bq／g精米   

野  0．043  0．064  0．086   
Bq／g生  

菜   0．31  0．21  0．27   

茶  Bq／g生   

HlO．5，HlO．8  
八丈島  4  36   35   59   

牛  乳  HlO．11，Hll．2  Bq／g  

新宿区  HlO．8， Hll．2  田  45   45   45   

淡水産生物  Bq／g生   

八丈島  HlO．6， HlO．12  国  56   60   43   
日 常 食  Bq／人・日  

新宿区  HlO．6， HlO．12  田  50   50   49   64   

海  水  嘘q／g   

海 底 土  Bq／g乾土   

海  0．065  0．089  0．098   

産  

Bq／g生  

生  

物   
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ⅠⅠ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取 定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量            放射能濃度（Bq／ゼ）    月間降下量   月間降下量  

年月  （mn）  測定数  最低値  最高値   （H的／Kポ）   （掛沼は）   

平成10年 4月  202  14  N．D  N．D   Ⅳ．D   N．D   

5月   81   7   N．D  N．D   N．D   N．D   

6月  160   N．D  N．D   N．D   N．D   

7月  189  四   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

8月  274  四   N．D  N．D   N．D   N．D   

9月  270  12   N．D  N．D   N．D   Ⅳ．D   

10月  156  四   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

11月   8   N．D  N．D   N．D   N．D   

12月   四   4   N．D  N．D   N．D   N．D   

平成11年1月   園   2   N．D  Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

2月   38   N．D  N．D   N．D   N．D   

3月  171   N．D  N．D   Ⅳ．D   N．D   

年 間 値  1624  92   N．D  Ⅳ．D  N．D～Ⅳ．D   Ⅳ．D一－Ⅳ．D   

前年度まで3年間の値   216  N．D  N．D  N．D～N．D   N．D・－N．D   

ⅠⅠⅠ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所  八丈町  新宿区  八丈町  八丈町  新宿区  八丈町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  HlO．5．22  HlO．8．21  HlO．8．25  HlO．11．26  H11．2．19  Hll．2．16  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／g）  Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   
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Ⅳ空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps    サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平成10年 4月   13．5   17．2   14．2   40   60   

5月   13．5   16．8   14．1   40   50   

6月   13．6   16．3   14．1   40   60   

7月   3．5   19．3   14．0   40   50   

8月   13．5   21．3   14．1   40   70   

9月   13．5   15．5   14．0   40   50   

10月   13．7   16．7  14．2   40   60   

11月   13．9   18．0   14．4   40   60   

12月   13．9   17．6   14．5   40   50   

11年 1月   13．9   17．5   14．4   40   60   

2月   13．6   18．8   14．3   40   60   

3月   13．7   19．6   14．4   40   60   

年 間 値   13．5   21．3   14．2   40 ～ 40  50 ～ 70   

前年度までの過去3年間の値  12．1   22．8   14．2   30 ～ 70  50 ～100   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  
137cs    過去3年間の値   その他検出された 人工放射性核種  単 位  

場所  
数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  嘘q／皿3   

降 下 物  新宿区  HlO．4～Hll．3  四  N．D  N．D  Ⅳ．D  N．D  蝿q／kポ   

陸  

蛇口水  葛飾区  HlO．6，HlO．12  田  Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D  N．D  嘘q／g  

水   淡 水  

2．3  3．0  4．3  Bq／kg乾土  

0 ～ 5 c皿  葛飾区  HlO．6   
土  100  150  250  肥q／kI遥  

壌  2．3  1．4  2．0  Bq／kg乾土  

5 ～20c皿  葛飾区  HlO．6   

270  190  230  惟q／kⅡf   

精  米   新宿区  HlO．10   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D  N．D  
Bq／kg生  

菜   N．D  N．D  N．D  

茶  Bq／kg乾物   

HlO．5，HlO．8  
八丈島  4  Ⅳ．D  N．D  N．D  0．084  

牛  乳  HlO．11，Hll．2  Bq／g  

新宿区  HlO．8，Hll．2  田  Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D  0．097  

淡水産生物  Bq／kg生   

八丈島  HlO．6，HlO．12  国  N．D  0．068  0．037  0．070  日 常 食  Bq／人・日  

新宿区  HlO．6，HlO．12  国  0．031  0．086  0．023  0．069  

海  水  嘘q／g   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  0．080  0．080  0．16  

産  

Bq／k生  

生  

物   
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Ⅴ－14 神奈川県における放射能調査  
神奈川県衛生研究所   

高城裕之 飯島育代   

桑原千雅子 小山包博  

1．緒言   

科学技術庁委託により1998（HlO）年度に実施した「環境放射能水準調査」の概要を  

報告する．  

2．調査の概要   

1） 調査対象  

全ベータ放射能：定時降水  

ガンマ線スペクトロメトリによる核種分析：定時降水，浮遊じん、降下物、陸  

水，土壌，精米，野菜類．牛乳．日常食、海水．海底二L 海産生物  

ウラン分析：河川水，土壌，河底土，海水，海底土、海産生物  

空間放射線量率：3地点   

2） 測定方法  

ガンマ線スペクトロメトリ，全ベータ放射能及び空間放射線量率：放射能調査   

委託実施計画書（平成10年度）に準じた．  

ウラン分析：固体ケイ光光度法を用いた．   

3） 測定装置  

①全ベータ放射能：ニュークレアス製システム5000計数装置  

②ガンマ線スペクトロメトリ：オックスフォード社製Ge半導体検出器及びマル  

チチャンネルアナライザ  

③ウラン分析：アロカ製FHT－3B型フリオリメータ  

④空間放射線量率：アロカ製TCS－166型シンチレーションサーベイメータ   

4） 調査結果  

①定時降水  

仝ベータ放射能，人工放射性核種ともに検出されなかった．  

②環境試料  

－37csが1999年1月．3月採取の降下物、及び土壌試料．海底土から検出された．  

③食品試料  

1998年7月，1999年1月の生乳，1998年8月，1999年2月採取の市販乳から．ま  

た．日常食，海産生物から137Csが検出された．  

④ウラン濃度  

昨年度と同様の値であり．平常の範囲内であった．  

（診空間放射線量率  

昨年同様の値であり、変化はなかった．  

3 結語   

全般的には環境放射能レベルは低いながら一定の濃度を推移し．いくつかの食品  

試料，降下物等に－37Csが断続的に検出されている．また，工場周辺のウラン濃度も平  

常の範囲で推移しているが．今後も環境での動態，摂取量などについて継続した調  

査が必要と考える．   

インド，パキスタンによる地下核実験が相次いで行われ，緊急時に準じた調査を  

行った．神奈川県への影響は検知されなかった．  

一170－   



表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採種年月   降水量  放射能濃度（Bq／り  月間降下量  月間降下量  

（m）  測定数   最低値   最高値   MBq／k戒  MBq／km2  

1998年4月   238．3   14   ND   ND   ND  

5月   200．2   12   ／／  

6月   213．3   14   ／／   
／／  

7月   270．4   

8月   118．6   8   

9月   232．0   ／／  

10月   209．8   10   ／／   ／／   

11月   2．7   1   

12月   70．8   ／／   ／／   

1999年1月   26．2   ／／   

2月   39．2   

3月   173．9   10   ／／   

年間値   1795．4   99   ND   HD   HD  

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND  

表2 牛乳中の1311分析結果  

採取場所   藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  前年度までの過去3年間の値   

採取年月日   98／5／7  98／7／16  98／9／17  98／11／19  99／1／7  99／3／4  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／l）   HD   HD   HD   ND   ND   

一】7】－   



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

137cs  前年度まで過去  

試料名  採取場所  採取月  検体数  3年間の値  された人エ  単位  

放射性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   横浜市  4～3   ND   ND   HD  鵬q／m3   

降下物  横浜市  4－3   HD  0．074  ND  0．13  MBq／km2   

陸  上水（原水）  津久井郡  6，12   2   ND   ND   ND   HD  mBqハ   

水   （蛇口水）   横浜市  7，1Z   ND   ND   HD   ND  mBq／l   

18   12   25  Bq／kg幸乞土  

土  0・－5cm   横浜市   8   1  600  420  800  MBq／km2  

墳  10   12   15  Bq／kg幸乞土  

5・－20cm   横浜市   8   1200  1500  1800  MBq／km2   

精 米  横浜市   HD   HD   ND  Bq／kg精米   

野  ダイコン   横浜市   ‖D   HD   ND  Bq／kg生  

菜  1  HD   HD   ND  Bq／kg生   

牛 乳  横浜市   8，2   2   0．059  0．059  ND  0．17  Bqハ   

横浜市  7，12   Z   0．041  0．058  HD  0．088  Bq／（人日）  

日常食  平塚市  7，11   0．070  0．11  0．051  0．094  Bq／（人日）   

海 水  横須賀市   7   ‖D   HD   ND  Bq／l   

海底土  横須賀市   7   3．1  2．3  2．8  Bq／kg幸乞土   

ア ジ  小田原市   0．31  0．14  0．21  Bq／kg生   

－172－   



表4 ウラン分析結果  

試料名  採取場所   採取年月   試料数  ウラン濃度  過去3年間の値  単イ立  

最低値  最高値  最低値  最高値   

河川水  横須賀市   1998／8，1999／2   0．4   1．3   0．2   2．1   山g／l   

海水   横須賀市   1999／2   4   2．4   3．0   2．6   3．4   

土壌  横須賀市   1998／9，1999／3   8   0．4   1．1   0．3   1．5   

河底土  横須賀市  1g98／5，8，11，1999／2  20   0．7   2．1   0．4   mg／kg幸乞土                2．6   

海底土  横須賀市   1999／2   4   0．8   1．4   0．7   1．6   

ワカメ  横須賀市   1999／2，3   0．02  0．02  0．Gl   8．04  mg／kg生   

表5 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月  横浜市   横須賀市   箱根町   

1998年4月   54   54   48   

5月   55   48   

6月   54   53   48   

7月   56   57   

8月   57   57   

9月   48   

10月   55   55   48   

＝月   54   50   

12月   53   52   49   

1999年1月   54   57   47   

2月   54   49   

3月   52   50   

年間値   54．7   54．3   48．9   

前年度までの過去   
52～58   

3年間の値  
49一一59   45～59   
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Ⅴ－15 新潟県古こおⅠナる放射台巨調査  

新潟県保健環境科学研究所  

山崎 興樹、殿内 重政、加藤 健二、笠原 貢  

菓葺 久尚、眞保 隆博、貴船 育英   

1．緒  言   

前年度に引き続き、平成10年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び放射線監視交付金   

による原子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。  

2．訴査の概要  

1）調査対象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生  

物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、  

土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。   

2）測 定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

調査委託実施計画書（平成10年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画  

書（平成10年度）」に基づいて行った。   

3）測 定装 置  

ア．全ベータ放射能  自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

イ．空間線量率  低線量率測定器：DBM方式2N ¢×2X Nal（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166  

ゲルマニウム半導体検出器：キャンベラ社製 Genie－γ γ線解析システム  

低バックグランド液休シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSCqLBⅢ  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

シリコン半導休検出器付き8kch波高分析装置：セイコーEG＆G社製MCA7800  

TLD素子：松下電器産業社製 UD－200S  

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

4）調査結果  

ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。  

イ．空間線量率（表3、4）  

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により機器分析し、海水等に137csを認めた。  

また、放射化学分析により90sr、3H、 239＋240 puを認めた。これら検出された人工放射性核種は、  

いずれも例年と同レベルだった。  

エ．積算線量（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

3．結  語   

平成10年度の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影響によるものと判断される人工放  

射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  

－174－   



表1環境試料中の全ベータ放射能調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

放射能濃度（含K）   前年度まで3年間の値  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体数 単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   Hll．3   97   ＊   

mBq／ゼ  

水  HlO．6，12   72   74   

柏崎市・刈羽村  

精 米    西山町   HlO・10   22   23   Bq／短生   

HlO．4，7，10  
原 乳   柏崎市（2地点）   Hll．1   38  48  Bq／ゼ   

松 葉   柏崎市（2地点）  HlO．7，11   4   82   90   68   120   8q／短生   

前面海域（3舶）  

海 水    放水口付近（2鮎）  HlO．5，10   45   69   28 77  mBq／ゼ   

表2  定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（環境放射能水準調査）  

放射能濃度（Bq／ゼ）  

採取年月   降水量  月間降下量  
（mm）  最高値   （MBq／撼）  

HlO年4月   116．15   7   ＊   ＊   ＊   

5月   165．51   10   ＊   ＊   ＊   

6月   73．37   9   ＊   ＊   ＊   

7月   75．12   9   ＊   ＊   ＊   

8月   623．31   13   ＊   ＊   ＊   

9月   122．61   8   ＊   ＊   ＊   

10月   148．52   ＊   ＊   ＊   

11月   250．63   17   ＊   ＊   ＊   

12月   178．23   16   ＊   1．87   37．5   

Hll年1月   135．58   ＊   2．90   23．8   

2月   127．40   12   ＊   1．97   4．7   

3月   112．31   10   ＊   ＊   ＊   

年 間 値  2128．74   ＊   2．90   66   

前年度までの  

過去3年間  4～18   ＊   ＊－3．60   ＊～77   

の値   347．18  

（注）＊は検出下限値未満  －175－   



表3 低線量率測定器による空間線量率  
（原子力発電所周辺監視調査）  

（単位：nGy／h）  

測定地点  平均値  最高値  最低値   

柏崎市街局  四   34   

荒 浜 局  38   79   29   

下高町 局  田   82   25   

刈 羽 局  36   24   

勝 山 局  田   80   24   

宮 川 局  39   31   

西 山 局  四   81   28   

表4  空間放射線量率測定結果（環境放射能水準調査）  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（nGy／h）    サーベイ メ ータ  

測定年月  
最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）   

HlO年4月   47   71   49   87   

5月   47   77   49   80   

6月   47   70   84   

7月   47   70   49   84   

8月   47   50   87   

9月   47   60   83   

10月   47   71   50   81   

11月   47   85   88   

12月   45   85   51   84   

HlO年1月   75   50   79   

2月   37   72   48   80   

3月   47   80   50   

年 間 値   37   85   84   

前年度までの  32   109   50   79 一｝89   

過去3年間  
の値  

（注）1測定場所は新潟市  
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表5－1放射化学分析結果（90sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

柏崎市・刈羽村  0．0078～   
精 米   西山町   HlO．10   0．0094   0．013  0．018  8q／短生   

大根（根）  刈羽村（2地点）  HlO．11   0．049   0．088   0．041～0．12  Bq／短生   

HlO．4，7，10  0．026～   

原 乳  柏崎市  Hll．1   0．035   0．042  0．046  Bq／ゼ   

月類（サザエ）  西山町   HlO．5   ＊   ＊   ＊   Bq／短生   

海産生物  0．060～   
（ホげワラ）   （2地点）  HlO．5，10   4   0．047   0．074  0．12  Bq／短生   

表5－2 放射化学分析結果（3H）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   Hll．3   0．92   1．6   ＊ ～1．5   

Bq／ゼ  

水  HlO．6，12   0．96   0．99   ＊ ～1．3   

前面海域（3地点）  

海 水    放水口付近（2鮎）  HlO．5，10   10   ＊   0．82   ＊ ～0．93  出り＋ゼ   

表5－3 放射化学分析結果（231）＋2∴O pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

浮遊じん  刈羽村   HlO．7  2   ＊   ＊   ＊   Bq／d   
Hll．1  

降 下 物  刈羽村   HlO．7  ＊   0．0099   ＊   Bq／ポ   

Hll．1   

海 底 土  放水口付近（2舶）  HlO．5，10   0．12   0．18   0．097～0．22  Bq／短乾   

（注）＊は検出下限値未満  

－177－   



表6－1 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

前年度まで過去  

検  137cs  3年間の値  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  

数  

大気浮遊じん   柏崎市・刈羽村  毎月   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／d   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   ＊   0．13   ＊   0．11  Bq／ポ   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   Hll．3   ＊   0．0017   ＊   0．0020  

Bq／ゼ  

水  HlO．6，12  ＊   ＊   ＊   0．0021  

土  

壊   Cm   2．2   2．2   67  Bq／短乾   

柏崎市・刈羽村  

精 米    西山町   HlO．10   ＊   0．050   ＊   0．065  Bq／短生   

大根（根）   刈羽村（g地点）  HlO．11   0．029  0．055  0．037 0．095  Bq／短生   

大根（葉）   刈羽村（2地点）  HlO．11   2  0．14  0．29  0．17  0．59  Bq／転生   

キャベツ   刈羽村（2地点）  HlO．11   0．10  0．38  0．035  0．14  Bq／転生   

牛  HlO．4，7，10  
乳  原 乳  柏崎市（2地点）   Hll．1   ＊   0．015   ＊   0．23  Bq／ゼ   

松 葉   柏崎市（2地点）  HlO．7，11   0．028  0．10  0．041  0．27  Bq／短生   

前面海域（3鮎）  

海 水    放水口付近（2鮎）  HlO．5，10  四  0．0018  0．0029  0．0021  0．0035  Bq／ゼ   

前面海域（3鮎）  

海底土    放水口付近（2鮎）  HlO．5，10  四   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短乾   

カレイ  柏崎市   HlO．5   0．068  0．068  0．082  0．10  Bq／短生  

マダイ  柏崎市   HlO．6   0．15  0．15  亘‖  0．16  Bq／短生  

海  
ヒラメ  柏崎市   HlO．10   0．16  0．16  0．14  0．17  Bq／転生  

産  

サザエ  柏崎市   HlO．5   0．049  0．049   ＊  0．043  Bq／短生  

生  

ワカメ  柏崎市   HlO．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生  

物  

テンダサ  柏崎市   HlO．6   ＊   ＊   ＊   0．18  Bq／短生  

ホンダワラ  放水口付近（2鮎）  HlO．5，10   

四   ＊   ＊   ＊   0．19  Bq／短生  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  
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表6－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（環境放射能水準調査）  

前年度まで過去  

検  137cs  3年間の値  
試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  

数  

大気浮遊じん   新潟市   毎月   4   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／d   

降 下 物   新潟市   毎月   ＊   0．077   ＊   0．12  MBq／km2   

陸  HlO．6，12   2  ＊   ＊   ＊   ＊  

mBq／m3  
水   HlO．12  ＊   ＊   ＊   0．62  

6．8   20  Bq／鹿乾  

土  HlO．7   
Cm   810   810   460  2600  MBq／撼  

12   7．6   9．3  8q／短乾  

壌   HlO．7   
C皿   3000  3000  1200  2000  MBq／撼   

精 米   巻町・新潟市  HlO．10   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／鹿生   

大根（根）   新潟市   Hll．1   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

ホウレン草   新潟市   HlO．7   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／転生   

牛  HlO．5，8，11  
原 乳  西川町・岩室村   Hll．2   ＊   ＊   ＊   ＊  pり＋∫  

乳  HlO．8  
Hll．2  ＊   ＊   ＊   ＊  

淡水産生物  
（フナ）   新潟市   HlO．11   口  0．14  0．14  0．16  0．16  Bq／短生   

日常食   西川町・柏崎市  HlO．6，12   ＊   0．082   ＊   0．051  Bq／人日   

海 水   新潟港沖   HlO．7   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／ゼ   

海底土   新潟港沖   HlO．7   1．5   1．5   0．65  2．6  Bq／短乾   

海  HlO．11   口  0．087  0．087  0．068  0．087  Bq／短生  

産  

生  HlO．4   ＊   ＊   ＊   0．030  Bq／短生  

物   
ワカメ  両津市   HlO．4   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  

表7 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mGy／91日）  

四半期  第Ⅰ   第Ⅱ   第Ⅲ  第Ⅳ   年間   

測定地点   四半期  四半期  四半期  四半期  積算線量   

監視調査地域  0．12  0．12  0．13  0．13   0．50   

対照地点   0．14  0．14  0．15  0．13   0．54   

（注）1年間積算線量の単位は、mGy／365日  
2 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16 富山県における放射能調査  

富山県 環境科学センター  

相部美佐緒  

1．緒言  

前年度に引き続き、富山県において平成10年度に実施した科学技術庁委託による  

環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

l）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及び「放   

射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）」に準じて行った。  

3）測定装置   

①全β放射能   

② γ線核種分析   

③空間放射線量率  

GM計数装置（AlokaJDC－163）  

Ge半導体検出器（CANBERRA GCT2519）  

モニタリングポスト（Aloka MAR－11）  

シンチレ，ションサ，ベイメr夕（Aloka TCS－166）  

4）調査結果   

①全β放射能  

測定結果を表1に示す。測定した139試料中、6検体検出された。   

② γ線核種分析  

測定結果を表2に示す。降下物及び日常食から137csがわずかに検出された。   

③空間放射線量率  

測定結果を表3に示す。過去3年間とほぼ変わらない値であった。  

3．結語  

平成10年度の富山県における調査結果は例年とほぼ同程度の値であり、異常は認  

められなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

（mm）  

放射能濃度（Bq／免）  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（HBq／Km2）  

平成10年4月   191．1   9   N．D   N．D   N．D   

5月   256．3   N．D   N．D   N．D   

6月   125．2   8   軋D   N．D   N．D   

7月   157．2   14   N．D   N．D   N．D   

8月   55g．5   14   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

9月   284．9   10  N．D  N．D   N．D   

10月   202．2   N．D   N．D   N．D   

11月   262．6   N．D   N．D   N．D   

12月   205．1   N．D   1．7   19．8   

平成11年1月   158．8   N．D   3．9   27．5   

2月   194．2   N．D   3．l   18．1   

3月   105．0   10   N．D   l．8   5．1   

年間値   2，702．1   139   N．D   3．9   N．D～27．5   

前年度までの過去3年間の値  398   N．D   5．6   N．D～95．6   

N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名  採取場所  採取年月  体  
過去3年間の値  

単位  
た人工放  

数  

大気浮遊じん   小杉町  HlO．4～Hll．3  田  N．D  N．D   N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  小杉町  HlO．4～Hll．3  四  N．D  0．088   N．D  0．14  MBq／km2   

陸  
小杉町  H10．6、H10．12  国  N．D  N．D   N．D  N．D  

水   蛇口水  
mBq川   

N．D  N．D   1．7  Bq／kg乾土  

0～5cm   1  

N．D  N．D   MBq／km2  
土  

壌  
小杉町   HlO．7  

N．D  N．D  N．D  Bq／kg乾土  

5～20cm  1  

N．D  N．D  N．D  MBq／km2   

精 米  小杉町   HlO．1l   1   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

大 根   小杉町   HlO．11   1   N．D  N．D  0．014  
野  

菜  

Bq／kg生  

ホウレン草  富山市   HlO．12   l   N．D  N．D  N．D  

牛 乳  砺波市  H10．8、Hll．2  国  N．D   N．D  N．D  0．095  Bq川   

富山市他   国  N．D   0．045  0．020  0．061  

日常食  HlO．6、H10．1l               Bq／人・日  

N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  

測定年月  
サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／h）  

平成10年4月   16．0   23．5   17．6   70．1   

5月   16．5   26．0   17．4   73．0   

6月   16．0   21．0   17．2   70．8   

7月   15．5   23．5   17．0   72．6   

8月   16．0   25．5   17．5   75．5   

9月   16．5   22．5   17．5   77．6   

10月   16．5   24．0   17．4   73．7   

11月   16．0   30．0   18．2   73．7   

12月   16．0   31．0   17．8   67．2   

平成11年1月   12．0   26．0   17．0   65．2   

2月   13．5   26．5   17．0   63．9   

3月   15．5   23．5   16．9   67．6   

年間値   12．0   3l．0   17．4   63．9～77．6   

前年度までの過去3年間の値   11．0   33．5   17．5   63．6～77   
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Ⅴ－17 石川県における放射能調査  

石川県保健環境センター  

堀 秀朗・内田賢吾・玉井 徹  

泉 善博  

1．緒言   

前年に引き続き、平成10年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果につ  

いて報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海洋生物、空間線量率   

2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

3）測定装置  

全ベータ放射能  アロカ（株）製JDC－163  

核種分析  ゲルマニウム半導体検出器：CANBERRA製、PGT製  

波高分析装置：東陽テクニカ製GENIE－2000MCA  

モニタリングポスト NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製M－21  

サーベイメータ NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製TCS－166  

4）調査結果  

・定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は81であり、  

そのうち全ベータ放射能が検出されたのは1検体であった。  

・牛乳中の131Ⅰについては、6試料全てが検出限界未満であった。  

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析について、137csが検出されたのは  

降下物、土壌、大根、日常食、フクラギであったが、いずれも検出限界値近傍  

で、例年と同レベルの濃度であった。他の人工放射性核種は、全ての試料から  

検出されなかった。  

・空間線量率については、約1か月程度の欠測期間があったが、その他の期間は、  

例年と同程度のレベルで推移し、異常はなかった。  

3．結語   

各試料から異常は観測されず、前年と同様のレベルであった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   
降水量  
（m）  

放射能濃度（Bq／1）  
月間降下量  

測定数  最低値  最高値   
（蝿q／加2）  

平成10年 4月   188   8  N．D   N．D   

5月   283   8  N．D   N．D   

6月   194   6  N．D   N．D   

7月   166．5   4  N．D   Ⅳ．D   

8月   421   10  N．D   N．D   

9月   335   7  N．D   N．D   

10月   224   6  N．D   N．D   

11月   281．5   7  N．D   N．D   

12月   106   4  N．D   N．D   

平成11年 1月   110   10   N．D   4．15   68．5   

2月   167   7  N．D   N．D   

3月   122   4  N．D   N．D   

年 間 値   2．598．0   81   N．D   4．15   N．D～68．5   

前年度までの過去3年間の値  285   N．D   5．85  N．D～205．8   

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

前年度まで  
採取場所  羽咋郡押水町字坪山ナ部93－2 石川県畜産総合センター        過去3年間の値   

HlO．  HlO．  HlO．  HlO．  Hll．  Hll．   

採取年月日  
最低値  最高値  

放射能濃度  
N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D   

（Bq／1）   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名   採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値  

数  
た人工放  

最低値  最高値  最低値  最高値   
射性核種   

降下物   金沢市 太陽が丘  毎 月  12  Ⅳ．D   0．07   N．D   0．09   なし  HBq／km2   

HlO．6  

陸  2  N．D  N．D   
水   

なし   Bq／1   

37．1  18．7  45．1   なし  Bq／k9土  
0～5cm   金沢市   HlO．7  1  

未町  

土  
1．760  1．080  2．190  なし  HBq／km2  

壌  
19．0  17．8  21．9  Bq／k9土  

5～20cm   金沢市   HlO．7  1  
末町  

3．060  3，170  4．410  なし  HBq／km2   

精 米   金沢市 御供田町  HlO．10  1  N．D  N．D   なし  Bq／kg精米   

大 根   HlO．10  1  0．057  N．D  0．033  なし   
野      金沢市  
菜  西念町  

Bq／k9生  

ホウレン草  HlO．10  1  N．D   N．D  0．046  なし   

HlO．8  

牛 乳  
羽咋郡 押水町   Hll 

2  N．D  N．D   なし   Bq／1   

．2  

HlO．6  

金沢市・  
日常食    吉野谷村   HlO．12   4  N．D  0．047  N．D   0．12   なし  Bq／人・日   

ワカメ   HlO．4  1  Ⅳ．D  Ⅳ．D   なし   

海  

産 生  Ⅳ．D  N．D   Bq／k9生  
物  
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（4）空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  
★1）  

測 定 年 月  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成10年 4月   47   66   52   94   

5月   47   84   53   98   

6月   47   64   52   98   

7月   47   74   51   98   

8月   48   71   53   92   

9月   48   60   54   96   

10月   47   64   51   94   

11月   46   77   51   98   

12月   46   75   50   96   

平成11年 1月   30   78   45   88   

2月   35   78   47   92   

3月   46   70   52   90   

年  間  値   30   84   51   88～98   

呵）宇宙線寄与分30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－18 福井県における放射能調査  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成10年4月   212   8   N．D   N．D   N．D   

10年5月   263   8   N．D   N．D   N．D   

10年6月   179   7   N．D   N．D   N．D   

10年7月   362   8   N．D   N．D   N．D   

10年8月   369   10   N．D   N．D   N．D   

10年9月   295   7   N．D   N．D   N．D   

10年10月   213   10   N．D   N．D   N．D   

10年11月   227   11   N．D   N．D   N．D   

10年12月   155   8   N．D   N．D   N．D   

11年1月   276   13   N．D   N．D   N．D   

11年2月   228   11   N．D   N．D   N．D   

11年3月   109   6   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  2，888  107   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   284   N．D   4．8   N．D′－220   

Ⅱ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   奥越  〝   前年度までの  

高原牧場   過去3年間の値   

採取年月日  HlO．5．14  10．6．15  10．7．23  10．8．31  10．9．16  10．10．26  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq／1）   
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  位  

数   人工放射性  

最低値  最高値  最低値  最高値   核種   

大気浮遊じん   福井分析管理  軋D   N．D   N．D  mBq／Ⅲ2   

壷屋上   

降 下 物  10．4～11．3    N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

陸  N．D   N．D   N．D   N．D  

mBq／1  

水   2．5   2．0   2．9  

3．9   5．0   10  Bq／kg乾土  

陸  

440   970  MBq／km2  

1．8   2．5   3．2  Bq／kg乾土  

土   〝   10．8   

300   450   590  MBq／km2   

精 米  福井市   10．10   N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  三国町   10．11   0．015  N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜   福井市   10．11   N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市  10．5～11．2  田  N．D   0．029  N．D   0．040  Bq／1   

淡水産生物   三方町三方湖  10．12   0．16  0．15  0．23  Bq／kg生   

福井市   10．7，1l   0．022  0．027  0．025  0．04l  

日常食  Bq／人・日  

敦賀市   10．7，12   0．021  0．036  N．D   0．046  

海産生物  三国町   10．11   0．11  0．12  0．15  Bq／kg生   
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  （nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

平成10年 4月   45   67   47   88   

10年 5月   45   69   47   88   

10年 6月   45   57   47   87   

10年 7月   45   62   47   89   

10年 8月   41   77   48   88   

10年 9月   39   61   47   87   

10年10月   45   56   47   87   

10年11月   42   72   48   85   

10年12月   45   61   47   84   

11年 1月   29   66   43   84   

11年 2月   34   67   46   78   

11年 3月   45   63   47   84   

年 間 値   29   77   47   78～89   

前年度までの過去3年間の値   32   83   48   80～98   
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Ⅴ－19 山梨県における放射能調査  

山梨県衛生公害研究所  

山本 敬男  日高 照泰  

石原 友子  吉川 千香子  

深澤 喜延  

1．緒言   

平成10年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概  

要を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン  

草）、牛乳、日常食及び空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」   

「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局編「放射能測定調査委託   

実施計画書（平成10年度）」により行った。   

3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Aloka TDC－501型、JDC－163型  

イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  

ウ 空間線量率  

シンナトションサMへ◆イメータ：Alo k a TCS－166型  

モニタ1）ングポスト：Alo k a MAR－11型  

4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半導体核種分析装置による   

各種試料の分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示した。  

3．結語   

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同レベルにあり、異常な億は認められなかっ  

た。平成11年2月より、全ベータGM計数装置をAlok aJDC－163型に更新した  

が、測定結果に差は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

四  放射能濃度（Bq／g）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   
（MBq／knぎ）  

平成10年 4月   161．0   10   N．D   N．D   N．D   

5月   115．0   10   N．D   N．D   N．D   

6月   126．5   N．D   N．D   N．D   

7月   118．5   N．D   N．D   N．D   

8月   182．5   N．D   N．D   N．D   

9月   348．5   15   N．D   N．D   N．D   

10月   175．5   9   N．D   N．D   N．D   

11月   1．0   N．D   N．D   N．D   

12月   34．5   6   N．D   N．D   N．D   

平成11年 1月   9．0   3   N．D   N．D   N．D   

2月   29．5   3   N．D   N．D   N．D   

3月   79．5   9   N．D   N．D   N．D   

年間値   1381．0   99   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の億  254   N．D   N．D   N．D   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
前年度まで  

検  過去3年間の億  
その他の  

採取   採取    体  
検出  

試料名  された  

場所   年月    数  人工放射  

最低値   最高値  最低値   最高値   性核種   

大気浮遊じん    甲府市  98．4～・ 99．3  4   N．D   N．D  N．D   N．D  mBq／㌦   

降下物  甲府市  98．4‾－ 99．3   12   N．D   N．D  N，D   N．D  MBq／昆   

N．D   N．D  N．D   N．D  mBq／～   陸 水  蛇口水   甲府市  98．6 98．12  り ▲i■  
32．5±1．0  21．0±0．8   26．8±1．0  Bq／短乾土  

0・－5cⅡ1  北巨摩郡   98．8  1  
高根町  

土  
1140±36．1  630±24．4  762±28．0  MBq／揖  

境  16．1±0．8  15．9士0．8   19．0±0．8  Bq／kg乾土  

5一－20c廿l  北巨摩郡   98．8  1  
高根町  1340±66．2  1320±59．2  1800±74．6   MBq／揖  

精米  北巨摩郡   98．12  6   
長坂町  

N．D  N．D   N．D  Bq／短精米   

大根  北巨摩郡 高根町  98．12  6   N．D  N．D   N．D  

野  

菜  
Bq／也生  

ホウレン   北巨摩郡   98．12  1   
N．D  N．D   N．D  

草  高根町  

牛乳  北巨摩郡 高根町  98．8 99．3  2   N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／‘   

日常食  甲府市， 市外  98．6 98．12  4   N．D  0．048土0．010   N．D   0．029士0．0094  Bq／人・日   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ●  
測定年月  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／h）  

平成10年 4月   14．0   21．0   16．0   83   

5月   15．0   19．5   15．9   85   

6月   14．5   19．0   15．9   82   

7月   15tO   21．0   15．9   88   

8月   15．0   21．0   16．1   85   

9月   15．0   18．0   15．9   83   

10月   15．0   18．5   15．9   82   

11月   15．5   18．5   16．2   81   

12月   15．0   18．5   16．3   84   

平成11年 1月   15．5   18．0   16．2   82   

2月   15．0   21．5   16．2   86   

3月   15．0   21．5   16．2   80   

年間借   14．0   21．5   16．1   80～88   

前年度までの過去3年間の億   13．0   36．0   16．5   60一－86   

・平成8年度より、TCS－131からTCS・166に測定装置を変更した。  
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Ⅴ－20 長野県における放射能調査  

長野県衛生公害研究所  

西澤千恵美 中野文夫  

山下晃子  込山茂久  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成10年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁編「全べ→タ放射能測定法く1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年  

改訂）」及び「放射能調査委託実施計画書（平成10年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置：ALOKA ∬忙一163  

Gc半導体検出器：NAIGIGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ ：ALOKA TCS－166  

モニタリングポスト ：ALOKA 脚択一15   

4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定鮨果を表Ⅰに、Ge半導体検出器による核  
種分析結果を表Ⅱに、また空間放射線豊率の測定結果を表Ⅲに示した。   

3．結 語  

平成10年度の長野県における調査結果は、衆境試料中の放射能及び空間  
放射線量率ともに平常時のレベルにあり異常値は認められなかった。  

－196－   



Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

年月  （MBq／h2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成10年4月   125．6   N．D   N．D   N．D   

5月   88．7   10   N．D   N．D   N．D   

6月   51．4   5   N．D   N．D   N．D   

7月   117．2   7   N．D   N．D   N．D   

8月   183．0   12   N．D   N．D   N．D   

9月   143．7   6   N．D   N．D   N．D   

10月   117．0   8   N．D   N．D   N．D   

11月   6．8   4   N．D   N．D   N．D   

12月   15．5   6   N．D   N．D   N．D   

平成11年1月   29．2   10   N，D   N．D   N．D   

2月   33．1   8   N．D   N．D   N．D   

3月   45．6   7   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  956．8  94   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  299   N．D   3．1   N．D～14．1   
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Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 10年  4月   12．9   21．6   13．8   92   

5 月   13．3   17．8   14．0   88   

6月   13．2   17．7   13．9   98   

7 月   13．1   20．8   14．4   92   

8月   12．9   22．0   14．3   88   

9月   12．8   17．1   14．0   94   

10月   13．0   16．7   14．3   90   

11月   13．7   20．1   14．7   92   

12 月   13．7   19．9   14．8   94   

平成 11年 1月   13．5   19．5   14．6   86   

2月   12．8   20．0   14．4   94   

3 月   13．3   19．9   14．1   90   

年  間  値   12．8   22．0   14．3   86 一－ 98   

前年度までの過去3年間の値   11．7   29．4   14．4   80 ～100   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  

＝＝cs  前年度まで  その他の  

試 料 名    採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    検出され  

た人工放  

数            射性核種   

大気浮遊じん  長野市  10．4・－11．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m8   

降下物  長野市  10．4～11．3  12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

上水 源 水  長野市  10．5，10．12  2  N．D   N．D   N．D   N．D  
陸  

蛇口水  長野市  10．5，10．11   2  N．D  N．D   N．D   N．D  mBq／1  
水  

淡 水  諏訪湖  10．12   N．D  N．D   N．D  

97  8．2   55  Bq／kg乾土  

0 ～ 5 cm  長野市  10．7   

土  2500  290  1500  MBq／km2  

壌  18  1．8   8．4  Bq／kg乾土  

5 ～ 20 c皿  長野市  10．7   

1400  97   730  MBq／km2   

精米  豊科町  10．11   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  佐久市  10．11   N．D  N．D   N．D  
Bq／kg生  

菜   佐久市  10．11   N．D  N．D   N．D  

牛乳  長野市  10．8，11，3  2  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／1   

淡水産生物（ワカサキ●）    諏訪湖  10．12   0．15  0．074  0・ Bq／kg生   

都市部  長野市他  10．6，10．11  2  N．D   N．D   N．D   0．038  

日常食  Bq／人・日  

農村部  真田町他  10．6，10．11  2  0．039  0．055  0．024  0．11  

海産生物（イワシ）    長野市  11．1   N．D  0．040  0．076  Bq／kg生   
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Ⅴ←21 岐 阜 県 に お け る 放 射 能 調 査  

岐阜県保健環境研究所  

奥 平 文 雄  木 俣 長 生  

1．緒言  

平成10年度岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の  

結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間  

線t率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全へぃ一夕放射能測定法（昭和 51年  

度）」「ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スぺクトロメトリー（平成2  

年反故訂）－」及び「平成10年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて  

行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製L B C－452型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメーター：アロカ製  

T C S－166（HlO年度より機種変更）  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－15  

（4）調査結果  

表－1定時降水試料中の全べ一夕放射能の測定結果を示す。  

義一2 環境試料の核種分析結果を示す。  

表－3 空間線量率の測定結果を示す。  

3．篇 帝  

平成10年度の調査結果は、前年度とはぼ同様、異常値は認められなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

降水量  放射能濃度（Bq／L）  
採 取 年 月   （mm）  月間降下量  

測定数  最低値   最 高 値   （HBq／km2）  

平成10年 4月   206．0   8   0．98   0．98   N．D～4．43   

5月   169．0   5   N．D   N．D   N．D   
6月   75．0   6   N．D   N．D   N．D   
7月   135．0   7   N．D   N．D   N．D   
8月   72．5   7   N．D   N．D   N．D   
9月   138．5   5   N∴D   N．D   N．D   
10月   118．0   7   N．D   N．D   N．D   
11月   18．5   4   N．D   N．D   N．D   
12月   7．0   N．D   N．D   N．D   

平成11年 1月   4e；．5   4   N．D   N．D   N．D   
2月   36．0   4   N．D   N．D   N．D   
3月   57．0   2   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   10 79．0  60   0．98   0．98   N∴D～4．43   
前年度までの過去3年間の値   148   N．D   1．78   N．D～71．4   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）   

表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  

採取  検体  前年度まで  
言式 料 名  場所  採取年月  数       単   位  

最低値  最高値   

大気浮遊じん   岐阜市  毎 月   4  N．D  N．D  N．D  N．D   mBq／m3   
降下物  岐阜市  毎 月   12  N．D  N．D  N．D  N．D   惟q／km2   
陸水（蛇口水）   岐阜市  HlO．6，1月   2  N．D  N．D  N．D  N．D   mBq／L   
0 ～5cm  岐阜市  HlO． 7月   巳  11．40  11．40  10．28  13．50   Bq／kg乾土  

土壌  85．43  85．43  75．80  89．50  HBq／km2  
5 ～20cm  岐阜市  HlO． 7月   口  8．25  8．25  8．13  10．40   Bq／kg乾土  

68．82  68．82  68．60  76．40  脆q／kmZ   
精米  岐阜市  HlO． 9月   田  N．D  N．D  N．D  N．D   Bq／kg精米   
野菜  （タ小イコン）  岐阜市  HlO．11月   凶  N．D  N．D  N．D  N．D   Bq／kg生  

（ホウレンソウ）  岐阜市  HlO．11月   田  N．D  N．D  N．D  N．D   
お茶  白川町  HlO． 5月   n  N．D  N．D  N．D  N．D   Bq／kg乾物  

池田町  HlO． 5月   田  0．32  0．32  N．D  N．D   
牛乳（生産地）   笠松町  HlO． 8月   四  N．D  N．D  N．D  N．D   

HlO． 2月   
Bq／L  

1  N．D  N．D  N．D  N．D   
日常食  岐阜市  HlO．6．12月   2  N．D  0．040  N．D  0．087   Bq／人・目  

高山市  HlO．6．12月   2  N．D  N．D  N．D  0．037   
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義一3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年  4月   16．5   22．5   17．8   78   

5月   1e；．8   22．3   17．7   80   

6月   16．7   21．4   17．6   78   

7月   16．6   21．7   17．6   82   

8月   16．8   22．9   17．9   82   

9月   16．6   20．5   17．8   74   

10月   16．7   21．3   17．9   80   

11月   16．9   21．9   18．2   82   

12月   16．8   23．4   18．2   86   

11年 1月   16．7   21．7   18．3   80   

2月   16．8   23．8   18．1   82   

3月   16．8   23．1   17．9   78   

年  間  値   1（∋．5   23．8   17．9   74～86   

前年度までの過去3年間の値  16．7   29．2   17．9   63～94   
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Ⅴ－22 静 岡 県 に お け る 放 射 能 調 査  

静岡県環境放射線監視セ ン タ ー  

長谷川進彦、息明雄、  
杉本勝臣（現静岡県環境衛生科学研究所）、竹之内敏弘、  
鈴木祥博、阿形正己、渡追充洋（現静岡県富士健康福祉センター）  

1．緒 言   

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託環境放射能水準調査を実施してい   

る。   

今回は、平成10年度に実施した調査結果の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査の対象   

ア 放射能  ・全β放射能（定時降水）  

核種分析（浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産生物及び日  

常食）  

空間放射線量率   イ 放射線量  

2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）によった。  

3）測定装置   

ア 全β放射能   ・GM式放射能測定装置  
イ 核種分析  ・Ge検出型波高分析装置   

り 空間放射線量率・NaI式モニタリングポスト（科学技術庁方式）  
・NaI式サーベイメータ   

4）調査結果   

ア 全β放射能調査  

定時降水試料の全β放射能は、表1に示すとおり、すべて検出限界以下であ  

り、過去3年間と同程度であった。  

イ 核種分析  

牛乳中の131Ⅰは、表2に示すとおりすべて検出限界以下であり、過去3年間  
と同程度であった。  

その他の環境試料の調査結果は、表3に示すとおりである。137csが降下物で  

検出されているが、採取地点の近くで病院の増築工事を行っていることによる粉  

塵の影響と推測された。137cs以外の核種は検出されなかった。  

り 空間放射線量率  

空間放射線量率の調査結果は、表4に示すとおりである。モニタリングポスト  

による線量率は年間を通じて大きな変動はなかった。   

3．結 語   

今年度の調査結果は、従来の値と同程度であり、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／り  月間降水量  

（mm）  （MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成10年 4月   468．5   12   ND   ND   ND   

5月   366．5   12   ND   ND   ND   

6月   362．5   12   ND   ND   ND   

7月   316．0   ND   ND   ND   

8月   486．5   12   ND   ND   ND   

9月   484．5   ND   ND   ND   

10月   365．0   10   ND   ND   ND   

11月   3．0   4   ND   ND   ND   

12月   39．5   5   ND   ND   ND   

平成11年 1月   27．5   4   ND   ND   ND   

2月   89．0   4   ND   ND   ND   

3月   252．0   12   ND   ND   ND   

年  間  値   3260．5   109   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND   

表2 牛乳中の1，－Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市   

採取年月日   HlO．4．14  HlO4．14  HlO．7．14  HlO．7．14  HlO．10．6  HlO．10．21  Hll．1．13  Hll．1．13   

放射能濃度（Bq／り   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

－204－   



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値   その他の検出され  

数   た人工放射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  浜岡町  4回／年  4  ND  ND  ND   ND   ND   mBq／mユ   

降 下 物  静岡市  毎月   12  ND  0．238  ND   ND   ND   MB¢km之   

陸 水  蛇 口 水  静岡市   6    ND  ND   ND   ND   mB吋且   

10  8．8   12   ND   Bq／kg乾土  

土  7  

330  250  370   Nl）   MB吋km2  

2．5  2．3   5．4   ND   Bq爪g乾土  

壌   7  

240  210  514   ND   MB小皿2   

精  米  静岡市   ND  ND   ND   ND   Bq／kg生   

浜松市   ND  ND   ND   ND   

野  

御殿場市   0．028  0．093  0．20   ND  Bq／kg生  

菜   

ホウレン草  御殿場市   ND  0．073  0．69   ND   

磐田市   5   ND  ND   0．036   ND   

茶  Bq／kg生  

修善寺町   5   0．11  0．092  0．32   ND   

牛 乳  静岡市   9，2  2  ND  ND  ND   ND   ND   Bq川   

静岡市   6，11  2  0．017  0．020  0．014  0．060   ND   

日 常食  Bq／人・日  

浜岡町   6，11  2  0．0090  0．014  ND   0．036   ND   

海産生物ぁ じ   静岡市   0．17  0．1（i  0．24   ND   Bq几g生   

浜松市  6，9，12，3  4  0．062  0．10   0．059  0．15   ND   

松 葉  Bq耽g生  

沼津市  6，9，12，3  4  ND  ND  ND   0．11   ND   
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cpm）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年 4月   11．7   16．7   12．7   84   

5月   11．8   16．0   12．5   90   

6月   11．5   15．5   12．7   92   

7月   11．5   14．4   12．5   96   

8月   11．3   19．2   12．8   90   

9月   11．6   16．0   12．5   80   

10月   11．8   15．5   12．7   80   

11月   12．7   13．2   12．3   80   

12月   12．0   16．6   13．2   94   

平成11年 1月   12．0   15．2   13．1   86   

2月   11．6   17．6   13．1   86   

3月   11．6   18．5   13．0   88   

年 間 値   11．8   16．2   12．8   80～96   

前年までの過去3年間の値   11．0   26．0   12．7～12．9  86・－88   

＊サーベイメータの前年までの過去3年間の値は、平成10年1月よりサーベイメータをDBM方式に変更した   

ため、平成10年1月から平成10年3月の閤の値である。  

－206－   



Ⅴ－23 愛知県における放射能調査  

愛知県衛生研究所  

大沼章子  青山 幹  猪飼誉友  

山田直樹 河村典久 富田伴一  

1緒言  

愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウト調査を実   

施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等の周辺県として「環境放射能水準調査」を実施   

することになった。ここでは平成10年度の放射能調査結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）、野菜、牛乳、日  

常食、海水、海底土、海産生物、空間放射線量率等合計146件と、空間放射線量率について  

通年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」による科学技術庁の指示に従っ  

た。全β放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析は同編「ゲ  

ルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射  

線量率の測定は同編「連続モニタによる環境γ線測定法（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置  ALOKA製TIX：－501、SC－702、GM－2503B  

ゲルマニウム半導体核種分析装置cANBERRA製GC3518－7915－30、MCAシげ35フラス  

シンチレーションサーベイメータ：瓜劇仏製TCS－166  

モニタリングポスト  ：軋劇仏製M膿－15、Nい106  

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表1に示した。定時降水中の全β放射能は98回の測定のうち2回（10月と1月  

にそれぞれ1回ずつ）検出したが、平常値の範囲にあった。なお、年間降下量は45．4Ⅶね／血2  

であった。  

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表2に示した。137csの検出は、土壌の0－5cmと5－20cmの両者とも1／1検  

体、日常食の都市部緒古屋市）で2／2検体と農村部（新城市）で1／2検体、海底土で1／1  
検体および海産生物のきすで1／1検体であったが、いずれも平常値の範囲にあった。また、  

その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった。  

3）空間放射線量率  

名古屋市内の定点（北区辻町、愛知衛研）で測定した結果を表3に示u㌔シンチレーシ  

ョンサーベイメータによる測定値の平均は114nGy／h、モニタリングポストによる測定値の平  

均は16．1cpsで、いずれも平常値の範囲にあっ7㌔  

3 結語  

本年度は、5月にインドとパキスタンによって地下核実験が行われたため、インドについては5   

月11日から5月26日まで、また、パキスタンについては5月28日から6月12日までの期間に   

っいて、平常時測定における降水の全ベータ放射能とモニタリングポストによる空間放射線量率   

の測定結果を科学技術庁に緊急報告するという事態はあったが、それらを含めていずれの調査項  

目においても特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取（定 時 降 水）  

採 取 年 月   降水量  

（mm）  放 射 能 濃 度（Bq几）  月間降下量  

（MBq／km2）  
測定数  最低値   最高値   

10年 4月   204．5   12   N．D   N．D   N．D   

5月   257．7   10   N，D   N．D   N．D   

6月   202．3   N．D   N．D   N．D   

7月   227．3   9   N．D   N．D   N．D   

8月   175．6   8   N．D   N．D   N．D   

9月   298．5   11   N．D   N．D   N．D   

10月   241．9   10   N．D   2．1   37．5   

11月   8．4   4   N．D   N．D   N．D   

12月   38．0   4   N．D   N．D   N．D   

11年 1月   35．3   6   N．D   5．7   7，9   

2月   47．1   4   N．D   N．D   N．D   

3月   121．0   9   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1857．6   98   N．D   5．7   45．4   

前年度ま での過去3年間の値  241   N．D   5．0   N．D－23．5   

「N．D」は不検出。  

表3 空間放射線量率測定結果  
＊  

モニタリングポスト（cps）  
測  定  年  月  サーベイメータ  

（nGy瓜）  

最低値   最高値   平均値   

10 年  4 月   15．1   20．6   15．9   119   

5 月   15．1   22．0   15．9   111   

6 月   15．1   19．2   15．9   113   

7 月   15．2   18．8   15．9   114   

8 月   15．2   21，5   16．1   117   

9 月   15．1   17．9   16．0   114   

10 月   15．2   19．6   16．2   114   

11 月   15．3   19．7   16．5   114   

12 月   15．2   34．8   16．5   113   

11年  1月   15．8   19．6   16．3   108   

2 月   15．2   22．0   16．2   114   

3 月   15．3   19．7   16．2   114   

年  間  値   15．1   34．8   16．1   108 － 119   

前年度 ま での過去3年間 の値  14．9   36．5   16．4   108 － 129   

＊ 3月15日までの測定値。モニタリングポストが更新され、3月17日以降はnGy几単位で測定値が得られるように  

なったが、ここでは省略。  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  前年度まで  その他  
検  137cs  過去3年間の値    の検出  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  された  

数              人工放 射性核  
種   

大気浮遊じん    名古屋市北区  10．4－11．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降 下 物    名古屋市北区  10．4－11，3  12  N．D  N．D  N．D  N．D  MBq／km2   

上水源水   犬山市継鹿尾  10．6，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  

陸  
mBq几  

水                        蛇口水   名古屋市北区  10．6，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  

15  5．6  15  Bq／kg乾土  
0－ 5cm   渥美郡赤羽根町  10．5   1  

土  

880  230   750  MBq／km2  

17  3．3  19  Bq／kg乾土  

壌                                           5－20cm   渥美郡赤羽根町  10．5   

2000  480  2600  MBq／km2   

精  米    名古屋市北区  10．12   N．D  N．D  0．074  Bq／kg精米   

野 大  根    渥美郡田原町  10．5   N．D  N．D  N．D  

Bq／kg生   

莱 ホウレン草    渥美郡田原町  10．5   N．D  N．D  N．D  

牛  乳    名古屋市北区  10．8，11．2  2  N．D  0．056  N．D  N．D  Bq几   

名古屋市   10．6，11  2  0．043  0．048  N．D  0．060  

日 常 食  Bq／人・日  

新城市   10．6，11  2  N．D  0．027  N．D  0．051  

海  水    伊勢湾小鈴谷沖  10．7   2  N．D  N．D  N．D  mBq／L   

海 底 土    伊勢湾小鈴谷沖  10．7   4．1  2．9   4．4  Bq／kg乾土   

海  0．073  N．D  N．D  

産  

あ さ り  知多郡南知多町  10．6   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

生  

物  N．D  N．D  N．D  

＊ 検体数が1の試料については最低値の欄に測定値記載。   

「N．D」は不検出。  
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Ⅴ－24 三重県 に おけ る放射骨巨調査  

三重県科学技術掘興センター保健褒墳研究所  

長谷川 圭司 貫森 聴子 橋爪 清  

1  緒言   

三重県では，昭和63年度より科学技術庁の委託による秦境放  

射能調査を行っている．今回は平成10年度に実施した調査につ  

いての概要を報告する．  

2  調査の概要  

（1）調査対象   

降水の全β放射能．大気浮遊じん，降下物，陸水（上水），土壌，  

精米，野菜類（大根，ほうれん革），茶，牛乳，日常食及び海産生  

物（鯛，わかめ）の核種分析．サーベイメータ及びモニタリングポ  

ストによる車間線量率の測定．  

（2）測定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ線核種分析及び空間線量率  

の測定は，科学技術庁編 r房墳試料採取法（S58）」，「全ベータ放  

射能測定法（S51）」，「G e半導体検出寿によるガンマ線スペク  

トロメトリー（H2）」及び平成10年度放射能測定調査委託実施計  

画書に従った．  

（3）測定装置  

G M計数装置：アロカG M自動測定装置T D C－511，S C－  

7 5 6 B  

G e半導体検出器：S EIX O E G＆G製 G E M－15190－S，  

9 2 Ⅹ  

N aIシンチレーショ ンサーベイメータ：アロカT C S－131  

モニタリングポスト：アロカM A R－11  

（4）調査者果   

全β放射能測定結果は表Ⅰに，垂間線量率の珊定結果は表Ⅱに，  

γ線核種分析＃果は表Ⅲに示した．  

3  結頚   

木調査は11年度目になるが，前年度とほぼ同程度の値を示し，  

特に異常な値は認められなかった．  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水 の定時採取（定時降水）  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月 間降下量  

年月  （皿）  測定数   最低値  最高値  （MBq／適）   

平成10年 4月   229．5   10   N．D   N．D   N．D   

5月   362．5   9   N．D   N．D   N．D   

6月   287．0   13   N．D   N．D   N．D   

7月   115．0   8   N．D   N．D   N．D   

8月   57．0   5   N．D   N．D   N．D   

9月   420．5   9   N．D   N．D   N．D   

10月   289．5   11   N．D   N．D   N．D   

11月   6．5   2   N．D   N．D   N．D 

12月   53．5   3   N．D   N．D   N．D   

平成11年 1月   12．5   3   N．D   N．D   N．D   

2月   5l．0   2   N．D   N．D   N．D   

3月   113．0   9   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1997．5   84   N．D   N．D   N．D   

前年度まで過去3年間の値  237   N．D   1．6   N．D′｝26．2   

Ⅱ 空間放射線量率測定縫果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成10年  4月   13．6   21．5   14．8   50．7   

5月   13．5   18．5   14．7   50．3   

6月   13．8   19．0   14．8   50．1   

7月   13．6   18．5   14．6   4る．7   

8月   14．0   1る．5   14．8   49．7   

9月   13．5   17．5   14．7   50．2   

10月   13．5   19．4   14．9   51．9   

11月   14．0   17．5   14．9   51．4   

12月   14．0   19．0   14．8   47．5   

平成11年  1月   14．0   18．0   14．8   50．2   

2月   13．8   20．5   14．9   49．2   

3月   13．5   20．5   14．8   48．6   

年  間  値   13．5   21．5   14．8   47．5 ～ 51．9   

前年度まで過去3年間の億   13．5   22．5   14．8   48．1～ 76．3   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  その他の  

挨  前年度まで  
取  1ユーcs  検出された  

試料名  採取場所  体  過去3年間の値  単位  
年  人工放射  
数  

月  最低値   核種           最高値  最低値  最高値   

HlO．4  
気浮遊じ   津市 桜橋  4   N．D   N．D   N．D  Ⅳ．D  止q／ポ  

Hll．3  

l  

HlO．4  
降下物   津市 桜橋  N．D   N．D   N．D  0．176  HBq／klば  

Hll．3   

HlO．6  

蛇口水  津市 桜橋  N．D   N．D   N．D  N．D  mBq／瓜  

HlO．12   

N．D  N．D  1．60  的／也乾土  

0－5cm  津市 半田  HlO．8  口  
N．D  N．D  120  HBq／kl正  

1．52  Ⅳ．D  1．51  Bq／k乾土  

5－20皿  津市 半田  HlO．8  口  
303  N．D  345  H的／kJば   

精  米   松阪市   HlO．9  N．D  N．D  N．D  的／鹿精米  

大 根  多気耶明和町  HlO．11  口   N．D  N．D  0．033  
Bq／転生  

＼ウレン  三重郡楕町  HlO．12  口   N．D  N．D  N．D  

大台町   HlO．5   
茶  Ⅳ．D   N．D   N．D  0．60  8q／鹿乾物  

亀山市   HlO．5   

HlO．8  
牛乳   会耶大内山村  N．D   N．D   N．D  N．D  8q／超   

Hll．2   

HlO．6  
津  市  

HlO．11   
日常食  4   N．D   0．043   Ⅳ．D  0．067  馳／人・日  

HlO．6  
尾鷲市  

HlO．12  

魚類（劇）  紀伊長島沖  HlO．5  口   0．156  0．119  0．214  Bq／k生  

藻類  
鳥羽市  Hll．2  口   N．D  

（わかめ）  
的／短生   
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Ⅴ－25 滋 賀 県 に おlナ る 放 射 肯巨 調 査  

滋賀県立衛生環境センター  

椛島 孝志 徳田 三郎 川本 克  

寺倉 宏美 松井 由廣  

1．緒  言  

前年に引き続き、滋賀県が平成10年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準  

調査の結果を報告する。   

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

（D．全β放射能  定時降水  

②．γ線核種分析  降下物、大気浮遊轟、陸水、土壌、農畜産物（精米、大根、  

はうれん草、原乳）、日常食（都市部、農村部）  

③．空間線量率  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全β放射能測定、r線核種分析および空間線tヰの軸定は、科学  

技術庁のマニュアルおよび平成10年度放射能測定調査委託実施計画■に従った。  

（3） 測定装置  

（D．全β放射能  GM計数装置  ：ALOKA JDC－163  
（臥 γ線核種分析 Ge半導体検出器 ：ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置  ：SEIKO MCA7700  

③．空間線Jt率  サーベイメータ   ：ALOKA TCS－166  
モニタリングポスト：ALOKA MAR－15  

（4）調査結果  

表一1：定時降水の全β放射能の調査結果は、すべて検出限界以下であった。  

表一2：ゲルマニウム半導体検出器によるγ線核種分析測定結果は、日常食でlさ7csが  

検出されたが平成9年度と比べて善は諌められなかった。  

その他の核種については前年度と同様検出されなかった。  

表－3：大津市における空間線t率測定結果は、前年度と同様、異常値は見られなかっ  

たが、エネルギー補償型のサーベイメータに更新したため、過去3年間の値に比  

べて高い値となった。   

3．括 寿  

詞査結果は、前年度とはぼ同程度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表－1  定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  

採取  降水t  

放射能濃度（Bq／り  月間降下t  

年月  （皿皿）  

測定数  最低値  最高値   （HBq／R皿2）  

平成10年4月   279．8   ND   ND   ⅣD   

5月   228．2   ⅣD   ND   ND   

6月   30l．0   8   ND   ND   ⅣD   

7月   ‖1．4   9   ND   yD   ND   

8月   82．0   ND   ND   ND   

9月   223．6   ND   ⅣD   ND   

10月   279．4   10   YD   VD   ND   

11月   4．2   ND   ND   ⅣD   

12月   48．0   ⅣD   ND   ⅣD   

平成11年1月   33．4   VD   ⅣD   ND   

2月   48．2   ND   ND   ⅣD   

3月   158．2   ND   ND   ND   

年 間 値   1797．4   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  247   ND   ND   ND   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  
187  

前年度まで過去   その他の   

取  Cs  3年間の値  検出され  単 位  

試料名  採取場所     体  た人口放  

月  射性核種  

数  

H10．4  
大気浮遊じん   大津市  ～  N．D  N．D   N．D  N．D  mBq／mさ   

Hll．3   

HlO．4  

降下物  大津市  ～  軋D  軋D   N．D  0．022  HBq／km2   

Eil．3   

上水・清 水  

陸  

HlO．6  

蛇口水  大津市  2  Ⅳ．D  N．D   Ⅳ．D  Ⅳ．D  皿Bq／且  

H10．12  

水  

淡 水  

軋D  Ⅳ．D  Ⅳ．D  Bq／短乾土  

土  野洲町  〕10．7  

N．D  N．D  N．D  HBq／血2  

N．D  N．D  N．D  Bq／kg乾土  
額   

N．D  軋D  軋D  HBq／km2   

精  米  志賀町  H10．9  口   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  安t川町  H10．10  口   0．045  Ⅳ．D  N■．D  
Bq／kg生  

菜   N．D  N．D  N．D  

H10．8  

牛  乳  日野町  2  N．D   Ⅳ．D   軋D  軋D  8q／£   

Hll．2  

HlO．6  

大津市  Ⅳ．D  0．062  Ⅳ．D  0．062  

HlO．12   
日 常 食  
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表－3  空間放射線t革測定椿果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  （nGy／b）  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   

平成10 年 4 月   13．0   21．0   14．0   

5 月   13．0   18．l   13．8   

6 月   13．0   17．7   13．9   

7 月   13．0   17．9   Ⅰ3．9   97   

8 月   13．1   17．1   14．1   

9 月   12．8   17．l   13．8   

10 月   13．0   17．4   14．0   

11月   13．4   19．2   14．3   

12 月   13．1   18．0   14．l   

平成11年 1月   13．0   17．9   14．l   95   

2 月   13．1   20．4   ‖．3   

3 月   13．0   18．2   13．9   

年  間  値   12．8   2l，0   14．0   92・－ 99   

前年度までの過去3年間の値   12．9   27．0   14．1   59 － 75   

注）サーベイメータの値については、平成10年4月よりエネルギー補償型に更新したため、過去3年間の値   

に比べて数値が増大している。  
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Ⅴ－26 京都府における放射能調査  

京都府保健環境研究所  

西内 一、藤波直人  

渡逢哲也、竹前道夫  

1 緒 言   

京都府では、前年度に引き続き、科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線監視交   

付金による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

①環境放射能水準調査  

浮遊じん、降下物（定時及び月間）、陸水（源水、蛇口水及び淡水）、土壌、農畜水産物   

（精米、茶、大根、ほうれん革、牛乳、ふな、さば）、日常食及び空間線量率  

②高浜発電所周辺の環境放射能調査  

浮遊じん、月間降下物、陸水（源水及び河川水）、陸士、農畜産物（玄米、大根、ほうれ  

ん革、高菜、みかん、椎茸、小豆、馬鈴薯、梅、きゆうり、やまぶき、牛乳）、指標植物   

（よもぎ、松葉）、海産生物（めばる、さざえ、なまこ、あじ、いか、うまずらはぎ、わかめ、  

ほんだわら）、海底土、海水、空間線量率、積算線量、大気中ラドン娘核種、ガス状よう素  

（2）測定方法  

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁編『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導  

体検出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』及び『ストロンチウム分析法』等に準  

じた『京都府環境放射能測定法（改訂Ⅲ）』によった。  

（3）測定装置  

測定機器は、別表のとおりである。  

（4）調査結果  

表Ⅰ～Ⅴに調査結果を示す。  

①環境放射能水準調査  

定時採水を除く環境試料について、ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査を行っ  

たところ、土壌、大根、茶、日常食及びさばに137csが認められた。  

②高浜発電所周辺の環境放射能調査  

従来の測定値と同程度の3H及び137cs、90srが検出された。  

3 結   語  

平成10年度の調査結果は、従来と同程度のレベルにあり、特に異常値は認められなかった。  
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Ⅰ 定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月   降水量 放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

（皿） 測定数   最低値   最高値   rHBq／kIぱ）  

平成10年4月   235．5   四   N．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   

5月   218．0   N．D．   N．D．   N．D．   

6月   328．5   10   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

7月   90．0   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   

8月   90．0   7   N．D．   2．0   53．7   

9月   210．5   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   

＊ 10月  ≧287．5   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   

11月   8．5   Ⅳ．D．   1．6   4．0   

12月   38．0   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   

平成11年1月   23．5   3∃  N．D．   N．D．  Ⅳ．D．   

2月   44．0   7   N．D．   2．0   14．5   

3月   144．5   10   N．D．   1．9   76．4   
＊ 年間値  ≧1718．5   94≧  N．D．  2．0  Ⅳ．D．～ 76．4   

過去3年R  問の値   257弓  N．D．  6．7  Ⅷ．D．～124．1   

＊：降水量に部分欠測を含む  

ⅠⅠ放射化学分析結果  

試料名  部 位  採取地点  採取年月日  Sr－90濃度  過  去  

3年闇の値   

陸 水  河川水  朝来川  HlO．5．12  2．4 ± 0．30  1．レー1．8   嘘q／L   

大 山  HlO．5．27  430 ±  36  230～  

よもぎ   葉  HlO．10．23  460 ±  27  960   
嘘q／kg・生              吉 坂  HlO．5．27  650 ±  35  L360～  

HlO．10．23  540 ±  30   1500  

米   玄米  大 山  HlO．10．28   Ⅳ．D．   N．D．－ 82   

牛 乳  原乳  多祢寺  HlO．12．4  45 ± 7．3  ≒ 36～47   mBq／L   
めばる  全身  HlO．6．1   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．～200   

1   

毛島沖  Ⅳ．D．   N．D．   嘘q／kg・生   

ほんだわら  除根  HlO．6．1   N．D．   N．D．～430   

ⅠⅠⅠ牛乳中のト131分析結果  

採取場  所   秦鶴市  l過去3年闇の値（Bq／い   

採取年  月日  HlO．6．18  HlO．10．7  HlO．5．25  HlO．12．4  最低値   最高値   

放射能、  濃度   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 科 名    取場所  採取年月  検体  Cs－137  前年度まで過去3年間の値  その他の検出された  

艶  最低値   

大気浮遊じん    京都市  H】8．4、H】1．3  ロ   N．D N．D N．D N，D N．D 嘘q／口3  

舞鶴市  H10．4一－H】1．3  四   N．D N－D N．D N．D N．D 

加悦町  H10．6   q  0．2昌± 0053  0．28± 0．053  0．29 ± 0．05fi  0．37± 0．056   N．D 

牛 乳  Htn fミ HlO】0   2   N.D. Nn   N n   N．D N．D．   恥／L  

無塵市  H】0 5 H】012   2   N.D. N n   ＼n   h D   N．D 

濾水産牛物りナ）    宇治高  Hl〔）12   N.D. ＼11   N n   N．D．   N．D 鮎／kE牛   

日常食  東都市  HlO 8 H1012  q  002】± 00D61  0022± 0．0063  0．022± 0．0006  0．043 ± 0．013   N．D 恥／人・日  

舞鶴市  H】0．6 H川．12  q   N．D N．D 0．027± 0．0072  0．087± 0．0089   N．D 

海 水  舞鶴沖  H10 8 H】12  2  2l＋  044  27± 0．59  2．2 ±  0．43  3．2 ± 0．55   N．D 血ノL   

土  無塵沖  Hl（）．只 Hl】2  6  ト9±  n24  27±  026  l9 ± 0．26  32 ±  0．26   N．D BQ凡慮乾土   

き ば   京都市  HlO】1   n  n t3 ± 0（）093  O13 ± 0DO舶  0】4 ± 00【）AA  0．】7± 0．O11   ND 恥ルg生  

海  無塵沖  H川 6   3  合一洞見± 0n用  n】5 ± 00柑  0】2 ± n0用  0．19 ± 0．020   ND 

あ l■   象鶴沖  H1010   n  014± 0019  014± 0．O19  0．13± 0．017  0．17 ± 0．019   N．D 

産  n  0054± 0015  0054± 0．0】5   N．D．   0．045 ± 0．012   N．D 

い か   舞も沖  H10．5．H川．】2  口   N．D 0．060± 0．0‖   N－D 0．083 ± 0．O13   N．D 

生  無塵沖  HlO 6   1  004只＋ nn】5  007R ± 0n17   N D   0．072 ± 0．O19   N．D 

なまこ   無塵沖  H】D 5   3   N【）   0 0月l± 0【】17   N n   D．051± 0．012   N．D．  

わかめ   鶴亀沖  HlO 5   3   N.D. 0n7fi± 0（】用   N.D. 0．073± 0．020   N．口 

はんだわら  舞鶴沖  H】0．6   N。D N。D   N，D 0．090± 0．029   N．D 
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Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

測定場所   モニタリングポスト（nGy／h）  サーへナイメづ（nGy／h）  

舞鶴市大山  

測定年月   

舞鶴市吉坂  舞鶴市倉   梯   京都市  

高値  平均値  最低値  最高値  平均値   

平成10年4月   囲   32   32   58   田   41   46   84   

5月   四   国   30   31   国   34  43   固   45   86   

6月   28   46   田   四   国   34  43   45   84   

7月   問   田   田   32   64  34  43   71   46   86   

8月   48   30   32   58   34  44   70   46   87   

9月   四   囲   田   43   囲   47   84   

10月   28   田   31   32   49   35   41   l   46   83   

11月   同   64   田   四   73   36   44   73   48   84   

12月   28   囲   田   32   75   36   45   68   48   82   

平成11年1月   20   園   囲   24   34  34   74  48   83   

2月   四   園   28   24   80   34  田   85   48   86   

3月   田   68   32   58   36   43   68   46   86   

年 間 値   四   68   30   24  80   田   34   85   47   85   

過去3年間の値   岨   四   閉   24  127  36   34  116   45   85   

別表 測定機器  

モニタリンク小ホ○スト：DBH方式NaI（Tl）シンチレーション検出器  

空間線量率  
放射能水準調査：NaI（Tl）シンチレーションサーへ小イメータ   

空間積算線量   熱蛍光線量計 TLD素子（CaSO．：Tm）   

がンマ線放出核種  ケ小ルマニウム半導体検出器   

トリチウム   液体シンチレーション計数装置   

全へ－一夕放射能   
GH計数装置  

70ラスチックシンチレーション検出器   

モニタリンク小ホ○スト  
全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンチレーション検出器   

ストロンチウム  低ハ寸ックク小ラウンド放射能測定装置   
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Ⅴ－27 大阪府iこおⅠナ る放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

渡辺 功  肥塚 利江  

鵜川 昌弘  

1．緒言  

大阪府では、昭和35年度より科学技術庁の委託により放射能調査を実施してい  

る。今回は、平成10年度に実施した調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象   

・全ベータ放射能   

・核種分析  

降水（定時）  

大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米   

野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳  

（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）  

モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベイ   

メータ（5地点）  

・空間線量率  

（2） 測定方法  

平成10年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3） 測定装置   

・全ベータ放射能：  

・核種分析   

・空間線量率  

（4） 調査結果   

・全ベータ放射能：  

・核種分析   

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製L B C－   

4 7 2－Q型）   

ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGC－20175S D型）   

モニタリングポスト（アロカ製MAR－21型）   

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製T C S－166型）  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示す。  

79件中 9 例検出したが異常値は謎められなかった。   

衆境及び食品試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析測定調査結果を表Ⅱに示す。上水（原水）試料の一部に、  

昨年度と同様、微量の131Ⅰが検出された 川D ～1．9▲Bq／1）  

その他の試料に異常値は薄められなかった。  

・空間線量率  モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータに  

よる空間放射線豊率測定結果を表Ⅲに示す。昨年度と同程度の  

値であった。  

語   

平成10年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、  

人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された   

昨年度に続き今年度も上水試料の一部に微量の131Ⅰを検出したが、飲料水の摂  

取制限に関する指標の約1／105 のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表 Ⅰ  定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取   （定時降水）  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間  

年月  降下量  

（1■）  測定数   最低値   最高値   （MBq／k12）  

平成10年4月   192   10   ND   ND   ND   

同  5月   208   8   ND   ND   ND   

同  6 月   284   6   ND   ND   ND   

同  7 月   115   6   ND   0．3   1．6   

同  8月   48   4   ND   0．5   2．6   

同  9月   150   9   ND   0．3   4．0   

同 10月   202   10   ND   ND   ND   

同 11月   19   3   ND   0．7   5．7   

同 12月   43   4   ND   ND   ND   

平成11年1月   21   4   ND   ND   ND   

同  2月   46   5   ND   1．6   13．4   

同  3 月   115   10   ND   0．4   2．5   

年 間 値   1443   79   ND   1．6   ND～13．4   

前年度までの過去3年間の値  241   ND   2．0   ND′－24．6   
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表 Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

1：】丁  

検  前年度まで  その他の  

試 科 名  採取場所  過去3年間の   単位   

体  値  た人工放  

射性核種  

数  ゝ  

大気浮遊じん   大阪市  10．4－11．3  12  ⅣD   ND   ND  ND  ■Bq／■3   

降下物  大阪市  10．4～11．3   12    ⅣD   ND 
H      ”         n   】    ND  m  ≒     皇  此q／b2 H   

ND  ⅣD  ND   131Ⅰ  

．B。／1 

蛇口水   陸 水    守口市  10．4～11．2  6  JN。  ND  童ND～l・9   ＝＝Ⅰ：ⅣD   

2．7  2．3  4．9  

0一－5ct  大阪市   10．8   

140  120   240  ⊆  ■Bq／kg乾土                撼Bq／k▲2  

l．9  1．2   3．さ  ′．B。／kg乾土  
5～20c■  同上   10．8   

L  

330  200   510  －Bq／k■2   

精米  大阪市  10・11 l  ND  ND   ND  Bq／kg精米   

大 根   ND  ND  0．062  

野  

！  

ND  ND   ⅣD  

菜  1。．7  N。   ND   

Bq／kg生 n  

キャベツ  熊取町   10．1  〃D  ND  

牛  

ND   

乳  原 乳  四条畷市  1。，5～11．1 ND   ND  ND   
Bq／人・日  

日常食    泉大津市 他 U  ll。．6，1。．12      0・031！0・026  H 川   ≒0・062巨1  
大阪市  10．6，10．12】2      ⅣD  0．049  

L  

n  Bq／人・日  
海水  大阪港  】 10・7 1 ⅣD  ⅣD   ⅣD   嗅／1   

∃ 海底土  大阪港  10．7   1弓  1・2  2．2  ∃3．5  】Bq／kg乾土  

10．11   0．11  0．12  0．15  

よ芸 弓芸  サバ ヲ大阪市     ロ                  n n    u  
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表 Ⅲ  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭  大阪城公園 熊取町3地点   

平成10年 4月   39   67   41   125  90．2   

同   5月   40   56   41   125  95．8   

同   6月   40   55   40   129  95．0   

同  7月   41   58   42   129  95．6  77．2′－97．0   

同  8月   41   51   43   127  92．2   

同  9月   41   51   42   126  103   

同 10月   39   50   42   126  92．2   

同 11月   40   56   41   129  103   

同 12月   39   54   41   121  88．4   

平成11年1月   39   55   41   124  101  79．4′－99．2   

同   2月   40   58   41   126  83．4   

同   3月   39   60   41   123  97．6   

年 間 値   39   67   41   121～129  83～103  77′－99   

前年度までの  

過去3年間の値   38   59   41   119～138暮1 88～103暮1   74′、107雷1   

雷1平成8年度及び9年度の値、平成7年度は、旧機種（アロカ製TCS－151型）での   

測定値のため省いた。  
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Ⅴ－28 兵庫県における放射能調査  

兵庫県立衛生研究所  

犠村公郎．矢野美穂  

1．緒言   

前年にひき続き、平成10年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射   

能測定調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水、大型水盤による降下物、大気浮遊塵、上水（蛇口水）、土  

壌、日常食、牛乳（生産地）、野菜（生産地）、米（生産地、消費地）、海産生物  

（いかなご）、空間線量率   

（2）調査方法  

試料の前処理、全ベータ放射能測定及び核種分析は、科学技術庁のマニュア  

ルに準拠した。   

（3）測定機器  

アロカ LBC472  

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置  

アロカ MAR－15  

アロカ TCS－166  

3．調査結果   

（1）定時採取による降水の全べ一夕放射能測定結果を表1に示す。過去3年間と  

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった。   

（2）ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置を用いたt37csの測定結果を表2に示  

す。137csは土壌、海産生物、日常食に検出されたが過去3年間と比べて差は  

認められなかった。その他－3－Ⅰなどの人工放射性核種は全て認められなかっ  

た。   

（3）空間線量率及びモニタリングポストの測定結果を表3に示す。過去3年間とほ  

ぼ変わらなかった。  

4．結語   

平成10年度兵庫県における放射能調査において土壌、海産生物及び日常食に   

人工放射性核種である－37c＄が検出されたが、その値は過去3年間の値と大きく   

異なることなく異常値は認められなかった。  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採取（定時降水）  月間降下量（MBq／km2）   

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  （γ線核種定性分析）   

測定数  最低値 最高値  

1998．04   150．5   N．D．  N．D．   

1998．05   179．4   8   N．D．  N．D．   

1998．06   174．0   6   N．D．  N．D．   

1998，0了   122．1   7   N．D．  N．D．   

1998，08   74．2   5   N．D．  N，D．   

199臥09   284．0   8   N．D．  N－D．   

199臥10   290．6   10   N．D．  N．D．   

1998．11   19．3   4   N．D．  1．8   22（人工核種検出しない）  

1998．12   14．2   2   N．D．  N．D．   

1999．01   14．8   3   N．D．  N．D．   

1999．02   42．3   5   N．D．  1．9   1．2（人工核種検出しない）  

1999．03   112．9   10   N．D．  0．8   6．9（人工核種検出しない）   

年間値   1478．3   80   N．D．  1．9   N．D．－22   

前年度までの過去3年の値   216（合計）   N．D．  14．3   N．D．－154   

注：雨量は1mm以下の全ベータ測定を行わなかった雨も含む  

表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

検   137cs  過去3年の値   その他検出   

試料名 採取場所採取年月  体  単位  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市 98．04－99．03   4   N．D．  N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／M3   

豊岡市 98．04－99．03   4   N．D．  N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／M3   

降下物  神戸市 98．04－99月3   12   N．D． N．D． N．D．N．D．   検出しない  MBq／km2   

蛇口水  神戸市 98．06．98．12   2   N．D．  N．D． N．D．N．D．   検出しない  mBq／t   

土壌0－5cm加西市98．07   31  31  45  56   検出しない  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市98．07   2．4  2．4  4．3  7．0   検出しない  Bq／kg乾土   

生産地米 加西市 98．‖   N．D．  N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 98．11   N．D．  N．D． N．D， N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

大根  加西市 98．11   N．D．  N．D． N．D  N．D   検出しない  Bq／kg生   

ホウレン草 加西市 98．11   N．D． N．D． N．D  N．D   検出しない  Bq／kg生   

牛乳  三原町 98．0乳99．02   2   N．D． N．D  N．D． N．D．  検出しない  Bq／l   

日常食  加古川市98．06．98．12   2   ND  ND  ND  15   検出しない  mBq／人目   

浜坂町 98．06，98．12   2   13  17  ND   31   検出しない  mBq／人日   

海産生物 明石市 98月4   87  87  67  140   検出しない  mBq／kg生   
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表3．  空間放射線量率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタノングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   エネルキP一補正型  

199臥04   14．9  22．7  15．了   106．   

1998．05   14．9  17．9  15．6   114．   

1998．06   14．8  19．3  15．7   106   

1998．07   15．1  20．6  15．6   109．   

1998．08   15．0  19．4  15．7   106．   

1998．09   15．0  19．1  15．7   108．   

1998．10   14．8  19．0  15．7   104．   

1998．11   15．2  21．6  15．9   r‖．   

1998．12   15．1  19．4  15．9   109．   

1999．01   15．2  19．7  15．9   114．   

1999．02   15．1  21．3  16．0   109．   

柑99．03   15，2  21．3  16．1   106．   

年間値   14．8  22．7  15．8   104－111．   

前年度までの  14．8  22．6  15．8   98．3－120   

過去3年の値  
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Ⅴ－29 奈良県における放射台邑調査  

奈良県衛生研究所  

玉瀬 喜久雄、氏家 英司  

1．緒  言  

前年度に引続き、奈良県において平成10年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の仝β放射能。空間放射線量率。大気浮遊じん、降下物、土壌、陸水、牛  

乳、精米、野菜類、日常食および茶の核種分析。  

（2）測定方法  

試料の前処理、仝、β放射能測定、核種分析及び線量率測定は、科学技術庁の「放射   

能測定調査委託実施計画書」「仝β放射能測定法」「Ge半導体検出器を用いた機器   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

仝β放射能 仝βGM自動測定装置（アロカ∬C163型）  

r核種分析 Ge半導休核種分析装置（東芝NAIGIGC1619S型）  

空間線量率 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ 雌－15型）  

（4）調査結果  

定時降水中の仝β放射能調査結果を表1に示した。異常値は認められなかったo  

Ge半導休核種分析装置による137c測定結果を表2に示した。土壌．慕および  

日常食で137csが検出された。  

空間放射線量率測定結果は表3に示した。異常値は認められなかった。  

轟  

いずれの調査項目においても前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常な値は認  

められなかった。  

3．結  
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表1 定時降水試料中の仝β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採  取  

降水量  放射濃度（Bq／1）  月間降下量  

年  月  （MBq／血2）  

（皿）                測定数  最低値  最高値   

平成10 年  4 月   332．5   11   ND   ND   ND   

5 月   317．8   8   ND   がD   ND   

6 月   418．5   10   ND   ND   ND   

7 月   190．8   9   ND   ND   ND   

8 月   222．8   5   ND   ND   ND   

9 月   239．4   9   ND   ND   ND   

10 月   201．1   11   ND   ND   ND   

11月   56．8   5   ND   4．3   74   

12 月   52．3   5   ND   ND   ND   

平成11年 1月   25．8   4   ND   3．1   9．3   

2 月   49．6   5   ND   ND   ND   

3 月   172．3   10   ND   ND   ND   

年  間  値   2279．7   92   ND   4．3   ND ～ 74   

前年度までの過去3年間の値  243   ND   17．0   ND ～ 336   
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表2 ゲルマニウム半導体核種分析装置による187cs測定結果  

検  

137cs  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  

人工放射性  

数  

大気浮遊じん  琴丘市  10．4【－11．3  4  ND   m   Iの  嘘q／m3   

降下物  〝   〝   12  Im   Iの  肺   】冊  脇q／血2   

陸水（蛇口水）    奈良市  10．6，10．12  2  Im   肺  m   Iの  皿Bq／1   

5．8  2．9  4．4  Bq／也乾土  

土  10．7   1  

756  2刀  310  漉q／血2  

壌   5．1  3．1  4．5  Bq／短乾土  

5－20cn  廿   10．7   1  

粥  ＿331  ∝烙  脇q／血2   

構米  橿原市   10．10   1  Iの  m   ND  Bq／也精米   

野  根  橿原市   10．12   1  ND  ND   Iの   ND  

軸／也生  

菜  〝   10．12   1  Iの  抑   肺  

茶  奈良市   10．5   2  Iの  0．59   ⅣD   1．：冶  Bq／短乾物   

牛乳  10．8，11．2  2  氾  ⅣD   Bq／1  

橿原市  10．6，10．11  2  0．017   0．033   

日常食  ND   0．073  Bq／人・日  

五條市  10．6．10．11  2  m  ⅣD  
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表3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測  定   年   月  

最低値   最高値  平均値   （nGァ／h）   

平成10年  4月   17．7   25．9   18．6   55   

5月   17．7   22．1   18．4   53   

6 月   17．5   22．8   18．4   55   

7 月   17．1   20．5   17．9   53   

8 月   17．0   24．2   17．8   56   

9 月   17．0   20．2   17．8   56   

10 月   17．1   21．0   17．9   56   

11月   17．3   20．5   18．1   55   

12 月   17．3   21．3   18．1   57   

平成11年 1月   17．3   23・字   17．9   52   

2 月   17．2   23．9   18．1   56   

3月   17．2   22．2   17．9   55   

年  間  値   17．0   25．9   18．1   52 ～ 57   

前年度までの過去3年間の値   17．5   25．6   18．6   52 ～ 59   
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Ⅴ一30 和司矢山県iこおIナる放射能調査  

和歌山県衛生公害研究センター  

勝山 健  嶋田 英輝  

得津 勝治  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成10年度科学技術庁委託による放射能測定結果について報告する。  

2．調 査 の 概 要  

1）調査対象   

降水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白  

菜、大根、鯵、米、茶）の核種分析、及び空間線量率測定を行った。  

2）測定方法   

試料の調整及び測定方法は、「平成10年反故射能測定調査委託実施計画事」、昭和  

51年改訂「全β放射能測定法」、平成2年改訂版「Ge半導体検出器によるガンマー線  

スペクトロメトリー」に基づいて行った。  

3）測定装置  

・核種分析 ：Ge半導体検出器（SEIKOEG＆G製 GEM－15190－P型）  
・全β放射能：低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U  

型）  

・空間線量率：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－166型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－21型）  

4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表2に陸水、土壌、日常食、精米、野菜等のγ線核種分析結果を示した。  

表3に空間線量率測定結果を示した。  

3．結 缶  

今年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  

－232－   



放射能の測定調査   

平成10年度は降水中の全β放射能、環境中の核種分析及び空間放射線量率の測定を   

実施し、その結果は、表1から表3のとおりであった。  

表1 定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水圭  放射能濃度（Bq／ り  月間降下圭  

（山巾）  （撼Bq／k心2）  

測定数  最低値  最高値   

平成10年4月  2 31．0   11   ND   ND   ⅣD   

5   3 3 6．0   8   ND   ND   ND   

6   2 91．0   11   ⅣD   0．87   0．94   

7   8 7． 5   8   ND   ND   ND   

8   4． 0   3   ND   ND   ND   

9   20 2．0   7   ND   ND   ND   

10   310． 0   14   ND   ND   ND   

11   14． 5   4   ND   1．11   1．95   

12   30． 5   3   ND   ND   ND   

平成11年1月   15．0   4   ND   ND   ND   

2   3 3． 0   6   ND   0．88   4．92   

3   9 5．0   12   ND   0．83   3．40   

平均年開催   13 7．4   7．6   ⅣD   1．11   ND～4．92   

前年度までの過去3年間の値   6．O  ND  2．86   ND～60．9   
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表2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  

試料名  採取場所  採取年月  検体  単位  

数  人工放  

射性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎  4  ND  ND  ND  ND  皿Bq／血3   

降  下  物  毎 月  12  ND  ND  ND  ND  Ⅶ∋q／kr正   

陸水（蛇口水）   新宮市  ’987，12  2  ND  ND  ND  ND  mBq／且   

2．40  3．0   4．1  Bq／kg乾土  

新宮市  ’98 10   1  

土  132．3  183．6  224．3  班Bq／kポ  

ND  ND  ND  Bq／kg乾土  

新宮市  ’98 10   1  

壌   ND  ND  ND  はBq／kポ   

精  米   新宮市  ’98 9   1   ND  ND  ND  Bq／kg生   

野  根  那智謄浦町  ’99  2   1   ND  ND  0．05  

Bq／kg生  

菜   菜  那智勝浦町  ’99  2   1   ND  ND  ND  

牛乳（市販乳）   新宮市  ’989，’992  2  ND  ND  ND  ND  Bq／且   

和歌山市  ’986，11  2  ND  ND  ND  ND  

日 常 食  Bq／人・日  

新宮市  ’986，11  2  ND  ND  ND  0．07  

魚類（アジ）  新宮市  ’99  2   1   0．11  0．20  0．25  Bq／kg生   

茶  那智♯糟町  ’98  5   1   0．62  0．51  0．78  Bq／kg生   
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表3  空 間 放射 線 圭 率 測 定結 果  

測 定 年 月   モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成10年 4月   31． 0   61．0   3 3． 8   5 8． 2   

5   31． 0   5 3． 0   3 3． 6   6 0． 2   

6   31． 0   4 8． 0   3 3． 7   5 4． 8   

7   3 2． 0   4 8．0   3 3． 5   6 6．4   

8   3 2． 0   3 9． 0   3 3． 5   6 8． 2   

9   3 2． 0   4 3． 0   34，0   6 2． 8   

10   3 2．0   4 4． 0   3 3． 9   6 4．0   

11   3 2． 0   4 7． 0   3 4． 3   6 6．0   

12   3 2．0   4 7．0   3 4． 2   51． 0   

平成11年1月   3 2． 0   5 0．0   3 3． 8   6 3． 6   

2   3 2． 0   5 5． 0   34．1   8 2．0   

3   3 2． 0   6 2．0   34． 0   5 2．0   

年  間  値   31． 0   6 2．0   3 3． 9   51．0～6 8．2   

■書前年度まで過去3年間の償   31． 0   54．0   3 3，4   5 7． 2～7 0．6   

＊＊平成8年4月よりサーベイメータ、平成9年1月よりモニタリングポストの  

機種変更、それぞれ機種変更以降の値  
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Ⅴ－31鳥取県における放射能調査  

鳥取県衛生研究所  

西尾直子 木村義明 坂田裕子  

洞崎和徳 尾田善夫  

1 緒言  

鳥取県において平成10年度に実施した、科学技術庁委託による環境放射   

能水準調査結果について報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  

菜（大根・ホウレン草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び空間線量  
率  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲルマニ  

ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）」及  

び「平成10年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定・・GM計数装置（ALOKA TDC－511）  

核種分析… …・G e半導体検出器（ORTEC GEM－15180－P）  

空間線量率測定…・サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  

モニタリングポスト（ALOKA MAR－21）  

（4）調査結果  

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、検出数は24回  

と例年なみであり、冬季に多く検出される傾向も例年どおりであった。  

イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下で  

あり、過去3年間と同様であった。  

ウ G e半導体検出器による核種分析結果は表3に示すとおりで、降下  

物、土壌、ホウレン草、日常食及びさばから137c sが検出されたが、  

前年度と同様、低レベルであった。  

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで、例年とほぼ同程度の値で  

あり、異常値は認められなかった。   

3 結語  

鳥取県における放射能調査結果は、平成10年度も過去の調査結果と同程   

度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

年月  （MBq／km2）  

（mm）  測定数  最低値  最高値   

平成10年4月   134．3   10   ND   ND   ND   

5月   137．0   8   ND   ND   ND   

6月   121．8   6   ND   ND   ND   

7月   169．5   11   ND   ND   ND   

8月   120．5   8   ND   1．0   5．0   

9月   256．3   10   ND   1．5   19．5   

10月   133．7   8   ND   2．0   20．4   

11月   98．2   9   ND   5．0   111．8   

12月   111．1   9   ND   6．5   154．3   

平成11年1月   159．4   12   ND   5．5   122．8   

2月   184．5   10   ND   5．5   191．7   

3月   126．3   8   ND   ND   ND   

年 間 値  1752．6  109   ND   6．5  ND～191．7   

前年度までの過去3年間の値  320   ND   6．0  ND～176   

表2 牛乳中の－31Ⅰ調査結果  

採 取 場 所   米  子  市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  HlO．6．1  HlO．7．6  HlO．9．7  HlO．10．5  HlO．11．30  Hll．3．8  最低値   最高 値   

放射能濃度（Bqハ）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

】37cs  前年度まで  その他の  

過去3年間の値    検出された  

試  料 名   採取場所  採取年月   検体数  人工放射性  

核種   

大気浮遊じん   鳥取市   HlO．4～Hll．3   4   ND   ND   Np   ND  mBq／m3   

降下物  鳥政市   HlO．4～Hll．3  12   ND   0．152  ND   0．101  MBq／km2   

陸  HlO．6  2   ND   ND   ND   ND  mBq／且   

水   HlO．12  

2．08   m   2．39  Bq／kg乾土  

土  

179．0  ND   197  蝿q／km2  

1．227  ND   ND  Bq／kg乾土  

壌   

310．9  Np   ND  MBq／km2   

精米  鳥取市   HlO．12   ND   0．101  0．166  Bq／kg精米   

野  岩美郡国府町  HlO．12   m   m   0．044  

Bq／kg生  

菜   HlO．11   0．056  ND   0．042  

牛乳  米子市   HlO．8  2   m   0．093  Bq／且   

Hll．2  

鳥取市   HlO．6／HlO．11   2   ND   0．038  Np   0．056  

日常食  Bq／人・日  

岩美郡福部村  HlO．6／HlO．11   2   ND   0．051  ND   0．039  

海  境港市   Hll．1   0．127  0．149  0．225  Bq／kg生  

産  

生  

物   
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10 年 4 月   37   53   39   91   

5 月   38   58   40   88   

6 月   38   54   40   92   

7 月   38   59   41   92   

8 月   39   59   40   113   

9 月   38   51   41   95   

10 月   38   51   40   88   

11月   38   60   41   84   

12 月   38   65   40   88   

平成11年 1月   27   72   40   74   

2 月   30   66   40   104   

3 月   37   57   39   88   

年   間   値   27   72   40   74～113   

前年度までの過去3年間の値   33   89   40   74～101   
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Ⅴ－32 島根県乙こおをナる放射能調査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、田中文夫、吉岡勝虞、生田美抄夫  

五明田季  

1．緒 言  

平成10年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線量率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線量、空間線量率、浮達塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら類、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成10年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成10年度島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁編各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）軋定装置  

測 定 区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90s r  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  ♯原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI：Tl検出器   

間  委託調査：1”¢×1”NaI：Tl検出器  

線  

量   積 算 線 量  熱ルミネッセンス線量計   

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と同程度であった。   

イ．核種分析  

環境試料の核種分析の結果、微量の137c s、90s r及びトリチウムが検出された。  

131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で 0．43～0．96mGyであり、平均は0．60mGyであった。  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年度と  

同程度であった。   

3．結 語  

平成10年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは核実験等の  

影響が見られたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾向は認め  

られなかった。  
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Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水暮  放 射 能 濃 度（Bq／り  月間降下暮  

年  月  （m】n）                     （MBq／嘘）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平 成 1 0 年  4 月   133．5   12  

5 月   221．8   0．32   15．15   

6 月   153．1   13  0．74   0．81   

7 月   128．1   14  1．01   16．36   

8 月   155．5   9  

9 月   248．4   9  

10 月   204．7   8  0．85   3．82   

11月   68．4   1．30   28．64   

12 月   53．5   0．95   21．77   

平 成 11 年 1月   83．2   13   0．33   1．77   62．01   

2 月   121．3   14  2．63   62．43   

3 月   127．6   10  1．05   25．25   

年  間  値   1699．1   133  2．63   一 一－ 62．43   

前年度ま での過去 3 年間 の値  405  3．06   － ～ 53．29   

－：検出下限値未満を表す。  

Ⅱ．放射化学分析結果  

，Os r  

試  料  名   採 取 年 月  検 体  
単  位  

降   下   物   ’98．4ノ99．  12   0．02   0．16   一 一－ 0．14   ちq／d・30日   

土 壌  0～5cm   ’98，7   2   75．7   203．2   73 ～ 231   Bq／d   

植物（松美）  ’98．4   2   3．5   7．8   0．47 ～ 27．8   

野   菜   類  ’98．12   4   0．11   0．25   0．03 ～ 0．42   Bq／kg・生  

茶  ’98．5   1．5  1．5 一－ 2．4   

海  水  ’98．4，10   4   1．8   3．0   1．4 一－ 3．0   mBq／L   

か  さ  ご  ’98．5   0．011  

さざえ（筋肉）  ’98．4ノ99．1  4   0．006  0．019   － ～ 0．02  

海産  4   ー ～ 0．06  

むらさきいがい  ’98．7，10   0．011   0．064  さざえ（内膿）  ロ    0．007  0．069           田  Bq／kg・生  

生物  0．032  － ～ 0．06  

あ  ら  め  ’98．7，10   2   0．077    0．085  － ～ 0，09  

－：検出下限値未満を表す。  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

トリチウム  

試  料  名  採 取 年 月  検 体  
単   位  

月  間 降 水  ’98．4ノ99．  12   0．27   1．00   －  －1．29   

河   川   水  ’98．4ノ99．  12   0．69   0．35   0．32 － 0．91   

表 層 海 水  ’98．4，10  四   0－36   0．10   －  － 0．40   Bq／L  

飽  水  ’98．5，11   2   0．58   0．58   0．47 － 0．80   

水 道 原 水  ’98．5，11   4   0．58   0．52   0．53 － 0．99   

水 道 管 末 水  ’98．9   2   0．55   0．67   0．46 － 0．69   

－：検出下限値未満を表す。  
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Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  1a7cs  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の値  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵   松江市1  

鹿島町2   mBq／d   

降  下  物   松江市1   ロ  0．018  0．11  Bq／d   

建  

蛇口水  松江市1  

浜田市1  ’98．6－1  4  上 水 原 水  松江市 2  98．5－1  4  mBq／厄  

水  淡 水  鹿島町1  ’98．5  ロ  

0′－  5皿   鹿島町3  3．5  66．00  2．0   57．00  ちq／短・純土  

土  三瓶町1  ’9臥7  4  MBq／出  

壌                                            5～2 0皿   鹿島町1  57．51  Bq／鹿・凰乾土  10．5   54  
三瓶町1   2  MBq／嘘   

精  米  松江市1  

鹿島町1   0．051  Bq／也・精巣   

大  根（根）  鹿島町2  

野  三瓶町1  ’98．7－1  3  0．18  0，38  

ほ う れ ん 草  鹿島町 2  ’98．12  2  0．022  0．06  

菜  0．83  

茶  鹿島町1  ’g8．5  ロ   0．088  0．10   0．11  Bq／短・生  

鹿島町1  

松  葉  松江市1  

（2年葉）  三瓶山1   1．8  1．69  

牛  乳  朝酌町1  

鹿島町1   0．86  Bq／L   

日  常  食  松江市1  

鹿島、島帥1  98．6－1  4  0．020  0．047   0．14  もq／人日   

海  水  原発沖3  

原発放水口  98．4－1  8  2．8   3．5   2．0   3．26  mBq／L   

海  底  土  原発沖 4  98．4   3  2．0  Bq／短・購土   

か  さ  ご  原発沿岸1  

海  浜田市1  ’98．4－  2  0．12  0．15  0．08  0．26  

な  ま  こ  原発沿岸1  ’99．1  ロ  

さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ’98．4  

産  ー’99．1   

むらさきいがい  原発沿岸2  Bq／鹿・生  

美保関町1  

生  浜田市1   4    0．052    0．05     ／／（内臓）  ロ   4        0．11           98．7－1  4  
岩  の  り  原発沿岸1  ’99．1  ロ  

わ  か  め  原発沿岸 2  ’98．4  2  0．07  

物                                                                                                                                                           あ  ら  め  原発沿岸2  0．16  0．21  

浜田市1   

＊：数字は地点数を表す。  － ‥ 検出下限値未満を表す。  
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Ⅴ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

松江市  松江市  松江市  松江市  松江市  松江市   鹿 島 町  前年度までの過  

採 取 場 所                     朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町   北 請 武  去3年間の値   

採 取 年 月 日  ’98．5．2  ’98．7．28  ’98．9．2  ’98．11．1  ’98．12．2  ’99．2．23  ’98．4．9－’99．1．28  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  

一：検出下限値未満を表す。  

Ⅵ．空間放射線土率測定結果  

a．水準調査  

モニタリ ングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成10年  4月   11．4   17．5   12．5   50   

5月   11．4   17．4   12．4   46   

6月   11．4   19．1   12．2   50   

7月   11．4   18．8   12．3   50   

8月   11．6   18．1   12．4   50   

9月   11．8   18．0   12．8   52   

10月   11．6   15．2   12．6   58   

11月   11．6   18．8   12．9   54   

12月   11．7   15．9   12．9   52   

平成11年  1月   11．5   17．7   12．5   50   

2月   11．7   22．5   13．0   50   

3月   11．7   17．1   12．8   50   

年  間  値   11．4   22．5   12．6   46 ′－ 58   

前年度までの過去3年間の値   11．0   24．7   12．8   46 ～ 67．5   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

酉 浜 佐 陀   42．5   93．5   53．0   

御  津   33．0   81．8   39．6   

盲  浦   32．6   82．6   38．0   

片  句   36．6   89．1   42．2   

北  清  武   28．4   80．2   34．4   

佐 陀 本 郷   25．0   86．2   30．2   

末  次   28．9   68．1   34．7   

大  声   32．0   76．6   37．0   

深  田  北   22．5   71．3   27．9   

Ⅶ．空間放射線讃算線量  単位：血Gy／908  ⅢGy／36朗  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年 間 線 量   

平 均 値  0．15   0．15   0．15   0．15   0．60  

県下全域  39                  最 低 値  0．10   0．11   0．10   0．11   0．43  

最 高 値  0．24   0．23   0．23   0，24   0．96   
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Ⅴ－33 岡 山県 にお け る 放射能調査  

岡山県環境保健センター  

平子 実 片岡敏夫 杉田 光  

清水光郎 柚木英二 森 忠繁  

1 緒  言   

前年度に引き続き、岡山県が平成10年度に実施した科学技術庁の委託による環境放射能   

水準調査結果について報告するものである。   

2 調査の概要  
1）調査対象   

① 全β放射能調査：降水（定時降水）   

② γ線核種分析調査：大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌（0～5cm，5、20cm）、  

精米、野菜（大根・ホウレン草）、牛乳（原乳・市販乳）、日常食  

及び海産生物（ボラ）   

③ 空間放射線量率調査：モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータ   

④ ウラン分析調査：河川水（吉井川水系）   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は、科学技術庁編の「放射能測定調査委託実施計画書   

（平成10年度）」及び放射能測定シリーズの各測定方法に基づいて実施した。   

3）測定装置   

① 全β放射能：GM自動測定装置（アロカ製TDC－511・GM－5004型）   
② γ線核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製GC－1520型）   
③ 空間放射線量率測定：モニタリングポスト（アロカ製MAR－15型）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）   
④ ウラン分析：分光吸光光度計（ヒューレット・パッカード製8452A型）   

4）調査結果   

① 定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示す。定時降水（71件）及び大型水盤に  

よる降下物の測定値は、全てにおいて検出下限値未満であった。また、過去3年間の測  

定値も検出下限値未満である。   

② 牛乳（原乳）中の】31Ⅰの分析結果を表2に示す。全試料（6回／年）とも検出下限値未満  

であった。また、過去3年間の測定値も検出下限値未満である。   
③ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を表3に示す。平成10年度も環境  

及び食品の試料について調査を行ったが、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌  

（5～20cm）、精米、野菜（大根、ホウレン草）及び牛乳（市販乳）の試料からは、137c s等の人  

工放射性核種はいずれも検出されなかった。また、土壌（0～5cm）、日常食及び海産生物  

（ボラ）の試料からは、ユ37c sが微量検出された。これらの値は、過去3年間の測定値  

又は全国の測定値（環境放射能調査研究成果論文抄録集）と比較して、同程度の値であっ  
た。   

④ 空間放射線量率測定結果を表4に示す。モニタリングポストによる線量率は、17．6～  

30．2cps（平均19．4cps）の範囲であり、シンチレーションサーベイメータによる線量率は  

92～103nGy／hの範囲であった。いずれの線量率も過去3年間の測定値と同程度であった。   

⑤ ウラン分析結果を表5に示す。核燃料サイクル開発機構人形峠環境技術センター周辺  
及び吉井川流域における河川水中のウラン濃度は、全地点で検出下限値未満であった。  

また、過去3年間の測定値も検出下限値未満である。   

3 結  語   
岡山県において平成10年度に実施した環境及び食品試料中の放射能調査結果は、過去の調   

査結果ならびに全国の調査結果と比べても同程度の濃度レベルであり、異常値は認められな   
かった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年 月   降水量  放射  能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

（皿）  （MBq／km2）  （MBq／k皿2）  

平成10年 4 月   96．5   9   ND   ND   ND   ND   

5 月   117．5   8   ⅣD   ND   ND   ND   

6 月   143．8   8   ND   ND   ND   ND   

7 月   55．4   7   Np   ND   ND   ND   

8 月   128．3   5   ND   ND I ND   ND   

9 月   227．5   7   ND   ND   ND   ND   

10月   202．7   9   ND   ND   ND   ND   

11月   5．5   ND   ND   ND   ND   

12 月   4．3   Nつ   ND   ND   ND   

平成11年1月   20．5   3   ND   ND   ND   ND   

2 月   39．0   4   ND   ND   ND   ND   

3 月   88．7   9   ND   ND   ND   ヤD   

年 間 値   1129．7   71   ⅣD   ND   ND～ND   ND ～ ND   

前年度までの過去3年間の値  229   ND   ND   ND～ND   ND ～ ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。   

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

表3 ゲルマニウム半導体検也器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名   採取場所  採取年月  体  137cs  過去3年間の  

数  値  人工放射性  

大気浮遊じん  
核種   

岡山市  HlO．4～Hll．3  4  ND   ND   ND   ND  検出されず  mBq／m3   
降 下 物   岡山市  HlO．4～Hll．3  12  ND   ND   ND   ND  検出されず  MBq／km2   
陸水  蛇 口 水  岡山市  HlO．6，HlO．12  2  ND   ND   ND   ND  検出されず  mBq／1   
0－ 5 cm  旭 町  HlO．7   ND  口  2．12        B正k毎乾土  

土  105  ND  検出されず  MBq／km2  

壌                                       5－20 cm  旭 町  HlO．7   ND  ロ  ND      出されず  B拙宅乾圭  
ND  ND  MBq／km2   

精  米   瀬戸町  HlO．12   ND  ND  検出されず  Bq／kg精米   

ND  0．0672   検出されず  Bq／kg生  

野 菜  大   根  岡山市  HlO．12  円             ホウレン草  岡山市  HlO．12  口  ND   0．0582   検出されず   
牛  乳   岡山市  HlO．8，Hll．2  2  ND   ND  ND   0．101  検出されず  Bq／1   

日  常 食   岡山市  HlO．6 HlO．11  2  ND  0．023  0．044  0．072  検出されず  Bq／人・日  
上斎原村  HlO．6，HlO．11  2  ND   0．080  0．029  0．165  検出されず   

海 産 生物   牛窓町  HlO．12   0．10  0．10  0．18  出されず  Bq／kg生   
（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ポ スト  サーベイメータ  

測 定 年 月  （cps）    （エネルキヾ－開型による直配）   

最低値   平均値   （nGY／h）  

平成10年 4 月   17．8   25．5   19．0   103   

5 月   18．3   23．6   19．3   94   

6 月   17．6   28．4   19．1   103   

7 月   17．7   22．9   18．7   103   

8 月   17．6   26．3   18．9   94   

9 月   17．7   21．8   18．9   92   

10月   18．1   22．2   19．3   92   

11月   18．8   22．7   19．8   95   

12 月   18．9   22．1   19．9   93   

平成11年 1月   18．9   29．1   19．9   94   

2 月   18．7   28．5   19．9   95   

3 月   18．5   30．2   19，5   97   

年 間 値   17．6   30．2   19．4   92～103   

前年舶での過去3鯛の箇   17．0   28．3   18．8   92～110   

（注）サーベイメータの値は宇宙線を含む（直読値＋30nGy／h）   

表5 ウラン分析結果  

前年度までの  

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  
（〟g／1）  最低値   最高値   

HlO．6．3  ＜ 2   ＜ 2   ＜ 2  

河 川 水  吉井川水系   HlO．6．4  

HlO．12．15  ＜ 2   ＜ 2   ＜ 2   

HlO．12．16  

（注）測定数：24（12検体×2回）  

ー246－   



Ⅴ－34 広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健環境センター  

井手吉 範久  中川 裕将  

1．緒 言   

平成10年度に広島県が実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査の測定結果   

について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水），降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），土壌，日常食，牛   

乳（原乳，市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草），精米，水産生物（コイ，カレイ，   

カキ，ワカメ），及び空間放射線量率（サーベイメータ，モニタリングポスト）  

2）測定方法   

試料の採取，調製および測定は，科学枝術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成  

10年度）」，「全ベータ放射能測定法（昭和51年2訂）」及び「ゲルマニウム半導体検出器   

を用いた機器分析法（平成4年3訂）」に従って行った。  

3） 測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型   

Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166型  

モニタリングポスト：アロカ社製 MR－21型  

4）調査結果   

定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果を表1に，空間放射線量率測定結果を表2   

に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表3に示した。全ベータ放射能   

が全94試料中2試料から検出されたが，いずれも過去3年間の測定値の範囲内であった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は，全項目について過去の測定値とほぼ同程度であり，特に異常値は認   

められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

（m）  （MBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成10年4月   174．6   14  N．D   N．D   N．D   

5月   176．4   10  N．D   N．D   N．D   

6月   266．4   9  N．D   N．D   N．D   

7月   126．9   10  N．D   N．D   N．D   

8月   61．6   6  N．D   N．D   N．D   

9月   123．6   8  N．D   N．D   N．D   

10月   283．1   12  41   41   41   

11月   27．0   3  N．D   N．D   N．D   

12月   0．0   0  N．D   N．D   N．D   

平成11年1月   36．2   4  N．D   N．D   N．D   

2月   72．2   8  27   27   27   

3月   109．2   10  N．D   N．D   N．D   

年間値   1457．2   94  N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  248  N．D   41   N．D～180   

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成10年4月   42   61   45   93   

5月   43   59   45   97   

6月   42   60   45   96   

7月   42   59   45   108   

8月   42   63   45   94   

9月   43   58   45   107   

10月   42   54   45   95   

11月   42   55   45   97   

12月   42   50   45   101   

平成11年1月   42   67   45   103   

2月   42   63   45   98   

3月   42   57   44   92   

年間値   42   67   45   92 ～108   

過去3年間の値   40   70   45   77 ～136   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  137 

その他検  

cs  
前年度までの の    出された  

試料名  採取場所  採取年月   体  過去3年間値     人工放射  単位  

数  

最低値  最高値  最低値  最高値   
性核種  

大気浮遊塵   広島市  10．4～11．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  広島市  10．4～11．3  12  N．D  N．D  N．D  0．055  MBq／km2   

陸  広島市  10．6，10．12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／1  

水   淡水   庄原市   10．10   N．D  N．D  N．D  mBq／1   

1．5  N．D   1．3  Bq／kg乾土  
0－5cm   広島市   10．8   

土  65   N．D   71  MBq／km2  

壌  6．5  6．0  9．0  
10．8   

Bq／kg乾土  
5－20cm   広島市  

1400  1400  2700  MBq／km2   

精米  広島市   10．10   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

野  10．12   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

菜   10．12   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

牛  広島市  10．8，11．2  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／1  

乳   Bq／1   

淡水産生物   広島市   10．10   0．11  0．063  0．084  Bq／kg生   

広島市  10．6，10．12  2  N．D  0．049  N．D  0．047  
日常食  

Bq／人・日  

三次市  10．6，10．12  2  N．D  0．036  N．D  0．041  Bq／人・日   

海  大竹市   11．2   0．058  N．D  0．094  Bq／kg生  

産  広島市   11．2   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

生  カキ   廿日市市   11．2   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

物   
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Ⅴ－35 山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山口県衛生公害研究センター  
佐野 武彦，洲村 弘志，竹林 健二   

1．請 言   
平成10年度に実施した，科学技術庁委託「環境放射能水準調査」の調査結果についてそ  

の概要を報告する．   

2．調査の概要   

（1）調査対象   

① 全β放射能測定試料  

定時降水   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

大気浮遊じん，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホウレン草），  
牛乳（市販乳），日常食，海水，海底土及び海産生物（メバル）．   

③ 空間γ線々量率調査  

シンチレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト．   

（2） 測定方法   

① 全β放射能測定  
科学技術庁編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施計  

画書（平成10年度）に準じて行った．   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  
科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（平成2年）及び放  

射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）に準じて行った．   

③ 空間放射線量率調査  

放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）に準じて行った．  

（3） 測定装置   

¢ 低バックグラウンド放射能自動測定装置   

② Ge半導体検出器   
③ モニタリングポスト   

④ シンチレーションサーベイメータ  

アロカ LBC－472－Q  

NAIG Eシリーズ  

アロカ MAR－21  

アロカ TCS－166  

（4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果，空間放射線量率測定結果及びゲルマニウ   

ム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す．   

3．結 語   

平成10年度に行った全ての調査項目においていずれも平常値であり，低レベルで推移し  

ている．  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  
降水量  

採取年月日  放射能濃度（Bq／ゼ）  月間降下量  

¢叫  測定数  最低値  最高値   （M坤Ilう  

平成10年 4月   244   9   ND   0．66   23   

5月   287   6   ND   0．52   32   

6月   496   12   ND   ND   ND   

7月   178   9   ND   0．62   30   

8月   115   6   ND   0．54   11   

9月   130   10   ND   0．81   18   

10月   246   ND   0．90   12   

11月   23   4   ND   0．49   5．3   

12月   7   3   ND   ND   ND   

平成11年1月   40   2   ND   0．46   3．7   

2月   50   9   ND   2．5   23   

3月   154   ND   0．79   69   

年 間 値   1，970   92   ND   0．77   ND～69   

前年度までの過去3年間の値  124   ND   7．叫19．2）  ND～叫H7．5）   

表2空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy仙）  サーベイメータ  
測定年月  

最低値  最高値   平均値   （nGy仙）  

平成10年 4月   84   122   89   124   

5月   85   102   90   127   

6月   85   116   90   127   

7月   85   115   90   124   

8月   86   114   91   119   

9月   86   114   91   132   

10月   85   108   89   129   

11月   88   106   92   127   

12月   87   115   91   133   

平成11年1月   86   126   91   128   

2月   85   115   89   129   

3月   84   121   88   126   

年 間 値   84   126   90   119～133   

前年度までの過去3年間の値   83   150   96   117～146   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  の他乃触  

試料名  採取場所  採取年月日   体  
ぶcs  

過去3年間瑚直    た人工劫相生  単位  

前年度まで  

数                   最f尉直  最高値  鮒直  最高値   

大気浮遊じん   山口市  HlO．4～Hll．3  4  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／m3   

降下物  山口市  HlO．4～Hll．3  12  ＊   ＊   ＊   ＊  MBq耽m2   

男  蛇口水  宇部市  HlO．6，12  2  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／ゼ  

6．7  6．3  6．8  Bq／kg乾土  

0～5cm  萩市   HlO．7   
340  361  45  MBq／km2  

4．5  2．5  5．2  Bq／kg乾土  

5～：狙cm  萩 市   HlO．7   

986  56  1172  MBq／km2   

精米  山口市   HlO．10   ＊   ＊   ＊  Bq／kg精米   

畢  
大根   油谷町   Hll．1   ＊   ＊   ＊   ＊  

Bq／kg生  

′  Hll．1   ＊   ＊   ＊   ＊  

牛乳  
HlO．8，  

山口市  
Hll．2   

2  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ゼ   

山口市  HlO．6，12  2  ＊   ＊   ＊  0．047  

日常食  Bq／人・日  

美祢市  HlO．6，12  2  0．03  0．034  0．021  0．049  

海水  阿   HlO．9   ＊   ＊   ＊  mBq／ゼ   

海底土  阿   HlO．9   3．6  ＊   2．3  Bq／kg乾土   

海産生物（メハ9ル）   山口市   Hll．3   0・11  Bq／kg生   

注：＊印はND  
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ト36 徳島県における放射能調査  

徳島県保健環境センター  

犬伏宏行、米本桂子、片田正己  

1．緒言   

平成10年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について   

報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・   

土壌・精米・野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、   

モニタリングポストにより空間放射線量率を測定した。  

（2）測定方法  

試料の採取や前処理及び測定は、「平成10年度放射能測定調査委託計画書」、   

科学技術庁編「環境試料採取法（昭和58年）」、同庁編「ゲルマニウム半導体検出器に   

よるがンマ線スヘクトロメトリー（平成2年改訂）」、同庁編「全へヾ一夕放射能測定法（昭和   

54年改訂）」により実施した。  

（3）測定装置   

①全へヾ一夕線の計測：全ベータ線測定装置（アロカ製JDC－163）   

②γ線核種分析 ：Ge半導体核種分析装置（東芝製IGC－1619S）   

③空間放射線量率：NaIシンチレーシ］ン1卜へ■ィメーター（アロカ製TCR－151）  

モニタルクヾポスト（アロカ製MAR－15）  

3．調査結果   

表1に定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す）   

表2に大気浮遊じん・陸水・土壌・精米・野菜・日常食等のγ線核種分析結果を示す。   

表3にサーヘヾィメーター及びモニタルク■ポストによる空間線量率の測定結果を示す。  

4．結語   

いずれの調査項目においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月  降水量  【   放射能濃度（Bq川）  月間降下量  

（mm）   測定数   最低値   E（MBqn（m2）         最高値   

平成10年 4月   146．9   10   N．D   N．D   N．D   

5月   1Sl．5   7   N．D   N．D   N．D   

6月   273．9   N．D   N．D   N．D   

7月   96．1   6   N．D   N．D   N．D   

8月   24．6   2   N．D   N．D   N．D   

9月   389．1   12   N．D   N．D  ‡   

10月   246．0  12   N．D   N．D   N．D            「N，D   
11月   9．4   2   N．D   N．D   N．D   

12月   14．9 【  2  N．D   N．D   N．D   

平成11年 1月   9．2  2   N．D   N．D   N．D   

2月   29．0  I   3   N．D   N．D   N．D   

3月   80．7  N．D   N．D   N．D   

年間値  150l．3   79   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   H  ：●   N．D   N．D   N．D   

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  

試料名  採取場所  採取年月   体  l㍍cs  3年間の値  された人工  単位  

数  

大気浮遊じん   徳島市  4半期毎  4  欠測  欠測   N．D   N．D  mBq血3   

降下物  石井町   毎月   12  N．D   N．D  N．D  0．043  MBq此m2   

陸水（蛇口水）   徳島市   6．4  2  欠測  欠測   N．D   N．D  mBq月   

11．10  

上層  上板町   7．14   欠測  3，0   3．7  Bq戊g乾土  

土  欠損  211   352  MBq／km2  

壌  上板町   7．14   欠測  2．0   3．4  Bq／kg乾土  

5－20cm  欠頚  4（；2   7S5  MBq几m三   

精米  石井町   1．6   欠測  N．D   N．D  Bq此g精米   

野  石井町   1．6   欠測  N．D   N，D  Bq此g生  

菜   1．6   欠損  N．D   N．D  Bq此g生   

牛乳  上板町   7．14  2  欠測  欠測   N．D   N．D  Bqハ   

2．8  ‖  

日常食  徳島市他  6．216．21  N．D  0．030  Bq／人・日   

11．2911．28   
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表3 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（cps）  サーヘすイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy瓜）  

平成10年4月   14．8   21．2   15．5   60   

5月   14．6   19．5   15．5   67   

6月   14．6   19．7   15．5   69   

7月   14．7   19．8   15．4   6S   

8月   14．6   18．7   15．6   79   

9月・   14．6   19．8   15．5   65   

10月   14．6   19．9   15．5   79   

11月   14．9   19．1   15．6   89   

12月   14．8   20．2   15．6   66   

平成11年1月   14．9   18．3   15．6   75   

2月   14．8   22．1   15／7   69   

3月   14．7   20．5   15．6   67   

年間値   14．6   22．1   15．5   60－裳9   

前年度までの過去3年間の値   13．8   22．0   15．3   57．4～7島．4   
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Ⅴ－37 香ノIl県における放射台巨調査  

香川県環境研究センター  

田村 華  南  陽子  

日野 康良  増井 武彦  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成10年度環境放射能測定調査結果の概要について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳二日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空間放射線量率について、謁査を  

行ったものである。  

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書」「仝ベータ放射能測定法（昭和51   

年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成2年改訂版）」に  

より行った。  

（3）測定装置  

1）仝ベータ放射能 －一一－－－一一－ アロカJDC163  

2）核種分析  一一－－一－－－－－ オルテックGEM－15180  

3）空間放射線量率 －－－－－－－－－－－－ アロカTSC－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11（モニタリングポスト）  

（4）調査結果  

1）定時降水の全ベータ放射能は、表1のとおりである。  

2）各種試料の核種分析は、表2のとおりである。  

3）空間放射線量率は、表3のとおりである。  

3．結 語  

いずれの朋査項目も、他県及び本県の過去の報告値と同程度であった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  月間降下量  

（腫q／血2）  （腫q／血2）  

（皿）                        測定数  最低値  最高値   

平成10年  4月   80．0   11  N．D   N．D   N．D  

5月  131．5   9  N．D   N．D   N．D  

6月   81．5   10  N．D   N．D   N．D  

7月   93．0   6  N．D   N．D   N．D  

8月   27．0   3  N．D   N．D   N．D  

9月  314．0   10  N．D   N．D   N．D  

10月  164．0   8  N．D   N．D   N．D  

11月   9．0   2  N．D   N．D   N．D  

12月   1．5   1  N．D   N．D．   N．D  

平成11年  1月   15．5   3  N．D   N．D   N．D  

2月   28．0   5  N．D   N．D   N．D  

3月   65．5   9  N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1010．5   77   N．D   N．D～N．D  

前年度までの過去3年間の値   225  N．D   7．4   N．D～13．5  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  

試 料 名   採取場所  採取年月   休  137cs  3年間の値  検出され  

数  た人工放  

射性核種   

大気浮遊じん   高松市  4半期毎  4  〃．D   N．D   Ⅳ．D   N．D  嘘q／皿さ   

降 下 物  高松市   毎月   12  N．D   N．D   N．D   N．D  舶q／血2   

上水 源水  
陸  

10．6．11  

蛇口水   高松市   10．12．15  2   N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  血Bq／且  

水  

淡水  

17   15   27  Bq／kg乾土  

土  坂出市  10．7．：氾  1  

576   518  985  脇q／血2  

3．0   2．2   7．0  Bq／kg乾土  

壌   

179   167   623  舶q／血2   

梼  米  三木町  10．10．27  1  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  高松市  10．11．16  1  N．D  0．017  0．030  

Bq化g生  

菜   N．D   N．D   N．D  

茶  Bq几g乾物   

10．8．18  

牛  乳  高瀬町   11．2．15  2   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／且   

淡水産生物  Bq／kg生   

10．6．28  

日 常 食   高松市等   10．12．13  4   N．D   N．D   N．D  0．044  Bq／人・日   

海  水  m8q／且   

海 底 土  Bq化g乾土   

カレイ   庵治町  10．11．25  1  0．10  0．08  0．10  Bq／kg生  

海  

産  
生  

物  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成10 年 4月   15．1   20．3   16．4   73   

5月   15．1   21．3   16．3   75   

6月   14．9   22．0   16．4   75   

7月   15．0   22．4   16．5   74   

8月   15．1   22．4   16．7   75   

9月   15．0   22．0   16．6   77   

10月   15．1   25．5   16．5   75   

11月   15．1   20．2   16．7   74   

12月   15．3   21．4   16．8   73   

平 成11年 1月   15．3   22．3   16．8   71   

2月   15．4   22．7   17．0   75   

3月   15．3   21．5   16．8   73   

年  間  値   14．9   25．5   16．6   71～ 77   

前年度までの過去3年間の値   14．5   25．2   16．4   68～78   
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Ⅴ－38 愛媛県における放射能調査  

愛媛県立衛生環境研究所  
河内 哲一・影浦 久・二宮 千秋  

友岡美智代・安部 暢哉・呼石 弘子   

1 緒言   

平成10年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力   

発電所周辺環境放射線等調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について   

報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底   

土、海産生物、空間放射線線量率、積算線量  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能   

測定調査委託実施計画書（平成10年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置   

ア 全ベータ放射能  低ハヾックク予ラウンド放射能自動測定装置：アロカLBC－472   

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：キヤンへ予ラGC－3019  

低／l＋ックク～ラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSCLLB5   

ウ 空間放射線線量率 NaI（TA）シンチレーション検出器：アロカND－471CV、アロカMAR－15  

加圧型電離箱検出器：アロカRIC－328  

NaI（Ti）シンチレーションサーへやイメータ：アロカTCS－166   

エ 積算線量  

（4）調査結果  

TLD：ナショナルUD－200S   

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  

は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。   

イ 環境試料の核種分析  

9CS rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る。131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。ま  
た、3Hの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と同レベルである。Ge  

半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、137C sが微量検出され  
ている。  

ウ 空間線量  

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線線量率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31  

地点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間  
の値と同レベルである。   

3 結語   

平成10年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルで   

あり、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、   

過去における大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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試 料 名   採取場所  採 取 年 月  簑   
（含40K）  前頼まで船脚嫌  

単 位  
鮒直  最高値  鮒直  最高値   

伊柵爛  10′互7．10，11／1  4  18   47   9   41   
大気浮遊じん  

松 山 市  10／47．10，11／1  4  67   謙X）   21   220   
嘲血3  

伊柵爛   月1回   12   2   26   2   24   

降 下 物  12   4   23   2   20   
M軸／1皿2・月  

月1回  

陸 水  河 川 水  伊柵九哺l】  10／5．7．10，11／1  4  ND   25   ND   43  咄／且   

土 壌  0～10cm  伊珊瑚離  10／47．10，11／1  12  220   ：賂0   170   諷）  軸／k戊土   

妙ん（可食部）  伊方町他  10／11   10  31   46   29   亜   

10  37   70   42   
農産 食品  軸／k盛  

野   菜  伊 方 町  10／12，11／1   9  ミ泊   210   82   240   

植  葉  伊 方 町  10／8   82  61   

物   菓  伊 方 町  10／5．8．11，11／2  8  55   100   68   1α）   

軸／k塵  

海  水   伊方町平婆沖  10／5．7．9．11   4  29   42   ND   45  m軸／且   

海 底 土   伊方町平習沖  10／5．7．9．11   8  1謀）   ㈱   1餅）   370  軸／k成土   

海  110   82   1：犯   

産  72   54   74  

生  69   18   100  
軸／k盛  

物   亜氾   210   470   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき削D」と表示した。海水の軌恕幡亀40Kを胃叙、ている。   

表2 大型水盤による月間降簡件の全β放射能調査結果  

採 取 年 月   
伊方町九町越公園  松  山  市  

降水量  月間降下量  降水量  月間降下量  
仙  （MBq／km2）  血）  （MBq／km2）   

10年4月   138．0   19   141．0   23   

5月   1弘0   18   123．5   13   

6月   243．0   12   2亜．5   15   

7月   140．5   113．5   6   

8月   6．0   2   32．5   4   

9月   219．5   10   157．5   9   

10月   331．5   8   276．0   12   

11月   31．5   39．0   10   

12月   3．0   4   5．0   6   

11年1月   24．5   5   27．0   

2月   45．5   26   3亀0   19   

3月   71．5   81．0   22   

年 間 値  1388．5  2～26  1279．5  4～23   

前年度までの揖鋼碓  2～24  2～20   

（注）降水量の甲御薗よ12カ月分の合計直である。  
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表3 放射化学分析結果  

検  90sr濃度  前頼まで鮎3柵碓  

試 料 名  採取場所  採取年月  体  単 位  
数                鮒直  最尉直  鮒直  最高値   

脚畑齢園  1q／5．11   2  ND   0．（袷2   ND   0．043   

降 下 物  蜘2・月  
松 山 市  10／5．11   2  ND   0．050   ND   0．053   

陸 水  河 川 水  伊柵九嘲′J  10／10   0．鋸  0．69   1．3  咄／£   

土 壌  0～10cm  伊柵珊馳  10／7   3  1．4   3．4   1．0   5．8  恥旬配   

E…＝ど ≠．記  野   菜  伊 方 町  11／1   0．21  0．25   0∴泌  軸／旭   

海  水   伊方町平磐井  10／5．7．9．11   4  1．5   2．1   0．粥   3．2  咄／且   

海 底 土   伊方町平錮  10／5．7．9．11   8  ND   0．25   ND   0．49  軸几g鮎   

海  M）  ND  

産  ND  ND   0．031  

軸髄  
生  ND  ND  

物   2  0．053  0．056  0．020  0．14   

（注）未知試料の顔別儀か±△Nにおいて、N＜3△Nのとき削D」と表示した。   

表4131Ⅰ分析結果  

試 料 名    採取場所  採取年月   検摘  131Ⅰ濃度  餌射で鮎3欄碓  単 位   

みかん（可鯛）   伊 方 町  10／11   3   N）   N）   
農産  

みかん（表 皮）   伊 方 町  10／11   3   N〕   ！心  

食品  

野   菜   伊 方 町  10／12，11／1   9   N）   N）   
軸／k塵  

松   葉   伊 方 町  10／唱   1   Ⅶ   ND  
植 物  

杉   菓   伊 方 町  10／5．8．11，11／2  4   M）   柑）   

海産生物  海轟類  全体  伊珊瑚閻  11／4   1   N）   N）   

（注）未醐±△Nにおいて、N＜3△Nのとき削D」と表示した，   

表5 3H分析結果  

3Il濃度  弼ま髄去辞閻准  

試料名   採取場所  採 取 年 月  検撒  単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

脚㈹掴   月1回   12   ND   1．0   ND   1．2   
陸  

松 山 市   月1回   12   ND   0．83   ND   1．5  
水   軸／且  

河川水  肺軌噸川  10／5．7．10，11／1   4   ND   0．57   ND   1．1   

海 水   伊方町平賛沖  10／5．7．9．11   4   ND  ND   

（粉 末醐±△Nにおいて、N＜3△Nのとき削D」と表示した  
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表6 ゲ／レマニウム半導体検出静こよる核種分析結果  

検  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月   体  検出された  

数   

伊珊瑚  10／47，10，11／1  4   ND  ND  
大気浮遊じん  m軸血3  

松 山 市  10／亀7，10，11／1  4   ND  ND  れ   

伊柵九欄頒   月1回   12  ND  0．072   ND  机   

降 下 物  他】／血2・月  

松 山 市   月1回   12  ND  0．脱  ND  0．054  

陸  ND  ND  

m軸／且  

水   2   ND  ND  

土  れ   

；l．；彗  

壌   
2  24   26   10   29   

穀 類（精米）   松 山 市  10／10   ND  ND  四  軸髄   

農  10  ND  0．021  ND  0．024  

産  10  ND  0．041  ND  0．0三強  

軸／k塵  

食  伊 方 町  10／12，11／1   9  ND  0．0別  ND  0．082  
野   菜  

lコ ロロ   
松 山 市  10／11   2   ND  Ⅶ  0．029  

植  葉  伊 方 町  10／8   ND  0．026  0．0∠姐  机   

軸／k盛  

物   菓  妻： ：l  10／5．8．11，11／2  8  ND  0．026  ND  0．043  四   
牛  乳   を 山 市  10／包，11／2   4   ND  ND  四  馳／旦   

松 山 市  10／亀．11   2  0．031  0．039  0．019  0．0潔）  れ   

日 常 食  軸〟・日  

伊 方 町  10／6．11   2  0．021  0．016  0．010  0．026  

海  水   伊方町平婆沖  10／5．7．9．11   4  2．2  2．7  2．4  3．4   四  蝿／且   

海 底 土   伊方町平婆沖  10／5．7．9．11   8  0．別  1．7  0．諌1  1．3   四  軸／k炭土   

伊柵九櫛  10ノ互7．10，11／2  8  0．（鄭  0．14  0．α蛤  0．20   

海  
松山市沖  10／8   0．13  0．16  0．17   

産  

魚類（欄外）  伊柵畑閻  10／47．10，11／2  8  ND  0．12  ND  0．14   軸八鹿  

生  

ノlヽヽ  伊柵珊閻  10／47．10，11／2  8  ND  0．033  ND  0．038  四  
物   
海 藻 類  伊柵欄閻  10／47．10，11／2  8  ND  0．12  ND  0．12   

（注）未矯㈱±△Nにおいて、N＜3△NのときnⅦ」と表示した）  
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表7 ㈱朝り定結果  

モニタリンクやステーション  モニタリンクやポスト  サーへやイメータ  

測定地点  
伊柵爛  伊加聯  伊柵九町  松山市  松 山 市  伊柵等7鮎   

測定器  NaI（Tけシンチトション    加圧型電離箱  加圧型電離箱  NaI甘けシガl／一ション    NaI甘けシ沖レ寸ヨン  

（鵬y／抽  （応y几）  （㊥ル）  （c匹）  （鵬yル）   

区 分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

10年 4月  15  49  17  47  65  49  54  杖）  訪  19  26  20   81   21へイ5   

5月  15  37  17  47  59  49  54  71  国  19  22  20   83   21へ68   

6月  15  52  18  48  68  51  54  紋）  57  19  24  20   82   21～73   
7月  15  39  17  49  62  51  55  74  57  19  24  20   84   19～75   
8月  15  28  16  亜  55  勤  55  糾  57  19  23  20   杖）   20へ76   

9月  15  田  17  49  57  51  55  68  57  19  23  21   82   22へ77   
10月  15  讃）  17  49  一詭  51  55  81  57  19  24  20   83   20～78   
11月  15  37  17  49  58  51  55  73  57  19  24  20   83   20～75   
12月  15  27  17  49  55  団  55  64  56  19  22  20   85   20へイ8   

11年1月  16  47  17  49  65  51  55  79  57  19  28  20   87   20へイ6   

2月  16  田  18  49  71  51  55  87  58  19  25  20   85   22へ78   
3月  15  39  18  49  67  51  55  78  58  19  27  20   糾   22～78   

年 間 値  15  田  17  47  71  51  田  87  57  19  28  20  80へ87  19～78   

前傾まで鮭3珊碓  14  従）  15  47  75  49  49  89  53  19  潔）  20  74′、・89  19へ眉5   

表8 積搬掟結果（TLD）  （単位：FLGy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  前轄ま欄去鋼碓   

伊方町等30地点  87～145   84～143   89～153   瑛）～153   蹴）～147   

松山市 1地点   207   201   210   213   198～219   
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Ⅴ－39 高知県における放射能調査  

高知県衛生研究所   

近澤紘史 植村多恵子 石井隆夫  

1緒言   

平成10年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」  
の結果について、その概要を報告する。   

2 調査概要  

1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、滞米、野菜（大根、ほうれん草）、牛乳   

（原乳、市販乳）、日常食、海産物（かつお）、空間放射線量率（モニタリ）ゲホ○スト、サイイ  

メータ）  

2）測定方法  

試料の採取、調製及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技術庁  

平成10年度）」、科学技術庁縮「全へ●一夕放射能測定法（1976）」及び「ケ●ルマニウム半  

導体検出器によるがンマ線スイ舛口州－（平成2年改訂）」に準じて行った。  

3）測定装置  

GM計数管  

計数装置  

シンチレーショ沖イイメータ  

モニタリンダポスト  

Ge半導体検出器  

アロカ（株）GM－2503B  

アロカ（株）TDC・104  

アロカ（株）TCS－166  

アロカ（株）M－21  

（株）東芝IGC1619S  

4）調査結果  

（1）降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示した。  

（2）空間放射線皇率測定結果を表2に示した。  

（3）Ge半導体検出器による核種分析測定調査結果を表3に示した。  

3 結 希  

いずれの調査項目においても、前年度とはぼ同程度の値を示し、特に異常は緩め  

られなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月日   降水i  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月 間 降 下 量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

平成10年 4月   255．8   12  N．D   N．D   N．D   N．D   

5月   508．7   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   879．4   14  N．D   N．D   N．D   N．D   

7月   318．2   5  N．D   N．D   N．D   N．D   

8月   1臥7   N．D   N．D   N．D   N．D   

9月   1352．8   10  N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   421．2   12  N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   1臥8   N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   15．3   4  N．D   N．D   N．D   N．D   

平成11年1月   29．5   3  N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   47．7   7  N．D   N．D   N．D   N．D   

3月   234．8   N．D   N，D   N．D   N．D   

年 間 値   4100．9   97  N．D   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   262  N．D   1．6   N．D～47．5   N．D   

表2 空間放射線土率測定結果  

測定年月 日   モニタリンダホ○スト（nGv／h）  サーヘ■ィメータ  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成10年 4月  21．6   39．9   24．2   28   

5月  21．8   31．9   24．0   30   

6月  21．5   39．6   24．9   26   

7月  21．7   48．6   24．2   28   

8月  21．5   30．2   24．4   28   

9月  21．3   34．9   24．1   30   

10月  21．7   3臥9   24．1   26   

11月  22．0   35．3   24．1   30   

12月  21．9   40．5   24．3   30   

平成11年1月  21．7   40．2   24．3   34   

2月  21．5   46．0   24．3   36   

3月  20．8   47．0   23．8   32   

年 間 値   20．8   48．6   24．2   26～36   

前年度までの過去3年間の†  21．6   55．3   24．9   22～34   
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Ⅴ－40 福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

楢崎幸範・新谷俊二・木本行雄  

1．緒 言   

平成10年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務「環境放射能水準調査」の結果につい  

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

降水（定時降水）109件  

NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及びNaI（T且）シンチレーション式サーベイメータに  

よる毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

月間降下物（大型水盤）12件 陸水（源水2件，蛇口水2件），  

土壌（地表－5cml件・5－20eml件），精米（消費地1晩  

生産地1件）．野菜（大根1件，ホウレン草1件），牛乳  

（原乳4件・消費乳2件）， 日常食（都市部2件・漁村部2  

件），海水1件，海底土1件．海産生物（鯛）l件の合計35件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取，前処理及び測定は「平成10年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技   

術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

り 核種分析   

4）調査結果   

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置（アロカ製TDC－601）  

NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製MAR－15）  

NaI（T且）シンチレーション式サ，ベイメータ （アロカ製TCS－166）  

ゲルマニウム半導体核種分析装置（東芝製 Eシリpズ．IGC1619S型）  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表lに示す。定時降水の測  
定回数は109回で，このうち100回はND（検出されず）であった。  

検出された放射能濃度の最高値は8．3Bq／見であった。  

イ 空間放射線量率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト．サーベイメータの  

測定結果は，ともに過去3年間の値と同程度であった。  

り 核種分析   ：分析結果を表3に示す。137csが月間降下物，土壌，日常食，海  

底土及び海産生物（鯛）から検出されたが，その他の人工放射性核  

種はいずれの試料からも検出されなかった。   

3．結 語  

いずれの調査項目においても．特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射能濃度 （Bq／且）  月間降下量  
年  月  

（mm）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   （MBq／km2）  

平成10年 4月   200．8   14   ND   ND   ND   

5月   217．9   9   ND   1．8   3．7   

6月   428．0   ND   ⅣD   ND   

7月   166．9   ND   ND   ND   

8月   122．3   ND   ND   ND   

9月   61．8   ND   ND   ND   

10月   180．7   ND   ND   ND   

11月   26．1   ND   4．4   21．8   

12月   25．5   6   ND   4．9   3．6   

平成11年1月   56．0   4   ND   ND   ND   

2月   42．2   9   ND   8．3   54．0   

3月   84．6   13   ND   ND   ND   

年  間  値   1612．8   109   ND   8．3   ND～54．0   

前年度までの過去3年間の値  325   ND   27．0   ND～47．1   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）  

表 2 空間放射線量率軋定結果  

モニター」ングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （れGy／h）  

平成 10年 4 月   13．3   19．9   14．2   76   

5 月   13．3   17．1   14．1   74   

6 月   12．9   19．0   14．2   78   

7 月   13．1   19．3   13－8   78   

8 月   13．1   18．9   13．8   74   

9 月   13．4   17．7   14．1   78   

10 月   13．4   19．6   14．3   

11 月   13．7   18．4   14．6   80   

12 月   13．6   15．8   14．4   78   

平成11年 1 月   13．5   27．3   14．5   80   

2 月   13．5   20．1   14．4   74   

3 月   13．5   18．5   14．3   74   

年  間  値   12．9   27．3   14．2   74・－80   

前年度までの過去 3年間の値   12．9   25．3   14．3   70～84   
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表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名  採取  採取年月  過去3年間の値  れた人工放射性  

場所  数  核種   

（平成）  最低値  最 高 値  最 低 値  最 高 値   

降 下 物   太宰府市  10．4－11．3  田  ND   0．12   ND   ND   なし   ㈹q／km2   

陸  ND   ⅣD   0．25   なし   

mBq／且  

水   NI）   ND   ND   なし   

2．7   2．7   5．0   5．7   なし   Bq／kg乾土  

土  

150   150   300   330   なし   MBq／km2  

ND   ND   1．0   5．6   なし   Bq／kg乾土  

壌   

ND   ND   170   820   なし   MBq／km2   

精  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／kg精米  

米   ND   ND   ND  0．091   なし   

野  口  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／kg生  

菜   口  ND   ND   ND   ND   なし   

牛  4  ND   ND   ND   ND   なし   

10．1l．11．2  Bq／凰  

乳   2  ND   ND   ND   ND   なし   

日  0．029   ⅣD   0．054   なし   

常  

食   0．054   ND   0．046   なし   

海  水  北九州市  10．8   ND   ND   ND   ND   なし   mBq／且   

海 底 土  北九州市  10．8   ロ  4．3   4．3   0．88  1．3   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福 岡 市  10．7   口  0．21  0．21  0．16  0．18   なし   Bq／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41 佐賀県をこお レナる放射台巨調査  

佐賀県環境七  
石 橋  博  
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け
K
り
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深
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1 緒 言  
平成10年度に科学技術庁委託により佐賀県が実施した環境放射能水準調査の  

結果を報告します。  

2 調査の概要  
（1）調査対象  

平成9年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査を行っ  

た。  

空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによ  

る測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析  

を実施した。  

調査対象試料数並びに測定内容は、降水84試料の全β放射能測定、降下物12、  

大気浮遊じん4、上水2、土壌2、農産物2、精米1、牛乳2、日常食4、水産  

生物1試料の核種分析。および牛乳6試料のヨウ素－＝＝の測定である。   

（2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、科学技術庁編の各種放射能測  
定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成10度）」に基づいて  

行った。  

（3）測定装置  

全β放射能  

核種分析  

Aloka ：LBC－451低パックグランド放射能測定装置  

セイコーEG＆G：GEM－30185－P、M C A7 7・0 0  

東 芝 ：PGT Ge検出器、Eシリーズ4096ch MCA  
牛乳中の131I”－－－－－・ セイコーEG＆G：GEMq30185－P、MC A7 7 00  

東 芝 ：PGT Ge検出器、Eシリーズ4096ch MCA  

Aloka ：1’×1’Nal（T・）モニタT）ンク●ホ○スト、TCS－166サーへ●ィメータ  空間放射線  

（4）調査結果   

調査結果は次表のとおり。  

表Ⅰに定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。  
′′ Ⅱ に牛乳中の131Ⅰの調査結果を示す。  

〝Ⅲ に各種環境試料中の核種分析調査結果を示す。  
′′Ⅳ に空間放射線の計数率連続測定及び線量率の測定結果を示す。  

3 結 語  

平成10年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の核種分析及  
び空間放射線の測定結果は、前年度までの訴査結果と同程度のレベルであり、異  

常は認められなかった。  

また、環境試料中の核種分析で検出されている137c sは、過去の大気中の核  

実験等の影響によるものと思われるが、その濃度は棲めて低濃度であり、特に問  

題となるものではない。  
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表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度 （Bq／虚）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／kn了）  （MBq／kIポ）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成10年 4月  259．2   14   N．D   1．2   37  

5月  185．1   8   N．D   0．5   1．2  

6月  482．6   13   N．D   0．6   46  

7月  133．8   7   N．D   N．D   N．D  

8月   69．6   5   N．D   0．4   8．7  

9月   67．5   6   N．D   0．6   7．5  

10月  164．9   8   N．D   N．D   N．D  

11月   38．1   4   N．D   1．7   8．5  

12月   0   0  

平成11年1月   42．3   4   N．D   1．3   5．3  

2月   41．3   5   N．D   0．7   18  

3月   98．2   10   N．D   2．3   41  

年  間  値  1582．6   84   N．D   2．3  N．D～ 46  

前年度までの過去3年間の値   93 ～110   N．D   18   1．5 ～ 357   ～   

（注）N．D‥・定量限界未満を示す。  －‥・測定せず。  

表Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採   取   場   所  佐賀郡大和町大願寺  前年度まで過去3年間の値   

H．10年  H．11年  
採 取 年 月  日   6／24  8／24  10／28  12／28   1／11  3／18   

最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／且）   N．D  N＼D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   N．D   

（注）N．D・‥定量限界未満を示す。  
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表Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  その他の検出  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  137CSSSSS 過去3年間の値    された人工放  
数  射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   佐賀市   
10．4  
1．3   
N．D  N．D  N．D  N．D   なし   mBq／m3   

降下物  佐賀市   
iO．4  

N．D  N．D  N．D  N．D   〝   
1．3   

MBq／加2   

上水 蛇口水   佐賀市   10．6 10．12   N．D  N．D  N．D  N．D   〝   mBq／且 －   

0．75  2．9  6．5   〝   Bq／kg乾土  

土  10．12   
42  140  320   〝   MBq／km2  

4．2  2．9  4．8   Bq／kg乾土  

壌   10．12   
1300  680   1300   〝   相方q／km2   

精米  佐賀市   10．11   N．D  N．D  N．D   〝   Bq／kg精米   

野  佐賀市   10．11   N．D  N．D  N．D   
Bq／kg生  

菜   10．11   0．13  N．D  N．D   〝   

牛乳  佐賀郡   10．6 10．10   N．D  N．D  N．D  N．D   〝   Bq／£ ■   

日常食  
佐賀市  10．6～7  

N．D  0．022  N．D  0．05l   
玄海町周辺   10．‖～12   

Bq／人・日   

海  

産  佐賀郡   10．8   0．075  0．066  0．10   Bq／kg生   

生  

物   

（注）N．D・・・定量限界未満 を示す。  
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表Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

測  定  年  月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成10年   4 月   11．7   21．3   12．9   80   

5 月   11．4   16．3   12．6   78   

6 月   11．7   20．2   13．1   90   

7 月   11．5   20．6   13．0   104   

8 月   11．8   20．6   12．9   84   

9 月   12．0   18．1   13．1   96   

10 月   11．9   18．0   13．1   100   

11月   12．1   17．8   13．3   80   

12 月   11．8   15．5   13．1   90   

平成11年   1月   11．7   20．7   13．4   96   

2 月   12．2   18．7   13．4   90   

3 月   12．2   19．1   13．4   98   

年  間  値   11．4   21．3   13．1   78 ～104   

前年度までの過去3年間の値   11．4   26．7   13．4   76 ～ 94   
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Ⅴ－42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

谷村義則  徳夫有香   

■■－■－●●－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－－－－－一一一－－－－●■一■－－－－－－一一－－一一一－－一－一一－－－－－－－－■■＝■－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■一■－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－一一－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

1．緒言  

科学技術庁の委託業務として、平成10年度に長崎県で実施した環境放射能水準調査結果について、  

その概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

①全β放射能調査・……・  

②γ線核種分析調査・…・…  

定時降水  

大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、  

ほうれん草）、牛乳、市販牛乳、日常食及び海産生物（アサリ、  

アマダイ、ワカメ）  

③空間放射線量率…………  モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメータ  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画書〔科学技術庁、平成   
10年度〕」及び科学技術庁編放射能測定シリーズに基づいて実施した。  

（3）測定装置  

①全β放射能調査   

・GM計数装置 ……・・・………… アロカ製GM自動計数装置SCE・101．ACE・201  

②γ線核種分析調査  

・ゲルマニュウム半導体検出器 ……… ORTEC GEM・15180・P  

③空間放射線量率調査  

・モニタリングポスト ………………… アロカ製MAR－15  

（長崎県衛生公害研究所屋上＜地上14m＞にて常時測定）   

・シンチレーションサーベイメータ・・・”…・アロカ製γ－SURVEY METER TCS・166  

（エネルギー補償型）   

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。  

平成10年度は定時降水85件について実施したが、濃度はND～0・4Bq／L（月間降下量‥m～2・1  

MBq此mうであり、過去の結果と同程度であった。  

②牛乳（生産地の原乳）中の131Ⅰの調査結果を表2に示した。  

平成10年度も6匝I実施したが、いずれも131Ⅰは検出されず、過去3年間についても検出さ  

れていない。  

③ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。  

平成10年度も環境及び食品の32試料について実施したが、137csは、土壌（小浜町雲仙）、  

野菜（ホウレン草）、日常食、海産生物（アマダイ）から検出され、過去の結果と同程度の濃度で  

あった。  

④空間放射線量率の測定結果を表4に示した。  
平成10年度のモニタリングポストの結果は11．5～22．3cps（平均12．4）、シンチレーション  

サーベイメータの結果は69～80nGy／h（宇宙線の影響30nGyを含む）であり、いずれの項目も  

過去の結果と同程度であった。   

3．結語   

平成10年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結果は長崎県及び全国の過去3  

年間と同程度の濃度レベルであり、異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成10年度）  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日   
降水量  

（mm）  
放射能濃度（B扉L）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   （HB扉随2）  

平成10年 4月   209．3   8   ND   ND   ND   

5月   223．7   ⅣD   ND   ND   

6月   577．3   13   ND   ND   ND   

7月   232．9   ND   ND   ⅣD   

8月   81．9   ND   ⅣD   ND   

9月   8．0   4   ND   ND   ND   

10月   181．3   7   ND   ND   ND   

11月   69．0   4   ND   ND   ND   

12月   1．6   ND   ND   ND   

平成10年1月   62．0   7   ⅣD   ND   ND   

2月   33．7   7   ⅣD   0．4   2．1   

3月   117．0   12   ND   ND   ⅣD   

年間値   1887．7   85   ND   0．4   ND～2．1   

前年度までの過去3年間の値  252   ND   3．2   ⅣD～20．5   

（注1）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  

表2 牛乳中の131Ⅰの分析結果（平成10年度）  

採取場所   諌早市   諌早市   諌早市   諌早市   諌早市   諌早市   前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  HlO．5．12  HlO．7．7  HlO．9．1  HlO．11．2  Hll．1．12  Hll．3．2   最低値   最高値   

放射能濃度  ND   
（的几）  

ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である   

（注2）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スぺクトロメーターで測定した。   

（注3）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（平成10年度）  

前年度まで  

検  1ユTcs  過去3年間の†直   その他の検出された  

試料名  採取場所  採取年月   体  人工放射性核種   単位  
数                   最低値  最i訂直  鮒直  最高値   

大気浮遊じん   長崎市  10年4月 ～11年3月  4   
m   m   抑   虚心m3   

降下物  
長崎市  10年4月 ～11年3月  四  m   

ND   0．043   m   惟q伽2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  長崎市  10年6月 及び12月  田   
m   m   m   m   村D   通がL  

水  
淡 水  

小浜町  35  65   m   
0～5qn  

BVkg乾土  

土  
（雲仙）   1589  1160  1841   m   惟曲Z  

小飼町  
10年 7月   9  9   28   

壌  
B抽乾土  

（雲仙）  798  712   2793   m   惟心血2   

精米  長崎市  11年1月  口   ⅣD  m   m   惟q／鹿精米   

野  長崎市  11年1月  口   m  ⅣD   m   m   

菜   0．（裕  m   0．05   M）   Bq／k生  

茶  地場乾物   

牛 乳  
長崎市  10年8月 11年2月  2   

m   m   m）   m   Bq几   

淡水産生物  Bq／短生   

長崎市  10年6月  2  0．03  0．04   m   0．（池   

日常食  Bq／人・日  

及び11月  ⅣD   0．03   肺   0．05   m   

海 水  嘘q几   

海底土  Bq／短乾土   

海  小長梓町  10年 5月  口   ⅣD   冊   

産  
生  0．22  0．15   m  

Bq／短生  

物   島原市  11年 2月  口   抑  m   m   

（注1）食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。   

（注2）仰：軋定値が測定誤差の3倍未満。  
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表4 空間放射線量率測定結果（平成10年度）  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメーター  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年 4月   11．7   19．7   12．3   77   

5月   11．6   16．0   12．3   

6月   11．5   16．6   12．4   73   

7月   11．5   22．3   12．2   70   

8月   11．7   16．4   12．3   75   

9月   11．9   16．0   12．4   73   

10月   11．7   16．0   12．4   79   

11月   11．7   17．2   12．5   80   

12月   11．9   16．2   12．3   73   

平成11年 1月   11．8   柑．9   12．4   77   

2月   11．8   17．7   12．4   79   

3月   11．8   18．5   12．4   

年 間 値   11．5   22．3   12．4   69～80   

前年度までの過去  

3年間の値   
11．4   26．0   12．4   69～82   

（注1）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響30nGyルを含む。  
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Ⅴ－43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

木庭亮一 上野一憲 北岡宏道  
福島宏暢 植木 肇  

1 緒 言  

前年度に弓博続き、平成10年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査   

結果について報告する。  

2 調査の概要  
1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、米、野菜  

（大根及びホウレン草）、牛乳、日常食及び空間放射線皇率   

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射線測定法シリーズ及び  

「放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）」に基づいて行った。   

3） 測定装置  

（1） 全ベータ放射能  

GM式β線測定装置：アロカ JDC－163  

（2） ガンマ線核種分析  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置   ：セイコー・イージーアンドジー  

MCA7700  

（3） 空間放射線量率  

モニタリングポスト：アロカ  MAR－15  
シンチレーション式  

サーベイメータ  ：アロカ  TCS－151   

4） 調査結果  

大型水盤による月間降下物及び定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を表2に、空間放射線量  
率測定結果を表3にそれぞれ示した。  

3 結 語  
平成10年度の熊本県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線   
量率ともに前年度とほぼ同程度であり、特に異常な値は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／り  月間降下量  月間降下量  

（惟q／血2）  （惟q／加2）  

（m）                       測定数  最低値  最高値   

平成10年4月  212．9   N．D  N．D   N．D  

5月  163．1   N．D   N．D   N．D  

6月  567．3   12   N．D   1．9   

7月  170．7   N．D   N．D   N．D  

8月  39．3   4   N．D   N．D   N．D  

9月  109．3   5   N．D   N．D   N．D  

10月  183．5   N．D   N．D   N．D  

11月  12．8   N．D   N．D   N．D  

12月  25．2   N．D   4．2   4．2  

平成11年1月  23．5   4   N．D   N．D   N．D  

2月  35．7   N．D   N．D   N．D  

3月l  139．7   6   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1683．0   81   N．D   4．2   N．D～11   ～   

前年度までの過去3年間の値   266   N．D   4．6   N．D～21   ～   

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
＊   ：3月19日～3月30日までGM管交換のため欠測  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  137cs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値  

月  

数  

大気浮遊じん   宇土市  10年4月 ～11年3月  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／ml   

降下物  宇土市  10年4月 ～11年3月  四  N．D  0．1l  N．D  N．D  惟q／加2   

上水源 水  
陸  

蛇口水  宇土市  10年6月 10年12月  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／且  

水  

淡 水  

58   57   78  Bq／短乾土  
0～5cm  西原村  10年7月  口  

土  1300  1700  1900  惟q／b2  

壌  17  9．6   19  Bq／短乾土  
5～20cm  西原村  10年7月  口  

1200  640  1300  惟q／加2   

精  米   合志町  10年10月  口  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／短精米   

野  合志町  10年6月  口  N．D  N．D  N．D  N．D  
Bq／鹿生  

菜   

茶  御船町   10年4月   2  N．D  0．27  N．D  0．58  
上村  10年5月  

Bq／短乾物   

牛  乳   合志町   10年8月   2  N．D  N．D  N．D  N．D  
11年2月  

Bq／象   

淡水産生物  Bq／短生   

日 常 食   熊本市 富合町  10年6月 10年12月  4  N．D  0．067  N．D  0．055  Bq／人・日   

海  水  mBq／且   

海 底 土  Bq／短乾土   

海  

産  
Bq／短生  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年 4月   9．2   17．6   10．0   46   

5月   9．2   13．1   9．9   41   

6月   9．0   16．2   10．2   44   

7月   9．0   19．0   9．9   38   

8月   9．1   12．6   9．8   38   

9月   9．3   13．4   10．2   41   

10月   9．3   14．3   10．1   42   

11月   9．4   14．4   10．3   45   

12月   9．4   13．1   10．2   44   

平成11年1月   9．3   15．3   10．2   46   

2月   9．3   17．8   10．2   45   

3月   9．2   15．5   10．2   4Z   

年 間 値   9．0   19．0   10．1   38 ～46   

前年度までの過去3年間の値   8．9   19．8   10．1   39 ～ 46   

（注）調査開始：平成元年10月  
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Ⅴ－44 大分県における放射能調査  

大分県衛生環境研究センター  

吉川政治、藤野卓見、安藤章夫  

1．緒 言   

大分県において、平成10年度に実施した科学技術庁の委託による環境放射能測定  
調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

①定時降水の全β放射能調査   

②大気浮遊じん・降下物・陸水・土壌・精米・野菜・牛乳・日常食のγ線核種分析   

③空間放射線量率測定  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書（平成10年   
度）」及び各放射能測定法（科学技術庁編）に準じて実施した0  

3）測定装置   

①全β放射能   

②γ線核種   

③空間放射線量率  

アロカ製 GM自動測定装置 JDC－163  
キャンベラ製 インスペクタ1200  
アロカ製 モニタリングポスト MAR－21  

アロカ製 NaI（Tl）シンチレーション  
サーベイメータTCS－131   

4）調査結果  

（む全β放射能  大分市における定時降水の測定結果を表1に示す。82例中  
5例検出したが、異常値は認められなかった。  

分析結果を表2、表3に示す。測定試料数は、29検体で、  
137Csが降下物、土壌、日常食、牛乳から検出されたが、異常  
値は認められなかった。  

②γ線核種  

③空間放射線量率 測定結果を表4に示す。大分市及び佐賀関町における計測値  
は、従来と同程度であった。  

3．結 語   

平成10年度に大分県で実施した放射能調査結果は、従来と同程度であり、特に異   
常値は認められなかった。  
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［表1］定時降水試料中の全β放射能調査結果（大分市）  

放射能濃度（Bq／且）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（皿皿）  測定数   最低値   最高値   （肥〟b2）  

平成10年 4 月   146．3   12   ND   1．0   8．2   

5 月   152．2   10   ND   ND   ND   

6 月   377．0   12   ND   ND   ND   

7 月   136．5   7   ND   2．2   27   

8 月   70．5   3   ND   ND   ND   

9 月   296．3   10   ND   1．4   17   

10 月   430．8   8   ND   ND   ND   

11月   24．5   2   ND   ND   ND   

12 月   0．7   0   ND   ND   ND   

平成11年1月   32．6   ND   ND   ND   

2 月   49．5   6   ND   ND   ND   

3 月   136．4   11   ND   0．8   14   

年  間  値   1853．3   82   ND   2．2   ND～27   

前年度までの過去3年間の値  72～86   ND   3．1   ND～71   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満  

［表2］牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   久住町   久住町   前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日   10．8．13  11．2． 9   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／L）   ND   ND   ND   ND   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満  
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［表3］ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  採  137cs  137csの前年  その他の  

取  取  産までの過去  検出され  

試料名  場  年  3年間の値  た人工放  

所  月   射性核種   

数  

大気浮遊じん   大分市  毎月  4  ND   ND   ND   ND  Bq／m3   
降 下 物   大分市  毎月  12  ND  0．081   ND   ND  脆扉血2   

陸水（蛇口水）   大分市  10．6  ND   ND   ND  Bq〟   

10．12   

0～5cm  久住町  10．7  口   75  85   93  Bq／kg乾土  

土  980  1600  2100  惟〟血ヱ  

壌                                      5～20cm  久住町  10．7  口   22  19   23  Bq／kg乾土  

1200  840  1200  惟〟血2   

精  米   宇佐市  10．11  口   ND  ND   ND  Bq／kg精米   

野  ND  ND   ND  Bq／kg生  

菜   ND  ND   ND  Bq／kg生   

牛  乳   久住町  10．8  ND  0．20  的丑   

11．2   

大分市  10．6  

日 常 食  10．10   Bq／人・日  

佐伯市  10．6  

10．10   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満   

［表4］空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／b）   

測 定 年 月  （大分市）  サーベイメータ  

（nGy／b）  

最低値   最高値   平均値   （佐賀関町）  

平成10年 4月   31   59   33   68   

5月   31   40   32   72   

6月   31   48   33   66   

7月   31   48   33   66   

8月   31   46   34   66   

9月   31   48   33   67   

10月   31   49   33   69   

11月   31   47   33   66   

12月   31   38   33   70   

平成11年 1月   31   56   33   70   

2月   31   51   33   67   

3月   31   53   33   69   

年  間  値   31   59   33   66～72   

前年度までの過去3年間の値   ※   ※   ※   48～73   

（注）※：平成10年2月の機器更新により、それまでのCPS表示のモニタリングポストから、  

nGy／b表示のものとなったため、過去3年間の値はない。  
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Ⅴ－45 宮崎県におけ る放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

押川智子、中村公生、前田武  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成10年4月から平成11年3月までに科学技術庁の委託により実施した宮   

崎県における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、  

ホウレン草）、茶、牛乳、   

2）測定方法  

試料の調製及び測定は、   

「全べ一夕放射能測定法  

析法（平成4年改訂版）」   

3）測定装置  

全ベータ放射能：  

ガンマ線核種分析：  

大気浮道じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び  

日常食及び空間放射線量率  

科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成10年度）」、  

（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分  

により行った。  

GM式β線測定装置  （アロカ製 JDC－163）  

Ge半導体核種分析装置  

（SEIKO EG＆G製 MODEL7800）  
モニタリングポスト  （アロカ製 MAR－21）  空間放射線量率  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－166）  

4）調査結果   

表1に降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間の値と比   

較して、特に異常は認められなかった。   

表2にγ線核種分析結果を示す。人工放射性核種としては1a7csが、土壌、茶及び日常食から検   

出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であった。その他の人工放射性   

核種は検出されなかった。   

表3にモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率調査結果を示す。いずれも   

前年度までの値と比較して、特に異常は認められなかった。。  

3 結 語   

平成10年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度で  

あり、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

年  月  （m）  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   （MBq／km2）  

平成10年 4月   289．7   N．D   1．7   6．0   

5月   302．7   13   N．D   2．5   9．6   

6月   673．5   13   N．D   N．D   N．D   

7月   153．7   5   Ⅳ．D   2．0   26、8   

8月   14．5   3   N．D   N．D   N．D   

9月   238．2   N．D   3．0   7．1   

10月   510．2   軋D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

11月   34．6   4   N．D   N．D   N．D   

12月   27．3   4   N．D   1．4   4．5   

平成11年 1月   32．6   3   軋D   N．D   Ⅳ．D   

2月   76．5   5   N．D   2．3   83．4   

3月   358．9   15   N．D   2．2   28．8   

年・間 借   2712．4   98   N．D   3．0   N．D～ 83．4   

前年度までの過去3年間の値  297   N．D   7．1   N．D～129．2   

（N．D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析軌定調査結果  

検  
137cs  悪書嘗皐齢値  

その他検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

大気浮遊塵  宮崎市  1（）．4～11∴う  4  N．D   N．D   N．D   N．D  嘘q／m3   

降 下 物  10こ4′－11∴5  12  軋n   N．【）   軋D  0．095  MBq／km2   

陸  
蛇口水   

水  
10．6，10．12  2  N．【）   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   N．D  mBq／1   

5．7  7．8   9．1  
1（）．7   

Bq／kg乾土  

土  2  

271  562   660  MBq／′km  

6．6  5．8   8．3  
壌   

Bq／kg乾土  
2   

968  787  112（〕  hIBq／km   

精 米  10．8   N．D  N．い   N．【）  Bq／kg精米   

野  10．12   N．1）  N．1）  0．04  
Bq′／kg生  

菜   N．D  N．Ⅰ）  0．06  

茶  
川南町  

10．5   2  1．6   1．9   0．2   2．9  
都城市  

Bq／kg紺   

牛 乳  高原町   10．8，11．2  2  N．D   N．D   N．【）   N．D  Bq／1   

宮崎市  

日 常 食    高千穂町   
10．6，10．12  4  N．1）  0．053  N．Ⅰ）  0．15  Bq／人・日   

（N．D：検出されず）   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタルク○ホ●スト（nGy／h）  サーへ◆イメータ  
測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成10年 4月   25．8   56．9   27．7   50   

5月   25．8   39．6   27．7   50   

6月   25．8   46．3   28．2   68   

7月   25．9   49．5   27．6   54   

8月   26．1   39．0   27．4   52   

9月   25．6   48．6   27．8   56   

10月   25．7   44．4   27．8   50   

11月   26．1   43．6   27．5   50   

12月   26．1   42．2   27．3   50   

平成11年 1月   26．0   47，1   27．3   50   

2月   25．8   50．8   27．4   50   

3月   25．6   52．4   28．6   50   

年  間  値   25．6   56．9   27．7  50 ～ 68   

前年度までの過去3年間の値   25．6＊   55．2＊   28．0＊  50～58＊＊   

＊平成9年度より機種変更のため平成9年度の測定値  

‡＊平成8年度よりサーベイメーター棟種変更のため平成8年度～9年度の測定値  
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Ⅴ－46  鹿児島県における放射能調査  

鹿児島県環境センター  

田島 義徳，程々 伸博  
今村 博香，奥園 和光  

1．緒 言  

平成10年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果について報告する。  

なお，本県では上記委託調査のほかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監視調査を実施しており，   

その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」で既に報告している。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホ  

ウレンソウ），茶，牛乳，日常食，海産生物の核種分析及び空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の採取 前処理，調製及び測定は，科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及び「放射能  

測定調査委託実施計画書（平成10年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置   

（D 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

② 核種分析調査  

Ge 半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  

波高分析装置：EG＆G ORTEC・92X  

③ 空間放射線量率調査  

1′′¢×1”L NaI（Te）シンチレーション検出器ニアロカ・MAR，11  

1′′¢×1”L NaI（Te）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・TCS－166   

4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表－1に示す。また，空間放射線量率調査結果を  

表－2に示す。いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は吉忍められなかっ  

た。  

核種分析調査結果を表－3に示す。核種分析調査については，昭和63年度から実施しており，  

二れまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果及び環境放射能水準調査結果と比較して  

特に異常は認められなかった。  

3．結 語  

平成10年度の調査結果は，空間放射線量率，環境試料の放射能とも，これまでの調査結果と比較し   

て同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  降水量  
放射能濃度（Bq／β）  

年  月  
月間降下量  

（mm）  
（MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成10年4月   397．5   9   ND   ND   ND   

5月   278．0   ND   ND   ND   

6月   481．0   10   ND   ND   ND   

7月   217．5   6   ND   ND   ND   

8月   60．5   4   ND   ND   ND   

9月   146，0   6   ND   ND   ND   

10月   286．5   6   ND   ND   ND   

11月   60．0   3   ND   ND   ND   

12月   8．0   3   ND   ND   ND   

平成11年1月   27．0   4   ND   ND   ND   

2月   87．0   6   NL）   ND   ND   

3月   185．5   ND   ND   ND   

年 間 値   2，234．5   79   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  249   ND   2．2   ND へ14．2   

（測定場所：鹿児島市）  

（表－2） 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成10年 4月   11．3   19．0   12，0   79   

5月   11．3   14．2   12．0   77   

6月   11．4   16．0   12．1   79   

7月   11．5   24．8   12．3   79   

8月   11．5   13．3   12．1   75   

9月   11．6   17．9   12．5   79   

10月   11．6   16．6   12．3   77   

11月   11．5   15．1   12．2   77   

12月   11．4   16．0   12．0   77   

平成11年 1月   11．4   16．8   12．1   78   

2月   11．4   18．5   12．2   78   

3月   11．2   19．4   12．3   75   

年  間  値   11．2   24．8   12．2   75 へ  79   

前年度までの過去3年間の値   11．0   21．6   12．3   73 へ  84   

（測定場所：鹿児島市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  13; 前年度まで    その他の検出さ  
cs  

試 料 名   採取場所  採取年月  体  
過去3年間の値    れた人工放射性   

数  核種   

降 下 物   鹿児島市  HlO．4へ′Hll．3  12  ND  ND  ND  ND  htBq／km2   

陸水‡蛇口水   鹿児島市  HlO．6，HlO．11  2  N工）  ND  ND  ND  mBq／′g   

0．82  0．82  0．49  0．6  Bq／kg乾土  

土  
0一－5cm   開聞町   HlO．9   

1 57 57   30   45  トIBq／km2  

壌  1．1  1．1  0．92  1．5  Bq／kg乾土  
5一＼一20cm   開聞町   HlO．9   

160  160  120  190  htBq／km2   

精  米   鹿児島市   HlO．11   ND  ND  ND  0．38  Bq／kg精米   

野  大  根  開聞町   HlO．12   ND  ND  ND  0．019  Bq／kg生  

菜  HlO．10   0．29  0．29  0．1  0．41  Bq／kg生   

知覧町   HlO．6   1．5  1．5  1．4  1．7  Bq／kg乾物  
茶  

宮之城町   HlO．6   0．78  0．78  0．32  0．68  Bq／kg乾物   

牛  Bq／ゼ  

乳   Bq／f   

大口市   HlO．6，11   2  ND  0．027  ND  0．062  Bq／人・日  
日 常 食  

川内市   HlO．6，11   2  0．058  0．17  ND  0．046  Bq／人・日   

海  水   加世田市   HlO，9   ND  ND  ND  ND  mBq／g   

海 底 土   加世田市   HlO．9   ND  ND  ND  ND  Bq／kg乾土   

水産生物tきびな   阿久根市   HlO．11   0．12  0．12  0．12  0．16  Bq／kg生   
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Ⅴ－47 沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所   

阿部 義則 照屋 桑津子  

金城 義勝  

1．緒言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け、平成10年度に沖縄県  
が実施した環境放射能調査の概要を報告する。   

2．調査の概要   
り 調査対象  

降水、降下物、陸水、農畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、  

海産生物及び空間線量率の測定を行った。  
試料の採取地点、測定地点、測定値は表1～4に示す。   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定法は「平成10年度放射能調査委託計  
画書」、「全ベータ放射能測定法」及び「ゲルマニウム半導体検出器を  
用いた機器分析法」に基づいた。   

3）測定装置  
a．GM測定装置  AlokaTDC－511，GP－14V，PS－202D，EDP－111  

b．Ge半導体検出器  EG＆GORTECGEM－25185－P  
MCA波高分析装置 EG＆GORTECTRUMP－8k－W3＆MAESTRO  

c．モニタリングポスト   AlokaMSR－151W，ND－105  

d．サーベイメータ  AlokaTCS－166   

4）調査結果  
a．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1に示す。  
降水の放射能濃度、月間降下量はすべてN．D．、降下物の月間降下  
量はN．D．～34．8MBq／Km2の範囲で特に異常値はみられなかった。  
b．牛乳中の－3－Ⅰの測定結果を表2に示す。  
－3－Ⅰは何れの試料においても検出されなかった。  

c．ゲルマニウム半導体検出器による－37csの測定結果を表3に示す。  
環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で特に異常  
値はみられなかった。  

d．空間放射線量率の測定結果を表4に示す。  
モニダノングポストによる計数率は6．2～24．5cps、サーベイメータに  

よる線量率は58．7～63．7nGy／hの範囲で、空間放射線量率も前年度  
とほぼ同レベルの推移であった。   

3．結語  

今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線量率は前   

年度と同レベルの推移で、変動の要因は自然放射能の寄与によるも   
のと推察された。また、環境試料中の－37cs濃度も前年度と同レベルの推   
移で、特に異常値はみられなかった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／t）  月間降下量   月間降下量  

年月  （mm）   （MBq／Knて）   （MBq／Kn了）   

測定数  最低値  最嵩値  

′成10年 4月   321．0   8  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月   218．6   12  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

6月   383．5   14  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

7月   235．2   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   71．2   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

9月   313．9   10  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

10月   544．0   12  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   229．9   10  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   187．0   12  N．D．   N．D．   N，D．   N．D．   

平成11年1月   93．5   10  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

2月   18．7   7  N．D．   N．D．   N．D．   34．8   

3月   159．5   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

年間値   2776．0   120  N．D．   N．D一   N．D．   N．D． ～  34．8   

前年度まで過去3年間の値  267  N．D．   6．23  N．D．～ 50．4  N．D． ～  123   

＊：降水は大里村、大型水盤による降下物は与那城町で採取している。  

（2）牛乳中の1311分析結果  

採取場所   与那城町  与那城町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   HlO．9．3  Hll．2．9  最低値   最高値   

放射能濃度（Bqパ）   N．D．   N．D．  N．D．   N．D．   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試料名  

採取場所  採 取 年 月  検 体 数   
137cs  前年度まで過去3年間の値   その他の検出され  

単位  

最低値  最高値  最低値   た人工放射性核種               最高値   

大気浮遊じん  mBq／パ   

降下物  与那城町  4→3  12  N．D．  N．D．  MBq／Knイ   

上水 源水  北谷町  8．12  2  N、D．  N．D．  
陸  

水  
mBq／t  

N．D．  N．D．  

淡 水  

0′・′5cm  那覇市  6  口  
6．08   4．21   5．85  Bq／Kg乾土  

土  
370   293   326  MBq／Kn了  

壌  
5～20cm  那覇市  6  口  

4．57   2．23   4．16  Bq／Kg乾土  

883   440   774  MBq／KrTl   

精米  与那城町  皿  口  N．D．   0．013   0．024  MBq／Kg精米   

野  与那城町  皿  口  N．D．  N．D．  
MBq／Kg生  

菜   
ホウレン草  与那城町  皿  ロ  N．D．  N．D．  

茶  Bq／Kg乾物   

牛乳  与那城町  9，2  2  N．D．   N．D．   0．026  Bq／l   

淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  那覇市他  7．1  4  N．D．  0．048   N．D．   0．063  Bq／人・日   

海水  県内5地点  7，10．1  皿  N．D．  3．27   1．29   3．44  mBq／l   

海底土   県内5地点  7，10，1  印  N．D．  2．60   N．D．   3．21  Bq／Kg乾土   

海  0．143   0．098   0．146  

産  
生  

Bq／Kg生  

物   
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（4）空間放射線量率測定結果  

測定年月日   
モニタ）ングポスト（nGv／h又はcps）  サーベイメータ  

（nGy／h）  

最低値   最高値   平均値   

平成10年   4月   6．7   14．7   7．9   61．7   

5月   6．7   11．0   7．7   61．0   

6月   6．5   14．8   7．9   61．3   

7月   7．1   24．5   8．1   62．8   

8月   7．1   10．6   8．0   62．8   

9月   6．7   11．0   8．0   63．7   

10月   6．7   12．5   7．8   60．7   

11月   6．2   12．6   8．0   63．6   

12月   6．9   12．2   8．1   60．7   

平成11年   1月   7．0   18．0   8．2   58．7   

2月   6．9   15．2   8．0   61．3   

3月   6．8   16．0   8．1   62．7   

年間値   6．2   24．5   8．0   58．7   ～  63．7   

前年度ま ■過去3年間の値   6．8   18．8   8．5   50．2  ～  68．0   
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